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相馬市災害対策本部 
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平成23年3月11日発生 
東曰本大震災の記録 
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平成23年3月11日発生東日本大震災相馬市災害対策本部配置職員等（8月1日現在) 

• 本 部 長 ： 市 長 立 谷 秀 清 

•副本部長：副市長佐藤憲男、教育長安良紀男 
參本部員：総務部長菊地利宗、企画政策部長橘川茂男、民生部長青田稔、保健福祉部長星光、 
産業部長吉野光一、建設部長小山健一、教育部長臺内吉重、生涯学習部長渡部卓、議会事務局長長沢宏昌 

•市職貝総務課：宮崎富由、中野俊一、伊東究幸、高橋照吉、渡邊宏子、奥山犬、飯島正之、目黒奈保子、木幡好孝、坂本弘次、鈴木洋平、竹岡博之、古市浩次、庄司功 

財政課：持舘直正、佐藤芳男、半谷修一、三瓶雅之、遠藤学、岸昌彦、但野陽子、菅野大亮、佐藤英雅、鈴木浩和税務課：木村一三、小山典男、神戸伸一、唯野恭子、 

荒川洋子、吉田絵理子、阿部ひろみ、高橋伸弥、佐々木国秀、青田規秀、荒直之、佐藤英光、村井貴美恵、荒武範、高松潔、宗像雅詞、高野友洋、川村大志、丹野賢、菅野正浩、 

齊藤浩司企画政策課：谷津田政弘、遠藤真、横山哲也、遠藤智、宮崎摩由子、陶裕人、松田早苗秘書課：宇佐見清、横山英彦、阿部勝弘、西映美、森誠情報政策 

課:野坂隆男、原史朗、大谷和正、荒川誠、只野聡一、佐藤広教、田原秀雄市民課:福迫光平、鎌田祥子、牛安澤美智、志賀聡子、齊藤真弓、三宅一博、三瓶望、天野昭光、 

高橋寿江出張所；佐藤吉典、大槻和子保険年金課：佐藤賢一、加藤一男、村井智一、阿部美香、半谷久美子、谷津田吉弘、四方美貴、石井明子、門馬マサ子、鈴木佑 

介生活環境課:桑折光信、赤石澤珍夫、佐藤英樹、木村幸治、塩谷修司、谷上郁夫、阿部浩宗、佐藤春夫、坂本勝美、石田富祐、杉茂環境公園課:吉田睦生、立谷容正、 

谷津田香織社会福祉課：齋藤典雄、桑折克弘、高橋広美、小泉香菜子、金沢彩香、荒秀明、門馬優樹、寺島隆太健康福祉課：島和夫、半谷和宏、高橋圭子、増子廣子、 

仁田幹夫、佐藤幸子、齊藤幸江、井上拓士、青田和之、高橋裕宗、高橋美佐子、反畑浩一、佐藤訓子、杉上俊一愛育園：木下旬、岡田泰子、大井雅弘、逸見久美子、佐々 

木まり子、佐藤美紀、前田道子、渡部絹子、渡部裕子、天野郁子、持舘希保健センター:岡和田忠一、佐藤久江、渡部賢治、若松由美子、齋藤悦子、尾形由恵、太田美由紀、 

佐藤宏美、阿部由美子農林水産課：植田富雄、村岡一ニ、伊東博之、川崎陽一、片平正秀、佐伯智一、目黒良、寺島賢ニ郎、杉晴香、米倉利宗商工振興課：佐藤栄喜、 

住吉康男、佐藤雄一、立花克圭、落合武志、太田ゆかり、松本純観光物産課：根本賢、齋藤秀浩、山木正博、但野拓也、小泉沙織都市整備課：門馬善治郎、木幡洋、 

渡部降、加藤功嗣、奈良信寛、森雅博、佐藤秀俊土木課：真壁達男、渡部英、持舘和夫、村上芳輝、多田眞一、保坂友則、齋藤渉、星義ニ、小野眞市、菅野直哉、曰下陽 

介建築課：金山安彦、立花康稔、佐藤哲、増田克彦、寺内祥人、青田洋子、新妻暁生、早田洋平、郡央任下水道課：小賀坂正廣、阿部誠、姥原永吉、竹澤雄ニ、大槻 

千恵、丹野由美子、寺島健司、菅野真弘、荒貴志、鹿又一紀、山本貴美子会計課:大河内富治夫、四栗和広、廣畑幸枝、但野直治、船山幸江里、中塚麻希子議会事務局： 

高橋利宗、高野恵久子、渡邊学、中塚繽紀農業委員会：横山幸弘、村上武光、遠藤智子、小関善之、木村祐貴監査委員事務局：寺島昭一、若竹郁子選挙管理委員 

会：伊東一夫、横山祐子教育委員会総務課：阿部和夫、田中昭美、志賀謙寿、飯島道子、今野公文、荒好、草野周司学校教育課：林宗一郎、島義一、佐藤武、鈴木孝 

守、岩崎明子、小倉康雅、秋山久美生涯学習課：坂本郁雄、紺野薫、橋本博幸、佐々木康一、但野文枝、木田朝子、佐藤崇、野坂京子、杉原朱美スポーツ振興課：荒 

幸弘、太田昌彦、橋本庸介、鶴岡英彰小学校:酒井信義、阿部正子、遠藤晴美、門馬洋子、小野田理紀、萩原晴子、高橋昌芳、小野田幸夫、松橋康文、佐藤雅子、唯野澄夫、 

高橋志保、管野孝子、高橋洋一、木下由紀子、渡部久美子、阿部恵久美、山本真佐美、佐藤和幸中学校：太田節子、吉内恵、久田たき子、門馬広治、武澤英樹、鈴木三奈、 

菊地知子、目黒文江幼稚園:荒川のり子、寺島浩子、國分裕子、谷津田まゆみ、佐藤智子、佐藤美奈子、橋本千春、本田肖子、齋藤和枝、遠藤智子中央公民館:岡本孝、 

菅野昌孝、高成田一彦、花澤和弘図書館:千枝章一、遠藤孝、迫野智子、井口久美市民会館:荒川仁親、森茂出向:佐藤一弘、松野泰章、荒政明、鈴木博、横山光、 

渡部昭一、小林信一、中塚記章7月31日付退職者：渡辺良行、鈴木裕、反畑正博、戸田博、花田政志、鈴木重晴、高玉洋子、折笠明子、管野勝美、鈴木みゆき 

•相馬市消防団•本団：団長荒忠夫、副団長菅野勇、副団長山田行雄 

鎌田重昭、阿部繁雄、武内裕明、石川勝衛、佐藤壮、森範雄、佐藤祐一、森聖仁、林貫一、渡邊嘉孝、立谷誠浩、池田康男 

•第1分団：分団長齋藤基次、副分団長佐藤良夫第1班：門馬隆行、斎藤正一、住井健吉、中野秀次、福田浩一、山田栄一、武島竜太、若竹一也、齋藤眞一、菅野賢、 

折笠優、西形朋和第2班：斎藤広幸、高見仁一、佐伯栄一、門馬明、荒安宏、阿部和美、寺島豊昭、森健一、門馬任、佐々木健、秋山貴広、菅野哲生 

•第2分団：分団長米山宏志、副分団長米本薫第1班：三坂孝俊、金子裕樹、阿部哲也、小川善道、伊東利真、横山英彦、荒和人、西村昌浩、米山真弘、小田祐樹、 

大浜尚喜第2班:阿部茂治、阿部家伸、立花一夫、志賀規秀、宝槻純一、安達昭仁、横山和雄、志賀正彦、山田博志、高玉裕貴第3班:齋藤初男、豊田光信、岩崎光則、 

阿部吉忠、前田昌幸、阿部真武、愛澤伸一郎、米本吏、高玉栄智、阿部真行、紺野智史 

第4班：鈴木弘ニ、斗蔵久仁彦、佐竹耕一、鈴木正彦、岩本和之、岩本宏美、佐藤信幸、岩本泰志、太田信ニ、山本和宏、藤田裕宣、佐藤義明、坂本大輔、中和田真志 

•第3分団:分団長立谷耕一、副分団長嶋田正照第1班:佐藤正人、南部浩幸、宍戸典顕、鈴木紀博、茂木一徳、佐藤耕司、川村大志、鈴木日出男、齋藤智英、佐藤光延、 

立谷知之、佐藤通靖、島健太郎、庄子博章第2班：鈴木実、佐藤浩司、高橋一泰、吉田隆由、鈴木貴之、佐藤洋壽、高橋伸次、吉田洋史、菊地俊文、鈴木秀和、宍戸大樹 

第3班:大川智典、木村泰志、山岡芳裕、草野良、管野芳正、西内伸明、佐藤直樹、高力仁秀、菊地裕司、相沢伸一、齋藤智英、菊地明彦第4班:齊藤喜則、寺内祥人、高橋伸弥、 

宍戸克彦、今村圭一郎、中谷祥之、渡部真一、中尾忠久、高玉典正 

•第4分団：分団長山崎長生、副分団長荒雄一第1班：齋藤喜一、柳澤裕真、渡部和義、鈴木邦彦、本田真一、鈴木強司、鈴木学、木幡賢太郎、芳賀寿光、菊池ぎ市、 

青田哲知、森裕也第2班:只野聡一、中塚真光、小関正一、伊達幸一、森佳生、高野道洋、鈴木雅之、早水真一、青田好史、田中諌、新開祟、沖野剛司第3班:渡邊憲博、 

渡邊訓佳、猪狩祐吾、菊地寿也、猪狩洋一、田村正和、和田山学、渡邊武彰、志賀悠司、志賀裕司第4班：荒鉄男、金澤裕高、小川守一、松岡一雄、齋藤豊治、山中賢一、 

大浦直也、渡部武、只野信一朗、佐藤一志、小林伸彦、佐藤貴幸第5班:今野利政、荒川雄久、神長健司、木幡公俊、桃井秀幸、荒川隆茂、品川守亥、武田泰彦、立谷憲一、 

鎌田精一、大森実喜夫第6班:川村清一、野崎龍也、櫻井隆行、今野忠之、四栗和也、蓑野真樹、西内知浩、大内大輔、西内隆志、早坂利昭、鈴木直人第7班:田代知章、 

渡部芳彦、武山剛、森聖明、吉田達也、板倉由幸、吉内文昭、清野翔太、高山敏一、早川浩平、中根秀幸 

•第5分団：分団長荒雄一、副分団長島田光司第1班：渡邊和彦、荒賢一郎、村田健ニ、杉森善雄、半谷安信、佐藤好正、大友広、菅野勇ニ、荒克弥、島浩史、坂脇 

格高第2班：木幡保教、伊藤武志、島村和彦、杉岡和喜、津田浩幸、岩崎友一、三浦哲郎、佐伯卓志、志賀良太、清野慎介、志賀貴之第3班：笹崎幸夫、荒淳一、高 

玉智雄、菅野正浩、武澤康雄、岡和田賢殺、畑中勇一、齊藤智英、齊藤慎也、遠藤貴之、米山辰徳第4班：渡辺昌幸、持立良文、星武彦、渡邊真一、荒裕之、渡辺崇、鈴 

木勝彦、小田原睦、佐藤昌幸、佐藤敦、齊藤康彰 

•第6分団：分団長門馬正広、副分団長荒忠浩第1班：中島圭一、齊藤宗裕、門馬広幸、愛澤勝、門馬和人、武澤孝道、愛澤佳伸、佐藤恭弘、斉藤裕樹、天野雄介 

第2班：寺島優治、門馬邦典、岩佐幸市、只野俊晴、新関清一、阿部清昭、但野雅春、大久保浩之、津田大、持建晃平、反畑克彦第3班：佐藤智英、佐藤真一、但野邦男、 

森大輔、岡本雄一、荒秀樹、松本一宏、冨田聡、佐藤佳太、佐藤崇徳第4班：五島範明、高橋敏幸、伊東一博、佐畑俊幸、木村幸治、武内成典、森大考、大槻佳志、伊東 

秀和、伊東桂祐、荒昌司第5班：新開康一、高橋嘉宏、加藤智正、末永伸行、佐藤勉、阿部和好、鈴木勝、鎌田博昭、阿部新太郎、太田裕之、齋藤和也 

•第7分団:分団長桑折健一、副分団長横山和洋第1班:渡邊弘之、石附諭、青田和正、齊藤修一、横山貴司、渡部智、杉本勝之、佐土原孝之、遠藤渓正、石附誠、佐々 

木国秀、鈴木宏徳第2班：佐藤博之、猪狩浩孝、植田真光、高橋弘、高橋栄暁、青田洋一、門馬正幸、持舘孝典、青田弘記、新妻峯崇、遠藤隆広、横山翔大第3班： 

河内兼司、大谷和正、太田徳、荒和徳、只野純也、太田朋義、遠藤真弘、持立広高、星良一、植村卓馬、濱名弘真第4班：菅野真弘、坂本政浩、横山邦芳、平田崇、坂本 

和章、菅野一規、小迫政人、山下博貴、横山友紀彦、稲村大助、菅野瞬、茨木祐賢第5班：高橋信幸、横山広一、荒幸治、青田光彦、荒有平、齊藤浩司、霜山宗貴、田中 

幹生、佐藤大輔、齊藤和也、鈴木徳良第6班：但野直治、佐藤伸彦、青木和典、村上紘一、信成和彦、飯塚知之、前川克美、川崎祐弘、竹中一輝、横田裕一、秋葉雄司 

第7班：岩崎祐一、青田一博、今野宏則、蔭山智彦、森慶彦、岡俊宏、鈴木佑介、湊尚哉、荒川武志、佐藤栄一、佐藤智一、佐伯智ー 

•第8分団：分団長佐藤博、副分団長安齊博幸第1班：坂本安彦、山田伸也、渡部真典、桑折智裕、荒武彦、山田勲、丸山竜平、丸山良太、遠藤博信、木幡好孝、佐 

藤慶信第2班：三品克巳、早坂範義、谷津田吉弘、草野亮、佐藤康長、泉井卓、草野昌美、三品光信、岩崎正幸、泉祐太胡、谷津田昌郁第3班：門馬弘幸、谷津田寛、 

前川正樹、愛沢洋行、大和田真介、今野能宗、荒典正、岡田浩司、笠原大希、門馬恭一、齋藤修一郎第4班:紺野健一、太田和人、前川真洋、西内光一、山田浩也、高野明彦、 

太田剛宗、渡部陽介、武澤昌一、草野明第5班：前山裕一、松橋信好、山田陽一、蓬田裕一、太田康男、谷地田誠、鈴木重伸、藤澤和貴、松田修一、長岩崇博、桑折健 

•第9分団：分団長信成洋志第1班：小野田功一、遠藤一美、竹岡博之、寺島裕一、荒功一、荒武範、宮崎裕之、佐々木貴生、大谷竜虎、岩崎恵信、渡部伸一、桜井勝 

利第2班:寺島克浩、唯野幸、大川泰一、鎌田幸一、坂田猛志、唯野善広、佐藤淳、平井真、岩崎豊和、寺島淳一、村岡輝美、佐藤栄伸、岩崎達耶第3班:大和田光夫、 

鈴木正一、佐々木和広、佐々木健一、福島清一、林譲ニ、狩野貴幸、金子智、石橋徹也、船競太、狩野美智第4班：佐光大和、守屋隆一、稲山光博、門馬将高、河西英哲、 

佐藤敦、島裕太郎第5班：姥原芳一、岩崎純一、阿部敦、長井憲章、島卓之、薮内雅人、佐藤友裕 

•第10分団：分団長吾妻正昭、副分団長後藤成美第1班：管野仁、門馬秀一、齋藤信明、松山昭広、高橋賢一、島幸司、荒明、鈴木降、高野秀樹、島直人、齋藤尚 

平第2班：赤石澤直人、幕田吉一、渡部裕幸、吾妻功、赤石澤務、高玉克己、佐藤和徳、高橋清和、菅野孝弘、エ藤博史第3班：千葉一司、阿久津弘之、菅野弘、大 

橋靖彦、熊坂行則、遠藤晃、伊藤博文、大橋正広、土屋忍、小賀坂浩ニ 

•相馬市議会災害対策本部議長波多野広文、副議長佐藤満 
草刈敬三、村松恵美子、伊東和幸、河内幸夫、立谷幸雄、立谷耕一、熊倉一巳、荒秀一、植村恵治、浦島勇一、只野敬三、 
佐藤建雄、米山光喜、荒川五郎、菊地清次、小泉正人、石橋浩人 
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震災前後の航空写真 
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東日本大震災後の主な取り組み項目 
3 月 1 1 日 〜 9 月 1 1 日 

月 曰 主な取り組み 主なうこ、き 

3月11日（金） 

14時46分三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の地震発生 

3月11日（金） 市災害対策本部設置 公共施設等を中心に避難所を開設 3月11日（金） 

市役所を毎日開庁（〜6月18日） 

3月12日（土） 
福島第1原子力発電所1号機で爆発 

3月12日（土） 災害対策本部会議開催 
(毎日2回/日：8時及び18時）（〜4月29日） 

旧相馬女子高体育館に遺体安置所設置 
(〜17日） 

3月13日（日） 市内での放射能測定開始 16時44分孤立者を全員救出 
おにぎり炊き出しボランティア開始 
(〜4月17日） 

3月14曰（月） 
福島第1原子力発電所3号機で爆発 

3月14曰（月） 広報そうま号外No.l発行 
(〜5月19日、No.l6まで発行） 

日本医師会へ支援要請 

3月15日（火） 

福島第1原子力発電所2号機損傷、4号機で爆発 

3月15日（火） 

南相馬市からの原発避難者受入（旧女子高） 
(〜4月18日） 

3月15日（火） 平成23年第1回相馬市議会定例会本会議 
(最終日） 

3月15日（火） 

市仮設ホームぺ一ジ設置（〜3月17日） 相馬市議会災害対策本部設置 

3月15日（火） 

「ろう城」宣言 ダウケミカル(株)より義援金（200万ドル） 

3月16日（水） 
被災者生活支援金支給開始 

3月16日（水） 
市民向けガソリン支給開始 

3月17日（木） 仮設住宅等受付開始 

3月18日（金） 
市ホームページ本復旧（災害情報を随時掲載） 遺体安置所をアルプス電気(株)相馬工場跡に移 

設（〜6月22日） 3月18日（金） 

電力 • N T T 調査 
3月19日（土） 相馬港2-4バース供用開始 
3月20曰（曰） 市民向け灯油支給開始 

3月21曰（月） 相馬市災害ボランティアセンター開設 

3月22日（火） 

避難者支援（天明カントリーゴルフクラブ• 
ホテル飛天で避難者の入浴•スポーツアカデ 
ミー相馬のシャワー利用開始） 

相馬市区長会開催 

3月22日（火） 

避難者支援（天明カントリーゴルフクラブ• 
ホテル飛天で避難者の入浴•スポーツアカデ 
ミー相馬のシャワー利用開始） 避難所おでかけミニノ くスの運行 

3月22日（火） 

相馬卸売市場を南相馬市への物資輸送拠点と 
して利用開始 

雇用促進住宅への入居開始 

3月23日（水） 
市民へのコメの配給（〜3月25曰） 自衛隊入浴施設供用開始 

3月23日（水） 
バス運行開始（相馬〜福島） 

3月24日（木） 
避難者支援（はなますの湯利用開始） 麻生元総理大臣視察 

3月24日（木） 
相馬市長メールマガジンNo.248発行 

3月25日（金） 
自衛隊ヘリによる被害状況調査 九州整備局の輸送船入港 

3月25日（金） 
バス運行開始（相馬〜仙台） 

3月26日（土） 

応急仮設住宅の建設に着手（東グラウンド） 

3月26日（土） 避難所•市庁舎でのラジオ体操開始 3月26日（土） 

相馬市長メールマガジンNo.249発行 

3月27曰（日） 谷垣自由民主党総裁視察 
3月28曰（月） 水道水モニタリング開始 生活路線バス運行再開 
3月29日（火） 公立相馬総合病院に臨時の精神科外来開設 国土交通省輸送船（防災フロート）入港 

3月30日（水） 

災害時要援護者調査（〜4月4曰） 相馬市区長会開催 

3月30日（水） そうまさいがいエフエム開局 
医療機関送迎バス（避難所〜医療機関）運行 

開始 
3月30日（水） 

水稲作付協議 

3月31日（木） 
福島県災害廃棄物処理対策協議会 

3月31日（木） 
ジャンボタクシー運行開始（相馬〜南相馬） 

4月1日（金） 「罹災証明書」発行開始 
自衛隊陸海空と米軍による行方不明者の海中 
集中捜査（〜4月3曰） 

4月2日（土） 全国市長会森会長（長岡市長）来相 

4月3曰（曰） 
消毒用の消石灰配布開始 南相馬市との区域外就学に関する協議 

4月3曰（曰） 
応急仮設住宅の建設に着手（刈敷田） 



月 曰 主な取り組み 主なうごき 

4月4曰（月） 

避難所巡回法律相談会開始 

4月4曰（月） 家庭ガレキ収集開始 4月4曰（月） 
相馬市長メールマガジンNo.250発行 

4月5日（火） 応急仮設住宅の建設に着手（東グラウンド） 

4月6日（水） 

4月7曰（木） 
震災孤児のための義援金受入口座開設 

4月7曰（木） 2 3時3 2分頃震度5強の余震 

4月8日（金） 

4月9日（土） 被災家屋調査開始 

4月10日（日） 三原じゆん子参_院議員視察 

4月11曰（月） 常設無料法律相談会開始 犠牲者へ黙とう（14時46分） 

4月12日（火） 心のケア研修会 バス運行開始（相馬〜亘理間） 

4月13日（水） 行政区長への移住計画説明 江田みんなの党幹事長視察 

4月14曰（木） スクールバス運行計画策定 福島県災害廃棄物処理対策協議会準備会 

4月15日（金） 山ロ公明党代表視察 

4月16曰（土） 

4月17日（日） 

4月18日（月） 避難所で給食提供開始 市立小•中学校入学式 

4月19日（火） 県立相馬高校入学式 

4月20日（水） 
学校給食用お弁当配布（〜4月22日） 県立相馬東高校入学式 

4月20日（水） 相馬フォロアーチーム活動開始 

4月21日（木） 
放射線対策アドバイザ一を委嘱 

(東京大学医科学研究所上研究室） 

4月22曰（金） 相馬市区長会開催 

4月23日（土） 
玉野地区放射線量測定開始 野田財務大臣視察 

4月23日（土） 玄葉国家戦略担当大臣視察 

4月24曰（曰） 相馬市長メールマガジンNo.251発行 仙谷内閣官肩副長官視察 

4月25曰（月） 浪江町民へ簡易宿泊所提供 

4月26日（火） 
第2回相馬市議会臨時会 
(『相馬市災害孤児等支援金支給条例』可決） 

4月27日（水） 衛藤衆議院副議長視察 

4月28日（木） 

4月29曰（金） 
区長等の現地確認（〜5月6日） 

4月29曰（金） 
リュックサック、米、水を市民へ配布 

4月30曰（土） 

応急仮設住宅入居者へ鍵弓1渡し 橋本聖子参議院議員視察 

4月30曰（土） 災害対策本部会議日程変更 
(1曰1回：18時) 

5月1曰（曰） 仮設住宅でタ食用弁当配食開始 

5月2曰（月） おでかけミニバス運行再開 東曰本大震災復興構想会議視察 

5月3日（火） 
はらがま朝市開催（〜5月5曰） 

※以降週末など開催 

5月4日（水） 
大島自由民主党副総裁視察 

5月4日（水） 松本防災担当大臣視察 

5月5日（木） 本部長被害状況視察（自衛隊ヘリによる） 在宅寝たきり老人に担架配布（48名） 

5月6日（金） 

5月7曰（土） 
本部長被害状況視察 
(行方不明者捜索状況確認） 

5月8曰（曰） 消防団による捜索活動終了 

5月9曰（月） 
応急仮設住宅入居者へ鍵弓丨渡し 片山総務大臣視察 

5月9曰（月） 
建設業者によるがれき撤去開始 

5月10曰（火） 道路整備促進期成同盟会全国協議会理事会 

5月11曰（水） 公衆衛生に関するレクチャー 天皇皇后両陛下相馬市ご訪問 

5月12日（木） 相馬地方広域市町村圏組合管理者会 

5月13日（金） 

5月14日（土） 鹿野農林水産大臣視察 

5月15曰（日） 

5月16曰（月） 



月 曰 主な取リ組み 主なうごき 
5月17曰（火） 第3回相馬市議会臨時会 
5月18日（水） 在日メキシコ大使来相 

5月19日（木） 道全協通常総会•震災から命を守る道づくり 
全国大会（東京•市長出席） 

5月20日（金） 相馬市長メ一ルマガジンNo.252発行 東北市長会（仙台市•市長出席） 
5月21日（土） 

5月22曰（曰） 放射線と健康影響説明会開催（〜6月27曰） 
5月23日（月） レソ卜王国在日大使来相 

5月24日（火） 
応急仮設住宅入居者へ鍵引渡し 

東北の港湾振興を考える意見交換会 
(仙台市•市長出席） 

5月24日（火） 玉野小•中学校校庭表土入替開始 
(〜5月27日） 

東北の港湾振興を考える意見交換会 
(仙台市•市長出席） 

5月25日（水） 徳山東北地方整備局長と意見交換 
5月26日（木） 

5月27日（金） 

5月28日（土） 
玉野地区で健康相談会開催（〜5月29日） 

5月28日（土） 
ハエ•蚊対策で消毒を実施 

5月29日（日） 

5月30曰（月） 

5月31日（火） 

6月1曰（水） 東;?、都稲城市と災害時相互応援協定締結 
6月2曰（木） 相馬フォロア一チームNPO化設立総会 J R常磐線復興調整会議 
6月3日（金） 第1回相馬市復興会議開催 

6月4日（土） 
消防団分団長会議 

6月4日（土） 「へドロやがれきの撤去•除去に携わる作業員 
や住民の健康対策」講演会 

6月5曰（曰） 知事•副知事と各市長との意見交換会（福島市• 
市長出席） 

6月6曰（月） 
私立幼稚園と保育園へ線量計配布 

6月6曰（月） 
相馬市長メールマガジンNo.253発行 

6月7日（火） 全国市長会（〜6月8日）（東京•市長出席） 

6月8日（水） 
社会資本整備を考える首長の会（東京•市長 
出席） 6月8日（水） 

全国医系市長会（東京•市長出席） 
6月9曰（木） 

6月10日（金） 
災害廃棄物中間処理業務をプロポーザル方式 
にて公募開始（〜6月20曰） 

区長説明会 6月10日（金） 
災害廃棄物中間処理業務をプロポーザル方式 
にて公募開始（〜6月20曰） アスペス卜濃度測定開始 

6月11曰（土） 応急仮設住宅全戸完成 

6月12日（日） 
広島の陸上自衛隊活動終了 被災者の孤立死を防止するための有識者会議 

(仙台市•市長出席）「相馬井戸^長屋」構想 
を発表 

6月12日（日） 
相馬市長メールマガジンNo.254発行 

被災者の孤立死を防止するための有識者会議 
(仙台市•市長出席）「相馬井戸^長屋」構想 
を発表 

6月13日（月） 
第4回相馬市議会定例会（〜6月28曰） 
(災害公営住宅（集合住宅）建設を予算化） 

6月14日（火） 

6月15曰（水） 
第2回相馬市復興会議開催 
災害対策本部会議日程変更 
(水曜日は本部会議を行わず、復興会議とする） 

6月16曰（木） 
参議院東日本大震災復興特別委員会（東京• 
市長が参考人として招致） 
※住宅供給と津波被災地再生への提案 

6月17日（金） 市独自へドロ健康障害対策システム実施 市内全避難所閉鎖 
6月18日（土） 市内各地の放射線量測定メッシュ調査実施 

6月19曰（日） 
第1回相馬市復興会議顧問会議開催 内閣府末松副大臣視察 

6月19曰（日） 
本日から市役所を日曜日閉庁とする 

6月20曰（月） お出かけバス（仮設住宅〜市街地）運行開始 
6月21日（火） 小•中学校のミニホッ卜スポット調査開始 

6月22日（水） 第3回相馬市復興会議開催 

6月23日（木） 「被災証明書」発行開始 静岡県医師会」MAT報告会 
6月24日（金） 



月 曰 主な取り組み 主なうごき 

6月25曰（土） 

6月26曰（曰） 
命を守る小田原をどう作るか講演会（小田原 

市）（市長講演） 

6月27日（月） 仮設住宅にタ食おかず配食開始 仮設住宅組長会議 

6月28日（火） 

6月29日（水） 第4回相馬市復興会議開催 

パナマ大使館•キューバ大使館主催相馬市 

震災孤児等支援金支給基金募金イベント 

(東京•市長出席） 

6月30日（木） 災害廃棄物中間処理業者選定会議開催 相馬港湾施設建設促進協議会総会 

7月1曰（金） 
災害対策本部会議日程変更 
(月曜及び金曜日に本部会議を開催） 

7月2日（土） 

相馬市消防団合同慰霊祭 

7月2日（土） 震災孤児支援金支給式 7月2日（土） 
飯舘村避難者仮設住宅入居開始 

7月3曰（曰） 

7月4曰（月） 

7月5曰（火） 

7月6日（水） 
東北地区港湾整備促進協議会中央要望活動（東 

京•市長出席） 

7月7日（木） 相馬地方広域市町村圏組合管理者会 

7月8日（金） 災害廃棄物中間処理業者選定会議開催 仮設住宅組長会議 

7月9日（土） 玉野地区10 m メッシュ調査実施 

7月10日（日） 

7月11曰（月） 

仮設住宅支援員訪問開始 玉野地区住民代表と放射線除染対策について 

協議 7月11曰（月） タ食の配食を全仮設住宅で開始 

玉野地区住民代表と放射線除染対策について 

協議 7月11曰（月） 
相馬市長メールマガジンNO.255発行 

7月12曰（火） 
早稲田大学大学院での市長講話 
(東京•市長出席） 

7月13曰（水） 第5回相馬市復興会議開催 
全国市長会経済委員会全国市長会理事•評 
議員合同会議（東京•市長出席） 

7月14日（木） 

7月15日（金） 政府現地対策本部視察 

7月16日（土） オーストリア特認全権大使来相 

7月17曰（曰） 相馬光陽サッ力一場開場式 

7月18曰（月） 

7月19日（火） 
仮設住宅でリヤカ_販売開始 
(買い物•生活支援事業） 

政府復興計画策定に関する意見交換会 
(福島市•市長出席） 

7月20日（水） 

南相馬市避難者仮設住宅入居開始 仮設住宅組長会議 

7月20日（水） 
第6回相馬市復興会議開催 

東北中央自動車道建設促進合同大会「市長特 

別講演」（東京•市長出席） 

7月21日（木） 
第5回相馬市議会臨時会 
(『相馬市災害危険区域に関する条例』可決） 

7月22日（金） 相馬野馬追安全祈願祭•前夜祭 

7月23日（土） 
相馬野馬追 

7月23日（土） 鈴木文部科学副大臣視察 

7月24日（日） 

上げ野馬御神事 

7月24日（日） 相馬市少年親善使節団結団式 7月24日（日） 
平野復興大臣視察 

7月25曰（月） 大野台地区仮設店舗工事着工 飯舘村仮設住宅組長との意見交換会 

7月26日（火） 東京電力株式会社に要求書を提出 県復興ビジョンに係る意見交換会 

7月27日（水） 

7月28日（木） 放射能測定講習会開催（〜7月29曰） 全国都市港湾協議会（木更津市•市長出席） 

7月29曰（金） 
浪江町避難者仮設住宅入居開始 ソ一フ一パネル寄贈式（マスク財団） 

7月29曰（金） 
玉ノ井部屋夏合宿土俵開き 

7月30日（土） 

7月31日（日） 

8月1曰（月） NPO法人相馬はらがま朝市クラブ認可 



月 曰 主な取り組み 主なうごき 
8月2曰（火） 相馬市誘致企業連絡協議会総会 
8月3曰（水） 

8月4日（木） 
市立幼小中学校の校庭の表土削リ作業開始 ダウ•ケミカル社が市に災害公営住宅を寄付 8月4日（木） 
玉野地区全戸に高圧洗浄機配布 J R常磐線復興調整会議 

8月5曰（金） 
市民七タまつり（〜7曰） 

8月5曰（金） 
相馬港建設促進期成同盟会総会 

8月6日（土） 東北の農業•林業•水産業振興支援集会 
8月7曰（曰） 

8月8曰（月） 相馬市長メールマガジンNo.256発行 潘基文国連事務総長視察 8月8曰（月） 相馬市長メールマガジンNo.256発行 
NPO法人相馬フォロア一チーム認可 

8月9日（火） 
「東日本大震災後の福島•伊達•相馬地方の幹 
線道路整備を考える緊急フォーラム」開催 

8月10日（水） 「除染に関する説明会（玉野地区)」開催 
8月9日の緊急フォーラム決議を受け国土交 
通大臣に要望書提出 

8月11日（木） 

8月12日（金） 大瓜市、流灯会 
8月13日（土） そうま慰霊花火大会 

8月14日（日） 
柚木地区応急仮設住宅でキッチンカーによる 
タ食配食開始 

盆踊り大会 

8月15日（月） 

8月16日（火） 

8月17日（水） 宮城教育大学学生による学力向上支援(〜19日） 

8月18日（木） 
土地利用規制に関する住民説明会（〜28日） 

8月18日（木） 
相馬市長メールマガジンNo.257発行 

8月19日（金） 

8月20日（土） 

8月21日（日） 厚生労働省大塚副大臣が市長と面談 
8月22曰（月） 福島県市長会議 
8月23日（火） 

8月24日（水） 

8月25日（木） 第2回復興会議顧問会議開催 曰本精神病院理事長等研修会での市長講演 
8月26日（金） 

8月27日（土） 

8月28曰（曰） 

8月29日（月） 

第1回相馬市災害対策復興会議開催 フジモールドエ業株式会社と工場立地に関す 
る基本協定書を締結 

8月29日（月） 
『相馬市復興計画Ver.1.1』策定 

フジモールドエ業株式会社と工場立地に関す 
る基本協定書を締結 

8月29日（月） 
ガレキ中間処理の設備着工 

8月29日（月） 

P T Aに対する放射能説明会開催（〜30日） 

8月30日（火） 相馬市区長会総会開催 東北中央自動車道の整備促進を求める伊達市 
総決起大会にて市長が基調講演 

8月31日（水） 自衛隊活動終了 

9月1日（木） 

除染対策プロジエク卜チーム第1回会議開催 

9月1日（木） 応急仮設住宅で生涯学習講座を開講 9月1日（木） 

9月から市役所の体制を通常体制とする 

9月2曰（金） 原子力損害賠償の完全実施を求める福島県総 
決起大会 

9月3日（土） 

9月4曰（曰） 

9月5曰（月） 被災農家経営再開支援事業説明会（〜8曰） ひまわり会情報交換会 
9月6日（火） 

9月7日（水） 相馬井戸瑞長屋新築工事起工式 

9月8日（木） 

9月9日（金） 自治体災害対策全国会議での市長講演 

9月10日（土） 
相馬市東日本大震災慰霊祭開催 東日本大震災鎮魂行事「天灯」 

9月10日（土） 
文部科学省森副大臣が市長と面談 

9月11曰（曰） 東日本大震災から与 5年の節目を迎える 



災害対策本部初動体制（1週間目まで) 
項 目 

時 間 発 生 事 案 

3月 1 1曰 (金） 

午後2時4 6分 

地震発生 

市 役 所 の 震 度 計 午 後 2 時 4 6分震度5強（5 . 3) 

午 後 2 時 4 7分震度6弱（5. 7) 

午 後 2 時 4 8分震度5強（5.1) 

午後2時4 9分 地震発生直「津波警報」その後「大津波警報」発令 

警報発令後に直ちに防災行政無線により避難広報の放送を実施 

相馬消防署と消防団の各分団積載車による避難広報開始 

午後2時5 5分 午後2時5 5分 
「相馬市災害対策本部設置•第1回災害対策本部会議」 

午後2時5 5分 

市長を本部長に関係機関団体及び各部長が參集し、情報収集にあたる 

• 本 部 長 指 示 

(D内陸部の消防団に倒壊家屋のチェック、生存者救出 

©海岸部の消防団は、津波の避難誘導を急げ 

®市職員は、災害弱者施設のチェックと対応しろ 

®公共施設のチェックをしろ 

©その他被災状況を逐次報告しろ 

報 告 事 項 

午後3時25分 ジャスコ相馬店商品陳列棚倒壊し、買い物客が下敷きとなりヶガ人発生 

午後3時35分 

中村川沼地内の電力柱から出火 

中村大町地内のいわき屋付近の家屋が倒壊1人下敷きとなったが救出 

午後3時4 0分から通行不能となる 

午後3時38分 

新田地区「船橋宅」家屋倒壊の連絡あり 

南飯倒地内市道の大規模陥没連絡あり 

午後3時40分 小泉根岸18 4— 1「コーポ次郎」前の市道大規模陥没連絡あり 

午後3時45分 

中村桜ヶ丘3 6番地のねたきり高齢者を避難場所へ搬送依頼あり 

指定避難所である「スポーツアリーナそうま」へ搬送する 

相馬市消防団第4分団塚部消防屯所の屋根大規模破損連絡あり 

午後3時50分 ジャスコ相馬店の事故で2 0代の女性が陳列棚の下敷きになり死亡確認の 

報告あり 

午後3時53分 

消防団第7分団より柏崎、新田、岩子地区に津波来襲の報告あり 

津波の高さについては、確認不能|津波の襲来確認| 

午後3時54分 

消防団第3分団長より東部地区(原釜•尾浜地区）に津波来襲の報告あり 

津波の第二波確認 

午後3時56分 消防団第7分団から岩子地区の信号機まで津波が到達した旨の報告あり 

午後4時00分 消防団第3分団長から尾浜消防屯所まで津波が到達した旨の報告あり 

午後4時01分 消防団第8分団長より、柏崎から日立木地区まで津波が到達した旨の報告 

あり、さらに国道6号線を越えた報告あり 

午後4時02分 中核工業団地東地区周辺において火災発生を確認 



午後4時06分 

津波が国道6号線バイパスまで到達した旨の報告あり、さらには尾浜細田地内 

のローソンにおいて、救急車が津波に流される救急車には1人の職員が乗車し 

たままであるとの報告あり 

午後4時1〇分 和田地区の「ホテル飛天」から避難者の受入可能の連絡あり 

国道113号線バイパスのセブンイレブン周辺の道路沈下の報告あり 

午後4時15分 消防団第4分団から塚部地内の地蔵川が津波により急激に引いている報告あ 

り 

午後4時25分 

東地区産廃処分場入ロにおいて50cmから80センチの地盤沈下確認 

リサイクルセンター周辺液状化の報告あり 

午後4時57分 岩子地区住民のうち、4人〜5人が確認できない避難しているのか否かは不明 

午後4時42分 |津波の第三波確認| 

午後4時55分 |津波の襲来確認| 

午後5時33分 古磯部地区のほとんどの家屋が津波により流失•倒壊しているとの報告があり 

午後5時46分 

各消防団から津波よる孤立地区の報告あり、孤立4箇所17名 

新 田 千 鉢 4 名 新 田 大 町 3 名 尾 浜 ニ 合 田 8 名 原 釜 北 谷 地 2 名 

午後5時34分 公立相馬総合病院へ避難している14名を向陽中学校の避難所へ移動させる 

午後5時45分 社会福祉協議会デイサービスの送迎バスが津波にのまれ3名死亡 

午後6時10分 原釜大津地内で発生した建物火災（4棟全焼)消防団第3分団長宅周辺 

午後6時20分 坪ケ迫地区集会所へ2 0人が避難しており、向陽中学校へ移動させる 

松川亀屋旅館に3名が孤立しており、そのまま待機中 

午後6時25分 

相馬中央病院から報告あり4名（自力で3名救急搬送1名） 

すべて軽症で処置後帰宅 

午後7時10分 

新田地区において2名乗車の車輛が津波に流されたもよう（民生委員） 

原釜幼稚園へ3 0名が避難しており、中村第二小学校へ移動するよう対応する 

午後7時3 0分 
第2回災害対策本部会議 

本部長から現時点における指示事項 

(D孤立状態の地域の現状把握 

(D孤立している住民の救出と避難所までの誘導 

© 避 難 所 に お け る 避 難 者 の 状 況 把 握 

@ 自 衛 隊 へ の 救 助 • 救 援 要 請 

© 避 難 所 避 難 者 へ の 食 料 • 飲 料 水 • 毛 布 な ど の 確 保 

© 警 察 • 消 防 等 機 関 か ら の 情 報 収 集 

®他市町村への支援要請 (給水車の手配） 

午 後 7 時 3 2 分 身元不明死体の安置所として、川沼体育館を指定した 

午 後 7 時 5 0 分 

岩子地区「長命寺」に約5 0名が避難しており、孤立状態であり 

食料と飲料水がなレヽとの報告あり 

午 後 8 時 1 3 分 

災害救援部隊である自衛隊福島駐屯地から第1陣が到着 

自衛隊と消防車両が、東部公民館へ救出のため出発 

午 後 8 時 2 5 分 相馬共同火力発電所に約1,0 0 0名が孤立状態にある 

午 後 8 時 5 5 分 公立相馬総合病院からの報告入院患者7名（重症）外来患者4 3名 

10 
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午後 9時 0 5 分 避難所•東部公民館に避難している妊婦、陣痛が始まったとの連絡により 

警察と連携し救出活動が実施された 

午後 9時 2 9 分 妊婦が無事あらき産婦人科医院に搬送された 

午後 9時 3 7 分 介護老人施設森の都が音信不通となっている旨の情報が寄せられた 

午後10時50分 磯部小学校避難所の避難者数が、4 7 2人となっている旨の連絡あり 

3月12曰(土) 

午前0時 

第3回災害対策本部会議 

協議及び本部長指示 

© 避難所における避難者の状況把握 

東部公民館や各地区の小 •中学校、アリーナ .はまなす館など 

1 0 箇 所 、 避 難 者 総 数 2 ， 3 8 0 名 と な っ て お り 、 各 避 難 所 に 

職員配置してその対応にあたっている。 

避難者の中には、興奮混乱状態の者が多数見受けられ、また寒 

さのため暖戻器具や毛布が大量に必要となっている。 

©孤立状態の地域の現状把握と救出 •避難誘導に向けた活動 

孤 立 箇 所 1 0 箇 所 原 釜 • 尾 浜 地 区 の 旅 館 や 民 宿 、 飯 豊 • 岩 子 

地区の民家や寺院など。 

現在把握しているのは、約 8 0 名 で 自 衛 隊 • 警 察 • 消 防 • 消 防 団 

が連携し、孤立者の救出活動中 

© 炊き出しの継続に向けた食材の確保 •断水対応のための給水車 

の手配•大量に必要となる毛布などを確保方法の検討するように。 

炊き出しのための米を確保するため、J Aそうまに協力要請を行 

い、厨戻や炊飯施設のある市内 3業者に依頼し、約 9 8 0 食を避 

難所へ配布。 

相 馬 共 同 火 力 発 電 所 に 約 1 ， 0 0 0 名 が 取 り 残 さ れ て い る た め 、 

その炊き出しを必要となり、炊き出し可能な業者に引き続き協力 

要請自衛隊の炊事班の依頼を要請し、明日には到着して炊飯 •炊 

き出し業務に従事できる旨の報告があった。 

©飲料水は、相馬広域水道企業団に確保されているが、給水車の 

保有台数が 3台であることから、本部長が福島県や関係自治体に 

協力要請する。 

© 寒さ対策のために絶対必要となる毛布の備蓄は、約 2 0 0 枚 で 

あり、緊急支援揩置として日赤福島支部に対して 3， 0 0 0 枚 を 

要請すること。 

毛布が到着するまでは、市広報車をフルに使い、消防団の車両 

でも広く市民に協力要請すること。 

欠 
、_上• 
落 
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3月12曰（土) 

午前2時45分 

午前3時00分 

午前5時58分 

第4回災害対策本部会議 

協議及び本部長指示 

© 各避難所の避難者状況の把握と健康状態の確認 

午 前 2 時 3 0 分 現 在 の 避 難 所 2 4 箇 所 • 3 , 8 4 9 名となって 

おりスポーツアリーナそうまと中村第一小学校、向陽中学校など 

の避難者数の多い避難所については、職員の配置人数増員が必要 

であり、早急に対応する。 

避難者の健康状態確認のため、保健センターの保健師を配置す 

るとともに、必要に応じて医療機関から医師と看護士の応援を得 

る。 

©孤立状態となっている方々の救出方法の検討 

3 月 1 1 日 午 後 1 1 時 現 在 、 把 握 し て い る 孤 立 箇 所 は 、 1 0 箇 

所 に 約 8 0名であり、夜明けとともに孤立者の救出を行うための 

体制と自衛隊や県警本部に要請してヘリコプターによる吊り上げ 

救出を行う。 

なお、救出後の収容先の準備や医療機関との連携について速や 

かに調整を行う。 

© 避 難 者 へ の 支 援 体 制 

避難所で必要な食料をはじめとする物資について、県災害対策本 

部へ速やかに搬送できるよう要請するとともに、到着した支援物資の受 

入体制と避難所への迅速な運搬体制の準備を行う。 

本部長指示 

これよリー枚のシー卜にまとめて本部会議を行う。 

® 孤 立 者 救 出 に 全 力 を あ げ る こ と 。 

( 2 )避難者の食事、生活物資、健康対策 

( 3 )生存者、行方不明者を確定させる。 

@ 仮 設 住 宅 建 設 の た め の 土 地 を ま と め ろ 

© 空 き ァ パ ー ト を 確 保 す る こ と 。 

© 生 活 資 金 を 見 舞 金 で 

® ラ イ フ ラ イ ン の 復 旧 

( 8 )ガレキ撤去の置場所確保 

( 9 )棺おけ5 0 0 個を手配せよ 

自衛隊•警察•消防の先遣隊が、原釜•尾浜の状況確認及び孤立者の救出の 

ため、出発する。 

午前6時12分 原釜の現場到着、救出活動開始 

午前6時33分 津波による多数の孤立者を発見したことから、県防災ヘリコブターの要請を 

行う。 

午前8時15分 NHKのテレビで磯部大洲海岸の一部が崩壊している状況が放映される 

午前8時30分 尾浜南ノ入地内の小山宅に取り残された6名を消防•消防団が救助へ出発 

17 
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3月12日（土) 

午前9時00分 

第5回災害対策本部会議 (第5回以降パソコンによる口述筆記建設部長小山) 

【本部長からの指示】（報告を受けた後の指示も含む） 

• 昨 日 の 早 朝 （ 3 月 1 2 日 3 時 ） に 協 議 し た こ と の 進 渉 を 報 告 し て 欲 
しい。夜が明けてどういう状況か、再度整理するように。 

_最大の課題とした孤立者の救出について、出来た部分と出来ていな 
い部分は何か。磯部にいる人達も孤立者と見るようになるので、こ 
ちらに連れてこないといけない。 

•問題解決ができない孤立者のケースを、一つ一つ解決していかない 
といけない。 

•約 3， 7 0 0人の避難者に対して、朝食は配ったので、昼食とタ食、支 
援物資を確保するように。 

•作業するのに、道路を開かないといけない。予想以上に水が引けな 
いが、水が引いてからやるわけにはいかない。まず、孤立者をなく 
すために必要だ。 

•御遺体が相当ある。次のテーマとして、行方不明者の捜索と御遺体 
の収容だ。海上に御遺体が浮かんでいる。船に引き揚げてもらうが、 
接岸できない状況だ。 

•今は、がれきの撤去より、捜索に主眼を置くべき。 
•明日明後日を想定して、今日やるべきことを考えるように。孤立し 

ている方々を安全な場所に連れてくる。また、避難している人々は、 
2日目を迎える。避難者の要望をどうやって反映させていくか。市 
議会議員の力も借りて事情聴取するように。 

•棺桶は、現在の 1 5 0個では足らないので、早急に作らせるように。 
中通り葬儀屋に連絡して、ドライアイスを確保するように。 

•治療費は、ない金は取れない。支払いは留丨呆するように。 
•避難所が昨晩どれくらい寒かったか確認して、暖戻器具の強化を検 

討。石油が一番いい。 

•各避難所で何が必要か調査中。市民からタオル、歯ブラシ、防寒着 
などを集めている。市民会館で水を配っている。 

•流山市と裾野市が職員を応援で出したいとの申し出を頂いた。やる 
ことを明確にした上でお願いする。 

_避難所は、これから不満が出てくる。不快にならないように気を配 
るように。 

• 学校は、しばらく休校にせざるを得ない。 
•雇用促進住宅について、来週からでも住めるように準備しなさい。 
• 見舞金を、 1人当たり 5万円くらいで。早急に配らなくてはならな 

い。 

•孤立者の解消や避難所の対応等、全て本部でまとめるように。副市 
長に全て報告するように。 

【報告事項】 

• 1 0 数ヶ所の孤立者に対し、救出人数や救出できない理由（ボート 
がないと救出できない等）等を1件ずつ報告。 

•昼食は、鳥久、大橋屋、新妻フード等で対応。 
• 現在の棺桶の在庫は、県警から 5 0 、市内から 1 0 0 で計 1 5 0 個。 
• 医 師 会 の 協 力 で 、 各 避 難 所 に 医 師 1 名 、 看 護 士 1 名 。 
•支援物資として、布団 2 7 0組、毛布 1 9 2枚、下着 1 0 0枚、水 1， 3 8 0 

本、粉ミルク1 1 2缶、オムツ2 0袋等。 
• 応 援 協 定 を 結 ん で い る 米 沢 市 が 7 ： 5 0に米沢市を出発し、飲料水や 

毛布6 6 0枚等を持って来てくれる。足立区も1 2 ： 0 0に出発する。 
裾野市も飲料水等を持ってくる。 

•避難者の入浴は、まだ実施していない。自衛隊にお風呂支援を要請 
する。 

• 共同火力に 7 1 0 個のおにぎりと 1 0 0 0 本の水を届けた。 
• 自 衛 隊 は 、 7 ： 3 7から 2 5名増員し、合計約4 0名弱となった。 
• 消 防 は 、 9 ： 0 0に群馬県警が約7 0名。 
•仮設住宅は、1， 0 0 0戸を県に要請した。おそらく1 0 h a くらい必要 

となる。 
•一民ikiアノヽ一广の借上げは、不so産fe約1。件^:調査中。 

午前10時30分 被災地視察のため、本部長、消防団長、副団長が出発 

午後 0時 3 0分 松川浦大橋南側に取り残された1名をヘリコブターにより救助 

20 



午 後 0 時 5 0 分 大津波警報が発令されるすべての捜索隊を一時高台に移動を指示 

午 後 2 時 4 0 分 岩子晴風荘に取り残された避難者を緊急救出するようヘリコブターに要請 

午 後 2 時 4 8 分 沖合い約100の漁船に対して、飲料水や食料を‘ 

頼あり 

.リコプターにより投下依 

3月12日（土) 

午後3時30分 

第6回災害対策本部会議 

午 後 4 時 0 0 分 

午 後 5 時 5 1 分 

午 後 7 時 0 9 分 

【本部長からの指示】（報告を受けた後の指示も含む） 

• 未 だ に 孤 立 者 が い る 。 
• 夜 に 対 す る 備 え は と り あ え ず 大 丈 夫 だ と 思 う 。 
•食料はある程度確保したので、焦る必要ないと思う。今日明日くら 

いまでは保証できる。行方不明者捜索を重要項目にするようド。 
• 燃 料 が 、 あ と 3 日 で 尽 き る 。 仙 台 港 か ら 揚 が ら な い た め 。 財 務 省 に 

メールしているが、政治的に動かないといけない。燃料が手に入ら 

な い こ と も 考 え な い と い け な い 。 — 
• 民間アパートを早く借り上げること。雇用促進住宅も準備を急ぐよ 

うに。 

【報告事項】 
• 流 山 市 、 米 沢 市 な ど か ら 物 資 が 到 着 。 
• 原 釜 屯 所 に 4 体 の 死 体 。 ま た 、 柏 崎 か ら 磯 部 に 向 か う 途 中 、 第 8 分 

団が瓦礫の中から死体が5体発見。 
• 流 山 市 か ら 給 水 車 1 台 。 タ 方 か 明 日 、 も う 1 台 来 る 予 定 。 あ と 、 毛 

布1，0 0 0枚や水、ブルーシート等。裾野市からは、水、毛布、非M 
食 づ 、 レ

1

~ シ ~ ト 等 

•食事は、自衛隊 1 , 0 0 0 食、船橋屋 3， 0 0 0 食、鳥久 2 0 0食、ほっとも 
つと2 0 0、新妻フーズ2 0 0食。 

•仙台港のオイルタンク炎上している。相馬の備蓄は、灯油は 2曰分、 

A重油は3日分。火葬用を自衛隊に要望。 & 
匯 沖 合 に 出 て い る 漁 船 の 油 が な く な っ て き て い る 。 U 時 半 頃 、 漁 協 

から約1 0 0槽が帰れないので、水と食料がほしいとのこと。へリコ 
プターで油を届けるという案もあるが、ヘリコプターは救助に専念 
]たいとの’シで再協議中 

•民間アパートの借り上げは、議長にも説明し、入居できる優先順位 

を検討すス 
• 火 葬 の 回 数 を 増 や す 。 無 料 化 も 検 討 。 

警察•自衛隊が合同で再度救助活動へ出発 

自衛隊のヘリコプターが来れなくなり、救助活動終了 

自衛隊のヘリコプターが再度晴風荘上空に到達したが、救出活動を断念し 

た。 

東京電力福島第一•第二原子力発電所半径2 0キロ圏内避難指示 

午後8時2〇分 

午後10時14分 

大津波警報解除津波警報へ切り替え 

地 震 発 生 浜 通 り 震 度 5 弱 相 馬 市 震 度 4 

3月13曰（曰） 

午 前 3 時 0 9 分 

地 震 発 生 浜 通 り 震 度 4 相 馬 市 震 度 2 

午 前 7 時 1 5 分 地 震 発 生 浜 通 り 震 度 3 相 馬 市 震 度 3 

午 前 7 時 3 0 分 

午 前 7 時 3 5 分 

津波警報から津波注意報へ切り替え 

大分防災ヘリコプター東グラウンドへリポートに到着 

午 前 8 時 0 0 分 市•警察•自衛隊•消防.消防団の5者合同打合せ開催 

被災ェリアの捜索方針の確認 

午 前 8 時 2 5 分 地 震 発 生 浜 通 り 震 度 3 相 馬 市 震 度 3 
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3 月 1 2 日 （ 土 ） 本 部 長 が 携 帯 電 話 で 撮 影 

原 釜 字 仲 田 • 北 谷 地 （ 地 点 ® ) 

孤立者を救出する_衛隊ヘリコプター7原釜字北谷地（地点®) 
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尾浜字原と松川浦（地点 ® ) 

) ' ニ 1 l l 

ま 各 ^ ^ 

尾浜字船越（地点 ® ) 
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原釜字大津（地点 ® ) 

原釜字大津（地点 ® ) 
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3 月 1 2 日 （ 土 ） 

東京都足立区よリご支援をいただきました 



3月13曰（曰) 

午前8時30分 

第7回災害対策本部会議 

【本部長からの指示】（報告を受けた後の指示も含む） 
•午前中には、孤立者をセ、口にしたい。避難所に行きでしく!、と

+
いプう 

人は、孤立着から外す。救援物資が届けられない人力、^ 
"避難所に入らない人”をik立者と考えると無理がある。概ふを率 

えないといけない。孤立で困る人を「孤立者」と定義する。、，川令 

原簽の高台で暮らしている人もいる。ライフラインはだ。を芒もい$ 
人を、孤立者とは言わない。孤立者としてリストアッフされている 

人 が 本 当 に 孤 立 者 な の か 、 午 前 中 に 結 論 夸 出 す よ う に は 
• 行 方 不 明 者 捜 索 は 、 瓦 礫 の 撤 去 と 同 時 に 行 o て い 全 ふ 倒 壊 声 厚 

街中の3箇所くらいで、浜はない。すべて流出。避難- ^ "ト夸作り 

ながら瓦礫の撤去。そのときに御遺体左思てき芒ら、管、祭£チ盂之 
ク し て も ら う 。 御 遺 体 の 搬 送 は 、 原 則 警 察 の

3

台 の ワ コ ヒ 裹 2 S 苺 
を払いながらするように。誰なのかは分からぐょいでで,、,屬法芬霞殼 
現場で対面式の確定をするしかない。旧相馬女子咼の体育館か騒然 

としている。警察の協力を。 、一七、口，、 
• 身元確定の御遺体と住基台帳の突き合わせが必要。生存者も同じ。 

そ の 間 の 人 （ ど ち ら に も 該 当 し な い 人 ） が 行 方 で 月 ^ ? の " I つ 
色分けが終わらないと、行政の仕事は進まない。生存者確認名簿た。 

•各避難所で合計が約 2， 8 0 0 名。終息に向をっている。上 _ ^ 
• 津波に飲み込まれた地域の確定。その地域に住んでいた人は、死を 

でいる可能性がある。そこの人口はどれだけか。原簽、北原答、松 

川、尾浜、磯部、岩の子、新田、柏崎。住宅地図と隹基怠fな突き 
合わせ作業を急ぐこと。捜索対象地域と、捜索対象者名簿を 
避難民を突き合わせして。避難民の名簿をきちんと書かせて管理す 

ること。今日の午前中にやるように。 ，. 
•瓦礫の撤去や行方不明者捜索は、津波が来たときトこ逃]_ナるノ,レ了ト夸 

確保しながら作業するように。ルートを消防と建設部で考ぇてく 

れ。2時間で実行せよ。 一 ふ 一 , ふ - , 

• ボランティアに何をしてもらうか。どんな仕事がいるかを副巾長と 
建設部長で考えて。ボランティアの整理。整理できたところで支援 

•彳|矗任袞^:、。対面。旧相馬女子高体育館で担_者ちg察が仕； 
に 。 身 元 が 確 定 し な い と 火 葬 で き な い 。 警 察 と 連 携 し て 。 か g 
わるまでが警察の担当、それ以降は、民生部長の担当だ。警察に増 

援をお願いするかは民生部長に任せる。 
• 仮 設 住 宅 1 , 0 0 0 戸 を 出 来 る だ け 早 く 作 れ る よ う に 。 一 一 ， -
• 4月 6日までには、避難者を学挺から移しく小中学校を兀に民さな 

いと。 
• 小 学 校 の 卒 業 式 ど う す る か 。 現 実 に 応 じ た 対 広 を 。 卒 業 式 の た $ に 

避難民の移動を議論するのは間違っている。 3月 1 7 日から授業再 

開したいと言っているが、それまでに解決できない。 
• 食べ物は、日数が経ってくると、おにぎり以外の要望も出てくる。 

他市町村等に、未を要望する。 
• 行 方 不 明 者 捜 索 は 、 し ら み つ ぶ し に や る こ と 。 

【報告事項】 
•給食業者の一心助は、電気が来れば、弁当1， 5 0 0食分作れるとのこ 

と。女性消防団も自前の米を焚いている。
+
ロ . , . …、士ね。 ^ 

自衛隊は、現在約8 0名。ヘリコブターによる視察や入浴支接も可。 

午 前 9 時 3 3 分 

県防災ヘリコプター到着し、孤立している尾浜•岩子•蒲庭の各地区で孤立 

者の引き上げ救助を開始 

午 前 9 時 4 3 分 岩子晴風荘の孤立者14名を無事救出 

午 後 1 時 2 6 分 自衛隊のヘリコプターが東グランンドに到着、尾浜•原釜地区の孤立箇所の 

引き上げ救助を開始 

午 後 3 時 0 0 分 地 震 発 生 浜 通 り 震 度 3 相 馬 市 震 度 3 
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ガ ソ リ ン 給 油 を 待 つ 自 動 車 の 列 （ 中 村 地 区 ） 

避 難 所 の 様 子 （ 中 村 第 一 小 学 校 ) 

ijli 
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：：雙 

支 援 物 資 搬 入 （ 市 民 会 館 ロ ビ ー ） 

蜂 域 

亀。、 
輅激冒へ...，: 

^ 於 ； $ ブ -

灣 腐 パ — 

全 国 か ら 寄 せ ら れ た 支 援 物 資 （ 市 民 会 館 ロ ビ ー ） 
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3月13曰（曰) 

午後3時00分 

午 後 4 時 0 5 分 

午 後 4 時 4 4 分 

午 後 6 時 0 0 分 

午 後 6 時 0 1 分 

午 後 8 時 2 6 分 

第8回災害対策本部会議| 

【本部長からの指示】（報告を受けた後の指示も含む） 
• 柏 崎 、 日 立 木 は 死 体 多 数 。 瓦 礫 の 撤 去 を や れ ば も っ と 発 見 さ れ る だ 

ろう。瓦礫の撤去を早くやらないといけない。まだダンプで運ぶ段 
階ではない。瓦礎を近くの田んぼに仮置きするなど検討して。 

• 民 間 ア パ ー ト の 借 上 げ に は 、 生 活 保 護 の と き の 住 宅 扶 助 費 と 同 様 に 
29，000円を補助する。 

• 原 発 難 民 が 、 相 馬 市 に 来 て い る 。 特 に 小 高 区 の 人 。 昨 夜 、 数 十 人 来 
て、今日はもっと来ている。旧相馬女子高に入ってもらう。トイレ 

はあるし、今でも 1 5 0名は受入れられる。もっと受け入れられるよ 

うに、応援部隊等を使って整備を。現在、 6 5 名。食事もできる範 
囲で渡す。その他、相馬市民以外は、全て女子高に入ってもらうよ 
うに。丸森町が 5 0 0名受け入れてくれると言っている。 

• 他 市 町 村 で 応 援 し て く れ る と い う と こ ろ に 頼 む も の は 、 非 常 食 、 お 
かずになる缶詰、毛布、バスタオル、布団、米、粉ミノレク、おむつ 
(大人、子ども）、トイレットぺ一パー等。医系市長会、社会資本 

整備を考える首長の会、報徳サミットの市町村に応援を要請するよ 

• ガ ソ リ ン は 、 新 潟 ル ー ト で 持 っ て こ れ な い か 。 

• 3 / 1 5 の市議会は、作業服で予定通り行う。 
• 4 ゾ 1 6 の 4 0 0 年祭は、中止か延期。 
• 統 一 地 方 選 は 、 延 期 し て 欲 し い と 国 に 要 求 。 

• 支 援 を 貰 っ た 自 治 体 を 市 役 所 の 入 口 に 張 り 出 し て 。 「 あ り が と う 
〇 〇 町 〇 〇 （ 米 等 ） 」 と い う 感 じ で 。 

• 通 信 手 段 が な い 。 色 々 と 呼 び か け を 。 優 先 的 に 開 け る 回 線 を 。 

【報告事項】 

• 毛布は 4， 2 7 4 枚。うち、使っているのは約 1， 6 0 0 枚。アルファ米は 
3

R

，QfSO 令 分 

• 食 事 は 足 り て い る 。 一 心 助 は 明 日 か ら 1 ， 0 0 0 食 供 給 可 能 。 小 高 等 か 
ら来た人にもしている。 

• ご 遺 体 収 容 人 数 は 、 相 馬 市 4 0 人 、 新 地 町 1 1 人 。 
• 3 / 1 4 に、広報そうまの号外を出す。 
• 福 島 交 通 バ ス は 、 運 休 中 。 

蒲庭で3名の要救助者を確認し、防災ヘリコプターにより全員無事に吊り上げ 

救出完了 

松川民宿「さぎやま」孤立者救助 

相馬市消防団の捜索活動終了 

福島県津波注意報解除 

相馬中央病院への給水活動作業を消防署に要請 

午 後 9 時 4 4 分 地 震 発 生 浜 通 り 震 度 3 相 馬 市 震 度 3 

午後“10時28分 地震発生浜通り震度3相馬市震度3 
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3月14曰（月） 

午前9時00分 

第9回災害対策本部会議 

【本部長からの指示】（報告を受けた後の指示も含む） 
I今日で震災から4日目。チームワーク、統制のとれた行動をとって 

各ャ/れた 

I短期的対応、中期的対応、長期的対応を分けて考えている。 
I人命救助について、孤立者は昨日の 1 5時で解消した。ただ、死亡 

しているというコメントは差し控えたい。瓦礫の撤去をしないと今 
後は探せない。瓦礫撤去して、そこにはご遺体がいないという確認 
をしないといけない。 

I生存者の確認。遺体の安置、火葬。火葬もどんどんやっていかない 
と。検死が遅れると皆が遅れる。警察に対応の変更をお願いする。 

I今、約4，0 0 0人が避難所にいる。人口密度が高い。精神的、プライ 
バシー、衣食住の問題を考えていかないといけない。住居は、今後、 
仮設住宅やアパートをできるだけ急いで用意する。 

•支援物資。おにぎりで最初の一晩はいいが、今後不満が出ないよう 
にどうしたらいいか。知恵を使って。避難者のアメニティを考えて 
いかないといけない。 

•燃料は、東北地方整備局長の話では、東北全体がオイルシヨックの 
よう。あるとかないとかではなく、皆が油を求めている状態。火葬 
は灯油。これが進まないと大変。いろいろ手を尽くす。 

•ライフラインが復旧されてなくて、家に住めない被災者のための事 
業は大きな課題だ。 

•企業団は水を届けることに専心するように。 
•長期的には、相馬港が使えれば、対策の選択肢は増える。 
•ボランティア。外国からも入ってくる。対策本部長の指揮下に入る 

ように。チーム相馬としてしっかり統制を。 
•通信が使えない。災害対応くらいは何とかしてほしいが、今後の課 

題だ。政府に要請する。 
•原発被災者。相馬女子高に2 6 0名。福島市に6 5 0名。避難している 

人の中には、逃げろと言われていない地域から来た人もいる。今、 
来た人に帰れとは言えない。しかし、長期的には、他市や国家がサ 
ポートしないと。相馬市も1，000人分までは何とかしたい。 

•新地町、南相馬市が相当困難。近隣市町村への配慮、人的支援も考 
えないといけないかも。新地町は死体安置所を設置できない。新地 
町のご遺体も相馬市に置くしかない。近隣市町村のためにも、整然 
とやって余裕を持とう。 

•最終的にはインフラの整備、仮設住宅セロが目標だが、相当な時間 
と財源がかかる。以前の近くに住んで頂くことを目標に。原釜も尾 
浜も磯部も。 

•家の廃材等を田んぼに置くことを交渉するように。 
•避難所で手伝Vヽたい人をどうするか？精神的にもやったほうがい 

い。服装など、安全にやるためには何が必要か、建設部長検討せよ。 
•関係機関で捜査ェリ了、捜査方法、人数等を確認する連携会議を毎 

晩やりなさい。 
•行方不明者数の推測は危険なのでやらない。上がった死体の数で死 

亡者数とする。 
•棺桶。市で1 0 0個、警察で5 0個。残りを県に頼んだ。とりあえず、 

市として55 0個確保できた見込み。何人が見つかって、火葬となる 
か？ 5 5 0個で様子を見てゆく。引き取り手がいないと公費で火葬す 
ることになる。 

•今後、支援物資として、布団を求める。 
•民間アパート借上げは、こちらから避難所のこの人、この人、とピ 

ックアップして、どうですか？と言って、その人の責任で判子押し 
てもらって。スケジュ

1

“ルを決めるように。 
• 3 / 1 5に見舞金を支給する条例を提出。当座の支援物資のためくら 

V、の見舞金。 

•水道企業団は、給水をどうするかを考えて。 
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A 

市内各地の被害状況（新田地区) 

3 月 1 5 日撮影 

市内各地の被害状況（柏崎地区) 

3 月 1 8 日撮影 
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午後6時00分 

3月15曰(火） 

午前8時00分 

【報告事項】 

• 安 否 確 認 し て 欲 し い 人 が 4 4 6 名 。 安 置 所 に 6 0 名 。 う ち 、 氏 名 が 分 
かっているのは1 0名。 

• 検 死 は 1 8 人 / 日 。 腐 乱 の 問 題 が あ る 。 身 元 不 明 者 を ど う す る か ？ 
_ 方 部 衛 生 組 合 か ら 、 2 ， 2 0 0 L の 油 を 2 日 に 1 回 補 給 し て ほ し い と の 

ぞ 全 青 が あ ろ 

• 民間アパートの借上げの説明と受付をしている。 

•安否確認の電話が鳴りっぱなしなので、専用回線を設ける。健康福 
祉課が対応するように。 

第10回災害対策本部会議 

【本部長からの指示】（報告を受けた後の指示も含む） 

I遺体の火葬について、市の火葬場だけで対応できない場合には、伊 

達市へ依頼すること。 

I避難者への支援物資については、「ふとん」「毛布」「缶詰」などを 

長岡市長へ依頼した。 

I避難者の生活支援として、「雇用促進住宅 Jと「アルプス電気独身 

寮」への移住を進めること。 

Iエネルギ一（燃料）の確保としては、当面1 o日分の確保に努める。 

I生活支援金条例の制定については、支援金1人30, 00〇円 

弔 慰 金 1 0 0 ， 0 0 0円として議会に提案する。 

I捜索体制として警察•自衛隊•消防•消防団が、4班体制で捜索活 

動を実施した。 

I収容された遺体の数は、112体でそのうち相馬市民の遺体94体 

I避難者が情報を収集するため、各避難所にテレビを設置した。 

I避難所と遺体安置所に巡回バスを運行した。 

午 後 3 時 の 便 で は 、 行 き 3 0人.帰り2 5人の利用があった。 

I 燃 料 確 保 の 状 況 は 、 軽 油 1 1 K L • 灯 油 1 6 KL • ガ ソ リ ン 1 8 K Lと 

なっている。 •水道企業団は、給水計画を作成すること。 

I旧相馬女子高校避難所の避難者数は、300名で、これまで使用できな 

かったトイレの使用が可能となった。 

I市民への情報伝達として、お知らせ版(号外）を週2回発行、配布す 

ること。 

第11回災害対策本部会議 

【本部長からの指示】（報告を受けた後の指示も含む） 
I原発事故をどう扱うか？昨夜、自衛隊からは逃げろという話が来た 

が、市は国の命令に従うと言って拒否した。南相馬市、いわき市と 
も意思を統一した。避難となった場合は、避難のためのプランを国 

に支援してもらう。県は明確な判断を避けている。避難指示がなけ 
れば、粛々と今までの計画のとおりやる。南相馬市の放射能は、一 
昨日7、昨日3、今日2 . 6。相馬市は0 . 4。 

• 生 存 確 認 で き た 人 は 、 連 絡 不 通 者 に 含 ま な い 。 柏 崎 0 、 岩 子 1 、 新 
田1。部落の人はだいたいわかっているから、区長さん、民生委員 
に聞いてみて。次の会議で、連絡不通者を示すようにせよ。 

I燃料について、行政分はある。一般人用は国の対応の問題だ。 
I放射能を考えて、カッパ、マスク、軍手等を着用。カッパは使い捨 

て。顔洗うように。 
I学校をいつから始めるか。 4月の新学期に間に合わせなくても良い 

なら、避難所の人口密度等の面では楽だ。 
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i“し尿処理場の汲み取りは、今週で出来なくなるので、工業用水の復 

旧をすぐに。 
• 民間アパートの借上げを早く。 — ^ 
_ライフラインの復旧状況について、電気、電話も地図表示をして避 

難所に掲示するように。 
•宮城県の村井知事は土葬の検討をしている。 
• 公 民 館 に も 毛 布 を 。 

[報生事項， 

• 雇 用 促 進 住 宅 5 3 部 屋 を 掃 除 。 
•アルプス独身寮は、今日電気を通す。 
•上水について、相馬中夾病院は通水した。 
•学校の避難所では、先生が対応してくれている。学校を分けると、 

その先生が対応してくれる。 
•ライフラインの復旧状況を、避難所に情報提不。 
•し尿処理：今週で汲みとりはできなくなる。 

平成 2 3 年 第 1 回 相 馬 市 議 会 定 例 会 最 終 日 

追 加 議 案 議 案 第 2 9 号 

相馬市東北地方太平洋沖地震被害被災者生活支援金等支給 

条例の制定について 

議案第 3 0 号 平 成 2 2年度相馬市一般会計補正予算（第7号）につい 

て 

午前10時00分 

午後6時00分 

3月 1 6曰冰) 

午前8時00分 

第12回災害対策本部会議 

【本部長からの指示】（報告を受けた後の指示も含む） 
•原発に関しては、国に従うが、住民はNff i (のニュース等を見て疑心 

暗鬼になっている。 
•長浜前厚労副大臣と話し、対応してもらったので、雇用促進住宅 

0Kになった。 
•南相馬市長から、5 0 0人受け入れのお願いがあったので了解した。 

丸森町でも受け入れてもらうように私から頼んだ。 
•ボランティアは、こちらが受皿作れば、医者や看護師も来てくれる。 

•義援金をもらったら、オープンにして。見舞金も。HPにアップし 
て。 

•ボランティアの活用として、避難所の手伝いもしてもらつよつに。 

3回災害対策本部会議 

【本部長からの指示】（報告を受けた後の指示も含む） 
•燃料が原発避難のために来るという情報があるが、嘘。 
•原発で核爆発することはまずない。メルトダウンはあっても。だか 

ら、いきなり爆発的に放射能が増えることはない。運転手は相双に 
来たくないと言っている。郡山までは来るので、運転手を手配して 

取りに行け。 
•ガソリンスタンドの混雑を規制するために、警察が交通整理してい 

るのが、間違って伝わっている。 
•政府は、 9 0日分あった燃料備蓄が事業仕分けで 7 0日分になってい 

る。今、やっと6 7日分にして放出し始めた。自衛隊はこれとは別 

で確保しているはずだ。 
•捜索は、消防団も分団長や副分団長も出て。指揮に加えるように。 

土地勘が必要だ。 
• 連 絡 不 通 者 の 確 認 を 。 
• 放射能の数値を公表するように。 
•相馬だけでなく、南相馬とか、相馬広域で考えないと。人工透析が 

ピンチ。南相馬がもたない。看護婦も逃げ出した。南相馬市立病院 
が逃げた。公立相馬病院は逃げてない。大町病院は腹をく くってい 
る。渡辺病院はピンチ。相馬中央病院は2 / 3が逃げた。重傷者も 

一そろそろ限界。_南相馬に薬を持って来たがらないのが最大の原因。 
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午後6時00分 

3月 1 7曰 (木 ) 

午前8時00分 

南相馬市民の受入れは、8 0 0人で止める。この辺が限界だ。 

【報出事項1 
ガソリンは、今日7 ： 4 5に来る。太田石油、只野石油、立谷石油が、 

運転して3人で行く。 一 
I ド ラ イ ア イ ス は 、 新 潟 か ら 手 配 を 検 討 中 。 県 の 災 害 対 策 本 部 に も 要 

I害中 
I 3月°1 5日 1 8時時点の死者数は1 3 7体。うち、相馬1 0 6、新地3 1。 

身元が確認できた人数は、相馬5 5、新地2 0。 
Iボランティアの受け皿は、社会福祉協議会が行う。市は、企画政策 

部が担当。 > 
I支援金は、避難所で今日から配る。避難所以外は 1 9日から。 
I上水について、今日、鹿島に行っている4 5 0 r a m管を修復する予定。 

これができると、南側が通水できるようになってくる。全体として、 
漏水個所がかなりあり、被災前と給水総量のカウントが変わってい 
ないくらい漏れている。原発から4 0 k m圏内がダメになると、真野 
ダムは給水ストップになる。宇多川水源だけになる。市内の一部だ 

けになる。 々 厂 
I旧相馬女子高にきている南相馬市民は、5 4 7名。 9 : 3 0以降、約25 0 

人増加。 

第14回災害対策本部会議 

【本部長からの指示】（報告を受けた後の指示も含む） 
• 今日は、医療体制に追われた。南相馬市の避難指示区域以外の地区 

でも開業医の先生は誰もいない。南相馬市の 2 / 3の医療関係者が 
いない。薬も物資もない。その分、相馬市の開業医のところにきて、 
パンクしている。調剤薬局の在庫がない。しかし、こっちまで運ん 
でくれる業者がいない。相馬中央病院も看護師半分いない。外来に 
対応できなくなってきている。老人福祉施設の森の都の職員がいな 
くて、飯もない。だからといって、この体制で頑張っていくしかな 
V、。薬が無くなった老人の体調管理どうするか？人工透析をどうす 

ろか 9 
•捜索に行くときに、消防がサイレンを鳴らしているが、鳴らさない 

ように！ 
• 今後、健康管理が重要だが、診る医者が足りない。 
•アルプス独身寮や、雇用促進住宅は、避難所の人を募って掃除して 

くれ。清掃用具の手配やボランティアの送り迎え等を検討しておい 

てくれ。 

[報年事項， 

• 自衛隊は、現在、磯部の道路を切り開いている。もう少しで巡回通 

路ができる。 + _ 
• 遺 体 安 置 場 所 は 、 ア ル プ ス へ 移 動 さ せ る 。 明 日 午 後 1 3 時 の 予 定 。 

自衛隊の協力を得て行う。 
•ガソリンが 6 0 k L 入った。今日、 2 0 k L を一般売りした。明日と明後 

日で、4 0 k Lを一般販売する。太田、只野、立谷で実施。軽油は現 
在 2 1 k L で、一般売りを含めて約 2 0日分。灯油は 2 4 k L で、約 2週 

間分 A重油は入ってきてない。 
• 旧 女 子 高 は 、 現 在 7 1 0 人 。 

議 会 部 害 災 回 5 第 

煮炊きができない人が出 

【本部長からの指示】（報告を受けた後の指示も含む） 
I昨日からのガソリン一般配給で、相馬から逃げた人が多い。仕方が 

ない。 
I 森 の 都 は 、 食 料 や 物 資 が な い 。 
I流出家屋以外のところで物資が届かなレ 

てくると思う。それをどうするか？ 
•森の都、ベテランズサークル、ふきのとう園、医療関係者、介護業 

者等の職員用にガソリンをすぐ配って。介護業者は訪問看護が出来 

ない。 
•渡辺病院が今週、機能しなくなる。そのときに、患者の搬送を自衛 

隊に要望している。 

39 



A 
i 

| 

I 

_ 

l
l
f 

.

 

- 

.
-
.
レ
ノ 

一 

ン
.
.
.
V
-
•
•
•
•
•
.
.
.
-
-
•
t
-
\
'
n
\,

§
l
 ̂

B
l
l
l
s
l
s
s
i
^
s
l
s
E
i
s 

魍
疾 

s
g
v
-
R
I
E
H
I
y
-
K
r
I
E 

怨
W
8
く
叱
|
|
浙
1
|
0
^
:
1
蛔
屮
柘
|
|
芻 

,
騎
拗
当 

笑 

麻I
 
離
S
B
W
I
J
I 
画制，

？
？
；

f
^
y
A
J
,
$
、 

%osl]

ざ
/O0.SS  

'
m
s
w
^
s 

/
, 

\ 

1 
^
,
0
5 
i 

i
.
s
A
i 
1 
和
如 
J
W
'
H
-
i
^
l
L
f
e
> 

i
i
l
i
i
i
i 

®
¥
B
i
l
i
i
^
^
i
i
l
l
l
i
l
s 

：»：? 
£ -

た 

V . 

} 

策:々 

讓i 

'£:-• 

Sffi-I 

s -aw-a 

ftf 

1 1 

忘® 

_ 

1 | 
f ;§• 

-
,
c
^
r
v
5
v
-
s
.
c
.
<
.
g
^
'
.
.
.
.
^
s
?
v
'
;
r
:
y
!

:
;
^
.
.
;
v
-
.
-
.
5
v
.
:
.
:
.
.
.
.
.
-
l
c
,
V
L
l
?
,

v 

.r 

て-̂
C.T..
1

そ：s..-E.-y 
E 

-
i
.
J
- 
I
-
J
l 

0
M
W
M 

I 

. 
I

 

y )

 

—
B
h
^
G
w
o
c
-
i
i
w
*
^
令 

^
f
\
l 

s
s 

:
£
/
§ 

p 

i f 
隨 

養_s 
m 

itv 
如 
膣 

'•T'l P] 

fc各“ 

v> 

遣: 

キ丨 

m ^ & 

ぶ _ 

m 
Q i m 

i f 

^ l l ソsr； 
I親ミ 
担 
_ 

貂
纖
詣
i
s
G
鞠
聒
'
f
t
,
仞
佻^̂ill̂

1

袴
#W1F 

1
|
$
酲
0
?
瓏
|
5
場
維 

t 
"
>
、 

T
i
t
f
c
p
t
i
i
a
i
i
i
 ̂

#
a
r
o
e
4
-

：ハー igl 
‘、廷M 
[、> % 

ザ m 

肩 
i」ヒ摘 
UJ^SB 

妝
鍋
©
園
盤
概
塑 

^
i
i
^
i 

s
^
^
e
¥
s
s 
h 

翻
|
|
8
:
?
挂
泅
皿
孩
楚
：
？
《 

V 

^
Y
f
c
t
f
K
G
p
l
p
i
屮
枳
略
悪 B1  
K 

4
5
#
" 

SI

 
灰
嵌
i
f(

腓〈

n
/
l
'
-
R
'
s
t
e
T
.
l
-
s 

i
G
^
S
K
^
^
K 
广
旺
肢
G
艘 
M
s
, 

t
i
l
l
s
l
f
+
l 

(

K
^
,
襖
荼
，
戚
I
B1

,
矣)

A
v
I
h
h
v
I
K
-

(

«
班
惻
妝
胡)

遯
惻
茗
遨
媚 

i
f
;
s
«
i
H
G
猫
坩
坦
些 

錨
蝴 
Q
W
4
H
s
s
i
頃 

担
趁
S
く 
H
I
X
K 

V • D H - k ' ^ K V - D H N Y 

載
想
s
i
u
b
挺
菊
孩
搏
0 

蜥
橄
輙
爲
喊SKJCIrz 

i
0
/
s
w
w
i
c
« 
K 

i
f
M
K
胡 
S
#
孩
崔 
© 

？
^
寂
む
ニ
芻
！
‘
旧
耙
^
画
-
D 

莫 
Y
t
E
r
K
G
T
N
l
^
b
i
t 
例 

V 

n
y
K
-
奕
載 

h 

装 
G-3r  Cf 

斑 
Y

-
f
r 

(Y
 
艘
l
i—
，
Y
g
.
i
t 
例)

糊
l
i
n
g
旺
胆
蜊 ¥ 

3 
.
1
'
K
^
G
i
s 
如 

H 

f
-
f 

 ̂

i
v
 ̂

V 

ifi,

蜷
倒
} 

K 

^
5
§
s
s
i
f
f
l 

® 

按
核
e
く
苗
條
紙
蛭
@
. 

御
糊
勘
駟
^
箍
蛉
嵌
灰
0 

m 

m： 
C O 

壯 
C O 
CvJ 

越 

l
u
f
f
i
.
 ̂

_̂
-

s
-
l
»
-
*
i
i
i 
磨
#
«
±
蜜
« 

0
0
9
0
0
^
 ̂

>
卜
脂
倥
灰 

(

細
s
s
l
M
S
^
i
i
i
s) 

0 

K V-O N V 

投
灰
蜥
微 

^
0
G
0
^
.
'
0
s 
@ 

l
G
#
3
-
a
^
s
 ̂
© f

f
i
w
s
/
S
E
t
# 

投
灰
G
く
#
試
填
瓶
® 

I
V—

I
K
l
f
拔
G
s
-
? L 

投
茯
3
哉
丑
_ 

i
s
i 

ノ
广
^
 ̂

\ 
^
P
R
r
r 

(

惑
«)

稻
将
塒
灰
肺
弑
回
ニ
城 

y
% 



：::該;、舞 

I 

'Ah/ Kf- I L 

I、iso/ij 

市では3月16日から、この 

度の地震および津波によって避 

難された皆さまに、被災者生活 

支援金をお渡ししました。 

対象となる方は、平成23年 

3月11日現在、相馬市に住民 

粟があり、地震、津波で住宅（借 

家を含む）が全半壊、流出、埋 

没、水または床上浸水の被害を 

受けた避難者の方です。 

支 給 額 は 、 一 人 あ た り 

30,000 円。 

相馬市東北地方太平洋沖地震被災者生活支援金等支給条例 

平成23年第1回相馬市議会定例会において3月15日に可決 

•目的 

着の身着のままの被災者ばかリであリ早急に生活資金が必要なので、被災者の被災後初期の生活支援及び自立 

の擁護を図ることを目的として支援金を支給する。 

•支援金等の支給 

地震又は地震により発生した津波により家屋の全半壊、流出、埋没、水没又は床上浸水による被害を受けた住 

居に現に居住していた被災者に対し、1人につき3万円を支給する。 

市内に居住するものが地震または地震によリ発生した津波により死亡したときは、その死亡の葬祭を行うもの 

に対して、1人につき10万円の弔慰金を支給する。 

•被災者情報の把握を兼ねる（対面式支給が前提） 

•避難所：職員が訪問し受付（3月16日〜3月18曰） 

會その他：市役所窓口で受付（3月19日〜） 

※本人確認と被災が確認できれば、その場で現金支給 

※家族の安否状況、避難先の把握 
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3月16日（水) 

被災者生活支援金をお渡ししています 
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午後6時00分 

•柚木や立切の給水タンクの作業は、避難所にも広報した上でやるよ 
ろに 

•被災者の健康管理は、これから精神的管理が大変になる。 
• 相馬市の開業医は残って頑張っている。 
• 放射能濃度は、オープンにするように。 

【報告事項】 

•捜索は、原釜、日下石、磯部を引き続き実施。消防団も今日から全 
団員で接安 

• 排 水 ポ ン プ 車 で 水 抜 き を 試 み る 。 
• 4 6 9人に支援金を配布。今日は、7ヶ所の避難所を回る。避難所に、 

配布対象でない人（=住宅そのものには被害がないが、ライフライ 
ンがダメになって避難所にいる人）がかなりいる。それから考える 
と、約1，700人が仮設住宅対象者ではないか。 

• ガソリンは、明日も一般配給を行う。 
• NTTから無料の公衆電話を1台配置するとのこと。一番大きい避難 

所に設置を検討。 
•ボランティアは、アリーナで炊き出しの手伝いや中村 1小で資材運 

搬等を実施。 

議 会 部 対 害 災 回 6 第 

【本部長からの指示】（報告を受けた後の指示も含む） 
• 南相馬市で避難を決心したという話が流れた。新潟県がバスをよこ 

してくれた。公園に集まってくれと市長指示したという話。南相馬 
市は、屋内退避であって、避難指示ではない。市長はそういうつも 
りはなかったと言っているが、こうやって不安心理が煽られ、病院 
の給食の職員がいなくなる等の問題が起こる。 

•今日、新地町長、飯館村長と三人で市町村会をやった。原発に関し 
ては、国の判断に従って粛々と行動すると。そのときは、国の支援 
を受けて動くという話をした。そのことを桜井市長にも話したが、 
バスが来たおかげでこうなったと言う。 

•枝野さんと話した。南相馬市の病院や、老人施設に燃料などが届く 
はず 

•相馬が崩壊すると、仙台も崩壊する。東京が崩壊する。日本が崩壊 
する。踏ん張らないといけない。 

•今、不安だからと出ていくのは、本人の自由意思。出て行った人が 
どういう不自由な生活をするのか？相馬の方が快適ではないか。 

• 火 葬 は 、 角 田 市 に も 頼 ん で 。 
•スクリーニンダは、相馬市としては、希望者があれば行ってもらう 

とレ、うことにする。 

• 2，0 0 0食のアルファ米を新地にカンパした。飯館村には水4万リッ 
卜ノレ 

•上水が、宇多]丨丨水系だけになつた場合の地域と必要水量を計算して 
おくように

0 

【報告事項】 
• 遺体安置所は、アルプスへ移動している。明日も移動して、午後ま 

でには終了予定。 
• 火 葬 場 は 、 伊 達 市 で 最 大 8 体 。 福 島 市 は 上 限 5 体 。 フ ロ ー ラ が 撤 退 

したため、親族が全て集骨していて時間がかかるなど、火葬•運送 
に時間がかかっている。フローラに遺体が残っているので、警察で 
運送できないか検討をお願いしている。 

•船橋、米村、山ロ医師等に避難所を巡回してもらった。 
• 放 射 能 は 、 1 6 時 で 1 . 0 マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト 。 

•上水については、漏水個所が多い。山上、粟津、富沢まで給水でき 
た。ジヤスコ、柚木はまだ。 

• 郡 山 市 と 相 馬 市 で 仮 設 住 宅 を 開 始 と い う 記 事 が 、 明 日 の 新 聞 で 出 
ス。 

•旧相馬女子高は 7 5 2 名になった。県がスクーリングをやることにな 
り、1 0 8名が受けた。ほとんど0だった。明日からは、相馬高校の 
講堂で県がやる。県は、県民全部をスクーリングする方金十。 

•真野川が使えず、宇多川水系だけになった場合、給水できるのは、 
中村地域の半分くらい。 
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市内各地の被害状況（岩子地区) 
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市内各地の被害状況（和田地区) 
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市内各地の被害状況（磯部地区) 
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市内各地の被害状況（古磯部地区) 
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市内各地の被害状況（柚木地区) 

3 月 1 8 日撮影 

市内各地の被害状況（蒲庭地区) 
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災害対策本部における主な協議内容と決定事項 

【災害発生2〜3週間目（3月18日（金)~31日（木）】 

第18回災害対策本部会議201 1年3月18日（金）8:0 0 ~ 

【協議及び本部長指示】 

• 給水は、増やしているが、毎日の地震で漏水が増えて進まない。 

•棺桶は、経済産業省などから 5 , 0 0 0 個届く。南相馬分も含む。 

•南相馬市はここ数日で病院閉鎖。給食の人がいなくなった。 

• 森 の 都 は 1 日 1 食 、 ベ テ ラ ン ズ は 1 日 2 食 で や っ て い た 。 そ う い う と こ ろ へ ボ ラ ン テ イ 

アを派遣せよ。 

•一般市民の物資が不足している。米（街中の人）、缶詰、灯油、ガス等。県に、缶詰、 

米を要請。 

•原発を注視しながら、避難所からの脱却、その先の生活も系統的に考えないといけない。 

•いつまでも3， 0 0 0人の面倒を見られない。避難者が独立した釜戸を持ってもらうように 

しないと。逃げ出した人も相馬に戻ってくるかも。その方の住居をどうするか？ 

• 4 / 6始業式は難しいが、どこかで教育を始めるには、避難所を狭くしていくことを考え 

ないと。避難所の閉鎖計画と、学校の再開計画を同時に考えないといけない。 

•仮設住宅ができたら、避難所は開けておく必要ない。どうしても移らないという人はい 

るだろう。避難所は、最終的には相馬女子高。次点として、はまなす、アリーナ。 

第19回災害対策本部会議2011年3月18日（金）18:00〜 

【協議及び本部長指示】 

• ご遺体と行方不明が約 6 0 0 人。相馬を離れる人も相当いるが、数の把握に意味はない。 

流山市に相馬市専用の避難所がある。 

•支援物資かなり集まってきたが、保管場所が問題になっている。 

• 放 射 能 は し ば ら く こ う い う 状 態 で は な い か 。 

• 南相馬市は、病院スタッフがいなくなって厳しい状態。 

第20回災害対策本部会議2011年3月19日（土）8:00〜 

【協議及ひ本部長指示】 

• 南相馬市の患者の撤退が大体決まった。最前線は相馬市だ。この地域を守っていく。 

•物流が大分動くようになってきた。原子力発電所如何によって、我々も菴城となる。備 

蓄を。 

• もし、避難勧告が出たら、そのときはそのときと腹をく くる。そういうことは無いと思 

う。相馬市が避難指示になる可能性は低いのではないか。そのときに腹く くればいいの 

であって、それまで災害の処理を粛々と冷静にやっていくこと。仮設住宅に移るとして 
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も備蓄は必要。 

_防災協定を結んだ裾野市からいろいろ助けて頂いた。 

•火葬は、費用にこだわることない。米沢市にも頼んで。 

•医師会の中では、南相馬まで行かないといけないのか、という話が出た。向こうも困っ 

ているから協力をお願いし、了解をもらった。 

•火葬を県はどこまでやってくれるのか？警察でも上に上げて、遺体の移送をお願いした 

い。 

第21回災害対策本部会議2011年3月19日（土）18:00〜 

【協議及び本部長指示】 

• 灯油：明日から一般売り。時間などは未定、場所はニラクの駐車場。病院や災害弱者が 

いるところを優先に。 

•空きアパートと仮設住宅の申し込みは、 3 / 1 9 で閉め切り 

• 相 馬 港 ： 供 用 開 始 。 3 0 , 0 0 0 ト ン の 船 ま で 0 艮 

•災害弱者のサポートを考えないと。老人施設、ふきのとう園、病院等も含めて。行政単 

位で考える。地域の寝たきりをどうするか？その人たちのリストアップし、食材を届け 

る。消防団の力を借りるかも。面倒見ないといけない人をどうするか？ 

•市役所の士気が下がったら終わり。飯館村も避難を始めているらしい。指揮命令系統と、 

職員の士気が大事だ。 

_ 空 き ア パ ー ト へ は 、 来 週 か ら 入 れ る よ う に 。 

•公立病院に南相馬市の人が来るが、受けられない。相馬市民と新地町以外は県外に連れ 

て行ってもらうしかない。医者と看護師が増えないと対応できない。医療機関が瓦解す 

ると南相馬のようになる。災害弱者を目一杯支える。 

第22回災害対策本部会議2011年3月20日（日）8:00〜 

【協議及び本部長指示】 

• ローソン社長と話したが、物流業者が来たがらないとのこと。長期にわたって物流が回 

復しないことを前提に考えていかないといけない。場合によっては、食料の配給体制。 

そのときは、自衛隊の力を借りてやりたい。 

•もう一度、相馬市の行政組織（行政区）を再チニック。区長、班長。仮設住宅を作った 

後も必要。沖ノ内のようにいなくなった人も多いが、戸数も多い地区。鹿島区は7割の 

人が残っている。相馬も今、残っているのは6〜 7割だろう。最終的には、配給体制も 

あり得る。 

_何が欲しいか？市民生活の最低のスタンダード。米と水と梅干 •たくわん。プレスハム 

とか野菜。自給体制がどこまで取れるか。市民みんなで巣菴もりもあり得る。 

•西日本の人口が増えた。乾電池の売れ方が増えた。国民全体が買占めに走っている。気 

分の問題だ。 

• セブンイレブンは原発から 5 0 k m 圏内には行くなとのこと。ローソンはそんなこと言わ 
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ずに行けと言っている。 

•避難所行ってきた。被災者も腹が据わっている。インフラの再構築、津波の事後処理。 

この次に、市民生活の再建。これは物流に頼るところが大きいが、相馬にいる以上、飢 

え死にしないというように。医療機関、災害弱者にも注力する。 

• 米と水と梅干だけでも仲間がいるだけいい。 

•ある国会議員が来るから案内しろと言ってきたが、そんな余裕はないので断った。公明 

党が来ると言っているが、市議員が案内して下さい。 

•支援物資は、どういうものが欲しいか？缶詰も品薄。缶詰を災害弱者に。トイレットぺ 

一パーもなくなるのでは？必要なものの優先順位を決めて列記して。配給になったら混 

乱が生じる。相当な検討が必要。 • 

•物資が来たらすぐに頂いた報告をすること。また近くまで来て止まっていたら、こちら 

から取りに行くことが必要。 

•南相馬市のサポートが国家的な問題になる。そのときに、相馬市は受け渡し場所になる 

可能性がある。 

•病院の薬の物流は大丈夫。開業医も最後まで頑張るといってくれている 

第23回災害対策本部会議2011年3月20日（日）18:00~ 

【協議及び本部長指示】 

_ 火 葬 は 、 4 日 待 ち の 状 態 。 ド ラ イ ア イ ス で し の ぐ 。 

•避難所統合：看護学校をはまなす館に、中村一中をアリーナ等。 

_ふきのとう園：スタッフがいないので閉鎖すると連絡有り（ 1 6 ： 4 0 )。再度確認する。 

入所者は、今週者に移動する予定。 

_ 真 野 ダ ム の 調 査 O K o 

•給水車で 1 0箇所 1 2 t分の給水を実施。今日は漏水が多く、給水地域は拡大していない。 

•市内の病院や老人施設などを回った。不安な気持ちで職員が逃げ出したケースがある。 

相馬市の場合は、6施設あるが、大崩れはしていない。人手が足りないので、ボランテ 

ィアを考えないと。 

_ ローソンの社長と物流の再会を交渉したが、厳しい。 

•配給システムを考える。そのためには、今の人口、行政区の把握が必要。アパートへ移 

住した人も考えて。 

•森の都も人がいない。ボランティアが欲しい。どうやって調達するか？避難所で暇して 

いる人で、ボランティアしてもいい人を、森の都 1 0人、ベテランズ 4人送って。雑用 

でもいい。 

•入浴は、羽黒の湯に連れて行けないか？ゴルフ場も使っていいと言っているが、バスが 

登れるか？なるべく早く検討を。 

<田中康夫元知事挨拶> 

• 短期、中期、長期の対応を、市長以下一丸となっていることに感銘。 
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第24回災害対策本部会議2011年3月21日（月）8:00〜 

【協議及び本部長指示】 

•新地の運動公園前のローソンが明日から営業。いわき市も再開。伊達市は、スーパーが 

何件かやっているが品薄らしい。 

•籠城体制を作っていこうと思っている。配給体制をとるということだ。これまで、物資 

の管理が甘かったが、ちゃんとやれば米等は、たくさんある。市民生活で米がなくなっ 

てきている。米等の食糧を中心に水等、物資を配ろうと思っている。 

•飯館村で放射能の数値が上がった。相馬市も水道水を飲むとことに抵抗がある市民がい 

るだろう。ペットボトルを配っておく必要があるかも。しかし、配給体制ができないと 

配れない。これからずっと続くようになる。農水省の副大臣に米、缶詰、水を頼んだ。 

在庫管理をしっかり。 

•災害弱者に対しては今後も配給する。一度、実験的に全員に配ればいい。米はいくらで 

も入ってくる。市役所がいる限り飢えないという安心感が大事。 

•ボランティアは、必要なことを企画政策部で把握して、調整をやること。 

•南相馬市は、物資がない。相馬市までなら来る業者がいるから、相馬青果の倉庫を明日 

から貸す。日通が管理する。 

•いわき市は、公民館において、勝手に持っていけというやり方をしているらしいが、そ 

ういうやり方はやりたくない。殺気立ってしまう。 

•配給システムのために、区長会を早急に開くように。今日の回覧でお知らせして、明日 

集める。 

第25回災害対策本部会議2011年3月21日（月）18:00〜 

【協議及び本部長指示】 

• ローソン東北の責任者から電話があり、新地運動公園前店が明日開くとのこと。相馬粟 

津店も開く。 

• 籠 城 体 制 ニ 配 給 体 制 だ 。 米 5 0 0 俵 を ど う や っ て 分 け る か ？ 

•水は、 1家庭に 2 Lを 1本、 5 0 0 m l を数本。まずは、流してみよう。実験だ。明日以降、 

できるだけ早くやるように。明日、区長の意見を聞いて。うまくやることはできない（が、 

やることが大事)。明後日絶対やって。市民に我々の方針を明確に伝える。まとまった 

行動を。 

•入浴も、1人でも2人でも入れてみること。衣類も配って。タオル、シヤンプー、石験、 

歯ブラシ等。 

•アパートも早く住まわせること。実行に移すことが大事。 

•南相馬市は水が来ない。修理業者も来ない。災害弱者が残っている。相馬市の給水車を 

南相馬市に貸す。 
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3月21曰（月） 

相馬市災害ボランティアセンター 

：れ！相馬市！みんなで力を合わせよつ 

愛媛県®条市 

3月21曰、災害復旧のため 

のボランティアに関する業務を 

行うボランティアセンターが、 

相馬商工会議所2階に開設さ 

れました。 

【災害ボランティア募集内容】 

お手伝いいただける方は、9時以降にボランティア 

センタ一までお越しください。 

•主な仕事救援物資の積み下ろし、炊き出し応援、 

介護補助、家(仮設住宅含む)の掃除や片づけの手伝い、 

避難所の子どもの遊び相手、お年寄リの話し相手など 

•ボランティア活動時間9時〜1 5時3 •分 

※ボランティア保険は、ボランティアセンタ一でお掛 

けします。 

※専門的技術を要するボランティア（看護師、介護士 

など）も募集しています。 

【ボランティア派遣内容】 

災害世帯に対してボランティアを派遣し、家の掃除 

や片づけ、荷物の運び出しなどをお手伝いします。 

※作業希望日の前曰16時までにご連絡ください。 

※ボランティアは無料です。食事の用意も不要です。 

※専門的技術を要することや危険を伴う作業など、ご 

要望にお応えできない場合もあります。 

※ボランティアの参集人数や天候などにより、すぐに 

ご要望にお応えできない場合もあリます。 

※ボランティアセンタ一のボランティアは、才レンジ 

色の腕章、もしくはオレンジ色のガムテープを身に 

つけています。 

県内外から駆けつける災害ボランティア 

震災発生後、相馬市には県内外からの災害ボランティアが駆けつけ、復興作業を手助けしてい 

ます。 

相馬市災害ボランティアセンターへの 

3月30日の登録者数は159人。同セン 

ターに登録すると作業をする際、黄色い 

腕章かジャケットが貸与されます。 

この曰、中村第二小学校前の泥だしを 

していた吉井ウィリアムさんはブラジル 

出身。三重県四日市市から相馬市に駆け 

つけ、同センターに登録しました。「テ 

レビで被災地の様子を見て、このままに 

しておけないと思いました」と相馬に来 

た動機を述べました。 
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第26回災害対策本部会議2011年3月22日（火）8:00〜 

【協議及び本部長指示】 

• 避難して戻ってきた人が中央病院で 3人。不安だけで避難していた人はだんだん気持ち 

が変わるだろう。 

•原子力は揺れ動いているが、避難する区域は 3 0 k m で大体大丈夫ではないかという論説 

が朝日新聞に載っていた。 

•相馬市内の物流について、我々が集めたものをどうやって分配するか。行政名簿を再構 

築する必要がある。毛細血管の通し方だ。一般的に行政は、トラブルがないことを確認 

してから流そうとするが、問題を見つけるために流す。混乱が起きたら、市長が悪いと 

言っていいから。やるだけやってくれ。 

•ストックの整理を。いわき市も物資がパンクしているらしい。県にも物資はかなりある 

らしい。どうやって市民に配るか？ 

•人工透析が問題になっている。薬液が調達できるかどうか。南相馬市からヘルプが来て、 

調達できる体制に。南相馬市の人工透析患者が各地に散っている。全国から人工透析の 

医者を募集して、28日から来る。南相馬市が再開できるかは未定。 

•アパート等に入居する人へ、引越しセットを渡すように。タオルケット、布団などのセ 

ッ卜を作って渡して。布団は市で用意していると入居者に言うように。 

•南相馬市の行政車両のガソリン 3 0台分程度は、相馬市で面倒を見る。南相馬市がガチ 

ャガチャになると、こっちが困る。 

•今まで支援もらったところに肌着を頼んで。 

第27回災害対策本部会議2011年3月22日（火）18:00〜 

【協議及び本部長指示】 

•籠城を考えて、配給体制を考えないといけない。倉庫を見てきたが、古着はお風呂に入 

るときに渡さないと意味がない。粉ミルク等も早く渡さないといけない。 

•これから、公的な支援物資が入ってくる。今まで、知り合いの市長が持ってきてくれた 

ものを早く配給するように。市民とのコミュニケーションは、区長会を通じて取ってい 

きたい。 

•籠城しても飢えて死ぬことはないという安心感を市民に与えたい。 

•携帯への防災メールで送っている内容は、 H Pに載せるようにしなさい。相馬市の状況 

がよくわからないという声を聞くので、一部の人だけ情報が行く事がないようにしなさ 

い。 

•相馬中央病院は、患者が押し寄せてパニックになりそうだ。南相馬市の人も来ているし、 

南相馬市の精神科病院が閉まっている。 

第28回災害対策本部会議2011年3月23日（水）8:00〜 

【協議及び本部長指示】 
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•今日から、支援物資は体験実習館にトラックが来て仕分ける体制とする。 

•生活支援金は、約5 , 0 0 0人を想定しており、現在2 , 6 8 3人に配布した。死亡者約2 0 0人、 

行方不明者約50 0人を引くと、残りの約1，7 0 0人は、支援金をもらえることを知らない 

か、遠方に避難している人ではないかと思われる。 

•今日から、米の配給や民間アパートへの入居が始まる。 

•学校の新学期がいっから始められるかは、避難所から仮設住宅にどれだけ早く移れるか 

と関係する。これを早くするように。 

•支援物資は、倉庫に貯めることが仕事ではない。市民にどんどん渡すようにしなさい。 

多少のトラブルがあってもやるようにしなさい。配り方の詳細は、区長さんの判断でよ 

い。支援物資が、いっも避難所全員分や市民全員分あるわけではないので、今後、地区 

ごとに足りなさそうなものを割り当てて配ることもある。 

•買い物情報等は、 H Pに掲載するように。原町から相馬に買いに来て、行列になってい 

るようだが、広報しないわけにはいかないので、仕方がない。 

•被災者でないのに、避難所にいる人の理由を調べるように。また、今から支援金をもら 

う人は、今、どういう理由で、どこに住んでいるのかを調べるように。 

•ボランティアをうまく活用しなければならない。ボフンァィアの宿泊場所を、建築課と 

企画政策課で考えるように。 

第29回災害対策本部会議2011年3月23日（水）18:00~ 

【協議及び本部長指示】 

• 自衛隊のヘリが使える。現場視察等に使ってもらって構わない。また、物資も i t くら 

いのものを運べる。宇都宮に駐在しているので、要請から1時間半くらいかかるが、必 

要なら言って欲しい。 

• 市内の開業医のほとんどが開業した。 

•精神病疾患の患者のクスリが切れかかっており、全国ネットで、精神病医師を探してい 

る。医療体制を崩さないようにしなければならない。 

•灯油と軽油は、一般販売を制限しないで、販売するように。 

•荷物運び等の作業は、ボランティアにやってもらうように。ボランティアは 1 6時まで 

となっているが、働いてもらえる時間を柔軟に出来るよう、再度考えるように。 

•福島県の総務部長から連絡があり、県の職員が一名、相馬市に来るとのことだ。 

•水をかぶった乗用車はブレーキが利かなくなるので、津波の被害を受けた車は、検査を 

受けてから乗るように、市民に周知するように。 

•仮設住宅建設のスピードが重要だ。遅れれば遅れるほど、避難者が苦労する。避難所に 

いる状態では、お風呂を手配するのも大変だ。いかに仮設住宅の建設が大事かがわかる。 

<佐藤正久議員挨拶> 

•相馬市が元気にならないと周りが元気にならない。南相馬市は新聞も来ない状態だ。 

相馬市は、当面作戦と将来作戦を同時にやっているのは素晴らしい。 
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第30回災害対策本部会議201 1年3月24日（木）8:0 0 ~ 

【協議及び本部長指示】 

•食料は、これからもっとたくさん配給していくように。一昨日、昨日、今日と、どのよ 

うな変化があったから、総務部長からタ方に報告するように。 

•水道企業団は、（復旧が進んできたので）マンパワーの余力をどこに振り分けるか考え 

るように。 

•支援物資の配給は、今、どんな人がいるかを把握する目的もある。区長さんから、何世 

帯分で何人分の配給を行ったか聞くように。相馬市以外に行っている相馬市民の数も大 

体わかるだろう。明日、報告するように。 

•国交省から相馬港に物資が届くが、その中身が何なのか確認するように。 

•民間アパートへの入居は、何人入居するかが成果だ。成果目標を立ててやるように。 

•昨日、南相馬市の患者が、相馬市に殺到して、相馬市で悲鳴が上がっている。相馬市の 

医療体制は、平常に戻りっっある。あと1週間くらいで平常に戻るだろう。ただ、南相 

馬市の精神病院がなくなったことは探刻だ。今日、私は、この問題の対策のためにっき 

っきりになるが、全力でやる。南相馬市民約2万人分の医療体制が全くない状態だ。 

•ボランティアの医者はたくさんいた方がいい。これらの方々が、野営しなくて済むよう 

に対策を取るように。これらの方々が、避難所運営の大きな戦力になる。 

•開業医は開業医で、自分の診療所を守ることが重要だ。毎日、 8時に開業医が集まるこ 

とがいい効果を上げている。 

•ボランティアは、ボランティア協会に登録しているボランティアと、相馬市災害対策本 

部直属のボランティアの2っを分けて考えるように。本部直属のボランティアにも保険 

はっけるように。 

•学校の新学期を考えないといけないが、現在は、学校の教室が避難所になっている。今 

月中に教室を開けることはできない。早く教室を開けられるように、民間アパートへの 

入居や仮設住宅の建設を急Vヽでやってきたが、4月からやるのは無理だろう。 

•どこまで教育を犠牲にするかは、非常に悩ましい問題だ。避難者が少なくなれば、はま 

なす館とアリーナに異動してもらうこともできると思うが、現状では無理。南相馬市か 

らは、もっと相馬市に入ってくるだろう。仮設住宅をとにかく早くやるように！ 

第31回災害対策本部会議2011年3月24日（木）18:00〜 

【協議及び本部長指示】 

•医療対策が少し進んで、原町の開業医が、鹿島で開業する動きがある。福島医大からも 

人を送るとの話があったので、南相馬市に入れてほしいとお願いした。南相馬市に精神 

科の医者が入るようにしたい。また、東京医大から、ドクターの長期派遣の話があった。 

•避難所毎に自治組織ができている。例えば、教室ごとにリーダーがいて、それを校長が 

まとめている。非常に明るい雰囲気だ。家族のような連帯感がある。また、子供が元気 

だった。 
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元総理大臣•麻生太郎衆議院 

議員は3月24曰、本市を訪問 

し避難所で市民を激励しまし 

た。 

麻生氏は災害対策本部会議に 

も参加し、市内の復興作業の状 

況などの報告を聞いたあと、今 

回の震災の犠牲者への哀悼の意 

と作業関係者をねぎらうあいさ 

つを述べました。 

3月25日（金) 

千葉県流山市よリご支援をいただきました 

；パ;；ザグ：# . 

t 
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3月24日（木） 

麻生元総理相馬市民を激励 

fe： 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.248 (2011年3月24曰号） 

ろう城 

まず今回の地震津波で亡くなられた多くの方々のご 

冥福を祈りたい。 

相馬市の場合、地震の揺れが終わった直後に災害対 

策本部を召集し、津波からの避難呼びかけと誘導を指 

示した。海岸部の5027人の家屋が流出て瓦礫となっ 

たが、亡くなった方は約一割。多くの方を避難させた 

消防団の方々に、心から感謝と敬意とお詫びを申し上 

げなければならない。避難指示、あるいは誘導の業務 

により逃げ遅れ、殉職された団員が7人。この方々 

の尊い命と引き換えに守られた、多くの市民の生活と 

郷土の再建に死力を尽くすことが、私のせめてもの償 

いと思っている。 

さて震災直後は情報収集と生存者の救出に全力をか 

けた。地震の倒壊による死者はわずかにひとり。その 

50分後に信じられない報告が対策本部に入ってくる。 

津波が6号バイパスを越えようとしているというの 

だ。私には想像もつかないことだったが、現実は原釜、 

磯部の集落が壊滅、尾浜、松川も高台以外は波にのみ 

込まれ、原形をとどめる家屋は無くなっていた。体中 

に心配と不安が走るなか、災害対策本部の次の仕事は 

生存者の保護と救出者の健康管理である。タ方の、沿 

岸部のすべてを飲みつくした海水の中で、孤立してい 

る被災者をひとりでも多く避難所に退避させ、暖を 

与え水と食事を摂ってもらうことに専念した一夜だっ 

た。 

時間がたつにつれて、行方不明になっている親族や 

知人の報告が入ってきたが、対策本部の中では誰ひと 

り感情を表に出す者はいなかった。この非常事態に、 

市をあげて取り組まなくてはならないことを全員が分 

かっていた。被災の10時間後、4回目の対策会議で 

我われは、復興にむかって一歩ずつ進んでゆくことを 

誓い合いながら、今後の行動指針を短期的対応、中長 

期的対応に分けて策定した。明日になれば、災害の全 

容がわかるだろう、犠牲者の情報ももっと詳しくわか 

るだろう、しかしどのような事態であっても臆するこ 

となぐ着実に計画を実行していくことを肝に銘じた。 

二日目以降の避難所は、被災者とライフライン不通 

による一般避難民とで過密状態となったが、女性消防 

隊や自衛隊の応援による炊き出しや、早くも届いた支 

援物資で何とか最小限のことは出来たと思う。 

家を無くされた方々の避難所生活から、アパートや 

仮設住宅での自立した生活に移行してもらうこと、災 

害現地をできるだけ整理すること、またそれまでの長 

期にわたる不自由な生活のなかでの健康管理や精神的 

なケアなど、中長期の計画に添ってチーム一丸となっ 

て歩み始めた。 

ところが。 

45キロ離れた遠くの双葉郡から、二度目の悪魔が 

襲ってくる。放射能の恐怖という不安心理である。広 

がる一方の原発事故は一日中の過敏報道とともに、周 

辺地域はもとより日本中を恐怖心に駆り立ててゆく。 

半径20キロの範囲が避難指示地域になったころから、 

相馬市にも遠くに逃げ出そうという気分が広がって 

いった。 

同時に国内の物流業者が敏感に反応し、相馬地方や 

いわき市に入ることを避けるようになった。ガソリン 

のタンクロ一リーなどは郡山で止まってしまい、運転 

手をこちらから向けないと燃料も手に入らない。震災 

後わずかに開いていたコンビニやスーパ一も商品が 

入って来ないため閉店である。ガソリンと物資が入ら 

ない日常生活の不便に加え、原発の放射能拡散の恐怖 

が相馬地方を襲ったのだ。 

市民は終日テレビにかじりつき、解説者は得意げに 

危険性を説明する。たしかチェルノブイリでも30キ 

ロのはずだったが、45キロ離れて避難命令も出てい 

ないはずの相馬市民の顔色がみるみる不安にあふれて 

ぃく。 

もしも放射能の数値が上がったら、その時避難した 

のでは遅いのではないか？国は、本当は健康被害が出 

るくらいの危機的状態なのに、国民を騒がせないため 

に隠しているのではないか？ひょっとしたら今こそが 

逃げるべきタイミングなのではないか？現に米国は 

80キロまで避難させたではないか？ 

事実、屋内退避とされている南相馬市では大量脱出 

が始まった。ガソリンも食糧も医薬品も届かない陸の 

孤島にいたのでは、ヒロシマのように爆発してからで 

は遅いのだという恐怖が、まず南相馬市民を相馬市に 

向かわせた。相馬市の避難所に押し掛けてきたので、 
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こちらでは新たに廃校となっていた相馬女子高を南相 

馬市民のための避難所とした。容量は1000人分。も 

ちろん食糧の提供もこちらの義務となるが、我われよ 

り困っているのだと思ってひき受けることにした。災 

害対策本部には、一瞬顔をこわばらせるものがいたが 

異論は出なかった。 

しかし、南相馬市民の不安や脱出願望を肌で感じた 

相馬市民にも危機感と焦りが生じてきた。早く逃げな 

いと、放射能による障害をまともに受けるのではない 

かという不安が蔓延するようになってきたのだ。対策 

本部としては、国から避難命令が出る前に、自分たち 

で自主避難を決めることはあり得ない。この当たり前 

の立場を対策会議で確認して、三か所の避難所で演説 

してまわった。 

我われはその後の対策会議で、復興に向けて着実に 

進む方針を、短期対応、中期対応、長期計画と分けて 

市内の実情に合わせて着実に進んでいくことを決めて 

きた。その過程で、もしも国から一時避難を指示され 

るなら、市民の健康や生命を案じて計画的な集団避難 

を実行しなければならないが、漠然とした不安にから 

れて復興計画を遅らせるとしたら、亡くなった人たち 

に済まない。だいいち、高齢者などの災害弱者にとっ 

て、相馬を離れた避難所生活が辛くないはずがない。 

だから、国から避難指示のない現段階で、市民ととも 

にこの相馬市を離れるつもりは毛頭ない。 

ところが、原発の放射能もれに対する国中の不安 

が、相馬への物流を決定的に止めてしまった。影響が 

特に厳しかったのが医薬品である。この点は供給会社 

のトップと話して、相馬がどうしても撤退できない理 

由を理解してもらった。彼らの理解を得て医薬品の供 

給は確保されたので、相馬の医療機関は留まることが 

できる。しかし、問題はスーパーやコンビニで、生活 

用品や食料を調達できないことである。 

市民にはご不自由をかけているが、ここで生活の不 

便さや原発の恐怖心に負けてしまったら、相馬地方は 

将来ともに復興が出来ないに違いない。昨日、行政組 

織の区長さんたちを集めて、相馬市はろう城生活に入 

ることの了解を得た。いつまでも続くはずもない原発 

騒ぎや物流の風評被害に負けたら、津波から被災集落 

住民の命を守って殉職した分団長や団員に申し訳がな 

い。 

最低、米と味噌と梅干しがあれば、生きてはいける。 

天明の飢鐘はもっとひどかったはずだ。よってろう城 

をしながらここで頑張る。さいわい全国の市長たちが 

支援してくれるから、兵糧の心配はない。 

63 



• 市内の開業医や調剤薬局は、ほぼ復活した。市外から応援に来ていた医者は、保健セン 

ターで一括管理するように。相馬市の医師会は自分の病院に専念して欲しい。市外から 

応援に来た先生に避難所の対応をお願レ、する。 

•支援物資でもらった水は、市民に配って各家庭に備蓄してもらうように。 

ぐ麻生太郎議員挨拶> 

• 一瞬で 2万人が行方不明となったことは、戦後一つもない。市役所の職員で被災者の方 

も多くおり、敬意を評する。自衛官、消防など、公務とはいえ、身を挺していることに 

敬意と感謝。 

•会議は、結論が大事だ。結論が出ないと下は困る。リーダーの資質が大きい。結論を先 

延ばしにしているといい結果を得ない。 

第3 2回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月 2 5日（金）8 : 0 0 ~ 

【協議及び本部長指示】 

• 原発等で避難していて戻ってきた人には、温かい言葉をかけてあげることが大切だ。 

•今日も米を配り、明日からは生活物資も配るつもりだ。現状体制の中で、組織化をどう 

していくか？生活物資や米を配ることで、住民自治組織を確認したいと思っている。ア 

パートにいて、行政区に入っていない人にも、できるだけ広く米配給などを周知して欲 

しい。 

• ラ ジ オ 体 操 し よ う ！ 一 日 2 回 、 健 康 と 精 神 の た め 、 市 を 上 げ て や ろ う ！ 

•明日から、鹿島公正病院が再開する。ただ、調剤薬局が困難で、薬がもらえない。薬を 

供給している会社が、引き揚げてしまっているらしいので、戻ってくるように言ってい 

る。 

•支援物資は、備蓄量をきちんと把握することが重要だ。在庫品目を詳細に把握するよう 

に。今日はそれに全力を挙げるように。 

•石油等は、相馬市として最低どれくらいあったらいいか、今後の供給見通しを立てるよ 

うに。燃料の状態は、良くなってきた。 

•民間アパートに入居した世帯数を、本部会議で報告するように。直接不動産に行ってア 

パートを見つけた人にも、仮設住宅が出来たら仮設住宅に入ることを前提に家賃を助成 

するように。南相馬市の人も来たら、仮設住宅は1，0 0 0戸では足りないだろう。 

第3 3回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月2 5日（金）1 8 : 0 0〜 

【協議及び本部長指示】 

• 支援物資を避難所に持って行くと、物を置くところがなくて、もう持ってくるなという 

声がある。 

• IHIやユアテック、シマ商会、コマツレンタル等が、職員の住むところがないというこ 

とで、住居を希望しているが、会社で対応してもらうようにお願いする。 

• ス ー パ ー キ ク チ が 、 南 相 馬 市 に も バ ス を 出 し て お り 、 南 相 馬 市 か ら 3 0 人 ほ ど 買 い 物 客 

が来ている。 
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• 今 日 、 自 衛 隊 の ヘ リ で 上 空 か ら 現 状 を 視 察 し た 。 ヘ リ で 見 る と 印 象 が ず い ぶ ん 違 う 。 松 

川浦は、太平洋の一部になっている。ふるさとの風景が変わった。原釜は目を覆いたく 

なる状態。磯部も太平洋の一部になっている。復興は、相当の困難が予想される。 

• 南 相 馬 市 で 動 き が あ り 、 自 主 避 難 地 域 に な る と い う 話 だ 。 

• 鹿 島 厚 生 病 院 で の 診 療 が 今 日 か ら ス タ ー ト し た 。 

•相馬市は、懸案だった精神科が、福島医大から精神科の医者が派遣されることになった。 

また、東京医大の学長への依頼で医者が 2名来る。開業医は順調だが、公立病院は、地 

震で手術室が使えない。 

• 支 援 物 資 の 配 給 は 、 区 長 か ら 班 長 と い う 組 織 体 制 で 、 ど れ く ら い 市 民 に 物 資 が 流 れ る か 

が問題だ。村部は、班長が配ることが可能だが、街中はどうするか考えないといけない。 

町の行政区は、元々班長がいないところもあるので、今後、班長を決めるなどの対策が 

必要だ。 

• 支 援 物 資 は 、 仕 分 け し て 、 整 然 と ス ト ッ ク す る よ う に 。 店 の 商 品 棚 を 整 理 す る よ う な 考 

え方でやらないといけない。 

_ 流 山 市 長 か ら 、 職 員 を 手 伝 い に や り た い と い う 話 が あ る の で 、 副 市 長 中 心 に 協 議 す る よ 

うに。 

第3 4回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月 2 6日（土）8 : 0 0 ~ 

【協議及び本部長指示】 

• 火 葬 の 能 力 は 、 近 隣 自 治 体 の 協 力 を 含 め て 、 現 在 、 最 大 3 7 人 と な っ て い る 。 

匯水道：給水不可能地域や不可能戸数を報告するように。 

• ガ ソ リ ン や 灯 油 の 販 売 で 、 南 相 馬 市 民 が た く さ ん 並 ん で い る 。 

• ICCからもボランティアが来る。 

• 国 交 省 か ら 相 馬 港 へ の 物 資 は 、 東 北 地 方 整 備 局 長 に 支 援 物 資 確 認 し た と こ ろ 、 燃 料 関 係 

とのことだった。 

•米は、4 2 tあり、2万人 X 1 5日分はある。水は、配給後で3 4， 0 0 0 Lになる。今日、5 4 , 0 0 0 

本 X 5 0 0 m l 配 る 。 

• 住 居 は 、 入 居 済 み が 3 7 件 、 調 整 中 が 4 4 件 。 

• 今 日 、 眼 科 の 教 授 が 避 難 所 回 る 。 

_ 物 資 に つ い て 、 布 団 は 若 干 少 な い 。 肌 着 は も う 要 ら な い 。 缶 詰 は あ っ た 方 が い い 。 カ ッ 

プ顏あった方がいい。タオルは要らない。タオルケット、シーツ。運動靴、スニーカー 

等。 

• 計 画 通 り 進 ん で い る と 思 う が 、 南 相 馬 市 が 自 主 避 難 を す る 等 、 不 確 定 要 素 も あ り 、 相 馬 

の方に来るプレッシャーがあるだろうが、冷静に対応するように。 

• 医 者 の ボ ラ ン テ ィ ア の 話 が 相 当 来 て い る が 、 短 期 で 来 る 人 は 、 今 は 必 要 な い 。 2 週 間 と 

か中期的な支援は、東京医大から来る。鹿島厚生病院の調剤薬局の薬剤師が短期で繋い 

でいる。長期で見込めないようなボランティアは難しい。 

• お 客 さ ん が た く さ ん 来 る が 、 基 本 的 に 、 一 般 の 国 会 議 員 の 応 対 に 、 我 々 が ス タ ッ フ を 裂 
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いて対応することはしない。ただ、 S Pがついてくるような人は、役所として対応する 

ようになるだろう。 

• 広 報 そ う ま を 配 布 し て い る が 、 相 馬 市 役 所 か ら の 情 報 が 伝 達 さ れ な い 人 は ど れ く ら い 

か？南相馬市から相馬市に来たいという人は、どのように情報を伝達するか等、区長会 

と総務課で相談すること。 

• 支援物資は、どんな物資が入ってきているか、その日の分は、夜の会議で報告するよう 

に。備蓄を再度確認すること。 

• 市民の不安は今、水だ。真野ダムと宇多川は心配ないので、両方の情報を開示するよう 

に。万が一、真野ダムがダメになったら宇多川の水で頑張る。 

第3 5回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月2 6日（土）1 8 : 0 0〜 

【協議及ひ本部長指示】 

• 上 水 は 、 現 在 、 断 水 が 約 3 3 0 戸 。 9 7 % 給 水 し て い る 。 

• エ 水 は 、 し 尿 処 理 場 と エ ム セ に は ま だ 通 水 で き て い な い 。 

• 燃 料 関 係 は 、 今 月 は 、 今 ま で ど お り の 一 般 売 り が 可 能 で あ る 。 

• 被 災 者 は 、 医 療 費 の 自 己 負 担 な し 。 混 乱 も あ る の で 、 広 報 そ う ま で 広 報 す る 。 

_ シマ商会：相馬市で土地を探しており、エムセテックの一部の土地を借りることになっ 

た。 

• NTTは原発40km以内では、工事しないと言っているらしく、柚木で水道を通水する 

のに支障しになっている。 

• 飯 館 村 が 水 に 対 し て 不 安 に な っ て い る 。 1 万 リ ッ ト ル の 水 を カ ン パ す る こ と 。 

_ 南 相 馬 市 か ら 相 馬 市 に 、 相 当 避 難 し て き て い る 。 隣 町 も で き る だ け 支 援 し な い と い け な 

い。仮設住宅が出来た後も受け入れることを考えないといけない。 

• ラ ジ オ 体 操 は 、 集 団 の 団 結 の た め に 良 い こ と だ 。 一 日 2 回 や る よ う に 。 

_ 明 日 、 豚 汁 の 炊 き 出 し ボ ラ ン テ ィ ア が あ る が 、 被 災 者 全 員 に は い か な い の で 、 こ っ ち で 

仕切って配るように。文句が出たら市長のせいにして構わない。配る場所は、秘書課で 

決定するように。 

• 米 と 水 の 必 要 量 と 、 在 庫 管 理 を し っ か り す る よ う に 。 

•弓丨越しセットの数は、今後、タ方の会議で一日分を報告するように。 

• NTTが原発40km圏内では工事しないと言っている件は、本部長が対応する。 

第3 6回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月2 7日（日）8 : 0 0〜 

【協議及び本部長指示】 

• 入 浴 に 対 す る 希 望 が そ れ ほ ど な く 、 今 日 は 4 0 0 〜 5 0 0 人 。 一 度 入 っ て 、 数 日 に 一 回 で 良 

いと考えている模様。自衛隊は4 / 4までとなっているが、引き続き自衛隊に要請する。 

• 燃 料 に つ い て 、 3 月 末 ま で は 、 今 の 供 給 体 制 が 維 持 で き る 。 

• 瓦礫を撤去した道路に、民地からのごみを置かれていて、瓦礫撤去や捜索の支障になっ 

ている。 
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被災者用住宅の確保 

3月26日（土） 

応急仮設住宅の建設に着工 

東日本大震災で、住居全壊な 

どの被害に遭われた方々のため 

の応急仮設住宅建設が着工。 

•民間アパート借り上げ 136戸 

•雇用促進住宅 53戸 

•アルプス電気独身寮 40室80人 

_応急仮設住宅 1,000戸着工 

V J 

※上記住宅への入居については、3月17日から申込み受付を開始。 

※相馬市在住の方で妊婦*4歳以下の子どものいる方•身体障がい者•高齢者（75歳以上の方）を優先。 

※応急仮設住宅の建設に関しては、地元業者による雇用創出と早期着工•完成のため、県災害対策本部と権 

限移譲の協議を行った。 

r 
ヽ 

•補助金額2 9 , 0 0 0円 /月 

V J 

※仮設住宅に入居することを前提として補助を行うもの。 

※29,000円を超える分については自己負担。 

※光熱水費については自己負担。 
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3月26日（土） 

避難所でラジオ体操飯豊小学校 

避難所となっている飯豊小学 

校では、朝6時 3 0分と午後3 

時にラジオ体操を行い、長引く 

避難生活の中でも健康維持を 

図っています。 

3月26日（土） 

巨人の鈴木選手故郷の相馬を訪問 

プロ野球•読売巨人軍の鈴木 

尚広選手が3月 2 6曰、相馬市 

役所を訪れ立谷市長に義援金を 

手渡しました。 

その後、避難所となっている 

母校の中村第一小学校を訪問。 

サインを求める避難者に応え 

ながら、「お体は大丈夫ですか」 

などと声をかけていました。 メ • 

tl
 ：：

" 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNO.249 (2011年3月26曰号） 

市 長 訓 示 （ 平 成 2 3 年
3

月
2 2

日 庁 内 放 送 に て ） 

震災の発生から今日で12曰目の朝を迎えました。 

まず、この間職員の皆さんがしっかりと一糸乱れず災 

害対策本部の指揮命令系統のもとに冷静に対応してく 

れたことに、心から感謝を申し上げます。 

被災した県内市町村の情報を聞きますが、相馬市は 

統制が執れていて、それぞれの職員が今何をしなけれ 

ばならないのかをしっかり自覚して士気も高いと、そ 

のような評価もいただいております。このような震災 

に遭うまで、皆さんが自分の仕事の立ち位置をしっか 

りと把握しながら毎日働いてきた成果が、このような 

ピンチの時に現れたものと大変誇らしい気持ちでおり 

ます。 

さて、我々は地震発生後直ちに災害対策本部を立ち 

上げ、今後の大きな方向性を決定しました。その決定 

とは、まずは地震による津波から沿岸部の市民を守る 

こと、倒壊した家屋の中に生き残っている人がいる場 

合には速やかに救助することでした。いわゆる地震に 

対する災害時救助活動のマニュアルに基づき決定しま 

した。 

しかしながら、実際の津波は我々の想定をはるかに 

超える巨大なものでした。 

ここが今回の震災の大きなボイントです。 

津波の直後は、この未曾有の自然災害に対して、や 

はり人の命を守るということが一番のテ一マでした。 

従いまして、救助を待っている方々を救出すること、 

あるいは危険のあるところから安全なところに避難さ 

せること、これが超短期的な対応でした。 

さらにはその延長になりますが、捜索活動も短期的 

な対応になります。現段階で、生存者の救出という可 

能性はほとんどぜロに近い状況です。しかしながら、 

瓦礫の下に我々と同じ市民が亡くなったままにいると 

いう現実もありますので、これはしっかりと対処して 

いかなければなりません。自衛隊、消防、警察、それ 

から本市の消防団も含め様々な組織の力を集結しなが 

ら本日も行っております。 

また、震災直後の市民の命を、あるいは健康をどう 

やって守るかというのも短期的な行動であります。避 

難所を開設して、その避難所にとにかく落ち着いて居 

ていただくということも短期的な対応ということにな 

りましょう。 

その一方で同時に、中期的、あるいは長期的にはど 

ういうことを考えていかなければならないのか。 

中期的には、避難所にいる方々を市内のアパートや 

用途廃止した公営住宅、新たに建設する仮設住宅など 

に移っていただいて、それぞれが自立した生活ができ 

るようにすることです。自立するということは、それ 

ぞれのご家庭がそれぞれのかまどを持つということで 

す。今、避難所での生活は集団生活でプライバシ一と 

いうものはなかなかありませんので、それぞれのご家 

庭が一つのかまどを持って独立して暮らしていただく 

ことです。さらには、その自立される方々をどうやっ 

て支えるか等々の問題について、色々と配慮をしてい 

かなければならないと思います。 

また、長期的には、やはり壊滅的な被災を受けた原 

釜地区、松川地区、岩子地区、あるいは磯部地区など 

の地域が復興を遂げるというのが最終的な目標になり 

ます。短期的な対応から中期的対応、そして長期的対 

応に移っていく中で、我々はとにかくこうやっていく 

のだと、その方向性をしっかりと持ってインフラの再 

整備ということも考えて、やはり最終的にはこれらの 

地域にもまた家を建てて人が住めるような状態まで回 

復させるというのが長期的な我々の目標です。このこ 

とをしっかりと胆に銘じていただきたいと思います。 

ところが、この方向性を震災初日のうちに決めたの 

ですが、原発の問題が起きました。原発の問題につい 

ては、相当市民の間で不安が広がっていますが、これ 

は二つに分けて考えたいと思います。一つは、原発の 

放射能で市民が健康被害を受けることがないようにと 

いうのが一点、それからもう一つは、放射能の不安に 

よって市民生活がおかしくならないようにというのが 

一点、この二つです。相馬市と、相馬市民にとってこ 

の二つをきちんと処理していくことが必要となりま 

す。 
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まず、原発の事故そのものによる放射能の人的な被 

害については、10km圏内が最初に避難指示とされ、 

その後20krn圏が避難指示ということになりました。 

南相馬市が含まれている30km圏については屋内 

退避ということになっております。私の方も独自に 

色々な情報を集めて放射能の量を測っておりますが、 

仮に屋内退避であってもそこに住めないということで 

はありません。そこにいない方がいいということでは 

ないのです。 

性は極めて低いということを頭に入れてください。 

そのことに対して怯えていたのでは、なにも出来ま 

せん。だから、あくまでも相馬を復興させる、中期的 

には避難されている方々に一つ一つかまどを持っても 

らう、あるいはその他の市民の皆さんの生活をしっか 

り支えていく、事故に遭われた方、不幸にも亡くなら 

れた方々に対しては最大の敬意を払って対処してい 

く、これらを他団体の力を借りながらしっかりとやっ 

ていくということです。 

そこにいる限り屋内にいた方が無難である、屋外に 

比べて屋内は放射能の量が10分の1になる、だった 

ら屋内にいた方が無難であるという判断です。必ずし 

も退避しなければならないという判断ではありませ 

r v o 

しかし、そこに住んでいる方々の不安心理、ある 

いはそこの地域に物資の供給をする方々の不安心理 

でもって、20 k mも3 0 k mも同じような受け取られ 

方をしているというのが実情です。この20k m圏、 

30km圏について国の対応が今後どうなるのかは、私 

は99%相馬に避難指示がでることはないと思ってお 

りますが、しかし絶対ということはありませんから、 

その時のことも頭の中に想定しておかなければならな 

いと思っておりますし、現にその場合の事も考えてお 

ります。 

我々は最初の計画で、この地震や津波によって相当 

部分が破壊された故郷をどうやって復興するのか、そ 

の過程において市民の皆さんの生活をどうやって維持 

していくか、避難所での生活もそうだし、仮設住宅の 

建設もその一つですが、これをしっかりと一歩一歩 

やっていこうというのが我々の基本中の基本の政策で 

あり、相馬市の方向性であります。原発の問題がある 

にせよ、その方向性に向かってしっかりと地に足を付 

けて行っていくということに何ら変わりはありませ 

んo 

もしも、国が我々に対して避難をしなさいと命令を 

した場合には、やむを得ないが国の命令に従おうと 

思っています。国が避難指示を出さない限り、私は最 

初の復興計画に則って一歩一歩進んで彳了きたいと思っ 

ています。付け加えますが、国が避難指示を出す可能 

これらのプロセスにおいて、指揮命令権は災害対策 

本部にあります。災害対策本部で決定した一つの方向 

性に向かって、意思を統一して頑張ってください。 

12日経って色々な方々が手伝いやボランティアで 

入っていますが、どんな立派な学者でも、どんな立派 

なボランティアでも、あるいはどんな立派な政治家の 

先生でも、災害対策本部の指揮命令のもとに協力をし 

ていただきます。勝手に活動される方は、私は迷惑だ 

と思っております。したがいまして、全て災害対策本 

部の指揮に従ってもらうというのが原則です。皆さん 

も私も災害対策本部のメンバーですから、みなさんと 

力を合わせながら、ここのところは歯を食いしばって 

頑張っていきたいと思います。 

また、風評被害によって物流に支障を来しておりま 

す。ガソリン等の燃料については今日まで必死の努力 

の中でなんとか維持をしてまいりました。これからも 

この努力は続けますが、しかしながら物流は間違いな 

く良くなって来ます。 

ただ、現段階ではスーパーも空いてない。今日から 

コンビニが1店再開しますので、市民の気持ちも若 

干明るくなるとは思いますが、大概のお店は物流が再 

開して営業が再開するという段階には相当程遠いので 

はないかと思っております。 

しかしながら、物流が滞るとしたら、私はみんなで 

ろう城すればいいのではないかと思っています。電気 

も通っているし水も通っている、米も援助物資として 

たくさん入ってきていますから、最悪の場合市民と一 

緒にごはんと梅干しくらいで何力月もろう城する必要 

があるかもしれません。こういう非常事態ですから、 

最低これだけあれば我々も市民も生きていけるのだ 

と、その安心からスタ一トするという発想が必要なの 
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ではないかと思っております。 

今日は区長会を開催することになっております。区 

長会の皆さんを通して物資を配給するシステムを作り 

ながら、ろう城だってできるのだという腹を固めるこ 

とだと思っています。色々な救援物資が入って来ます 

から、これは積極的に市民の皆さまに配給して少しで 

も不自由のない生活、不自由がないことが当たり前だ 

と思わないで、不自由を当たり前だと思って、そこか 

ら便利な部分は得をしたというように発想を変えるこ 

とだと思っております。 

このような状況の中で、一つ一つ市民生活を良くし 

ていくこと、最低これだけのことはみんなでやってい 

こうと、これが大事だと思っております。不安に駆ら 

れて自主的に避難した方がたくさんいらっしゃいま 

す。これからもそういう方がいるとは思います。これ 

は自己判断ですから、私の方から申し上げることはあ 

りません。しかしながら、仮に他県の避難所に入った 

ところで何日もそこで暮らせることはなかろうと思い 

ます。この相馬で落ち着いていることが、多分、市民 

のみなさんにとっても一番いいことなのだろうと思い 

ます。ただ、それを市民全員に説得することはなか 

なか困難なことですし、また説得する必要もないのだ 

ろうと思います。それぞれの市民の皆さんがどのよう 

に行動するかについては、それぞれが判断なされるこ 

とですけれども、少なくても我々は相馬にいる限り飢 

え死にすることもないし、寂しい思いをすることもな 

いし、うんと寒い思いをすることもないし、水が飲め 

ないこともない、そのような最低限の市民生活の保障 

だけはしていかなければならないものと思っておりま 

す。 

以上の考え方のもとに一歩一歩、今回の津波災害の 

悲惨な状態からみんなで立ち直っていくのだというこ 

とを信念として頑張ってまいりたいと思っておりま 

す。 

市職員のみなさんにお願いいたしますが、私はそう 

いう方向性で突き進んで行きますから、どうぞみんな 

一致団結してこの相馬市の復興のために力を貸してい 

ただきたいと思います。そして市民の皆さんにもその 

ように呼びかけていただきたいと思います。以上です。 
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• 今朝、ラジオ体操したが、非常にいいことだ。我々は、集団行動を得意にしてきた。そ 

の原型になっている一つがラジオ体操かなと思った。一緒になって同じ動作をするのは 

いいことだ。 

•我々が復興するためには、市外に避難した人が戻ってこないといけない。避難していた 

人が戻ってきたときに暖かく受け入れないといけない。これを肝に銘じるように。皆で 

頑張るためには、多くの仲間が必要だ。 

• もらい湯の人がどれくらいいるかも大雑把でいいので掴んでおいて。 

_民地のゴミを道路に出す問題は、民地からのごみのゴミ捨て場を検討するように。 

• 水 は 今 後 あ ま り 入 っ て こ な い だ ろ う 。 日 本 中 で 取 り 合 っ て い る 。 水 は 、 な る べ く 1 箇 所 

で保管するように。 

第3 7回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月2 7日（日）1 8 : 0 0〜 

【協議及び本部長指示】 

• NTTが原発40km圏内では工事しないと言っていた問題は、官邸に電話して解決した。 

•今、一番のストレスは仮設住宅の建設だ。仮設住宅は県が作るが、場合によっては市町 

村ができる。これは、厚生労働省管轄の問題。仮設住宅の建設費は、 2 3 8万円 7戸が基 

本となっているが、相馬の大工なら建てられるはずだ。 

•民間アパートゃ雇用促進住宅に入居した人数もしっかり把握するように。 

• 南 相 馬 市 か ら 、 新 た に 避 難 し て き て い る 人 が 多 い 。 

第3 8回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月 2 8日（月）8 : 0 0〜 

【協議及び本部長指示】 

_支援金の支ボロについて、死亡した人と半壊豕屋の確定待ち（約4 0 0人）の人には支給し 

ていない。後は、当初見込みの被災地人口よりも少なかったと思われる。今後、国に支 

援を求めるときにも困るので、被災家屋の確定が必要である。 

•放射能の影響で、作付を遅らせるように、福島県から言われている。ハウス栽培は O K o 

• 支援物資として必要なものを整理した。米、水、ポリタンク、笛詰、レトルト、漬物、 

帽子、Tシャツ、靴下、玉ねぎ、ジャガイモ等。 

•これからの学校教育をどうするかが喫緊の問題だ。準備もあるし、一両日中に結論を出 

さないといけない。 

•相馬市のスーパーや、コンビニはよく頑張ってくれた。原発の危険は依然残っているの 

で、避難勧告を頭のどこかには置いておかないといけない。 

•支援物資として、何が欲しいか？という話が来る。何をもらったらいいか皆で協議して 

ほしい。そのためにも在庫管理が重要だ。 

•水の安全性について、どこまで情報開示しても不安になる人はいるが、情報を回覧する 

ょぅに。 

• 今 、 将 来 計 画 の 結 論 を 出 せ る わ け で は な い が 、 こ こ に い る メ ン バ ー は 2 年 後 5 年 後 の 姿 

を想像してほしい。先のことを考えながら物事を考えるように。将来を見て、今をどう 
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3月27日（日） 

分垣自民党総裁相馬市を視察 

自民党の谷垣禎ー総裁が3 

月27日、参議院議員の森雅子 

氏、岩城光英氏、佐藤正久氏ら 

とともに相馬市役所を訪れ、立 

谷市長と面談しました。 

3月28日（月） 

兵庫県の児童たちから応援メッセージ 

\ • ‘ # 鴇 S I 飲 の 1 ‘ — レ 一 、 

里.. 

兵庫県豊岡市せ合橋小学校児 

童会からたくさんの応援のメッ 

セージを張りつけた模造紙が3 

月28日、相馬市役所に届きま 

した。 
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位置づけるかという観点が必要た。 

•いつまでこの体制でやるべきかも検討しなければならない。 

• 衣類は、避難所にいない被災者にも渡すように。 

• 日 用 品 の 在 庫 を 報 告 す る よ う に 

•医療：相馬は正常に回復しつつある。精神科も今日から始まる。今まで（震災前まで）、 

南相馬市に頼っていたものは自前でやらないといけない。 

•相馬中央病院の人工透析の医者が今日から来る。公立相馬病院は、エレべ一ターが壊れ 

ていて、人工透析している4階まで自力で運ばないといけないのがストレスだ。場合に 

よっては、仮設の病院を建てる等対応が必要かもしれない。公立相馬病院が診療に問題 

あるとなると計画が全て狂う。 

• 米 と 水 は 、 毎 回 備 蓄 を 報 告 す る よ う に 。 

•被災家屋の確定は、関係部長で協議して、考え方まとめておくように。今後のいろいろ 

な作業の基礎になるデ一タだ。 

第3 9回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月 2 8日（月）1 8 : 0 0 ~ 

【協議及び本部長指示】 
• 衣 料 の 配 布 を 中 央 公 民 館 で 開 始 し た 。 本 日 は 1 8 人 だ っ た 。 H P に も 公 開 し て お り 、 今 

後、広報そうまにも載せる。 

• FMを明後日から開設する。市の職員で対応するが、今後、職員以外が対応できるよう 

にしたい。 

•家に帰りたくても、瓦礫や漁船があって家に入れないので、撤去して欲しいという要望 

がある。 

•相馬市の学校への転入が南相馬市などから 1 3 0人。鹿島の人が区域外で来ているもいる。 

転出が約4 0人だが、これは一時避難が多い。 

• 学校の先生が、避難所で勉強を教えたいとのこと。 

画公立相馬病院の耐震問題がある。また、ボランティアドクターの拠点が必要だ。 

•中期的に大きな問題は住居の整備だ。仮設住宅を県ではなく、市町村でやることも可能 

という国会答弁があった。生徒のために教室を空けなければならないという問題がある。 

この議論を早く進めて、教室から体育館への移行を進めないといけない。避難所の方々 

をどこに移せばいいか？仮設住宅を市が作るかどうかも検討が必要。 

醒物資の在庫を見てきたが、いろんなものがある。分配しないといけない。県から物資か 

入ってくるようになってきたので、ある程度の備蓄をしたうえで、配給していかないと 

いけない。米、水の備蓄は、どれくらい必要かを押さえた上で、配給するように。避難 

所だけに配るには多すぎて、市民全員に配るには少なレヽ。避難所だけで消費できないな 

ら、どこかの地域に限定して配るなど考えるように。例えば、長靴は相馬市民全体に配 

るには少ないので、飯豊だけに配ろうと思う。地区を限定して配ると文句は出るが、市 

長のせいにして構わない。そうしてでも、市民に配らないと配れない。 

•避難所にいない人で、ご飯が食べにくい状態にいる人はどれくらいいるのか？地域の炊 
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き出し（ロータリー）もずっとは続かないので、アルファ米を配るなど、保健福祉部長 

が検討するように。 

• 生 活 路 線 バ ス の 乗 車 人 数 を 報 告 す る よ う に 。 

• ラ ン ド セ ル な ど は 早 急 に 配 る よ う に 。 

•家の中にあるへドロは、臭いがすごいので、かき出せばいいという問題ではなく、消毒 

などを考えないといけない。建設部長と民生部長で検討を。 

• 中 期 的 対 応 に 小 中 学 校 の 対 策 を 入 れ る よ う に 。 

第4 0回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月 2 9日（火）8 : 0 0〜 

【協議及び本部長指示】 

• 地震による倒壊家屋を、職員でチームを作って回る。半倒壊については、判断が難しい 

ので、専門職への協力をお願いする。 

•避難所を、教室から体育館へ移動してもらうため、避難所にいる人の家族数を調べ、間 

仕切りの検討をしている。 

• 南相馬市の医療体制がきちんと整わないと、相馬の圧力になる。今まで、手術などは、 

相馬市から南相馬市の病院に行っていたが、今度は逆だ。しっかりサポートしたい。南 

相馬市は調剤薬局が稼動していない。 

• 支 援 物 資 の 在 庫 は 、 品 目 ご と に 整 理 す る よ う に 。 

•誤解を与えるといけないから言ってこなかったが、いざというときのことを視野に入れ 

ないと。仮に、国から避難指示が来たら整然と避難することになる。これも頭に置きな 

がら対策を練っていく必要がある。 

•仮に避難することになった場合、医療に関しては、徳州会病院系列で引き取ってくれる 

ことになっている。避難する場合は、災害弱者を残すことはしない。災害弱者をどのよ 

うに連れて行くかという計画くらいは、立てておかないといけない。 

_気持ちを引き締めないといけないのは、まだ始まったばかりだということだ。まだ延々 

と続いていくという覚悟が必要だ。相馬市は、初動のバタバタした状態は脱したと思っ 

ている。中期長期の対応を頭に入れてやるべきだ。 

•避難所を体育館に移したとき、その中で、仮の番地を付けることを考えている。間仕切 

りの設置を急いでやるように。保健福祉部、財政課、建設部が協力して実施するように。 

•避難所にいない災害弱者に、ロータリークラブが炊き出しなどを行った人の名簿をもら 

うように。これからも、食事等を差し上げるべき人が何人いるのか、という観点で名簿 

を作るように。 

•支援物資は、品目ごとに整理して、どこに何を配るか、私も入って考える。 

第4 1回災害対策本郎会議2 0 1 1年 3月2 9日（火）1 8 : 0 0〜 

【協議及び本部長指示】 

• 区長会で、救援物資や災害時要介護者について協議した。その後、被災地の区長に瓦礫 

撤去について説明した。 

76 



ム 
~7ヽ 
, , 番の問題は、義務教育をどうするかだ。体育館に教室から移ってもらわないとい 

けないが、そのとき、パ一テ一ションなどで区切って、仮の番地を付けて、新しいコミ 

ュニティ~を作る必要がある。 

•体育館を避難所にするなら、食事は給食することを考えている。茶碗でご飯食べること 

ができるような準備をするように。 

•小高区の会社が、相馬でやりたいといってきた。地域の再編が起こりつつある。 

匯相馬市内は企業インフラが整ってきた。ライフラインがしっかりしないと住めないし、 

医療がしっかりしないと住めない。 

醒東京都と連絡して、東京からドクターが来た。ボランティアの先生のバックアップが必 

要だ 

•仮設住宅への移動が遅れるほど医療等の問題が出てくる。市町村に権限移譲して建てる 

話が進まない。 

第4 2回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月 3 0日（水）8 : 0 0〜 

【協議及び本部長指示】 
• リ ュ ッ ク サ ッ ク は 、 世 帯 に 一 つ 用 意 し て い る 。 

• 避 難 所 体 育 館 の 間 仕 切 り を 準 備 中 。 

• 「衣食住」が短期的なポイントで、「医職住育」が中期的なポイント。我々は「傭」も 

考える必要がある。放射能などに備えないといけない。 

• 保 健 セ ン タ
1

^ 所 長 も 、 タ 方 の 本 部 会 議 に 入 る よ う に 。 

•ボランティアで来る炊き出しをどこでやるかは、教育部長と保健福祉部長で調整するよ 

うに。 

•南相馬市は急激に市民が戻ってきている。市民が戻ってくると、南相馬市には物資がな 

いので、相馬市に物資を買いに来る。顕著な例はガソリンだ。 

•老人施設等でどんな支援がいるのか、毎日聞き取るようにしなさい。気を配る人が一人 

いればできることだ。保健福祉部長が対応するように。ふきのとう園は県の方針で退去 

させたところだから、県の対応に任せる。 

•冷蔵庫などの家電製品は、自立するときに、有ったものを渡すというルールを周知する 

ように。市民からもらった家電は中央公民館にあるので、中央公民館長が把握して引越 

しセットにするように。 

第4 3回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月 3 0日（水）1 8 : 0 0〜 

【協議及ひ本部長指示】 
• 流 山 市 が 、 予 備 費 を 使 っ て 、 ゆ

1

と ぴ あ を 修 理 し 、 職 貝 を 派 遣 し て く れ る 。 

• 共 同 火 力 に は 、 漏 水 で ま だ 通 水 さ れ て い な い 。 東 工 業 団 地 内 で は 、 A D E K A だ け が ま だ 

通電されていない。 

•仮設住宅は、厚生労働省の話では、市が請け負っても良いことになっている。 

•農業は、耕しては駄目というが、いつまで待つてればいいのか国県に要請している。 
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第4 4回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月 3 1日（木）8 : 0 0〜 

【協議及び本部長指示】 

• 災害当初は、「命衣食住生」が大切だ。まず命を助けて、衣食住。そして、ライフライ 

ンだ。 

•中期以降は、「医職住育備」が大切。これを頭に入れておくように。住と育を重点にし 

ていきたい。住と育がセットになっている。 

•昨日、南相馬市の部長が来た。南相馬市との連携がないと解決しない。 

• 教 育 を 考 え る と 、 避 難 所 の 移 動 と 仮 設 住 宅 建 設 が 重 要 。 

_南相馬市をどう受け止めるか？すでに病院は大変な状態だ。鹿島厚生病院は、病床がな 

いので、入院できず、相馬中央病院がパンクしている。東京から1
0
人のチームが来る 

避難所にも行ってもらう。 

•仮設住宅は、市が直接できないかと言っている。公営住宅のように高いとあまりたくさ 

ん建てられない、馬場野住宅団地に安価で作る等を考える。 

第4 5回災害対策本部会議2 0 1 1年 3月3 1日（木）1 8 : 0 0〜 

【協議及ひ本部長指示】 

• ブレインハート法律事務所から法律相談の申し出があった。避難所を回って法律相談を 

しており、役所にも拠点を設ける予定。 

•本来、辞令を交付する日だが、退職する人もこれからも頑張ってもらう。みんなで頑張 

っていきたい。 

•この災害は、始まったばかりだ。数年かかるという認識が必要だ。だから、長くなると 

いうことを踏まえ、長期戦に備えて、スタッフの仕事の仕方も考えないといけないし 

ばらくは、この体制だが、出口が明確に見えたら、つまり、中期的対応の道筋が立った 

ら。短期的対応はいずれ終了するようになる。中期的対応とは、避難所の方々に釜戸を 

持たせることだ。 

•職業の問題や、どうやって暮らしていくかが、被災者の心配になってきている。弁護士 

によるサポートが必要だ。金銭的な悩み等、災害によって生じた社会的なトラブル。大 

概の人はうつ状應になる。家かなくて困っている人に追い討ちをかけるようなことのな 

いようにしないといけない。金を稼ぐ前に、経済的に追われる状態になる。 

•被災者の方々が、どこに落ち着くのか考えないといけない。磯部、原釜、尾浜、岩子を 

どうするか、観光産業、農業、漁業どうするか？ 

•医師チームは、たくさん一度に来ても仕方がないので、長期的に来られるように調整す 

るように。 

• 南 相 馬 市 は 、 入 院 で き る 病 院 が な い こ と が 問 題 だ 。 
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•東京医科大学チーム 

東京都医療救護斑•東京医科大学合同チーム 

活動期間：3月25日〜4月18日 

垂 ‘ ^ . - r (敬称略) 
•東,〒、医科大学チーム 

3/25〜：大清純司、熊倉淳 

3/29〜：山下敦、近澤悠志 

•東京都医療救護斑•東京医科大学合同チーム 

4/5〜：井村博美 

4/12〜：佐藤和弘、加藤隆 

相馬を守つた医療応援チーム健康管理をボランティアで 

相馬中央病院を拠点に避難所を巡回（市内避難所各所•旧相馬女子高担当) 

被災翌日（3月12曰）よリ、相馬市医師会チームが避_所当番診療 

•DMATチーム 

活動期間：3月19日〜3月20日 

(敬称略) 

3/19〜：舳松洋、中島麒一朗、中島美彩3/20〜：荒井俊秀 

*vn, (u#. 

•全日本病院協会チーム 

活動期間：3月29日〜4月18日 

(敬称略) 

3/28〜：内野正人4/4〜：木村祐介4/7〜：大桃丈知、泉裕之4/10〜：道永成、和多田晋、牧之段学、 

芦立よし智、出雲正剛4/14〜：小平祐造、小林慈、高橋恵理佳4/17〜：久保田英 

3月25曰より、歯科医師チームが避難所を巡回診療 

•相馬市歯科医師会チーム 

•長崎大学歯学部チーム 

•東京歯科大学チーム 
•奥羽大学チーム 

•宮崎大学チーム 
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力 

•石川県医師会 
石川県医師会長小森貴先生チーム 

活動期間：3月21日〜6月10日 

(敬称略) 

3/21〜：佐久間寛3/23〜：吉岡哲也3/27〜： 

池永康規 

4/1〜• 4/28〜’.小森貴4/6〜：荒木一郎 

4/10〜：斉藤典才4/14〜：小野江為人4/16〜： 

大堀功4/20〜：近藤邦夫、近藤政子4/25〜： 

臼倉幹哉、高橋直樹4/28〜：由雄裕之 

5/2〜：吉岡哲也、西田宏人5/9〜：澤村俊孝 

5/12〜：加藤恵巳5/16〜：武藤一彦5/22〜： 

山本博5/2 6〜：浮田俊彦、小川純5/2 8〜： 

木村誠5/31〜：米澤孝信 

6/3〜：菊地勤6/6〜：八木雅夫、濱岡卓人 

• 

•静岡県医師会 
静岡県医師会長鈴木勝彦先生チーム 

活動期間：3月26日〜5月19日 

(敬称略） 
3/26〜：西坂米昭、岡崎裕史3/26〜• 5/3〜： 

圓藤通典 

4/1〜：田中孝、磯部俊一4/9〜：堀ロ倫博 

4 / 1 1〜：横山正一4/ 2 0〜：レシヤード•力 

レツド4/23〜：青島重幸、鈴木東洋、松原環 

4/26〜：佐野克行4/29〜：平出康隆 

5/1〜：三原純、山秋拓史5/4〜：赤堀彰夫 

5/7〜：関泰5/13〜：杉浦正司、坂本益雄 

5/17〜：甲賀新 
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心のケアチーム始動（統括：福島県立医科大学精神料丹羽真一教授） 

• 3月29曰に、公立相馬総合病院に臨時の精神科外来を開設。 

•保健センターを拠点に避難所及び仮設住宅を巡回し、継続的な精神的ケアを行う。 

※徳州会病院医師参加。福島県立医科大学の丹羽教授が指揮。 

•心のケアチーム支援者一覧（敬称略）3月29日〜7月31日 

チームによる支援 
• 4/12〜5/10 ：東京都• 4/19〜4/27 ：茨城県 • 5/9〜6/17 ：栃木県• 5/17〜6/30 ：横浜市 

• 5/23〜7/30 ：心身医学会• 5/30〜7/23 ：愛知県精神病院協会• 5/30〜6/3 ：全日本民医連 

• 6/7〜7/4 ：のぞえ総合心療病院• 6/28〜7/29 ：新潟県 

3 / 2 9〜 4 / 1 :西川隆3 / 2 9〜 4 / 6 :木幡、三瓶、米倉3 / 3 0〜 4 / 1：荻野谷真人、西川隆4 / 2〜 4 / 4 ：藤井久彌子、西川隆4/5〜：藤井久彌子、尾関祐ニ、 

西川隆4 / 7〜：加藤忠史、尾関祐ニ、矢部4 / 8〜 1 0 :加藤忠史、丸太、岡崎、福田4 / 9〜：小林チーム、加藤忠史4 / 9〜 1 1 :小林 4 / 1 0〜：小林チ一 

ム、伊藤、丸太、加藤隆 4 / 1 2 〜 1 9 : 加藤、河野 4 / 1 4 〜 1 6 : 齋藤 4 / 1 7 〜 1 9 : 小林チーム、浅利知輝、青木 4 / 1 9 〜 2 1 ：小林チーム 4 / 2 3 ：平松 

4 / 1 9〜 2 7 :磯崎、山形、高木、紺屋春恵、岡田親4 / 2 9〜 3 0 :粥川、安藤5 / 1〜：粥川、中沢、窪田、竹内、上里5 / 3〜 1 0 ：東京医大チ一ム5/4〜： 

木村智城、安西信雄、池淵恵美、岡崎祐士、中澤正夫、田ロ純、大葉清隆、佐藤哲、渡部純夫、三村、中沢、窪田、松尾、安藤5/5〜：久保木優紀、田中 

英三郎、遠山正悟5/ 8〜：土屋洋子、鈴木伸、守屋美紀、下田一輝、村上潔、佐藤健司、橋本秀彦、丸太芳裕5/ 9〜1 3 :栃木県チーム、増茂尚志、田代 

典子、佐藤美智雄 5 / 1 3 〜 1 5 : 青山洋、藤井悠 5 / 1 4 〜：小林勇 5 / 1 5 〜：岩波明 5 / 1 6 〜 1 7 ：近藤伸介、平山洋子、高橋章郎、山田紗梨5/17 ：伊藤 

亜紀子、林直樹、本木あや、岩壁央、遠藤恵美、西尾友子5/1 7〜19 ：横浜市チーム、古野拓、佐藤直子、西尾5/1 7〜20 ：栃木県チーム、黒ロ仁一、根 

本徳子、黒澤彩、青木和之5/20 :大串悦子、森俊憲、藤沢亜由美、姫野裕子5/21：川上興一、米畑聡、円谷喜孝、佐藤忠、渡辺照子、濱尾早苗、馬場香 

織 5 / 2 2〜：荒井城太郎、澡澤国之5 / 2 3 :水島仁、塚越崇、羽石幸子、斎藤利也5 / 2 3〜 2 6 ：岩城卓男、冨田裕一郎、瑞詰勝敬、丸太伯子、大谷知子 

5/ 2 4〜26 :横浜医療チ一ム、山田朋樹、野本宗孝、大橋剛、福嶋好重、伊藤博史5/2 5〜27 ：松崎淳人、石井千恵5 / 2 6 :小原甚郎5 / 2 7〜 3 0 ：福田克彦、 

畑千恵子、小野田明5 / 2 8〜 2 9 ：小高恵実、小林絵理子5 / 2 8〜 3 0 ：中根秀之、熊谷敦史、橋ロ香菜美、岡崎祐士、橋本節子、佐藤ふみえ、長谷川千絵 

5/30〜31：藤村幸子、猿渡はるか、山本外喜子、西尾彰泰、関雅樹、船津貴之、戸塚雅之5/30〜6/1：高橋雪子、浅井久栄、瀬川聖美、宮本珠妃5/30 

〜6/3 ：中島昭、堂本祐三子、星野己佐子5 / 3 1〜 6 / 2 ：齋藤君枝、大嶋完ニ、横浜市チーム、大塚達以、内村、藤田英美、鈴木優、木本6/1〜：花田 

進、花田佳奈子6/ 3〜：中井貴美子、本間戻恵6/ 6〜：齊藤徳仁、岸田拓直、細川香苗、藤井靖子6/ 7〜：横浜医療チーム、河西千秋、小田原俊成、山 

田素朋子、蒲池あずさ、塚田尚子、梶晃三、瀬川和久、中西和紀、尾崎貴夫6/ 1 0〜：藤井洋一郎、鈴木伊佐子、川口雅司、中西和紀6/ 1 3〜2 0 :小原基 

郎、來田泰明、荒川友晴、河村勝浩、榊原智子、國見由佳理、安藤勝久6/14〜16:横浜医療チーム、日野耕介、内山繁樹、佐籐玲子、古ロ尚美、渡辺厚彦、 

近籐友和、瀧本禎之、袖本武男 6 / 1 7〜 1 9 :小川真里子、後藤清恵 6 / 1 7〜 2 0 ：重家里映、青木藍6 / 2 0〜 2 2 ：小野江正頼、穴見早友里6 / 2 0〜 2 4 ： 

石田悟、成田美秀、吉田宏美、青木岳也6 / 2 0〜 2 5 :渡邊碧6 / 2 1〜 2 3 ：高橋雄一、加衲亮治、平安、五十嵐哲男、小林陵、渡辺弥美、坂ロ信彦、渡辺函、 

越智貴紀6 / 2 1〜 2 7 :田村聖、桂井智彦、落合隆、古久根直人、田邊優、堀映、河瀬久彦6 / 2 2〜 2 3 :新川賢一郎、中島弘徳、山崎公子6 / 2 3〜 2 5 :浅 

野達蔵6/ 2 7〜7 / 1：丸太芳裕、大熊恵子、重冨亮、西田一夫、加藤裕弘、三浦淳一、角谷和則6/ 2 7〜3 0 ：野村恭子、河野正明、福島浩、近藤大三、友 

田安政、秋山貴子、山本憲司、池松昭子、古庄経吉、廣瀬真也、田治米佳世、高田知子、近藤美加、山崎裕子6/27〜7/1：本田潤、櫛谷晶子、小岩正人、 

堀ロ賢ニ 6 / 3 0〜 7 / 4 :和田賢三7 / 1〜 3 :谷川恵子、森屋淳子、菅重博7 / 1〜 9 :仲野雅洋、鈴木紀浩、甲斐直美、大矢子人、森英樹、久村正樹7 / 4 

〜7:野坂潮、堀川公平7/5〜：丸山直樹、齋藤雄太、滝浪文子、村上由布子、沼倉堅一、田中英三郎、榊原全雄、中村伸一、片山節子、日本心身医学会 

第12班、西宮常代、丹野優次、滋賀県チーム、熊越祐子、藤井孝賢、西田大介、塚本裕一、楠田和義、清水康男7/11〜13 ：伊藤偉織、今村洋史、堀井茂 

男、日笠完治、内富庸介、松本安治、熊坂忠則7/ 1 1〜1 4 :藤田修ニ、大畑洋介、向山大輔、下村洋平、大井健、安藤恵多、上野幸子、山内美恵子7/ 1 2 

〜 1 4 : 飯島克己、冨井悦子 7 / 1 2 〜 1 5 ：新潟県チーム、保科志貴子、大原薫、杉本篤言、折目直樹、鈴木亮、細田憲ー7/15〜16:鈴木真理、黒澤和美、 

益子雅笛、宇都原亜莉沙、大場康平、増子宗宏、滝田英俊7/19〜：滋賀県心のケアチーム、横野文、柴田郁子、廣田一哉、土川與治、田丸幸司、橋本里、 

釜野安昭、那須未生、藤田潔、永田晋也、新潟県チーム、菅真司、数藤武彦、渋谷恵子、茂野良一7/20〜：県立医大こころのケアチーム、角田京子、小 

澤和輝、聖隸浜松、瀧浪将重7/2 1〜：釜野聖子、矢吹幸江、山本哲也7/2 2〜：浅野勝久、堀雄介、西村力、大野雅博、笠原正文、寺澤光司、森藤豊 

7/25〜：丸田芳裕7/26〜：喜田圭一郎、ニーニヤ、福山友紀子、新潟県チーム、大原圭、田中晋、山田光恵、樋掛尚文7/27〜：相馬フ才ロア一チーム、 

吉田克彦、塩満芳子、高崎蘭7/28〜：西藤直哉、大西絢子、辻裕美子、牧野有可里 
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市では生活情報、道路•交通 

情報などを市民の皆さまにお伝 

えするために、「そうまさいが 

いエフエム」を開設しました。 

開設初日の 3月 3 0曰、 9時 

の放送では立谷市長が「市役所 

の動き、相馬市の状況を皆さん 

と情報共有したい。相馬市は一 

つの共同体。共同体で助け合う 

んだという気持ちを忘れない 

で、復興に向かって努力をして 

いきたい」とあいさつしました。 

FM放送局を開設しました 生活関連情報、道路状況、交通情報などを市民の皆さまに、迅速にお伝えします！ 

芒ラまさL1がL1エフエム 周波数：76.6メガヘルツ 
ラジオのFM放送です 

【そうまさいがいエフエムの概要】 

•放送時間：常時（定時放送は9時、13時、17時） 

•放送局：相馬市役所 

參出力：3 0ワット 

※聴取範囲の目安：アンテナ付ラジオ•カーラジ才=半径約10km 

携帯ラジオ=半径約4km 

主な放送内容 

•市内の放射線レベル測定値•水道水に含まれる放射線濃度•水道の漏水•医療機_の情報 

•漁協についての情報•高速バス•急行バスの情報•おでかけミニバスの情報 

•津波によリ流出した写真や位牌の公開情報•ごみ収集のお知らせなど 

※担当課の竃話番号、Eメールアドレスを放送で伝えるほか、市役所1階ロビーに「リクエストボックス」 

を設置。 

広く市民からの情報提供•応援メッセージを募り、市役所からの一方的な情報提供に留まらず、市民と 

相互に情報を交換できるような体制を整えている。 
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3月30日（水) 

そうまさいがいエフエム開局しました 



3月30日（水) 

神戸•西宮浜小から八幡小へたくさんの「こいのぼり」 

il 
m
l 

v m ベ ， 『 炎 

神戸の震災復興住宅の町にあ 

る西宮浜小学校から、約5〇匹 

の「こいのぼり」が3月3〇日、 

避難所となっている八幡小学校 

に届けられました。 

3月31日（木) 

堀下さゆりさんそうまさいがいエフエムに登場 

.i； 

相馬市出身のシンガーソング 

ライター堀下さゆりさんが「そ 

うまさいがいエフエム」のパ一 

ソナリテイ一として3月3 1曰 

から、市内の生活情報などをお 

知らせしています。 

84 
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市内のボランティア「ひまわ 

り会」では、震災後も地域の高 

齢者一人暮らし世帯への声かけ 

訪問活動を続け、安心の輪を広 

け、ました。 

86 

4月4曰（月） 

ハクゾウメデイカル株式会社よリこ支援をいただきました 

J他和崎猫 

个•«. i'rr 

4月6日（水) 

各地域のひまわり会高齢者へ声かけ訪問 



相馬市長立谷秀清メールマガジンNO.250 (2011年4月4曰号） 

消防法被 

あの時に、家族を振り切って避難誘導に向かった団 

員たちのご遺体が、次々と消防法被姿で発見されるな 

か、長らく行方不明だった稲山分団長が無言の帰還を 

果たした。とても責任感の強い人だったから、最後ま 

で住民避難に走り回ったのだろう。私に、郷土を想っ 

て殉職した怨霊の一分でものり移ってくれと念じ、ク 

ロ一セ、ットにあった消防法被を着けて執務することに 

した。 

残された家族たちは、しかし、現在7か所に整理 

された津波被災者の避難所で健気に整然と暮らしてい 

る。ブロックごとにリーダーを立て、規律正しく、諍 

いもなく、笑顔を絶やさずにである。 

家族を失い、家を失い、生活手段を失った被災者を 

支えているのは、地域のコミュニティであり彼らの礼 

節である。浜で育った私もそうだが、被災地の、自然 

を畏敬する漁労集落の人々の社会感•人生観は、集団 

の一員であることを特に大事にする。 

外国人が驚嘆する日本人の落ち着きが、もっとも著 

明に顕れているのは、この相馬の避難所に違いない。 

三週目に入った頃に対策本部チームと避難所に一日 

二回、ラジオ体操を指示した。我われは学童期から団 

体行動を刷り込まれて育ってきたが、その最たるもの 

が夏休みのラジオ体操だったと思う。外国人から見れ 

ば違和感のある光景かも知れないが、非常時に個人主 

義はなじまない。規律正しい団体行動をラジオ体操が 

思い出させてくれた。音楽に合わせて全員がそろって 

手や足を振る姿は逞しくもある。 

私をはじめ、被災後の相馬市役所に休日は無く、朝 

から探夜まで不休の仕事が続くが、疲れとか、ストレ 

スだとか、弱音を吐くものはいない。無くなった方の 

無念や、被災者の落ち着きと悲しみを想えば、我われ 

はまだ楽だ。しかし、想像もつかないほどの長丁場に 

なることを考慮し、私と副市長、それに部長たち以外 

は交代で休みを取ることにした。市役所が身体堅固で 

あることも責任のー瑞だと思うから。 

一緒にラジオ体操をしてくれるボランティアの協力 

があってこそ出来る交代休養だが、兵糧の援助だけで 

なく、市内外からやってくる優しい気持ちが私や被災 

者の心を温めてくれる。 

災害対策は中期計画に入ってきた。 

短期対応は「救命」と「衣食住」だが、中期的な重 

点課題は「医職住育」。今回の相馬の場合「備える」 

を加えて「医職住育備」となる。 

災害発生から今日まで、救命と捜索、ライフライン、 

初期医療体制の確保、また原発騒動もあり困難だった 

食糧•物資獲得や放射能不安対応に専心した。領域が 

広範にわたる捜索はまだまだ続くが、ここに来て中期 

的な課題が急務となってきている。 

まず、避難所となっている教室を開けて、学校を再 

開しなければならない。避難所の再編成のためには入 

所者を減らさなければならないので、賃貸住宅や公営 

住居へのあっせんと移住をすすめてきた。既存住居へ 

の自立支援件数が、学校の教室を確保できる分だけは 

見込めるようになったので、四月下旬までには再開出 

来そうだ。したがって中期的な「育」には何とか到達 

できそうだが、細かい課題は依然として多い。 

次の目標は仮設住宅のへの自立だ。仮設住宅は県が 

建設するとされているが、相馬の場合、市で段取りし 

て一刻も早く作りたい。地域主権論、地方政府論から 

申し上げれば、直接住民と向き合う基礎自治体に事務 

能力があれば、任せてもらいたいのだ。阪神大震災の 

時は神戸市役所に仮設住宅建設の事務委譲がなされた 

が、今回は県から相馬市への事務委譲を強く求めてい 

る。 

「医」はライフラインそのものだということも、ま 

た総合産業だということも今回わかった。災害医療だ 

けでも膨大な経験をしたが、まだ最終的な医療体制を 

構築していないので、地域全体の将来設計も含めて今 

後慎重な_論が必要である。気が遠くなるほど道のり 

は遠いが、いずれまとめて報告したい。 

「職」はもっとも厳しい問題である。これには経済 

的な危機も含まれる。漁船を漁港もろとも失った漁業 

者も、田んぼを海水に没した農業者も、生活の手段を 

失っただけでなく、債務が容赦なく追いかけてくるの 

だ。この件に関して、我われ市政はあまりにも非力で 

ある。国家的な課題として取り組んでもらわないと、 

災害自殺者が生まれかねない。相馬市では弁護士無料 

法律相談を県弁護士会に要請したが、被災者の心の拠 

り所になってくれないだろうか？しかし根本的には、 
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何でもいいから被災者に仕事をしてもらい、収入の道 

を探ることが一番の解決策である。私が仮設住宅建設 

を市の事務として、地元工務店に発注したいと切望す 

るひとつの理由である。 

重点事項の最後は放射能拡散に対する「備え」であ 

る。私は国から避難指示が出ない限り、市民に避難を 

呼び掛けることはしない。そのことは前回も書いたし、 

市民も衲得していると考えている。しかし万が一、避 

難指示地域に指定されることがあったら、その時はあ 

る程度の時間をかけて、落ち着いて集団避難すること 

を準備しておかなければならないし、市民も頭の隅に 

置いてもらわなくてはならない。その可能性に対し、 

気持ちを緩めないためにもリックサックを一家庭にひ 

とつずつ配ることにした。イザという時のセットを入 

れておいてもらいたい。入院中の患者については、あ 

る広域医療法人に全て受け取ってもらえる了解をいた 

だいているが、取り越し苦労に終わってほしい。老人 

ホ一ムなどの介護系入所者についてはこれからだが、 

在宅の災害弱者も改めて調査中である。 

今や物流はほぼ回復したが、基本的な食糧の備蓄は 

進めている。現在米は市民一人あたり4キロ、水は4 

リットルを備蓄した。味噌と梅干しも相当量集まった 

が、現在も貯蓄中である。 

前回のメルマガで、「米と梅干しと味噌さえあれば 

ろう城できる」と書いたが、十日たった今は多くの店 

がオープンした。呼び水になったのはロ一ソン。新浪 

社長とはこの件ではじめて知り合ったが、お互しヽ意気 

投合して相馬店の再開方法を何度も話し合った。積極 

的で企画力にあふれる彼が、ついに相馬店をオープン 

させてくれた時は暗闇に明かりが灯る思いだった。そ 

の他、東京医大臼井学長、東大の上教授、中村教授、 

女子医大田上教授、徳州会徳田理事長にも温かいサ 

ポートをいただいている。この稿を借りて探謝したい。 

相馬市では現在まで378体のご遺体を収容したが、 

未だ200人余りの捜索対象者がおいでになる。今後 

も懸命の作業を続けなければならないが、一方、中期 

的な課題解決は、同時に相馬市の将来像や相馬地方全 

体の復興ビジョンを視野に入れた長期計画の始まりで 

もある。この戦いがいつまで続くか計り知れないが、 

まだ始まったばかりであることは間違いない。 

； 
| 

'參 



歌手の小林幸子さんが4月7 

曰、相馬市内の避難所 9か所 

を訪問し、被災者たちを激励し 

ました。 

4月8日（金) 

県外建設業者などボランティアで市道のがれき撤去 

市道のがれき撤去などに県外 

の建設業者などがボランティア 

で駆けつけ、市内で作業を続け 

ました。 

89 

4月7日（木） 

歌手./Jx林幸子さん相馬市民激励 
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î
ros 

r
h
l
r
!
!̂
!

奴 
C
t
^
b
L
O
Q
C
f
l
-
s

 
ノ
へ 

*
•

へ
-H

T
r
r
i
o
p
r
/
c
-
r
l
-
L
n
、

K 
r
.
'

L
J
-
- 
>
5
K
i
b 
d
?~

 ̂

？ 

--- 
•
•
•
!
- 
s 
-
I 

し 

F
L
—
:—

- 

. 

>
>
1
. 

*

 

s 
<
-
>
— 
N

J

>

1 

. 
• 
n
.
パ 
c 

j

 

V 

. 
c
(
v
f 
n
n 
L
l
l 

s
i 

監 
g
i
r
# 
^
0
§ 
s
a
¥
'
樣
9
9
£
監
蒹
^
#
ゆ
0
牲
0
0
寸
造
® 
$ 

(69

翁
魄
.
i
m ,1

 
屮
雎 

、
ト
ン 

~
s
-
f
H
B
-
r
^
/
s
^
?
^
/
?
"
v
z
!
l
.

グ
、
し」

f
o
.
ゾ 

ニ
ンV

*

 

ン-
r
*
 

、
“
r
 \

•
>
、
.
1
3
1 
/ 

\
1
i 

f
 
v
、

~ f

 

} 
.

 

•
こ 

.

.
‘
！ 
I
. 

•
»
-
• 

•
 

c 
A
^
l 

*
•

ト 
3 

C
L
f
c
-
v
.
賽
、
•
/ 
O
b
，
播 

H
U
H

 
在 

w

 

4
荀
繼
^
* 
七
：
^
:
迪
セ 

(
#
§
1
-
1
1

#
:
浮；

0
1
/
t
)

楔
羅
刪
條
試
堪
‘(

®
g
n
4
l

t
f
}
o
-
?
t
0
T
A)

 
S
3
S

試
寒
‘
$
^
.
.
0 

f
 
r
-
1
—

r
- 

V̂
J
I

 

» 
L
J
 
T

 
\
 
v

 
\
* 

s
/
x 

\ 
r
.
.

 

r 
f
k
l
r
l
.
 
t
i
 
V

 

"
S
H 

？ 
J 

)
] 
m 

K
/
4
r
t
u
J 
？A

i

 
3
、
t 

〜

b 

T
* 
/
i
i 

ズ
等
等
§
崖
聽
I)

醫
T
i
g 

7

—
衆
g
l
t
f
女
会
，(

_
s
w
.
,
l
s
l)

t
s
做
，
K
V
。
I 
ぎ 
i
5
^
£
4
&
-
W
B
i
r
が
、i

 

M
^
m 
袖
顧
辛
袖
，(

4
a
T
B
l
:
f
f
3
!
?
z
f
t
—
(
畦
：
塞
：j

：

 

,
4
n
g
i
f
f
i
4
n
c
o
画
：
^<

)
，
，
£
:
<̂
0
|
-

暴
‘ 

(

皿
E
g
鞍
瑯
昏
辣
裙
耻
g
i
r
M
i
E
l
捏
靼
•
f
c
^
塞
T
%
,
拯
»
g 
'
H 

,
族
瑯 

-
S
8
1

 

£
-



4月8日（金) 

「頑張るぞ相馬」シール寄贈谷沢製作所 

’ぅ一ぶ 

矣礙ウ織 

頌張
5

r替相馬| i頌張
5

ぞ、#相馬 

' “ ‘ - - ； . • • •ぺ•.•、ポ 

谷沢製作所相馬工場から4 

月 8日、菊地法行工場長らが 

訪れ、「頑張るぞ相馬」シ一 

ル3 , 0 0 0枚が立谷市長に手渡 

されました。 

. . . . • 、 

為.…-:.-

4月10日（日） 

参議院議員•三原じゅん子氏相馬を視察 

参議院議員.三原じゅん子氏 

が 4月 1 0日、相馬市を訪れ、 

津波の被害状況などを視察しま 

した。 
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4月10日（日） 

演奏で勇気づけ陸上自衛隊音楽クラブ 

陸上自衛隊音楽クラブが 4 

月1 0曰、避難所となっている 

はまなす館やスポーツアリーナ 

そうまの駐車場で演奏を披露し 

ました。 

-

4月10日（日） 

クラップスそうま手作り千羽鶴 

パ ゴ ^ 

チアリーダーグループ •ク 

ラップスそうまが4月 1 0曰相 

馬市役所を訪れ、千羽鶴を佐藤 

憲男副市長に手渡しました。 

92 



了 

震災による法律問題でお悩み 

の方を対象に、無料法律相談が 

市役所分庁舎で開催されていま 

す。 

経済自殺対策として、無料法律相談会を開催 

•経済的相談•精神的バックアップ 

•避難所巡回相談会 

4月4日（月）から実施 

•常設無料相談会 

4月11日（月）から実施 

常設_料相談会の概要 

開催日時平日. 1 4時〜1 9時 

開催場所市役所分庁舎 

1会議室（2階） 

主催福島県弁護士会 

後援相馬市四団体協議会 

司法書士会•行政書士会• 

土地家屋調査士会•税理士会 

※電話による相談も随時受け付け。 

各分野の専門家が揃うワンストツプ窓口 > 

弁護士：法テラス、日本弁護士連合会 

司法書士 
税理士 

土地家屋調査士 

行政書士 

し 

93 

4月11日（月） 

東日本大震災無料法律相談会 



4月11日（月） 

震災から一力月犠牲者へ黙とう 

三陸沖を震源とする国内観測 

史上最大規模の地震と津波が発 

生してから一力月。 

4月 1 1日の 1 4時 4 6分、今 

回の災害により亡くなられた 

方々の冥福を祈り、一分間の黙 

とうがささげられました。 

4月12日（火） 

身も心も温まる玉ノ井部屋ちゃんこ炊き出し 

大相撲玉ノ井部屋の炊き出し 

は4月1 2曰、13日の二日間、 

市内10力所の避難所で行われ 

ました。 
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4月14日（木) 

北海道豊頃町よリこ、支援をいたたきました 

4月16日（土) 

さとう宗幸さん避難所で「ふるさと相馬」披露 

「青葉城恋歌」や相馬市民に 

は「ふるさと相馬」で知られる 

歌手*さとう宗幸さんが4月 

16日、市内の避難所を訪れ、 

歌で避難者を激励しました。 
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4月17日（日） 

避難者へ栄養管理メニュー向陽中で試食会 

震災以降、ボランティアの炊 

き出しと支援物資で供給してい 

た市内避難所の食事が4月1 8 

曰からシダックスフードサービ 

ス_と市が共同で提供する学校 

給食スタイルのものに変わりま 

した。 

避難所での栄養管理と仮設住宅での孤独者対策 

•避難所での給食配給 

※管理栄養士による栄養管理 

長期化する避難生活で、野菜不足や塩分の取りすぎが懸念されていたが、栄養面が管理されたメニューで避 

難者の健康維持を図るもの。 

※調理師は、避難所へ避難している方から市が雇用（35人） 

摩朝食：学校の給食室を使用し調理ラ配給 

•昼食：仕出し弁当を配給 

• タ 食 ： 学 校 の 給 食 室 を 使 用 し 調 理 配 給 

•仮設住宅での給食配給•生活支援 

※約1,500世帯を対象として、年間約3億円の経費の見込み 

•朝食および昼食：自分で調理 

(入居時の支援として、米30kg/人、調理器具を配給） 

•タ食：給食の配給 

•配給高齢世帯 •独居世帯 =集会所で会食 

•一部配給その他の世帯=集会所で配給 
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市内の小•中学校の入学式 

は4月1 8日、一斉に行われ、 

69 7名の児童と生徒が入学式 

に臨みました。 

4月17日（日） 

こ、協力ありがとうございましたおにぎリ炊き出しホランテイア 

3月13日から開始された「お 

にぎり炊き出しボランティア」 

は4月17日、最後のおにぎり 

作りを行いました。 

4月18日（月） 

震災に負けず新たな一歩を市内小•中学校入学式 



4月18日（月） 

広かる笑いコロッケさん、コージー冨田さん、卜ニーヒロタさんライブ 

4月 1 8曰、ものまねなどで 

おなじみのコロッケさん、コー 

ジ一冨田さん、トニーヒロタさ 

んが中村ニ小、中村ニ中、はま 

なす館を訪れました。 

4月18日（月） 

シンガーソングライターのう〜みさん歌と元気をプレセント！ 

4月 1 8日、 1 9日の二日間、 

シンガーソングライターのう〜 

みさんは被災者を元気づけよう 

と相馬市を訪れ、市内のあちこ 

ちで笑顔と歌声を届けました。 

98 
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f市•教育委員会J 

6月2日N P 0化設立総会開催 

相馬フオロアーチーム活動の概要 

•相馬フォロアーチームとは 

「相馬フォロア一チ一ム」とは、3月11日に発生し 

た東日本大震災によリ被災した児童、生徒、園児の心 

のケアを行うことを目的に結成されたチームです。 

スタッフ 

臨床心理士 2名 

精神保健福祉士1名 

教育カウンセラ一2名 

保健師 名 

•活動内容 

学校（園）に常駐し、親身になって心のケアを行う 

とともに、児童や生徒の交流を目的とした各種イベン 

卜を開催し、長期的なケアを行っていくものです。 

•曰常時 

磯部幼稚園、磯部小学校、磯部中学校、中村第二小学校、中村第二 

中学校に常駐し、児童生徒、教職員、保護者を対象に相談業務を行う。 

•夏休みなど 

各学校において、希望する児童生徒、教職員、保護者を対象にスクー 

ルカウンセリングを行う。 

併せて、福島医科大学の「心のケアチーム」と一緒に仮設住宅の集 

会所を訪問し、相談活動を行う。 

4月20日（水） 

PTSD対策相馬フオロアーチーム活動開始 

生き抜く力 

学力向上 

G小学校1 

臨床心理士 2名 

精神保健福祉士1名 
•教育カウンセラー2名 

へ
^
 ̂

校 高 

(中学校 



株式会社ロ一ソンから市内各 

小中学校•公立幼稚園への昼食 

として同社のお弁当などが提供 

され、4月2 0曰には贈呈式が 

行われました。 

4月20日（水） 

相高•相馬東高吹奏楽部はまなす館で演奏 

一一フ ^ 

m
, ‘ u i 叫 »7̂ rĵ r»\ ]" 

J M - k , 

^ ̂̂iJPfrSd 
7丨ダW 

4 ^ % 
«a 

相馬尚校、相馬東尚校生合わ 

せ3 7名の吹奏楽部員が避難所 

となっているはまなす館のロ 

ビーで4月17曰、演奏を披露 

し避難者を激励しました。 

4月20日（水) 

ローソンから学校給食用お弁当贈呈 

,；'• g “•ご 

•只 
.：；_!•：:； 
「rl 



4月23日（土） 

野田財務相と玄葉国戦相へ支援を要望 

野田佳彦財務相、玄葉光一郎 

国家戦略担当相は4月2 3曰、 

相馬市を訪れ立谷市長と面談し 

ました。 

4月23日（土） 

被災者を元気づけるすその水ギ3—ザ 

4月2 3曰、東部公民館で静 

岡県裾野市特製の「すその水 

ギヨ一ザ」800食の炊き出し 

が行われました。 
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4月23日（土） 

茨城県つくば市よリご支援をいただきました 

tieo O-tl 

主濱《友新挑吸^^祐亨 

4月24日（日） 

相馬市の被害状況を視察仙谷官戻副長官、辻元首相補佐官 

仙谷由人官居副長官は4月 

24日、辻元清美首相補佐官ら 

と相馬市を訪れ、津波の被害状 

況などを視察しました。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.251(2011年4月24曰号） 

震災孤児等支援金支給条例 

被災から40曰たって巨大津波の相馬市の被害の全 

容が明らかになってきた。 

まず、床上浸水以上、つまり津波による流水の前に 

住人が生命の危機に曝された家屋が1512世帯、住民 

基本台帳での人口は、前回から修正して5249人だっ 

た。その中で、今日の段階で死者および行方不明者の 

合計は475人。津波襲来の時にこのうちの何人が被 

災地にいたのかは不明だが、現段階で死亡者の数が一 

割を切っていることには、驚きと感謝の気持ちを禁じ 

えない。原型をとどめた家屋がほとんどない程の大津 

波から、9割の住民を避難させたのは地元の消防団員 

たちだった。しかし、その犠牲者数は前回のメルマガ 

時から3人増えて10人となった。 

磯部地区の方々が集団で避難生活をしている「はま 

なす館」で、殉職された消防団員のお母上とお会いし 

て首を垂れた。息子を亡くした心中を察するに、私は 

何と申し上げたら良いか？お詫びしたい自分の気持ち 

をどのようにお伝えすべきか？迷いながら視線を上げ 

た私の前で、背筋を凛と伸ばした彼女は気丈だった。 

「止めたのに、仕事だからと言って避難誘導に向かっ 

た。やさしくて良い息子だった。残した子どもたちの 

ためにも私はしっかり生きなくてはならない」 

殉職した消防団員10人の子供の数は11名、うち 

18歳未満は9名である。社会人として自立する前の 

子供たちを残して、死んでいった彼らの気持ちを思う 

と胸が苦しくなる。さぞや無念、心残りだったろう。 

多くの市民を助けた代償としても、余りにも重く、辛 

い。相馬市が続く限り、市民は彼らを忘れてはならな 

い。 

我われ残された者たちが、父親の無念の代わりを果 

たすことなど、とても出来ないことだが、万分の一で 

もの償いと思い、生活支援金条例を作ることとした。 

遺児たちが18歳になるまで月々3万円を支給するも 

のである。全くの孤児となった、あるいは片親だけを 

合わせ、今回の災害で親を亡くした18歳未満孤児ま 

たは遺児は、全部で44人にのぼる。この子らが成長 

するまでの経済的負担の一部を、市の責任で担ってい 

くことを市民の総意で決めようと考えている。今月の 

臨時議会にかけ議決を得しだい支給することとした 

い。 

財源は、遺児たちのための義援金の基金口座を作っ 

たので、出来れば世界中からの善意をレ、ただきたいと 

思っているが、不足する場合は市の一般財源で対応す 

る。総額は約2億円。 

もしも、義捐金がこれを突破することがあれば、次 

には大学進学のための奨学金などに究てていきたい。 

その際は条例を改正することになるが、もうひとつの 

条件は、孤児らに、将来強く生きていくための学力を 

つけさせることである。 

相馬市の小•中学校は4月18日に遅れた新学期を 

迎えたが、心配したとおり被災地の子どもたちは、心 

の傷が学習の障害になっている。我われは、臨床心理 

士と保健師ら常勤6人体制による「相馬フォロアー 

チーム」を結成し、教育委員会の別働隊として被災児 

童生徒のサボート体制を敷いた。現段階で2年は継 

続することとしているが、仮に精神が安定した後もし 

ばらくは、学力向上のためにきめ細かな指導を続けて 

もらいたいと思っている。 

先日、私のメルマガを読んだというフィンランドと 

英国のテレビ局が取材に来たので、「貴国の友情をこ 

の子らに！」と呼びかけた。ゆえに相馬市のホーム 

ページの義援金口座ワッペンは英語バージョンも用意 

した。 

拙稿の読者諸兄にもご賛同いただけるよう、平身低 

頭。 
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4月26日（火) 

会 時 臨 会 議 市 馬 目 +
t 
回 2 有 年 3 2 成 平 

第2回臨時会で制定された条例については、以下のとおり。 

相馬市震災孤児等支援金支給条例 

•目的 

東曰本大震災により被災した震災孤児等に対し、学業や生活の支援を行うことを目的として支援金を月額3万 

円給付するため条例を制定するもの 

•支給を受ける者の要件 

平成2 3年3月11曰に相馬市に住所を有するもので、東日本大震災により、両親又はその一方を亡くした者、 

または市長が認めたもの。ただし、18歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にあるもの。 

•支援金の額 

支援金の額は、月額3万円とする。 

•支援金の財源 

支援金の財源は、相馬市震災孤児等支援金支給基金を究てる。 

相馬市震災孤児等支援金支給基金条例 

•目的 

東日本大震災により被災した震災孤児等に対する支援金の支給に関する事務を円滑に行うことを目的として、 

支援金を給付するための基金を設置するため制定するもの。 

•積み立てる額 

基金として積み立てる額は、毎会計年度の一般会計予算の定めるところによる。 

相馬市仮設住宅入居支度金支給条例 

•目的 

東日本大震災により被災し仮設住宅に入居する世帯に対し、仮設住宅入居世帯の自立への援護を目的として1 

世帯10万円を支給するため制定するもの。 

•支給対象者 

市内の仮設住宅に入居することが決定し、入居時に相馬市に住所を置いている世帯の世帯主。 

•支度金 

1世帯につき10万円。 
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相
馬
市
条
例
第
十
一
号 

相
馬
市
震
災
孤
児
等
支
援
金
支
給
条
例 

(

目
的)

 

第
一
条
こ
の
条
例
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
親
を
亡
く
し
た
孤
児
等
に
対
し
て
、
支
援
金
を
支
給
し
、
そ
の
学
業
や
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

(

支
給
を
受
け
る
者
の
要
件)

 

第
二
条
支
援
金
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者(

以
下「

震
災
孤
児
等」

と
い
ぅ
。)

に
対
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
十
八
歳
に
達
す
る
日 

以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
に
限
る
。 

一
平
成
一
一
十
三
年
三
月
十
一
曰
に
本
市
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
東
曰
本
大
震
災
に
よ
り
、
両
親
又
は
そ
の
一
方
を
亡
く
し
た
者 

一
一
前
号
に
準
ず
る
者
で
、
市
長
が
認
め
た
も
の 

2
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
震
災
孤
児
等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
支
援
金
は
支
給
し
な
い
。 

一
養
子
縁
組
に
よ
り
養
父
母
を
得
た
と
き
。 

ニ
生
活
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号)

に
規
定
す
る
被
保
護
者
と
な
っ
た
と
き
。 

三
そ
の
他
支
援
金
の
支
給
を
受
け
る
者
と
し
て
適
当
で
な
い
と
市
長
が
認
め
た
と
き
。 

(

支
援
金
の
額)

 

第
三
条
支
援
金
の
額
は
、
月
額
三
万
円
と
す
る
。 

(

支
援
金
の
財
源)

 

第
四
条
こ
の
条
例
に
定
め
る
支
援
金
の
財
源
は
、
相
馬
市
震
災
孤
児
等
支
援
金
支
給
基
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
究
て
る
も
の
と
す
る
。 

(

申
請)

 

第
五
条
震
災
孤
児
等
が
、
支
援
金
の
支
給
を
受
け
よ
ぅ
と
す
る
と
き
は
、
市
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

(

支
援
金
の
支
給)

 

第
六
条
支
援
金
は
、
震
災
孤
児
等
本
人
に
支
給
す
る
。 

(

支
援
金
の
返
還)
 

第
七
条
市
長
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
支
援
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
支
給
金
を
そ
の
者
か
ら
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(

委
任)
 

第
八
条
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

附sc 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
曰
か
ら
施
行
す
る
。 



大型連休2日目の4月30日、 

相馬市災害ボランティアセン 

ターでは154人の活動があり 

ました。 

4月2 6日、歌手のジェリー 

藤尾さんは相馬市を訪問し、そ 

うまさいがいエフエムに出演し 

ました。 

ジェリー藤尾さんは持参の 

ノ、一モニカで「ふるさと」を奏 

で、「ふるさとへの思いを大切 

にして。めげずに前を向いて、 

空を見上げて進んでほしい」と 

市民ヘメツセ一ジをおくりまし 

た。 

4月30日（土） 

連休で県内外からボランティア駆けつける 

4月26日（火) 

ハーモニカにのせたメッセージジェリー藤尾さん 

.
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4月30日（土) 

応急仮設住宅入居者へ鍵引渡し式 

相馬市北飯渕（角田東グラウ 

ンド）応急仮設住宅の鍵引渡式 

と入居説明会が市役所分庁舎 

で4月30曰開かれ、先に行わ 

れた抽選で決定された入居者と 

市、ライフライン関係者などが 

出席しました。 

住宅支援の流れ 

•応急仮設住宅（県）入居 

參4月3 0日 

第1期完成分鍵引渡し58戸 

• 6月1 1日 

全1,000戸完成引渡し完了 

(6月17日に避難所を全て閉鎖） 

• 入 居 戸 数 計 9 7 0 戸 

入居者数 2 , 6 9 9 人 

V.- •• い:••パン-へ•づU禽を 

•市建設分仮設住宅（県より事務委任） 

• 500 戸 

•南相馬市、飯舘村、浪江町の原発避難民を受け入れ 

•入居時の支援内容 

•入居時支度金1 0万円 

•日本赤十字社より家電7点セット（テレビ、冷蔵庫、洗濯機ほか） 

•引越しセット（寝具、鍋、釜、食器、掃除機、コタツなど） 
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仮設住宅のマネジメント•恒久住宅への準備 

•仮設住宅での管理体制•生活支援 

1.集会所ごとにひとつのコロニーと考え、組長を選任 

2 .集会所単位で市の担当者を配置 

3.1棟（5戸）ごとに戸長を選任 

4.「組長」と「尸長」の兼任も可 

•恒久住宅への移住の準備 

1•全被災者のデータベース化、意向•実態調査 

2.集合型共助住宅の建設 

3.戸建て住宅建設の準備にて、将来設計への希望を 

組長を通しての行政サービス等 

1.毎日の配食の管理、集会所での共同 

石 艮 

2.支援物資等の配給 

3 .仮設住宅の衛生状態•治安の管理 

4.炊出し•イベント等ボランティア活 

動の公平な配分 

5.復興対策会議への要望とりまとめ 

6.住民健診等の行政サービスの周知. 

実施 

7.孤独者、健康不良者のチェック 

8.コミュニティ形成のための各種事業 

コロニーイメージ 

復興•対策会議 区長 

：組長（区長)会議 
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顏ー 

5月1日（日） 

被災者を元気づけようと、サ 

ンプラザ中野くんさん、ウチノ 

フアンタジ一さんは5月 1日 

相馬市を訪れ、避難所でライブ 

を行いました。 

避難者を癒すマッサージボランティア 

避難所生活が長期化する避難 

者にマツザ一ジなどを施すボラ 

ンティアを、社団法人福島県整 

骨師会の会員らが続けていま 

す。 

m 

5月1曰（曰） 

皆を応援サンプラザ中野くんさん、ウチノファンタジーさんライブ 

f,

7 

1

 

i 
 ̂



5月2曰（月） 

東日本大震災復興構想会議メンバー来相 

東曰本大震災復興構想会議の 

五百旗頭真議長や御厨貴議長代 

理、内館牧子委員などは5月2 

曰、相馬市を訪れ、被災地を視 

察したあと、相馬市役所で立谷 

市長と会談しました。 
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•「はらがま朝市NPO準備委員会」主催 

※津波被害を受けた原釜地区の水産加工業者など、 

約30名が企画運営（NP0申請中） 

•相馬市民に元気と活力を与えたい！ 

•毎週土日開催。 

•毎回2,000人を超える市民で賑わう。 

. X 

X 

の不屈のエネルギーを 

相馬市の復興につなげる 

113 

「はらがま朝市」は5月3曰、 

長友グラウンドで開催され多く 

の人出でにぎわいました。 

主催は高橋永真さん（原釜) 

を代表とする「はらがま朝市N 

P〇準備委員会」。高橋さんら 

の呼びかけで原釜の水産加工業 

者など約30名が集まり、相馬 

市民に元気と活力を与えたいと 

活動を開始しました。 

復興への一歩はらがま朝市開催 

e r 

承 气1 

会 ^ 

圖 

復興の狼煙「はらがま朝市」 

B
i
l
l 

は
ら
が
豸
朝
市1

 
「

冬
は
必
ず
春
と
な
る」

一 

月3日（火: 



5月4日（水) 

松本防災相相馬市を視察 

尊-. . ) -

ガイI 

松本龍防災担当相•環境相は 

5月4日相馬市を訪れ、津波の 

被害状況などを視察しました。 

尾浜地区や松〗I丨浦などの被害 

状況を視察したあと、市役所で 

立谷市長と面談。 

その後、松本防災担当相は避 

難所となっているはまなす館を 

訪れ、避難者と目線を合わせて 

「大変でしようけど頑張ってく 

ださい」と親しく話し込んでい 

ました。 

114 

相馬市出身のシンガーソン 

グライター堀下さゆりさんが5 

月3日、避難所となっている 

中村第一小学校の体育館で、ミ 

ニコンサートを開催し、避難者 

を激励しました。 

5月3日（火） 

堀下さゆりさん中一小でミニコンサー 

•to 

-

m 

w 

等 



5 月 3 日 か ら 5 日 ま で 、 長 

友グラウンドで開催され好評を 

博した「はらがま朝市」のNP 

〇準備委員会の代表•高橋永真 

さ ん ら が 5 月 6 日 、 市 役 所 を 

訪れ、朝市開催中に集めた募金 

を漁業の復興に役立ててほしい 

と立谷市長に手渡しました。 

5月8日（日） 

交流によリ笑顔が心のふれあいサホー卜 

TEAM S.O.S ( チ ー ム エ ス 

オ一エス）による「心のふれあ 

いサポート」は、4月 2 9日か 

ら 5月 8曰までの 1 0 日間、老 

人憩の家で行われ、多くの避難 

者が楽しく交流しました。 

115 

5月6日（金) 

はらがま朝市メンバー集めた募金を市へ 

 ̂
k 



5 月 1 1 曰 

天皇、皇后両陛下ご来相被災者•尽力者激励 

立谷市長のお出迎えを受けられる天皇皇后両陛下（相馬光陽サッカー場駐車場) 

天皇、皇后両陛下は5月11日相馬市を訪問され、両陛下はそのあと、甚大な被害を受けた原釜.尾浜 

避難所となつている中村第二小学校体育館で避難生活地区を立谷市長の説明を受けながらご視察され、被災 

を送る方々を励まされました。 を悼み黙礼されました。 

135人が避難生活を続けている中村ニ小体育館で 

両陛下は、各世帯ごとのブースで一人一人に声をかけ 

て回られました。 

家を流されたという女性の避難者は「両陛下にやさ 

しく声をかけていただき、大変うれしかった。これを 

糧にして、これからもがんばっていきたい」と目を潤 

ませていました。 

同小の玄関ホールで行われた尽力者おねぎらいで 

は、竹中淳ー相馬警察署長、海沼敏明陸上自衛隊第 

13旅団長、荒忠夫相馬市消防団長、遺体安置所で地 

元磯部地区住民の身元確認に連日貢献した熊倉一巳相 

馬市賺会議員を激励されました。 

黙礼される両陛下 
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避難者と話をされる天皇陛下（中村第二小学校体育館) 

避難所生活を送る家族に声をかけられる皇后陛下（中村第二小学校体育館) 
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立谷市長から被災状況をお聴きになる両陛下（原釜•尾浜地区） 

蘇を^^^ ポ念ぱ’一」:g;,慕 

餘セ•十セな•ハ 匪,-.ご二-塞 
-4.' •‘ .-.T •. ••、..-. 

姑 

自衛隊機に乗り込み帰路に就かれる両陛下（相馬光陽サッカー場駐車場) 
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5月11日（水) 

小田原市の職員と市民が報徳 

のゆかりがある相馬市の復興を 

支えようと、5月 1 1曰から災 

害ボランティアに従事していま 

す。 

元」リーガー中西哲生さん中二小でサッカー教室 

5 月 1 1 日 、 元 ] リ ー ガ ー で 

スポーツジャーナリストの中西 

哲生さんが中村ニ小を訪問し、 

児童らを対象にサツ力一教室を 

開催し、子どもたちに体を動か 

す楽しさを伝えました。 

119 

5月11曰（水) 

報徳のゆかり小田原市民が相馬支援 

聽 



5月14日（土） 

鹿野農水相漁業関係者と意見交換 

鹿野道彦農林水産相は 5月 

1 4曰相馬市を訪れ、相馬原基 

漁港を視察したあと、市コミュ 

ニテイセンターで漁業関係者と 

意見交換しました。 

5月14日（土） 

子ともたちに力強いエール野ロ聡一さん講演会 

被災地の子どもたちを元気づ 

けようと、宇宙飛行士の野ロ聡 

一 さ ん の 講 演 会 は 5 月 1 4 曰 、 

中村第二小学校、中村第一小学 

校で行われ、集まった児童らは 

熱心に耳を傾けていました。 
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5月18日（水) 

仙台を中心に音楽活動を展開 

するテリ一橋本さんやN a o安 

田さんをはじめとするジャズ演 

奏家たちが5月 1 5日、避難所 

となっているはまなす館のロ 

ビーででジャズライブを披露し 

ました。 

ルイスカバーニヤス•メキシコ大使相馬市を訪問 

支援物資に対し、メキシコ合 

衆国大統領へ送った立谷市長の 

ネし状がきっかけで、ミゲル•ル 

イスカバーニヤス駐日メキシコ 

合衆国大使は5月 1 8日、相馬 

市を訪問し、メキシコ政府など 

からの相馬市震災孤児等支援金 

へ継続的な協力の意向を立谷市 

長に伝えました。 
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5月15日（日） 

はまなす館でテリー橋本さんらジャズライブ 



5月17日（火） 

平成23年第3回相馬市議会臨時会 

条例の一部改正については、以下のとおり
( 

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 

•改正要旨 

東曰本大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律等の施行に伴う災害援護資金貸付の特例 

指置が平成2 3年5月2日に改正されたことに伴い、災害援護資金の貸付に係る償還期間を]3年とし、据置期 

間3年を6年、5年を8年とし、利率を3 %から 1 . 5 %等へ改正するもの。 

平成23年度分における固定資産税及び軽自動車税の衲期の特例に関する条例の-部を改正する条例 

•改正要旨 

東日本大震災によリ正確な課税客体の把握が必要であること、また震災に伴う被者の混乱を避けることを目的 

とし、個人の市民税の衲期、国民健康保険税の衲期、介護保険料の衲期を変更するため改正するもの。 

•個人の市民税の衲期の特例 

普通徴収の方法によつて徴収する個人の市民税の第！期、第2期及び第3期の衲期は、相馬市条例の規定かか 

わらず、 

第 1期は 7月 1 5日から8月 3 1日まで 第2期は10月11日から“|〇月31日まで 

第 3 期 は 1 1 月 1 1 曰 か ら 1 1 月 3 0曰まで 

•国民健康保険税の衲期の特例 

普通徴収の方法によつて徴収する国民健康保険税の衲期は、相馬市国民健康保険条例の規定にかかわらず、 

第 1期は 8月 1 1日から8月 3 1曰まで 第 2期は 9月 1 1日から 9月 3 0日まで 

第 3 期 は 1 0 月 1 1 日 か ら 1 0 月 3 1 日 ま で 第 4 期 は 1 1 月 1 1 日 か ら 1 1 月 3 0日まで 

第 5 期 は 1 2 月 1 1 日 か ら 1 2 月 2 6 日 ま で 第 6 期 は 翌 年 1 月 1 1 日 か ら 1 月 3 1 日 ま で 

第7期は翌年2月1 1日から2月2 9 日 ま で 第 8 期 は 翌 年 3 月 1 1 日 か ら 3 月 3 0日まで 

•介護保険料の衲期の特例 

普通徴収の方法によつて徴収する介護保険料の衲期は、相馬市介護保険条例の規定にかかわらず、 

第 1期は 8月 1 1日から 8月 3 1日まで 

第 3期は1〇月1 1 

第 5 期 は 1 2 月 1 1 

第7期は翌年2月1 

日から1 0月3 1日まで 

日から12月2 6日まで 

1曰から2月2 9日まで 

第2期は9月1 1日から9月3〇日まで 

第 4 期 は 1 1 月 1 1 

第6期は翌年1月1 

第8期は翌年3月1 

曰から1 1月3 0日まで 

1日から1月3 1日まで 

1日から3月3 0日まで 

122 



5月19日（木) 

復興支援ありがとう婦人会、横断幕作成 

相馬市婦人会(高玉マサ会長） 

はこのほど、復興作業に従事す 

る自衛隊、警察、消防団などへ 

の感謝の気持ちを表す横断幕を 

作成し、5月 1 9日、市役所へ 

届けました。 

5月20日（金) 

ミネソタ州から震災孤児等支援金届く 

1 1 1 
1マ, — 

f 1 • '.層 

アメリカ •ミネソタ州在住 

のラムステッド•洋子さんは5 

月2 0日、相馬市役所に震災孤 

児等支援金を届けました。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.252 (2011年5月20曰号） 

新しい村 

震災から今日で70日を数える。仮設住宅への移転 

が順調に進んでいるとはいえ、まだ800人余りの方々 

が避難所暮らしをしている。全員の方々の仮設住宅へ 

の移転が完了する6月中旬まで、対策本部としては 

毎日の会議を継続中である。健康のため交代で休むよ 

う指示してきたが、気がつけば、私が東京への出張で 

一回だけ本部会議を欠席した私以外、部長以上の幹部 

は全員が毎日出てきている。避難所閉鎖をもって、曰 

曜日は本部会議を開かない、公休日にしようと思って 

いるが、あと三週間余りだからこのまま無休で頑張っ 

てもらいたい。 

さて、震災直後は合計4400人にも膨らんだ避難所 

を眺めて、仮設住宅を一日も早く完成させることと、 

この避難所から一人でも死者を出さないことに闘志を 

撞き立てた。市内の医療機関の頑張りと、日本医師会、 

全日本病院協会、東京医大と東京都チームの方々の医 

療支援活動や、多くの市民、協力団体のボランティア 

活動により、私の当初の大目標は達成できそうに思え 

る。避難所のうち中村ニ小の体育館には両陛下にお運 

びいただいて、一人ひとりお言葉をかけられた。さら 

に被災した現地でご説明を求められた私は、消防団員 

たちの犠牲の上に生き延びた人たちの命があるのです 

と申し上げたところ、小雨の中、傘をお取りになって 

英霊たちに黙礼を賜った。両陛下のお陰で私もすこし 

だけ、許してもらえたような気がした。 

彼らか残した子どもたちへの、私の気持ちを前回書 

いた。しかし津波の生存者の今後の生活支援を、しっ 

かり行っていくべきことも彼らの残したメッセージで 

ある。いま被災者全員の生活状況をデータベース化し 

ているが、最初にこの災害で単独世帯になった人、つ 

まり家族でたった一人助かった人たちのリストを作っ 

て対策を講ずることにした。二次災害として医療の次 

に留意すべきは、経済自殺と孤独死だからである。調 

ベてみると93歳男性を筆頭に110人の方が単独世 

帯になっていた。中には、自分だけ助かったことを悔 

やんでいる人もいるという。 

仮設住宅への入居を中期計画の目標にしてきたが、 

これらの方々の仮設住宅での一人暮らしには、特に長 

期的な支援を、と思っている。なによりも寂しさ対策 

と励まし合いが必要だ。一つの方法として複数で住む 

ことを奨めてみたが、全員が独りで住みたいという。 

ならば集会所で一緒に食事をとりながら、最低でも一 

曰一回のコミュニケーションをとってもらおうと考え 

て、タ食は配給制にすることにした。よって一年間は 

仮設住宅入居者全員にタ食を提供するが、独居世帯者 

には集会所で食べてもらう。また、健康チェックも含 

めて、顔合わせと会話の機会を積極的に作っていきた 

独居世帯も含めて、仮設住宅での生活をお互いに支 

え合いながら過ごしてもらうために、出来るだけ元の 

地域ごとのコロニーを、集会所ごとに作っていきたい 

と考えている。およそ80戸でひとつの集会所を囲む 

形になるが、一棟五世帯ごとに戸長を選び、集会所ご 

との戸長会議を組長が束ねる。組長を行政区長が兼務 

するケースも出てくるが、組長協議会の上に区長会議 

を位置づけ、行政サービスをこの組織図で行う。した 

がって住民健康診断をはじめ、支援物資の配給や、外 

部からの炊き出し部隊のサービスなどは、区長会議と 

組長協議会で整理する。 

相馬市の場合、原発事故のため避難生活を余儀なく 

される双葉地方をはじめ、飯舘村や南相馬市の避難民 

の方々を受け入れることになるが、ふるさと自治体ご 

とのコロニーを作ることと、行政サービスの葉脈を作 

ることが、慣れない地域で過ごしてもらうためのポイ 

ントである。 

相馬市のエリアでは集会所ごとに市の担当者を張り 

つけるが、他の自治体からのコロニ一には役所の職員 

がー世帯以上住んでもらいたいと考えている。71戸 

の住民をお預かりすることを決めた飯舘村長とは、村 

職員居住を申し合わせた。現在、市外から多くの申し 

込みをいただいているが、以上の理由により最終的に 

は首長さんと調整して入居受け入れを決めさせていた 

だきたい。あとは、他の自治体からの仮設住宅入居者 

を相馬市民同様、市民全員の力で大切にさせていただ 

くことだ。 
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戰 鋳 

5月21日（土) 

肺妹都市•大樹町こいのぼりで相馬を激励 

相馬市と肺妹都市の大樹町• 

伏見悦夫町長は5月 2 1日、相 

馬市役所を訪れ、大樹町からの 

震災復興支援金を立谷市長に手 

渡しました。 

大 樹 町 で 4 月 2 2 曰 か ら 5 月 

5曰まで行われた「歴舟川清流 

鯉のぼり」では、相馬市の復興 

を 願 い 『 応 援 し て ま す 姉 妹 

都市相馬市』と書かれた幅1.2 

メ一 トル、局さ10 メ一 トルの 

垂れ幕も立てられ、こいのぼり 

にのせて相馬に元気が届けられ 

ました。 

126 

名
:
-
;
-
:
;
'
-
: 

ミ
-



東京大学医科学研究所•特任 

教授の上昌広氏による放射線 

と健康影響についての講演は5 

月2 2日、初野集会所、玉野中 

学校体育館で行われ、住民約 

120人が参加しました。 

この講演は、放射線について 

正しく理解し、対処方法を身に 

つけることを目的としたもので 

す。 

市内各地で放射線と健康被害に関する説明会を開催 

市では市内各地で、放射線について正しく理解し、 

対処方法を身につけることを目的として、東京大学医 

科学研究所から講師を招いて右表の日程で説明会を開 

催しました。 

【主な質問】 

Q.子どもを外で遊ばせて良いのか？ 

A.放射線は埃と同じである。埃が舞っている所で遊 

ぶのでなければ、問題なく外で遊ぶことができる。 

マスクをすることや長袖を着ることも特段気にす 

ることはない。気になるのであれば、子どもにマ 

スクや長袖を着せても良いが、これから夏になり、 

気温が上がる。マスク、長袖のせいで熱中症にな 

らないように十分気にしなくてはならない。 

Q.子どものミルクを作るのに水道水を使っても良い 

か。 

A.現在は、何も検出されていないので問題はない。 

気になるのであれば、淨水器をつけたり、ミネラ 

ルウオーターで対応したりしてもやりすぎではな 

い。 

ただし、大人がミネラルウオータ一しか使わない 

というのは、過剰だと考える。 

•説明会開催日程 

地 区 開催場所 開催日時 参加人数 

黒 木 黒木集会所 
5月15曰（曰） 
18 ： 00〜 5〇人 

初 野 初野集会所 
5月22日（日） 
13 ： 30〜 60入 

玉 野 
玉野中学校 
体育館 

5月22曰（曰） 
16 ： 00〜 90人 

大 坪 大坪集会所 
5月23日（月） 
18 ： 30 〜 50人 

日立木 
日立木小学校 
体育館 

6月6日（月） 
18 ： 30 〜 220人 

山 上 
山上小学校 
体育館 

6月20曰（月） 
18 ： 30 〜 150人 

飯 豊 
飯豊小学校 
体育館 

6月25日（土） 
13 ： 00〜 130人 

中村西部 
中村中部 

はまなす館 
多目的ホール 

6月25日（土） 
16 ： 00 〜 550人 

中村東部 東部公民館 
6月26日（曰） 
10 ： 00 〜 150人 

八 幡 
八幡小学校 
体育館 

6月26日（曰） 
13 ： 00〜 190人 

磯 部 
磯部小学校 
多目的ホ一ル 

6月26曰（曰） 
16 ： 00 〜 60人 

大 野 
大野小学校 6月 2 7 日（月） 
体育館 18: 30〜 150人 

127 

5月22日（曰） 

放射線への正しい理解を放射線と健康影響説明会 
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1% 

南アフリカのレソト王国のリ 

チヤド•ラモエレツイ特命大使 

と日本レソト王国友好協会の大 

槻明子会長は、 5月 2 3日相馬 

市を訪れ、磯部小学校でレソト 

王国原産の桐の木の植樹を行い 

ました。 

5月24日（火） 

玉野小中学校校庭の表土入れ替え開始 

市では、市内でも高めの放射 

線量が測定されていた玉野地区 

内の玉野小•中学校の放射線量 

を低減させるため、5月 2 4日 

から 2 7曰までの4日間、校庭 

の表土入れ替え作業を行いまし 

た。 
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5月26日（木) 

あんべ光俊さん相馬への応援歌を熱唱 

？ ' 1 
シンガーソングライターのあ 

んべ光俊さんは市民の皆さんに 

元気を届けたいとの思いから5 

月2 6曰相馬市を訪れ、そうま 

さいがいエフエムに出演しまし 

た。 

5月26日（木) 

シンガーソングライターの宮田まゆみさん相馬市民ヘメツセーシ 

シンガーソングライタ一の宮 

田まゆみさんは5月 2 6日相馬 

市を訪れ、そうまさいがいエフ 

エムに出演し市民ヘメッセージ 

を伝えました。 
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5月28日（土） 

玉野地区で健康相談会始まる 

mn 
市内でも高めの放射線量が計 

測されている玉野地区からの要 

望を受け、5月 2 8日、玉野中 

学校体育館では同地区全住民を 

対象とした健康相談会が開かれ 

ました。 

会場では東京大学医科学研究 

所•上昌弘特任教授をはじめと 

した医師団と地元医師らが診察 

にあたりました。 

そのほか採血や尿検査、保健 

センター職員による血圧測定 

なども行ない、住民の健康を 

チェックしました。 

健康相談会は翌2 9日にかけ 

て、玉野地区全住民約4 8 • 名 

を対象に行われました。 

玉野地区健康診断および放射線相談会 

相談会を行った東京大学医科学研究所の報告の概要は以下のとおりです。 

•受診された方 
•健康相談会では、全体で307人が受診。 

•年齢は1歳から92歳の方まで。うち65歳以上の方は113名となっています。 

•性別は男性140人、女性167人となっています。 

•まとめ 
•相馬市の中で比較的空間線量の高い玉野地区在住の307人の健診を行った。 

•放射線によると思われる、自覚症状の出現は認めなかった。 

•一部に抑うつ傾向の受診者を認めた。 

•明らかな血球減少傾向は認めなかった。 

•高血圧、高脂血症、糖尿病のコントロール不良群の存在が示唆された。 

•震災後、野外活動時間の減少傾向は明らかではなかった。 
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5月28日（土） 

バレーボールを通して元気を！益子直美さん 

タレント、スポーツキャス 

タ一で元ノ くレーボール全日本代 

表選手の益子直美さんは5月 

28日、そうまさいがいエフエ 

ムに出演し、市民へメッセージ 

をおくりました。 

5月28日（土） 

布施明さん、齋藤真嗣さん、ルート33さん被災者と交流 

5月 2 8曰、避難所となって 

いるはまなす館とスポーツア 

リーナそうまで、歌手の布施明 

さんのミニコンサートと、『体 

温を上げると健康になる』など 

の著書で有名なニューヨーク州 

医師•齋藤真嗣先生の講演、吉 

本興業の漫才コンビ•ルート 

33さんによる漫才が行われま 

した。 
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ŝ
-g 

m
l 

§ 
1
.
8
s
, 
u
3
»
^
l
-
#
s 
_
^
^
似
2
>
べ
1
>
^
丨
爪
0
¥
^
#
玲
瑤 

.(

y
s
.)  
i
s
g
s
. 
s
s
g
w
雜
今
？ 
, 
s
i
«
i 

〜

^
t
p
x
^
. 

I
I
I
, 

-

抓 
¥

W

H

I

,

ト

ス

パ 
t
.
Ĵ
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ŝs. (

s 
¥
来
}
#
撒
^
ズ 
b
4
1
^
邊
蛛
幾
，
^
r
ai
»
.
i
l
s
l 

f
f
}
o
z
«
丨ĵ-s
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「飛んでイスタンブール」が 

代表曲の歌手•庄野真代さんが 

理事を務めるN P O法人「国境 

なき楽団」が5月31日、市内• 

イオン相馬を訪れ、「つばさ号 

ミュージックキヤラバンふれ 

愛コンサートin相馬」を開罹 

し、音楽で市民の心を癒しまし 

た。 
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5月30日（月） 

震災孤児を支援コマツレンタル株式会社 

コマツレンタル株式会社の四 

家千佳史社長は5月 3 0日相馬 

市を訪れ、相馬市震災孤児等支 

援金支給基金への寄付金を立谷 

市長に手渡しました。 

コマツレンタル株式会社から 

は災害協定に基づき、震災直 

後から 9月までの間、がれき 

撤去のための数多くのバック 

ホー、ダンプトラックなどを無 

償で提供Iヽただいています。 

5月31日（火) 

庄野真代さん「国境なき楽団」で「ふれ愛コンサート」 
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6月1日（水) 

東京都稲城市と災害時等相互応援協定締結 

市は、東京都稲城市と災害時 

の相互応援に関する協定を締結 

しました。 

調 印 式 は 6 月 1 日 、 相 馬 市 

役所で行われ、立谷市長と稲城 

市の田野倉秀雄副市長が協定書 

に押印し、握手を交わしました。 

6月1曰（水） 

福島駐屯地音楽隊避難所で激励演奏会 

陸上自衛隊 •福島駐屯地音 

楽隊による演奏会は6月 1日、 

避難所となっているスポーツア 

リーナそうまで開かれ、軽快な 

リズムで避難者を激励しまし 

た。 
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6月1曰（水） 

中村一小児童避難所で歌のプレセント 

中 村 第 一 小 学 校 5 年 2 組 の 

児 童 3 2 人 が 6 月 1 曰 、 避 難 所 

となっているスポーツアリーナ 

そうまで避難者への肩たたき 

や、合唱を披露しました。 
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6月2日（木) 

青里フィールドバレエ中二小でオルゴールと共演 

“清里フイ一ルドバレエ"心 

の震災復興プロジェクト実行委 

員会（代表船木上次）は6月2 

曰、中村第二小学校で世界最大 

級のオルゴールの演奏に合わせ 

たバレエの公演などを行い、児 

童らに芸術の息吹を伝えまし 

た。 

6月2曰（木) 

子どもの心のケア相馬フォロアーチームNPO化設立総会 

被災した児童•生徒の精神的 

ケアを行う相馬フォロア一チ— 

ム N P O法人化のための設立総 

会は6月2日、生涯学習会館で 

開かれました。 
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6月3日（金) 

相馬市復興会議初回開催 

相馬市復興会議の第1回会議 

は6月3曰、市役所で開かれ、 

委員2 6名が出席しました。 

委員は被災地区の区長会理事 

や農水商工団体、市幹部などで 

構成。 

復興会議には、元三重県知事 

で早稲田大学大学院教授の北川 

正恭氏やロー ソン代表取綺役社 

長の新浪剛史氏ら、有識者7人 

で構成する「願問会議」を設置。 

今後の復興で助言を受けます。 

復興に向けての基本方針•基本理念など 

•基本方針 

復興計画は立てることが目的ではなく、達成す 

るために策定する。 

したがつて、進渉率をチェックしながらバージョ 

ン ア ッ プ し て い く 必 要 が あ る 。 ま た 、 P D C A サ 

イクルにより達成度とプランの妥当性の検証 •改 

訂も必要。I S 0 9 0 0 1の手法で進めていくことに 

する。 

•基本理念 

•被災者がそれぞれの年齢層において人生設計が出来るようになること。 

•生活環境、産業振興にかかるソフト事業、ハード事業を検討し計画を策定する。 

•期間 

• 仮 設 住 宅 か ら 恒 久 住 宅 等 へ の 移 住 を 、 平 成 2 5 年 3 月 。 

• が れ き 処 理 の 終 了 を 、 平 成 2 6 年 3 月 。 

• 産業振興については、漁業は 2年、農業は 5年を目安とする。 
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東日本大震災で発生した津波 

によるへどろやがれきから飛び 

散った粉じんによる健康被害が 

懸念されていることを受け、6 

月 4曰、市では「へドロやが 

れきの撤去•除去に携わる作業 

員や住民の健康対策」講演会を 

コミュニティセンターで開催し 

ました。 

津波の影響で大量の瓦礫が発生し、その数倍〜 

10倍とも推測される大量のへドロが、市民生活領 

域に流入•堆積した。 

ヘドロの推定量は160万rrf。 

このことから、市ではヘドロの腐敗や乾燥による 

市民生活領域への飛散、処理工程における作業員の 

健康に対する影響などのへドロ堆積に起因する種々 

の被害に対し、その対策を講ずるため「ヘドロ健康 

障害対策システム」を作成した。 

•へドロ健康障害対策システム 

市が、「生活領域と作業領域の分離」のため、東 

京大学医科学研究所や同大大学院医学系研究科と連 

携し発案。 

がれき撤去作業などが進められている市内浸水領 

域を3つの地域に分け、それぞれにゲー卜を設置。 

ゲートにはシャワ_を設け、着替えなどとあわせ、 

がれき撤去作業員や住民が粉じんを生活領域に持ち 

込まないようにするもの。 

また、がれき撤去などの作業員を雇用する企業は、 

各社の安全衛生管理者などを作業員の健康管理責任 

者として任命し、当システムの周知や応急処置体制 

の整備を徹底することも併せて呼びかけを行う。 
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6月4日（土） 

へドロ•がれきの粉じんから身を守る健康対策講演会 

復興に向けての基本方針•基本理念など 
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ユニット分け及びゲート設置予定場所 

原差•尾浜地区 

和田•岩子•新田•柏崎地ヌ 

o 

-A 

\ 9 

\ 
日下石•礎部•蒲庭也区 

\ 

も 

浸水区域 

Oゲート設置予定箇所 



相馬市におけるヘドロ健康障害対策システム概要 

【システムイメージ】 

【生活領域】 
家庭生活、居住区域 

うがい、手洗い、マスク着用等 

u 

【ゲー卜：生活領域と作業領域を分ける】 

【作業開始時】 

着替え、マスク等着用等 

【作業終了時】 
着替え、シャワー、うがい、手洗い等 

r 1 J ̂  

各作業現場 

7現場での応急処置体制の整備 

•消毒セットや洗浄水常備等 

ゾ消石灰等による消毒 
J 

作業開始時と作業終了時において、作業現場から埃等 
を持ちこまなレヽ手順を踏む(ゲートをくぐる)ことで、生活 

領域と作業領域を区別。 

作業員の健康管理責任者として、各社の安全衛生管理 
者等は、専門家からの講習等を受ける。 

健康管理責任者は、作業員に対して当システムの周知 
徹底を図るとともに、作業現場の応急処置体制の整備、 
作業時の注意喚起等を責任を持って実施。 

健康被害の有無の把握に努め、健康診断を実施。 



6月6曰（月） 

私立幼稚園と保育園へ市教委、線量計配布 

市教育委員会は簡易型線量計 

を6月6曰、市内の私立幼稚園 

と保育園あわせそれぞれ1台づ 

つ配布しました。 

6月6曰（月） 

手話でも解説放射能健康影響説明会 

市が東京大学医科学研究所の 

医師などを講師に迎え、各地区 

ごとに開催している放射線と健 

康影響についての講演は6月6 

曰、日立木小学校体育館で開か 

れ、約250人が出席しました。 

この曰は、坪倉氏の説明と手 

話による通訳が同時に進行しま 

した。 

142 



相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.253 (2011年6月6日号） 

被災した子どもたちの将来のために 

お陰さまで、震災孤児•遺児らへの支援金が日本中• 

世界中から寄せられるようになった。中には私が直接 

お話しをさせてもらって意気に感じていただき、お帰 

りになってから広く募金運動をしてくださった方もい 

る。また少額ながらも、気持ちですと伝えて来られた 

方もいる。出来るだけ御礼状をと考えているので、ロ 

座に送金いただいた場合はメールでお名前とご住所の 

ご連絡をいただきたい。もうひとつは、子どもたちが 

成長した時まで私が生きていたら、お世話になった 

方々の名簿を一冊の本にして彼らの旅立ちへの花向け 

にしたいから。 

この震災の復旧•復興作業の指揮を執り続けてきた 

中で、私自身、大きな勉強をさせてもらった。 

瞼に浮かぶ原蕃の、生まれ育った家の周りの温かい 

光景が、すでに消えてなくなっていることを、現地が 

変わり果てているぶん衲得できず、3か月も経とうと 

するのに、私は現実を心から受け入れることが出来な 

いのだ。しかし、被災して人生が築き上げてきた全て 

を失った方々を前に、悲しみや感傷に浸っている余裕 

など無いから、気持ちに流されないで公務しなければ 

ならないことや、冷静に先々の展開を読んで早め早め 

の手を打っておくことを学習した。何より仕事をして 

いる時が一番落ち着くことも分かったし、本当に苦し 

い時に支援を受ける有り難さも知った。こんなにお世 

話になるほど、私は他人に頭を下げて来なかったから、 

これからの人生でその分の埋め合わせをしなければと 

思っている。 

私が本心では、今回の震災の甚大な被害を受け止め 

切れていないように、悪魔のような津波に追われた子 

どもたちも、恐怖体験から抜け出せないでいる。加え 

て家族や友達を亡くした虚脱感が、本来あかるく多感 

であるべき子どもたちの感性をむしばんでいるのだ。 

学校が再開した4月18日以降、対策会議のたびに教 

育長から被災小中学校の様子を報告してもらっている 

が、PTSDはやはり探刻である。 

対応策として臨床心理士によるケアを考え「相馬 

フォロア一チーム」を結成し、きめ細やかな心のケア 

を始めたのが4月の末だったが、開始後からその仕事 

量の大さへの対応と継続^!をどのように確保するかが 

課題だった。対象は幼稚園から高校生までだから、一 

人ひとりじっくりとケアをして成長の記録をとどめ 

て、さらに最長15年経過を追うとしたら、人材と財 

源を長期的にマネジメントしなければならない。 

6月2曰、この活動を理念と継続性と、透明性をもっ 

て着実に行っていく目的で、NPOとしての設立総会 

を行った。理事長には相馬市教育委員の山田耕一郎先 

生が、副理事長には立教大学教授で「難民を助ける会」 

理事長の長有紀枝先生が就任された。その他、相馬市 

内の有識者の方々と、福島から近藤菜々子弁護士が理 

事になられた。法人格を持つことによって相馬市とし 

ても支援しやすくなるし、寄付も集めやすくなる。何 

より目的と予算執行の間に客観的な検証を加えること 

が出来る。被災した子どもたちへの支援を長期間しっ 

かりと継続するとともに、彼らの成長過程でアドバイ 

ザ一になってもらえればとも考えている。 

ところで、このNPO活動は孤児•遺児への支援制 

度と表裏一体である。 

子どもたちを残して死んでいった親たちの無念に応 

えるためには、金銭的な支援だけでは足りないと思う 

ので、高校卒業後の高等教育の奨学金の分もと思って 

世界中に支援を呼び掛けているが、忘れていけないこ 

とは、豊かな心と学力が究分に身につくようサボー 

トすることである。よって、いずれ体制が整い次第、 

NPO活動のメニューに学力向上部門を加えてもらお 

うと考えている。そして孤児•遺児だけではなく、被 

災した相馬市のすべての子どもたちに、支援していた 

だく方々の善意が着実に行きわたり、最も有効に活か 

されるよう、一同、知恵を絞り努力を傾注していきた 

い。 
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6月8日（水) 

全国医系市長会で震災対応を報告 

£
• 

r 
一 

平成23年全国医系市長会定 

例会議は、6月8曰、都市セン 

ターホテルで開催され、東日本 

大震災の被災地である岩手県宮 

古市の山本市長、宮城県登米市 

の布施市長、そして会長である 

立谷市長から、これまでの対応 

や現況について報告しました。 

6月8日（水) 

琴欧州•阿覧はまなす館で激励 

i
 

大相撲の力士、ブルガリア出 

身の琴欧州とロシア出身の阿覧 

が 6月 8曰、避難所となって 

いるはまなす館を訪れ、避難者 

と交流しました。 
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ŝ
r
2
g
l
r
/̂
F
r
§
g
:
;
T
l
K
:̂
d
§
g
I
 

\々
v
-
*
-
l
l
l
l
f
l

 

/
» 

s 
―

 

 ̂

/ 

^
5
.
ra
H
A
' 

J 
v
.
.

 

I 
^
t
) 

I
J
. 

.、-=V

 
.―

• 
j_

> 
f

 

J 
J 

ih!IIy.-̂
,Î
M.......W.リ卜 

I (脚-；

£
;
堪
^
-
,
^
^
^
<
4
€
-
5 
,
哲 
4
-
}
*
;
#
h 
,
l
l
f
f
l
-
m
j»ii:ll-̂_g

 
線
^
^
f
r)

篋
塊
^
s
l
-
g
w
w
s
s
^
^
^
i
x
l
^
l
a 

(

t 
毫
-
^
.
メ
審
,
制
®
;)

 
0
$
0
^
0 

,
s
d
^
s
d)

i
e
薛
w
s
s
a 

-
 
(

；
？
々
«
9
e
e
®
<
w)

條
堪
盜
楚 

m
=
?
v
^
h
v
x 
'
l
i
l
s
s
^
i
 ̂

,(

％
0
基)

|
0
コ
袁
« 

ト 

,
琵 
s
n
.
l
 
缺 

b 
. 
p
f
/
§
i
l
霞
一 

,.i 

w
l
,
®
§ 
'
s
-
2
\
i
^
i
8 

s
g
例 

s
a
s
H
h
A 

(

#
淑
®)

塑
梠
く
担
瓶
m
f
f
i
f
t
i 

他
雎
魑
m
i 

i
r
&
s
«
G
#
試
楚 

S
0
0
S
0 

嵌
灰
*
類 

嵌
灰
*
酬 

B
l
«
s
»
*
離
.
.
逾
« 

0
S
0 

S 

迺
I
K
G
A
J
担
淇
皿
墜5

?
 

投
灰
S
雜
峭 

倥
灰 
S
s
-
B
-

H 

G
/
.
S
S
S 

(

Y
S
“ 

雄
s
愁
妣
,(

§ 
m 

9
/
9
)

 

, 
(

Y
&
s
-
t
e
w)

髏
要•

 
t
H
^
0
0 

画-
j
a
i
g
 

.
:
q
r
-
3
-
g
-
^
上
へ 
j
、
t
A
/
M
i
g
名 

g
i
?̂

担
^
^
,
椒
«
s
w
!
i
s
-
e
-
v
芻 
e

-

t

g

,

椒

<

<

域

^

1
8

 
趣 

#

 
截
， 

s
k
s
k
x
割¥
 
,
翳
^
餌
i
t
t
w
g
皿
貍
，(

籟
痺
阻
蝴
6
1
&
^
細
搆
セ) 

— u-elozzitiit

 

故 
6
s
5
f
e
領
«
, (

y
-
s
膝
 ̂

(
g
I
/
9
)

怨 
2
g
t
_
趣
醒
，
幽
圍
輙
浙
珀
但 

, 
(

¥
袈
黎
哲
服
^
#
«
,
a
T
l
4
k
B 
J
#
:
f
_
M
a
l
a
y
-
、 

• 

‘ 

-
i
s
y
y
f
e
s
b
m
z
^
r
s
i
s
s
l
w
l
a
,
h
^
-
a
v
y
i
k 

£
6

 
超 
l
£
§
3
r
^
§
-
:
s
^
_
Y 
s
W

 
,(

#
1
到
7
1
浚
«
齔
翁
椰
坦
^
1
 ̂
-
T
l
g
m
g
寶f

 

• 
r 

.

 

• 
.

 
> 

- 

._

. 
• 
s 

h 
. 

< 
u 
. 
.
 

. 

. k

、 

，
3
、
T
i
^
»
. 
 ̂

、
！ 

•

 

r
L 
l
c
^
\ 
9 

、
v
、
r
b 

I
s 
一 
、 
、
a
}
イ〜

 
〜
r
\

 
?
3 

V
-

j

y

/

c

c
1

c

c 

«
. 

~
r
J 

C
J 
ŵ
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6月12日（日） 

ガレキ処理中間処理をプロポーザル方式にて公募 

市では、推定量22万tの災 

害廃棄物の中間処理業者の選定 

にあたり、プロポーザル方式に 

て公募を行いました。 

東日本大震災相馬市災害廃棄物中間処理業務 _ 
•委託業務の目的 

東日本大震災によリ倒壊した家屋等の災害廃棄物について、効率的な選別及び破砕等の処理を行うことにより、 

処分する廃棄物量を軽減すると共に、廃棄物量の運搬コスト、処分コスト等の削減を図ることを目的とする。 

•業務概要 

•業務委託名東日本大震災相馬市災害廃棄物中間処理業務委託」 

•業務委託場所相馬市光陽ニ丁目地内 

•種別廃棄物中間処理及び土木工事一式 

•業務内容 

災害廃棄物中間処理業務の内容は、廃棄物の受入、選別、保管、積出に必要な作業を行うとともに、廃棄物の 

飛散、悪臭、火災及び不適切な行為の予防及び集積場の保全管理を行い、適正な中間処理施設の管理運営を図る 

ものとする。 

•委託業務量 

®推定発生廃棄物量2 2万t 

®処理期間約3年 

※参考、地区別推定廃棄物量 

•原釜、尾浜地区104,833.7t 

•和田、岩子地区9,918.0t 

•新田、程田地区971.8t 

•日下石、柏崎地区1,836.4t 

•日下石、磯部地区93,015.0t 

•蒲庭地区6,804.7t 
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東日本大震災における相馬市災害廃棄物処理基本計画（抜粋) 

•計画策定の目的 

3月11曰の大震災により発生した災害廃棄物の早急に適正な処理を行うことにより、市民の健康を守り、被 

災地の早期復旧に寄与することを目的とする。 

•相馬市災害廃棄物の特徴 

当市の災害廃棄物の特徴は、津波による集落規模の家屋が全壊し押し流されることから原形を留めず、あら 

ゆるものが混在し、さらに、津波により流された土砂がそれらの廃棄物に付着している。被害にあった集落は、 

木造家屋が多い地域であリ、木くず等の発生が多い。 

•災害廃棄物処理の考え方 

參罹災者の雇用及び地元企業への発注 

•今回の大震災によリ職を失った罹災者の方々を優先的に雇用することにより、安定した生活の実現に寄与 

する。 

•地元で出来る業務は、地元企業へ発注し、±也域の経済波及に貢献すること。 

•中間処理による徹底した選別 

•なるべく多くの可燃物（焼却対象物）を選別することで、最終処分量の減量化を図る。 

•選別作業において廃棄物の付着土砂を出来るだけ取リ除き、一定の選別精度を確保することにより、処理 

先のトラブルの防止を図る。 

•市内の廃棄物発生現場に近い場所で、選別処理を行うことにより、取り扱い廃棄物量=嵩を減らし運搬コ 

ス卜の軽減を図る。 

•罹災者雇用による手選別作業により、被災者の思い出の品や貴重品等の選別を行い一時保管後に、所有者 

へ渡す。 

•環境に配慮した処理方法 

•作業員の健康管理と近隣の環境に配慮した分別処理を行う。 

«選別方法 

•重機による粗選別 

•破砕選別機による選別 

不燃物.可燃物•木くず•コンクリートガラ•金属くずに分別 

•木材粉砕選別機に選別 

流木及び解体家屋材 

決定方針 

大震災によリ職を失った罹災者を優先的に雇用 

地元で出来る業務は地元企業へ発注 

中間処理による徹底した選別 

環境に配慮した処理方法 

市民代表による採点にて決定 
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業務内容•処理基本計画を踏まえた業者の選定 

•業者選定方法 

(1)市は選定するにあたり、「災害廃棄物中間処理業者決定会議」（以下、「決定会議」）において総合的に最も 

優れている者を優先交渉権者と決定する。 

(2)技術提案者は決定会議において、プレぜンテーシヨン及びヒアリングを実施する。 

※時間配分の目安 

•プレぜンテ一シヨン（技術提案書の説明）.• .20分以内 

•ヒアリング（決定会議メン/《一から質問）•••10分以内 

(3)委託の契約については、優先交渉権者と市によリ技術提案書の精査及び協議を実施し委託料を決定後に契 

約する。 

•技術提案書に網羅すべき項目 

(1)実施方針関係（環境に配慮した処理方法など） 

(2)特定テーマ（地元雇用や地元企業活性化など） 

(3)その他（低コス卜など） 

•提出期限 

平成23年6月10日（金）から平成23年6月20日（月） 

公募の結果 

6月30日と7月8日に相馬市災害廃棄物中間処理業者選定会議を開催し、応募のあった11社の提案内容に 

ついてヒアリングを実施。一次審査及び二次審査の結果は以下のとおり。 

•一次審査 • 二次審査 

順位 提案者名 
一次選考審査結果 

得点 順位 提案者名 業務実施 
方針 

特定テーマに 
対する対案 

参考見積書 
得点 

1 A社 35.9 30.9 20.0 86.8 

2 B社 34.4 36.6 16.0 86.7 

3 C社 32.6 33.6 16.0 82.2 

4 D社 33.2 32.7 16.0 81.9 

5 E社 25.5 29.3 15.0 69.8 

6 F社 32.8 30.7 4.0 67.5 

7 G社 23.3 27.4 6.0 56.7 

8 他 16.7 29.9 9.0 55.6 

9 丨社 16.6 30.8 4.0 51.4 

10 J社 15.6 25.9 3.0 44.5 

11 K社 19.2 17.7 4.0 40.9 

順位 提案者名 

二次選考審査結果 

得点 順位 提案者名 当業務によ 
る地域経済 
活性化 

最終ffi分に 
対する提案 
や考え方 

その他 
得点 

1 A社 108 97 98 303 

2 D社 97 94 90 281 

3 B社 96 95 84 275 

4 〔社 97 81 89 267 

※二次選考ヒアリング得点は、選考委員12名の合計点 

※今回応募11社の参考見積書中、最低価格は1,732,500千円、 
最高価格は2,906,400千円。 

※一次選考審査結果の得点上位4社を選出し、二次選考審査（ヒ 
アリング）を実施。 
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災害派遣により相馬市で活動 

してきた陸上自衛隊第46普通 

科連隊（広島）の大元宏朗連隊 

長は6月12日、市災害対策本 

部で活動の終了を報告しまし 

た。 

被災者の孤立死を防止するた 

めの有識者会議は6月1 2曰、 

仙台市で開催され、政府、被災 

自治体、社会福祉関係団体から 

問係者が出席し、復興に向けた 

取り組みについて議論が父わさ 

れました。 

6月12日（日） 

広島の陸上自衛隊活動終了に花束 

6月12日（日） 

被災者の孤立死を防止するために政府有識者会議で市長プレぜン 

へ 



相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.254 (2011年6月12日号） 

相馬市復興計画 

6月3曰、今後の相馬市の復興の方向性を協議する 

ために「相馬市復興会議」を立ち上げ、議論すべき課 

題を検討項目として私なりに整理して提示した。ただ 

現段階で、3年後、5年後の被災地の姿や、被災した方々 

の望ましい生活像を描き切れるかといえば、かなりの 

無理がある。国の制度を変えないとどうしても進めな 

い部分もあるし、何より財源の見通しが立たないと夢 

話に終わってしまうから。 

この3力月、被災による健康や精神へのダメージ 

を最小限に抑え、また原発など二次的な被害から地域 

を崩壊させないことを最優先に対策本部を運営してき 

た。次々に発生する難問に、ひとつひとつ丁寧に、迅 

速に対処するため、市役所はじめ市民が一丸となって 

頑張ってきた結果、少なくとも対応の遅れで死者を出 

すことは無かった。特に対策本部員はほとんど休みも 

取らず、よくやってくれたと思う。 

瓦礫の原となった被災地の将来的な扱いについては、 

我われだけの知恵と体力だけでは如何ともしがたい。 

この際、職住分離が基本的政策になるが、被災地を職 

業領域やソ一ラーなどの生産基盤にしようにも、公用 

地として土地利用を進めなければ、いずれ住民の財産 

権と衝突することになろう。だからといって被災市町 

村にとって、集団移転促進事業法律（S47)で定める 

25°/•にもなる土地買い取り料負担は困難だ。せめて 

負担を10%以下、できれば5%に抑えられる交付金 

が必要である。 

実現できれば被災者の生活支援にもなる。 

住居については高台移転が無論望ましいが、現段階 

では移転の絵は描けても、その後の人生設計までは企 

画出来ない。高台に作った災害公営住宅を将来（7.5 

年後）安価に売却することが出来ないのだ。この点は 

大震災復興特区で制度の壁を突破できるよう国に要請 

していきたいと思っている。 

被災して間もないころに政府が立ち上げた復興会議 

には、当時、正直言って違和感を覚えた。少なくとも 

震災後一力月までは目先の直面する課題解決に夢中 

で、彼らの議論の中身が、我われには遠い国の話のよ 

うに思えたのである。 

今回の震災は規模が異常に大きく、またそれぞれの 

被災市町村によって状況がすべて異なる。何より、「元 

に戻せば復興」とはいかないことが大きな特徴であ 

り、それぞれの地域特異性ゆえに復興の定義も多様で 

ある。 

多かれ少なかれ、何らかの原発被害を受ける本県の 

各市町村と岩手宮城では、全く違ったプロセスで復興 

が進むだろう。また本県の中でもそれぞれの市町村に 

よって、被害の実態も、復興に対する考え方もすベて 

異なる。相馬市のことは相馬市でなければ決して分か 

らないのだから、自分たちで脳みそに汗をかきながら 

復興計画を練り上げ、育て上げていくべきである。政 

府の復興会議は被災市町村と緊密に連携しながら、現 

実を踏まえて復興策を議論すべきだと思う。 

大津波による大規模被害の最大の特徴は、復旧が決 

して復興にならないことだ。相馬市でも被災地にある 

程度の居住制限をかけたうえで、新たに生活の場と産 

業を再構築していかなければならないのだが、津波で 

もうひとつ重要なことは、復興に至るまでの長い道 

のりをマネジメントすることである。どんな立派な復 

興計画をたてても、途中で孤独死や自殺者を出したの 

では情けない。だから復興計画には最終の姿に至るま 

での管理計画も含まれる。仮設住宅での健康管理、孤 

独死防止、子どもたちのPTSD対策、瓦礫撤去の際の 

作業員の健康管理、地域経済活性化、放射能問題対策 

など予想される多くの課題についての対策も当然復興 

計画の一部である。これらの問題をのり越えてはじめ 

て復興のステージに立てると考えれば、おのずから中 

心テ一マは被災した市民の生活再建ということにな 

る。多少おおげさかも知れないが、私が考えるに、何 

をもって「復興」を定義するかと言えば、それぞれの 

世代で被災者の人生設計が可能になることではないだ 

ろうか。 

子どもたちの将来のために究分な教育体制を築き、 

孤児•遺児には生活支援をしながらしっかり育てるこ 

と。特に単独世帯をはじめとするお年寄りには、安心 

な生活と医療介護体制を提供すること。 

青壮年の世代には産業の復活と雇用の確保。 

これらの大きな課題を達成するために、瓦礫を撤去 

して土地利用を図り、安全で安価な住宅を提供し、ま 

た漁港や農地を復旧するのだ。さらに、土地利用の知 

恵を縛り、住宅取得の無理のない方法を考え、漁業や 
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農業の新しい経営方法や事業形態を生み出し、それぞ 

れの年齢層で将来像が描けるようになるために、ハ一 

ド事業を細心の注意を払って展開していこうと考える 

と、復興計画の意味が見えてくるようになる。 

また、復興計画は今後発生するであろう新たな問題 

や、国の対策の規模、範囲、探さ、きめ細かさの如何 

によっては当然変化と進化をすべきものである。 

相馬市はここ数年私のマニフヱストを、市が認証を 

受けているISQ9001に基づいて、PDCAサイクルを 

廻すことによって実現する手法を用いてきた。今回 

の復興計画も2011バ一ジョン1として作ればよい 

のだ。来年はPDCAサイクルによりバージョン2と 

して進化させればより実効性のあるものが出来るだろ 

う。過去に認証を受けたIS014001の精神や手法も、 

環境影響を最小限に抑えるために役に立つに違いな 

い
0 

ISOを展開するのに必要なことは軸（理念）がしっ 

かりしていることである。復興にあたって軸は、「そ 

れぞれの年齢層での人生設計が描けるようにソフト事 

業を。その為にハード事業を適切に実行」ということ 

になるが、新たな課題の解析と対応とか、達成度の 

チェックとか、手法の見直しとかを相馬市が慣れ親し 

んだやり方で自信を持って目的達成に走ればよい。 

計画立案にあたり、客観的な評価とさらなる知恵を 

求める目的で復興顧問会議を置き、各界の有_者に顧 

問にご就任いただいた。座長には早稲田大学マニフェ 

スト研究所の北川正恭教授、ほか東京農大学長の大澤 

貫寿氏、元国交省技監で現在国土技術センタ一理事長 

の大石久和氏、元国税庁長官で現在日本損保協会副会 

長の牧野治郎氏、東大医科研の上昌広特任教授、ロ一 

ソン社長の新浪剛史氏、難民を助ける会理事長で立教 

大学教授の長有紀枝氏。相馬市においでいただレヽたこ 

とのある方のなかで、私が私淑する7人の有識者に 

お願いしたところ先生方には快くお引き受けいただい 

た。我われの立場に立ってご議論いただけるものと期 

待をしている。 

これから各課題の具体策な方法論と、財源根拠の精 

査に入るが、7月中にはバージョン1-1を、顧問会議 

のご指導を得て、市民と相馬市の支援者の皆さまに提 

示したいと考えている。その際ホームページにアップ 

するので、特に今回の震災で相馬に支援においでいた 

だいた方や、遠くから寄附を寄せられて間接的にも今 

曰までの復旧•復興作業に参加された善意の皆さまか 

らも、広くアドバイスをいただければ有り難い。 

加 I^rr、 . グ ^ f 〜 ト ] 
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6月17日（金) 

仮設住宅で新たな一歩市内の全避難所閉鎖 

6月1 7曰をもって、市内の 

避難所が全て閉鎖されました。 

被災者は今後、仮設住宅で新た 

な生活が始まります。 

152 

6月16日（木) 

参議院復興特別委員会参考人として意見陳述 

参議院東曰本大震災復興特別 

委員会は6月1 6曰開会され、 

復興基本法案等に関する件につ 

いて立谷市長らが参考人として 

招致されました。 

• ベ . 

舅 



6月18日（土) 

市内各地の放射線量を測定メッシュ調査を実施 

市では6月18日、市内全域 

の放射線量を把握するための 

メッシュ調査を実施しました。 

メッシュ調査実施内容 

•測定曰 

6月18日（土） 

•区分•測定箇所 

市内を1キロメー トル四方で区分し、それぞれの区 

分の中で代表的な173箇所で測定。 

•測定地点•方法 

地上から1メー トルの高さで、10秒おきに5回計 

測し、その平均を算出。 

地表面は、アスファルトと土の2箇所を計測。 

測定結果 

•市街地•沿岸部の放射線量 

〇.09〜0.96マイクロシーベルト 

參山間部の放射線量 

0.29〜2.50マイク•シーベル卜 

この測定結果に対する東京大学医科学研究所の坪倉 

正治先生のコメントは次のとおり。 

「ホットスポッ卜と思われるような局所的線量の高い 

地域は認められませんでした。ただし、玉野地区の居 

住地域では、全体的に1.13〜2.50マイクロシーベル 

卜の値を示しているので、生活において注意が必要で 

す」 

1 
※測定ポイント決定に係る注意事項 

(1)区画の中に公会堂•公共施設があれば、そこをポ 

イン卜とする。 

(2)基本は、民家周辺を測定することとし、民家など 

が無い場合は道路や農地で測定。 

(3)山上•玉野地区等山間部においては、無理して山 

に入らなくてもよい。 

•測定機器 

ポリマスター社製P M 1 7〇 3 M〇一 1 

生活上の注意点 

6月に市内で開催した「放射線と健康影響に関 

する説明会」で東京大学医科学研究所から紹介の 

あった主な生活上の注意点は次のとおり。 

•砂ぼこリなど、チリが舞うようなことはできれ 

ばしない。 

•土をいじるなら、マスクをしたほうが無難。 

•うがいや手洗い、洗濯をしっかり行う。 

•人が入っていかないようなところには行かない。 
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メッシュ調査結果図（地表面：アスファルト) 

1.900 -2.500 

1.000 -1.900 

0.500 -1.000 

0.200 - 0.500 

D.090 - 0.100 

メッシュ調査結果図（地表面：土) 

1.900-2.500 

1.000 -1.900 

0.500 -1.000 

0.200 - 0.500 

e 
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長野県信濃町の少年野球チー 

ム •柏原ナウマンズから6月 

18日、児童らの集めた寄付金 

が相馬市震災孤児等支援金とし 

て手渡されました。 

福島県立医科大学、心のケア 

チームが開催する「ちよつとこ 

こで^"休みの会」は6月18日、 

保健センタ一で開かれました。 

6月18曰（土) 

長野県信濃町の少年野球チームから震災孤児等支援金 

6月18曰（土） 

ちょっとここで一休みの会開催 



6月19日（日） 

復興目指して第1回相馬市復興会議顧問会議開催 

相馬港を視察する委員 

相馬市復興会議顧問会議委員 

兀三重県知事) 

(財団法人国土技術研究センター理事長、元国土交通省技監) 

牧野治郎 

(社団法人日本損害保険協会副会長、元国税庁長官） 

上 昌 広 

(東京大学医科学研究所特任教授） 

新浪剛史 

(株式会社ロー ソン代表取締役社長） 

長有紀枝 

(立教大学大学院教授、NPO法人難民を助ける会理事長） 

東曰本大震災からの復興計画 

策定に向け、有識者から助言を 

受けるための相馬市復興会議顧 

問会議は6月19日、市役所で 

開催され、地域の復興に向けた 

課題などについて意見が交わさ 

れました。 

会議に先立ち、委員は市内の 

被災地や仮設住宅などを視察。 

会議では立谷市長が復興計画 

の基本方針による復興のイメー 

ジについて説明。 

委員からは「地域が動かなけ 

れば何も変わらない」、「相馬市 

の取り組みをモデルとして発信 

していきたい」といった復興計 

画策定に対する意欲が示され、 

公営住宅の建設や農業や漁業の 

再興に向けた今後の取り組みな 

どにつしヽて意見が交わされまし 

た。 

顧 問 会 議 は 2 力 月 に 1 度 、 

相馬市または東京都で開催され 

ます。 
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6月20日（月） 

仮設住宅と市街地を結ぶお出かけバス運行中 

笑滴為 

6月 2 0日から、西工業団地 

と柚木工業団地に建設された仮 

設住宅と市街地を結ぶお出かけ 

バスを市が運行しています。 

.:'v 广 

お出かけバス運行ルー卜 

•磯部小学ネ 交〜公立相馬総合病院 

磯部小学校 北柚木 
ベガ 

(ジヤスコ） 宇多川町 大町 栄町 福島父通 
相馬営業所 

公立相馬 
総合病院 

8 ：15 8 ： 30 7 ： 43 8 ： 46 8 ： 47 8 ： 48 8 ： 50 8 ： 53 

9 ： 45 10 ： 00 10 ：13 10 ：16 10 ：17 10 ：18 10 ： 20 10 ： 23 

公jx相馬 
総合病院 

描島父通 
相馬営業所 栄町 大町 宇多川町 

ベガ 
(ジャスコ） 北柚木 磯部小学校 

14 ： 30 14 ： 33 14 ： 35 14 ： 36 14 ： 37 14 ： 40 14 ： 53 15 ： 08 

15 ： 30 15 ： 33 15 ： 35 15 ： 36 15 ： 37 15 ： 40 15 ： 53 16 ： 08 

•西工業団お 包〜桜ケ丘 

大野台第3 大野台第2 大野台第1 公立相馬 
総合病院 

福島父通 
相馬営業所 栄町 大町 桜ヶ丘 

8 ： 00 8 ： 01 8 ： 02 8 ：12 8 ：15 8 ：17 8 ：18 8 ： 22 

9 ： 30 9 ： 31 9 ： 32 9 ： 42 9 ： 45 9 ： 47 9 ： 50 9 ： 52 

桜ヶ丘 大町 栄町 福島交通 
相馬営業所 

公立相馬 
総合病院 大野台第1 大野台第2 大野台第3 

13 ： 30 13 ： 34 13 ： 35 13 ： 37 13 ： 40 13 ； 50 13 ： 51 13 ： 52 

15 ： 30 15 ： 34 15 ： 35 15 ： 37 15 ： 40 15 ： 50 15 ： 51 15 ： 52 
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6月21曰（火) 

手助けぁリがーう災害ボランティアセンター登録者数が延べ1万人を突破 

3月2 1日から活動を開始し 

た相馬市災害ボランティアセン 

タ一の登録者数が、6月21曰 

に延べ1万人を突破しました。 

6月27日（月） 

仮設住宅におかすを提供 

市は6月27日、仮設住宅入 

居者にタ食のおかずを無償提供 

する支援策をスタ—トしまし 

た。 
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6月28日（火） 

平成23年第4回相馬市議会定例会（6月13日〜6月28日) 

第4回定例会で制定された条例については、以下のとおり。 

東日本大震災による被災者に対する市税等の減免に関する条例 

•目的 

東日本大震災の被災者の負担を軽減し、震災後の市民生活の安定に寄与するため、個人の市民税、固定資産税、 

国民健康保険税、介護保険料の減免について制定するもの。 

条例の一部改正については、以下のとおり
( 

課税を減免する条例2本 

®地方税法の一部を改正する法律の施行に伴い、東日本大震災によリ生じた住宅や家財等の損失について、 

雑損控除の適用が可能となるよう定める等の改正をするもの。 

@相馬市国民健康保険税の衲税義務者の負担を軽減し、震災後の市民生活の安定に寄与するため、国民健康 

保険税の所得割額、資産割額、均等割額及び平等割額の算定割合及び額を改正するもの。 

災害公営住宅（集合住宅）建設を予算化 

•相馬井戸瑞長屋（立谷•北川S12型被災高齢者共助生活住宅） 
•相馬井戸瑞曲リ屋（立谷•北川S12型被災高齢者共助生活住宅) 

【設計主旨】 

1. 共助の精神が反映されるように、タ食は一堂に 6. 全館/《リアフリーとし、将来の経度要介状態 

会して摂る。 に対応する。 

2. 井戸瑞に住人が集ったイメージを、ランドリー 7. 入浴介助および来館者のため、手摺付きの大 

スペースで実現する。 型浴槽を配備する。 

3. ランドリースペースの外側に讓れ縁を設け、開 8. ボランティア活動に対応するためのスペース 

放的なエリアにする。 を設ける。 

4. 16.5m
2

の畳コーナーを設けて団欒の場をつくる。 9. 入居者の来客に対応するために、客間を設け 

5. 全館ユニバーサルデザインにする。 ゐ。 

(通路などに手摺を設ける。身障者トイレを併 1 0 . 共助スペースは災害時の支援拠点とする。 

設する。） 1 1 . N P O (ライフネット相馬）によるタ食配食 

の体制を作り、継続的に支援する。 
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7月1日（金) 

株式会社キクチ市に2トンダンプ寄贈 

パへ广--息し..一f 
衾B1来！え̂5' 土 

市 馬 
目 f
. 

株式会社キクチより、復旧作 

業に役立ててほしいと才—トマ 

式2トンダンプの寄贈がありま 

した。 

7月2日（土) 

狗職消防団員の郷土愛永遠に市消防団慰霊祭 

東曰本大震災で地域住民の避 

難誘導などにあたり殉職した団 

員10人を悼む相馬市消防団慰 

霊 祭 は 7 月 2 曰 、 ほ こ だ て 仏 

光堂で行われ、遺族や団員など 

約700人が参列しました。 
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7月2日（土) 

震災孤児などへ支援金支給式 

消防団員の殉職を機に創設さ 

れた「相馬市震災孤児等支援金」 

が、東日本大震災で親を亡くし 

た子どもやその保護者などに7 

月2曰、手渡されました。 
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シンガソングライターの水木 

ノアさんは7月 4曰に相馬市 

を訪れ、安良教育長にウクレレ 

11〇本と義援金を手渡しまし 

た。 

7月6曰（水) 

世界中からの絵本蟹江さんら相馬に届ける 

児童を対象としてライブペイ 

ンテイングと物語を融合させた 

「お絵かきサーカス団」などの 

活動を行っているLA ' T A T A N 

舎の画家•蟹江杏さんが東日本 

大震災で被災した子どもたちへ 

送ろうと、国内外から絵本の寄 

付を募り、7月6曰安良紀男相 

馬市教育長に届けました。 
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7月4曰（月） 

ウクレレで復興支援シンガーソングライターの水木ノアさん 
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7月7日（木) 

船橋市からスクール/《ス寄贈 

t
 I 船橋市でスク一ルバスとして 

活躍していた77人乗りのバス 

1 台が 7月 7曰、相馬市に寄 

贈されました。 

7月10日（日） 

仮設住宅集会所でマスコットづくリ体験 

東日本大震災被災者のための 

ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト 、 ア ー ツ • 

フォー•ホープ（東京•代表高 

橋雅子）は7月10日、東グラ 

ウンドや大野台の仮設住宅集会 

所を会場に、入居者を対象とし 

たマスコツトづくり体験を開催 

しました。 

166 

n
m
M
M
l 



^—

i 

h
i
3
2
d
m
3 

,
g
w
>
!
l
w
^
m
t
t 
'
s
f
f
l
t
o
e
,
幽 

«
耗
海
却
裝
# 
我
邀
'
m
i
i
i
-
i 
,
城
嫩
«
:
画
^
秣
¥
潘
昧 

K
L 

B
, 

.—

 

長
l
u
r
f
、—

、
、
1
！
<
• 

〜

f
S
へ、

?
N
/
2
;
.
-
S
J
:
a
.
5
k̂
K
S
 

雄
F
A
J
だ 
j
#
!
n
K 
4
?み

；
®

 
, 
f 

#
§
o
.
^
i 
,
1
9
スn

会)

曄
栗
被
.(

蜜
貶
老
魅
邊
，(

I
i
® 

s)
 
w
®
 

-
3
> 

i

.
w
s
. 
f
l
！ 
1
7
/
4
. 
t
、
/ 

e 
k
v
c
-

 

v
u 

/

 

u
s 

r
.
r
l
l
- 

v
-
w
r

 

:
I
r
J 
( 
-
 

V 
<
2 
K 

\ 
•
 

>

1

1

-

ジ 

5
1 

< 

<
^ 

-

 
• 
- 
-
i 
> 

••. 
•”

1 

1(

x
s)

I
B
a
F
-
,(

蜒
幽 

Y
S
-
S
/

卜 
W
I
S
)
#

猫
襞
‘(

良
3
2)

耘
睥
罌
彼
：
魃
牲 
M
Y
f
f
l
妲
骼
l
e
i
}
e
£
f
e 
里 

1 

^~
I 
I
B 

ベ
；
？

j
j
g
g
i
-
i 
パ
霸
.
i
g
w
} 

-
I 
鬚)

 

.
5
^
s
p
i
-
e
8
.
e
g
.
f
e
^
l
縫
塑
体
一
衡
悉
只
ギ
唔
抹 

, 

f
i
g
s
g
M

2̂

,
瞰
效
蚌
雙)

B
%
, 

(
a
y
,
?

象
l
b
i
a 
く 
 ̂

,
1
§
怩
-
5
-I
f
z
y

 
插 

0

 
骼
¥
E
W
4
t
l
i
;
-
K 

一 
h
v
s
! 
n 
t 

J
- 

ノ 
l

 
4̂
. 
n
u 
r
、 
r
r
» 

P
S
•
•
A
M
U 

r 
*
• 
A 

I
T 

•
-
l

 

―. 

J 

>
l 

J
J 

, 
r
k 

.
! 
V 

< 
4 
i
l
：
I 
1
.
.
.
-
.•

 
• 

• 

u
^
f 

,
靆
雜
戰
怯
逑
耗
.(

q

瑕
j
-
R
和r

o
f
e

鯀
拗
泊
ぶ
尨 

- 

. 

^―

H
I
, 

:
T
r
l

 
： 
• 

~

N
. 
I
. ―

.
,
!
,
-
、
。
v
r~n"“

Z

 
 ̂

‘ 

J
i 
/
X
J 
3
i
J
J 
/ 

r
5 
1
？
- 
T
i 
/
v
r 
/
\ 
T 
I
P 
i
\ 

ぺ
 ヽ
3
、Z

X
X
.
 
r
J
A
3
_

 
s 
n
4 

*
 
T
 
f
-
r
l
/
r
/
n
n
、
 

H \ 
ll I 、i 
黼 
_ T 

•胡1 

5l 
越な 

ffl; 

胡1 
雜: 
郵ノ 

•衾J 
叫 

•tols • 
* 皿 • 
ifc, CO搭‘ 

奪 S ！ 
•K&' 
.;m戡： 
s撕: 

親气: 

ft!写“ 

挺 8 

：:靼 % , 
；：6 づ, 

iffls； 
:m^-
u把頃: 

m 
嵌:5 
Is -
ife) 

^： 
輕 
f I 
in ； CQ J 

< 00 i 
よ•• 
1-( 

3
 1 

i'i 
他-
酲：: 

• gi 
：截丨: 
:«； 

‘m ： 

：狸: 
！ ^ . 

； s 

. 
[縫, 
[伽: 
\m-
！楚: 

r
v
n
Q
S

 
送
趣
、z

i
 
“
/
T
S
T
/
S
)

他
函
緒
逝
£
. 

(

f
t
碑)

蘊
裙
遊 
_ 

,
1
1
4
1 
饌
類
I 

.

 

.----_ 

•. 

- 
• 
I 
I 

f 

i 

T 

>
、 

、
！ 

，.
A
-

：
.
.
! 
_
\ 

、
v 

、
>
\
、 

.
1 
一 

r
、
-
t̂
v

 
^ 

r
-
、

 

f
\
, 

l
y
s 

3
Cr

 
&

*%•**•-»、 

【
Y

 

c
u
a 

-̂c 
 ̂
L
r
c
 ̂

u 

J
<
>
f
f
n 
t
t 
V
T 

 ̂
4
i 
L
l
 ̂
f 
D
4
^
H
- 
a
3 

-
*
Y
.̂
4
~
「
-̂
“

 

I
N 
-
.
o
u
l
i
/ 

:
h
:
^
"
/
^
-
a
m
n
t
a
^
p vq/

じ
^
_ 
宇
^
進
？
w
g
s
h
“
-
/
>
7
t
^
^
'
乂
8
1
/
3
桝
8
^
•
へ
^
/
«
«
1
¥
w
m
瑕
^
挺 

. 

,
戰
抓
4
D
I
I
嫩
蚪
§
皿
_
ズ
截
輟
聒
制
9
寧
攻
_
纖
^)

椒
馘
|
御
^
 ̂

t
-
p 
り
* 

i
y
t
-
l
"
、

•
^
-
•
g
^
\
/
'
c
I
t 
J 
r 

r
t 

b
i
. 

\
-
v
M
-

 

3
^
l
f 
4
n
. 

( 
re, 

5 
t
i
J
T
^
J
J 

,

 

f
i 
J
u
. 

i
i 
.
1
1
-
I
i 

1
>
?
^
w
^
®
l
i
g
/
i 

"
ŷ
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.255 (2011年7月11日号） 

御報告 

前略御免下さいませ。 

震災から早くも4力月を経過し、被災された市民の 

皆様も、仮住まいながら仮設住宅をはじめとするそれ 

ぞれの独立住居に落ち着き、新たな生活を開始いたし 

ております。今後は安全な地区での恒久的な住まいの 

建設、とりわけ独居老人世帯となった被災者の方々の 

ための共助住宅(井1)をはじめとして、仮住まいか 

ら次のステージを提供できるよう努力してまいりま 

す。 

一方、ガレキ処理や農地復旧•漁業復興などは緒に 

ついたばかりですが、一歩一歩着実に、相馬市の復興 

と新生に向って進んで参りたいと、決意を新たにして 

おります。 

孤児遺児達をはじめとする被災児達も、各幼小中学 

校に派遣している「相馬フォロワ一チーム（NPO申 

請中)」の臨床心理士たちと市教育委員会の見守りの 

なかで、PTSDから立ち直ろうと彼らなりに懸命に頑 

張つておりますが、我われとしては息の長いケアが必 

要と考えております。 

まっておりまして、相馬市謹会六月定例会の議決を得 

て、三月から六月までの4力月分を一括して子供達に 

手渡しすることが出来ましたので、当日の集合写真を 

添えて御報告申し上げます。 

七月分以降は、それぞれの口座に毎月振り込むこと 

と致しております。 

子供達は、写真撮影の際には笑顔も見られるように 

なり、此度の不運から立ち直りつつあるようにも思わ 

れましたが、死んでいった親達の無念を思えば、今後、 

より踏み込んだ支援が必要と考えております。 

以上、御礼と途中報告とさせていただきます。 

猛暑の折、各位の益々の御健勝を祈念申し上げます。 

草々 

平成2 3 年 7 月 1 1 日 

各 位 

また、大変温かい御厚情を寄せて頂いた災害孤児遺 

児生活支援金は、奨学金を含めた目標額の半分程集 

相馬市長立谷秀清 

基. 

I泰養‘ 
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オーストリア地区と福島県地 

区の国際ロ一タリ一による被災 

学生支援としてオ一ストリア 

へ相馬高校生などを短期派遣 

するプロジェクトの一環とし 

て7月16日、在オーストリア 

連邦日本大使館特命全権大使 

ユッタ•シュテファン=バス 

トル氏が学生へのオリエンテ一 

シヨンのため、相馬市を訪れま 

した。 

7月15日（金) 

宙バッジで震災孤児を支援 

社団法人相馬青年会議所0B 

会の「くろ松クラブ」（代表’ 

西村年晴）は7月15日市役所 

を訪れ、立谷市長に震災孤児等 

支援金への寄付金を手渡しまし 

た。 

この寄附金は、震災孤児を経 

済的に支援するために缶バッジ 

を作成し、災害ボランティアセ 

ンターをはじめ、市内の商店な 

どに「缶バッジ募金箱」を設置 

して市内外の方々に支援を呼び 

掛けたものです。 

7月16日（土) 

オーストリア特認全権大使相馬市を訪問 

© 



7月17日（日） 

復興へキックオフ！光陽サッカー場オープン記念大 

光陽サッカー場のオープンを 

記念し、7月1 7日に「取り戻 

せ！元気な相馬サッカー大会」 

が同サッカー場で開催されまし 

た。 

当初4月オープンの予定で 

したが、震災の影響もあり約3 

力月遅れての開場。 

この大会は、被災地を元気づ 

けようと、サッカーの名門•清 

水商業高校サッカー部0B有志 

による被災地支援事業として行 

われたものです。 

lb 
知

：

 者 : へ — . . 羞 上 

7
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仮設住宅でリヤカー販売 

7月19日から、被災者が暮ら 

す仮設住宅をリヤカーで行商す 

る生活支援が始まりました。 

この事業は、身障者をはじめ 

とする災害弱者の生活をチエツ 

クし支援を行うとともに、買物 

弱者に対して生活品などの購入 

機会を提供することを目的とし 

たものです。 

>
章
“ 
.
！
. 

.

.

.

f

_ 

, 
-
— 

 ̂
3 身障者訪問並びにリヤカー引き個別販売身障者•買物弱者支援事業概要 

•事業の目的 

(1)身障者をはじめとする災害弱者の生活チヱック及び支援 

(2)身障者•買物弱者に対して、食材並びに生活品の購入機会を提供すること 

(3)以上の活動を通して、仮設住宅集落内での「禅」社会の構築を図ること 

•事業の内容 

A組：訪問チェック員（10名） 

被災地区の保健協力員及び民生児童委員が中心となって、被災した身体障害者188名を対象に週に1回 

訪問し、生活状況や健康状態のチェックをする。 

一人あたり1日10件程度の訪問が目安。 

B組：買物兼生活支援員（16名） 

被災地区の漁業従事者、仲買人等が中心となって、仮設住宅に入居する身体障害者をはじめとする買物弱 

者に対して食材並びに生活品の購入機会を提供するとともに、身体障害者の希望に応じて生活支援（掃除、 

洗濯、話し相手等）を実施する。 
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7月19曰（火) 
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7月21日（木) 

平成23年第5回相馬市議会臨時会 

第5回臨時会で制定された条例については、以下のとおり。 

相馬市災害危険区域に関する条例 

•趣旨 

東日本大震災の津波により多くの住居等が全壊、流出した原釜、尾浜及び磯部地区について、津波による被災 

の危険性が著しいため、建築基準法の規定に基づき、災害危険区域を指定し、住居の用に供する建築物の建築を 

制限するため制定するもの。 

•災害危険区域 

災害危険区域として指定する区域は、津波による災害の危険が著しい区域として、 

相馬市尾浜、原釜、新沼及び磯部 

•建築の制限 

指定された災害危険区域内においては、居住の用に供する建物は建築してならない。 
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出陣式では、相馬家33代当 

主•相馬和胤公の長男で総大将 

を務める行胤氏が「諸氏一人ひ 

とりが相馬野馬追に秘められた 

一千七十有余年の伝統の力を信 

じ、相馬武士の闘魂を持って、 

妨げとなっている諸々の障りを 

断ち切り、一日も早い東日本の 

復興が実現することを念じなが 

ら、行軍してほしい」と訓示。 

陣螺（じんがいニほら貝）の 

音を合図に、中村城跡の大手門 

から行列が出発。 

甲胄（かっちゅう）に身を包 

み、色とりどりの指旗を背にし 

た騎馬武者は、威風堂々と市内 

を行進しました。 

73 

7月23日（土） 

騎馬武者らが出陣相馬野馬追開幕 

ず % 
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平成23年度相馬野馬追（東日本大震災復興三社野馬追） 

7月22曰（金） 

〇安全祈願祭13時30分（相馬市•相馬中村神 

社） 

〇総大将出陣祝いの宴14時（相馬市•相馬中 

村神社境内） 

•相馬中村藩古式砲術 

•相馬流れ山踊リ 

•相馬太鼓 

7月23日（土） 

〇御発輦祭8時（相馬市•相馬中村神社境内） 

御鳳輦の道中安全を祈願する神事 

〇出陣式8時30分(相馬市•相馬中村神社境内） 

境内で出陣の盃をあげた後、長友グラウンドに 

勢揃いした宇多郷騎馬は総大将の閲兵を受ける 

〇総大将お迎え12時40分（南相馬市鹿島区） 

〇お上がり行列16時〜17時（相馬市•イオン 

(旧ジヤスコ）相馬店から相馬中村神社へ） 

帰路についた騎馬武者らは、市街地を凱旋後、 

相馬中村神社に御鳳輦を衲める 

7月24日（日） 

〇例大祭斎行11時（南相馬市原町区•太田神社） 

7月25日（月） 

〇神事10時（南相馬市原町区•多河神社） 

•出陣式 

•上げ野馬神事 

〇宇多郷行列9時30分（相馬市内） 

御鳳輦と総大将を擁して市街地を行列 
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•fi 
CD

 m 

2ベ' 
lifê  
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7月29日（金) 

太陽光発電システム寄贈マスク財団 

神界撒王琳切祝飫降條起S 7 
；«神串入麻句神エ令g 
^之奉之奴泰 ^式 n 

戴A®箕儀求上傍效較次？* 

再生可能エネルギーなどを支 

援している米国のマスク財団 

(イーロン•マスク会長）が太 

陽光発電システムを光陽地区に 

建設し、市に寄贈することなり 

7月 2 9日、現地で着工式が行 

われました。 

176 



7月29日（金) 

今年も夏の風物詩玉ノ井部屋夏合宿 

大相撲玉ノ井部屋の相馬夏合 

宿土俵開きは7月2 9日、松川 

浦スポーツセンタ一相撲道場で 

行われました。 

東日本大震災の津波で相撲道 

場が浸水し、一時合宿開催が危 

ぶまれましたが、土俵の土を張 

り替えるなどの復旧作業を進 

め、相馬の夏の風物詩が今年も 

始まりました。 

7月31日（日） 

恩返し支援只見、金山両町、三条市へ 

• L I 

相馬市と相馬地方広域水道企業 

団は7月31日、豪雨災害に見舞 

われた県内の只見町、金山町、新 

潟県の三条市に支援物資などを送 

りました。 

主な物資は、ストックしたぺッ 

トボトル水（240 t )のうち、 

只見町に20 t、金山町に10 t、 

新潟県三条市に12 tを支援。 

只見町には職員4人を運送担 

当として派遣。支援物資のほか、 

2トン給水車を運送しました。 

新潟県三条市にもさらに職員2 

名を派遣しました。 
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8月4日（木) 

タウ•ケミカル社市に災害公営住宅を寄付 

Soma - Dow Nagaya 
Donuled bv Dow Chemical tc» Soma 

lor Our l-onc-Slandins Friendship 

相馬市内にィォン交換樹脂エ 

場を持つ、米化学最大手ダウ• 

ケミカルのアンドリュー•リバ 

リス会長兼CEOは、被災高齢 

者向け災害公営住宅1棟を建設 

し相馬市へ寄贈するとして、8 

月4日相馬市役所で記者会見 

を行いました。 

8月4日（木) 

市立幼小中学校校庭の表土削リ 

免 
威 ， 

處 r に 節 「 群 • 

市立幼小中学校校庭の放射線 

量を低減させるための表土を削 

る作業が8月 4曰から始まり 

ました。 

8月24曰ごろには作業を終 

える予定。5月に作業を済ませ 

た玉野幼小中学校以外の市立幼 

小中学校が作業の対象です。 

178 
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潘基文（パン•ギムン）国際 

連合事務総長が8月8日、相馬 

市を訪れ、津波で甚大な被害を 

受けた原釜•尾浜地区を視察し 

ました。 

8月5日（金) 

復興を祈願して市民七タまつリ 

！1 

市ふるさと行事のひとつ「市 

民 七 タ ま つ り 」 が 8 月 5 曰 か 

ら 7日にかけて、クロスロー 

ドたまちを会場に開催されてい 

ます。 

今年は震災の犠牲者の鎮魂や 

相馬市の復興への祈りを込めて 

の開催。 

8月8曰（月） 

潘基文国連事務総長相馬を視察 



相馬市長立谷秀清メールマガジンNO.256 (2011年8月8曰号） 

リヤカー 

私の母は相馬市街地近郊の農家の娘。お八重ばあ 

ちゃんはよく働く人だった。 

近郊農家だから、リヤカーを引いて裏の畑で採れた 

野菜売りに出かけた。その荷台にちよこんと乗って、 

私が育った漁村の原釜とは違った町の風景を、恥ずか 

しいような気持ちで見ていた。ばあちゃんは話好きで、 

待っていてくれる商店街のお客さんとの世間話が止ま 

らなかった。中村田町と宇多川町の間にあったホ—ラ 

イ食堂もお客さんで、よく売れた曰はリヤカーを停め 

て肉うどんを食べさせてくれた。ばあちゃんは私がう 

どんの汁をすすり終わっても話に夢中だった。 

そういえば、原整にも三角なっとうを自転車で売り 

に来る人がいたし、豆腐はリヤカーだったように思う。 

母に言われて、ボールを持って豆腐を買いに走った私 

のお手伝いを、おばちゃんが褒めてくれた。50年前 

の相馬は、町も浜も時間がゆっくり流れていて、会話 

と笑顔にあふれていた。私の醤油屋も工場や店の出入 

り口にいちいち鍵など掛けなかったし、他の家々でも 

開けっ放しだった。 

津波直後はガレキの原だった原釜が、ガレキ撤去が 

済んで無機質な平地になってしまうと、思い出すのは 

子どもの頃の記憶ばかりだ。でも被災直前まで、人び 

との会話や笑顔は昔のままだったし、鍵をかけない習 

慣は今でも当たり前のことだった。浜に住んでいる人 

びとは家々の家族構成はもちろんのこと、それぞれが 

何をしているかも大抵知っていた。 

今、都会では無縁社会と言われ、経済成長時代以来 

に出来た、個人生活重視の文化的住居ゆえの孤独死が 

社会問題となっている。それに対し、今回被災してガ 

レキの原となった原釜も尾浜も磯部も、人びとの袢と 

いう点では、集落のコミュニケ一シヨンが豊かな地域 

社会だった。今回の災害対策で私が最も感心し、そし 

て合点したことは避難所の整然とした気配り社会であ 

る。およそプライバシ一とは程遠い空間での生活を、 

長い人で3力月も辛抱出来たのは、諍いを生じさせ 

なかった彼らの賢さゆえである。避難所を集落単位で 

指定したことを、思いやりと励まし合いにおいて活か 

してくれた。仮設住宅にも集落の形態を保ったまま移 

住してもらったが、行政支援員として集会所単位で選 

任した組長さんや副組長さんのもとで、思いやりを交 

わしてくれるに違いない。 

ただ、問題は相馬市以外から仮設住宅に入居する 

方々を、どのようにコミュニケーションの輪に組み入 

れるかということである。例えば飯館村長さんから依 

頼された164世帯については一つのブロックに入っ 

てもらい、組長さんと副組長さんに私の考えを話して 

理解してもらった。もちろん生活物資の配給や、避難 

所支援のサ一ビスなどは組長会議を通して相馬市民と 

同様にさせてもらう。 

しかし飯舘村からの入居者のように地域コミュニ 

ティが最初から組めるところは心配がないのだが、さ 

まざまな市町村からの入居者で仮設所集落を形成せざ 

るを得ないブロックがどうしても出来てしまう。知ら 

ない人たちどうしのコミュニティをどのように作る 

か？ 

最低やらなければならないことは、災害弱者支援、 

つまり身体.精神障害者の方々への支援、要介護老人 

世帯への気配り、それと災害によって独居世帯となっ 

た方々への支援と気配りである。少なくとも平成23 

年度は、これらの方々をはじめ希望する入居者全員へ 

のタ食の配給を続けるつもりだが、その他の災害弱者 

への生活支援なども相馬市民同様に行いたいと思って 

いる。ただし、ふるさと自治体との調整も必要だ。 

相馬市としては、出身自治体を問わず、仮設住宅 

からの立ち上がりを迎える日が来るまで、1,500戸の 

方々全体を一体として、均等にサービスを展開したい 

と考えている。例えば健康維持については負担金なし 

で一般健診を全員に受けてもらいたい。また買い物支 

援や孤独死防止なども、全体に網をかけての配慮が必 

要だ。 

この点について、冒頭書いた私の子どもの頃の記憶 

で恐縮だが、リヤカー引きの戸別販売を考えてみた。 

16か所出来る集会所にそれぞれ一人の割合で、リヤ 

力一引き販売員を行政支援員として臨時雇用して、仮 

設住宅の一棟一棟の間を通って訪問販売をする。雇 

用対策も兼ねるので一日8時間週5日勤務とするが、 

販売以外の時間は障害者の方々へ、たとえば洗濯など 

の生活支援をしてもらう。 

募集したところ、お八重ばあちやんのような話し好 

きな浜の女性たちが集まってくれた。小さかった私が 
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乗った鉄と板で出来たリヤカーを相馬市いっぱい探しるが、最初の計画とは違い二人ひと組で廻っている。 

たか、もう何処の農家にもなく、スタイリッシュなス その方が会話が弾んでいいのかも知れない。 

テンレス製折りたたみ式となった。始めて一力月にな 
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< • 



• 
タ食調理の様子（8月14曰） 

183 

8月8曰（月） 

新たな設備で食事支援シダックスがキッチン力一寄贈 

東日本a*支援ブaジェク卜 

AC 丁丨 ON 

シダックス株式会社から 8 

月 8日、車内に厨戻施設を完 

備したキッチン力一が相馬市に 

寄贈されました。 

このキッチン力一を使い、8 

月1 4日から柚木工業団地の仮 

設住宅で、タ食約5 0 0食が提 

供されます。 

他の仮設住宅には、市内民間 

企業の社員食堂厨戻を使い調理 

されたタ食が提供されていま 

す。 



8月9日（火） 

幹線道路整備を考える緊急フォーラムを開催 

「東日本大震災後の福島•伊 

達•相馬地方の幹線道路整備 

を考える緊急フォーラム」は8 

月9曰、相馬フローラにおい 

て開催されました。 

基調講演では、立谷市長が「命 

を守った道路」と題し、相馬市 

の震災直後の被災状況や避難所 

の状況、災害対策本部の対応を 

説明しながら道路整備の必要性 

を説明しました。 

8月1 0日、立谷市長は国土 

交通省を訪れ、大畠章宏大臣に 

東北中央道福島-相馬間の未事 

業化区間の早期着工を要望しま 

した。 

相馬市や伊達市などが9日 

に市内で開催した「東日本大震 

災後の福島•伊達 •相馬地方 

の幹線道路整備を考える緊急 

フォーラム」での決議を受け、 

地元自治体を代表しての要望。 

184 

社団法人日本損害保険協会副 

会長の牧野治郎氏をコーディ 

ネーターとして「東北中央自動 

車道の整備」をテーマにしたパ 

ネルデイスカツシヨンが行われ 

ました。 

パネラーの渡辺孝男参議院議 

員、三原じゅん子参議院議員、 

仁志田昇司伊達市長、加藤憲郎 

新地町長、立谷市長がそれぞれ 

の立場から道路整備について意 

見を交わしました。 



400年の歴史がある伝統行事大瓜市開催 

--•Si 
•ffi? 

hVlSM 

8月1 2曰、4 0 0年の歴史が 

ある伝統行事、宇多川町の瓜市 

が開催されました。 

この行事は、お盆の行事に用 

いる品物や供物などを買いそろ 

える盆市として、恒例となって 

います。 

震災復興を祈願した今回は、 

子どもたちの願Iヽが書かれた祈 

願笹流しや、花火大会が催され 

るなど多彩な内容での開催。 
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8月12日（金) 

市内でも比較的空間放射線量 

の高い玉野•東玉野地区の約 

15 0世帯に高圧洗浄機を配布 

したことに伴う「除染に関する 

説明会」は8月10曰、玉野中 

学校体育館で行われ、地区住民 

など約40人が参加しました。 

8月10日（水) 

玉野地区で除染に関する説明会 

I 
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8月12日（金) 

海上遭難者を供養流灯会 

相馬双葉漁協同組合の灯籠流し 

「流灯会」は8月12日、松川浦 

漁港で行われました。 

この灯籠流しは、水難事故で死 

亡した人を供養するため毎年行わ 

れています。今年は津波の犠牲者 

の供養も併せ、例年の倍以上とな 

る約1,000個の灯籠が集まりま 

した。 

8月13日（土） 

鎮魂と復興への祈りそうま慰霊花火大会 

東日本大震災そうま慰霊花火 

大会は8月13日、相馬光陽サッ 

カー場で開かれ、夜空に咲く大 

輪の花に約一万人の来場者が鎮 

魂の祈りを捧げました。 
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8月14日（日） 

ゆく夏を惜しむ盆踊り大会 

第 3 8 回 盆 踊 り 大 会 は 8 月 

14曰にスポ一ツアリーナそう 

ま駐車場で行われ、約1,000 

人がそろいの浴衣や法被姿で参 

加、鎮魂と復興への祈りを乗せ 

て踊り流しました。 

8月25日（木） 

よリ具体的な復興計画策定に向けて第2回復興会議顧問会議 

復興計画策定に向け、有識 

者から助言を受けるための第2 

回復興会議顧問会議は8月25 

日、東京で開催されました。 

委員からは「震災を風化させ 

ず、本能的に各自の判断で避難 

できるよう繰り返し訓練するこ 

とが必要」、「計画を見直す際に 

は、女性からの視点を取り入れ 

たほうがよい」などの意見が出 

されました。 
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相馬市長立谷秀清メールマガジンNo.257 (2011年8月18日号） 

NPOはらがま朝市 

私の生まれ育った原釜は古来より漁村である。私の 

子供のころは砂浜に並んだ手漕ぎ船で漁に出ていた 

が、昭和30年代中頃から機械船が普及し、沿岸漁業 

の規挨も港も周辺産業も、徐々に拡大していった。平 

成22年度の松川浦漁港の漁獲高は50億円弱。さら 

に仲買業者、品種によっては加工業者とビジネスが広 

がっていた。 

約300隻あった沿岸漁業の漁船の半数以上が失わ 

れるという大津波だったが、4割の漁師たちは地震と 

同時に自分の船まで一目散に走り、津波が襲ってくる 

外洋に向かってエンジンを駆った。巨大な津波でも、 

波が砕ける前に乗り越えさえすれば、沖で無事に待機 

できる。しかし、砕けた波に巻かれたら漁船も粉々に 

されてしまう。事実、ちょっとした時間差で大津波に 

のまれた漁船もあった。 

沖で一夜を明かした漁船たちは、帰るにも港の岸壁 

が損傷し容易に着岸できなかったが、沖で水も食料も 

尽きれば危険な帰港をせざるを得なかった。やっとの 

思いで陸地に立った彼らが、変わり果てた原釜の光景 

を見て何を想ったかは想像するに余りがある。しかし、 

自分の家ばかりでなく、家族や親せきを失った彼らに、 

容赦なく襲いかかったのが漁船や漁具の返済ローン 

である。「1曰も早く漁に出たい。そうしないと借金 

で首をく くることになる」、実直なある漁師から1日 

も早い漁港仮復旧を訴えられた。また、ある漁師は孫 

たちを避難させるために、自分の船を沖に出すことを 

あきらめて車で逃げた。のちに追いかけてくるだろう 

ローン地獄より孫たちの安全を選んだのだ。 

船を守った漁師たちが、漁に出るためには津波で流 

された_やその他の漁労具を新たに買わなければなら 

ない。船を失った場合は、生活のために中古なり新造 

船なり、数千万円の投資が必要である。ほとんどの場 

合借金が払い終わっていないので、新たな出費は二重 

ローンとなる。我われ相馬市災害対策本部は急ぎに急 

いで、やっとの思いで漁港を仮復旧させたが、原発の 

風評被害のせいで断腸の思いで漁を見合わせている。 

しかし、この忌まわしい問題が解決しても、漁業再開 

には二重ロー ンの問題が立ちはだかる。 

周辺産業に対する被害も探刻だ。特に仲買業者は扱 

う魚がないのだから、せっかく我われが冷凍倉庫を整 

備しても、漁の再開と風評被害の終息を待たないと仕 

事にならない。仲買業者のうち、資金力と広域的な取 

引のネットワークを持つ業者のなかには、既に日本海 

側で事業を始めたケースもある。私個人としてはその 

生命力に心からエールを送りたいと思っているが、た 

いていの事業者は地元での事業再興を待ち望んでい 

る。そして彼らにも、今までの設備投資の返済が追っ 

てくるのだ。 

相馬市災害対策本部としては、復興をガレキの撤去 

や恒久住宅の提供のみとは考えず、被災者の新たな人 

生設計と定義してきたので、これは対策本部の課題そ 

のものなのだ。国会で審議中の二重ローン救済法案が 

待たれる所以である。何とか急いでもらいたい。 

5月のある曰、それでも魚介類を市民へ届けて相馬 

市を元気づけたいと相談に来た、地元に残っている仲 

買業者たちに、輪島市のような朝市を企画したらど 

うかと勧めてみた。もともと勘の良い人たちだから、 

NP〇として継続的に食材を提供することや、いずれ 

は原釜に市民の台所となるマ一ケッ卜を作っていこう 

とか、新しいアイディアがどんどん出てきた。そして 

彼らは直ぐに行動に移した。 

あれから3力月。中村神社の前の長友グランドで 

始まった朝市は、一日に2000人の市民が訪れるよう 

になった。実は仮設住宅でのリヤカー販売も、彼らと 

の協議の中で、「自分たちが責任をもって食材を揃え 

るから、市長は頑張って制度化してくれ」という強い 

思い入れがあったから出来た。明日の資金にも事欠 

く彼らだが、足のない被災者のために、食材のみなら 

ず曰用品まで買いに走る姿に復興の原動力を感じてい 

る。 

いずれ漁業の再生が適った原釜に産地直接販売の 

マーケットが出来て、輪島市のような相馬朝市になる 

としたら、冷凍倉庫ももっと集めて野菜も保存販売で 

きるようにしたい。いっそのこと福島県の一次産品を 

ここに集めて、相馬を訪れた人たちの一大ショッピン 

グセンターになってくれないだろうか？ 

彼らと夢を語るのはとても楽しい。いろいろ計画し 

ていると、彼らといっしょに少年時代に還ったような 

気持ちになる。しかし、こんな時代だからこそ少年の 
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ようなのびのびとした発想が必要なのかもしれない 

し、ぜロからのスタートは夢を追わなければ何も始ま 

らない。いや、もう始まっているのだ。 

NP〇は県の認可が下りて登記手続き中だし、現在 

スポーツアリーナそうまのホワイエで土日開催の朝市 

は大繁盛で、市民の楽しみにもなった。私自身「夢が 

適いますように」と思いつつお願いしたコンテナ式冷 

凍倉庫は、もうすぐあと10台が設置される予定だし、 

冷凍庫の電源として晴れた日中は使えるメガソーラ— 

計画も、第三セクタ一方式で企画中である。 

地域再生に立ちあがったNPOはらがま朝市には被 

災地と我われの夢が詰まっている。放射能汚染問題な 

ど、立ちはだかる壁は大きいが、上を向いて歩こう。 

少年の大志よ挫けることなかれ。 
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8月25日（木) 

精神科医療の現状を訴える精神科病院理事長等研修会で市長講演 

第16回精神科病院理事長等 

研修会は8月25日、東京都内 

のホテルで開かれ全国の精神科 

病院の理事長など約20 0人が 

出席しました。 

この中で立谷市長は「震災と 

原発事故による医療崩壊」と題 

して講演。 

震災発生直後から医療資源の 

確保に苦慮したことや、原発事 

故の影響により精神科疾患を受 

診できる医療機関が地域からな 

くなったことなど、相馬地方の 

精神科医療の厳しい現状を伝 

え、精神科病院の誘致を訴えま 

した。 

8月26日（金) 

相馬の夏を盛り上げる株式会社丨H丨の大夏祭 

式
s 

相馬の夏の風物詩となった株 

会社I H Iの大夏祭は 8月 

26曰、同社工場敷地内で行わ 

れ、大勢の関係者や市民が相馬 

の夏の夜を堪能しました。 
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8月27日（土） 

仮設住宅集会所で健康セミナーや絵本読み聞かせ 

被災した住民や子どもたちに 

心の安らぎを提供しようと、健 

康セミナ一や絵本の読み聞かせ 

など、メンタルケアを目的とし 

た「ヒューマン•ケア〜心の絆 

〜プロジェクト」が8月27日、 

北飯渕仮設住宅の集会所で行わ 

れました。 

8月29日（月） 

フジモールド工業株式会社と工場立地に関する基本協定書を締結 

プラスチック製品成形用金型 

設計•製作のフジモールドエ業 

株式会社（富岡町•岡田利一代 

表取締役社長）と市との工場立 

地に関する基本協定書の調印式 

は8月29日、市役所で行われ 

ました。 
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8月29日（月） 

第1回相馬市災害対策復興会議 

第1回災害対策復興会議は8 

月29曰、市役所で閧かれまし 

た。 

震災から5力月が過ぎ、復 

興に向けた取り組みが中期的• 

長期的な対応となることから、 

これまでの災害対策本部会議と 

復興会議を合同で開催するもの 

です。 

mm 【相馬市復興計画（ver.1.1)について】 

0)相馬市復興計画の目的 

0相馬市復興計画の体系 

’ 

「高齢者、子供、青壮年層がそれぞれの人生のステージで、 

生活再建をどのよろに果たしていくか」 

晶 齢 者 

• "“ 

. + ど も S . 1 青 壮 年 

今後の人生を不安な< 
安定して生活でさるよろ、 
住居整備、生活支援を 

すること。 

PTSD河策をはじめ、 
健やかに成長できるよo 

支援するととちに 
良好な教育環境を提供すること 

被災から立ち直り、 
新だな人生設計できるよろに、 

職業、住居等において 
環境整備をすること 

相馬市復興計画 

— H 章基本構想 

第2章 

第1節ソフ卜事業 

第2節八一ド事業 

第 3 章 資 料 

— « ソ フ 卜 事 業 

仮設住宅での生活支援 
医療、介護、健康管理 
放射能対策 
教育、子どもたちの成長 
経済対策 
孤独死対策 
市役所体制の再整備等 

1 ハ — ド 事 業 J
 N 

ガレキ処理 
被災地整理 
住宅の整備 
漁業基盤整備 
農業基盤整備 
一般製造業及び第三次産業の支援 
相馬港の整備 
道路、鉄道の整備 
防災体制整備 
被災鎮魂記念館の整備 
再生可能エネルギー生産の整備 
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8月29日（月） 

市内•市外から応急仮設住宅へ入居 

市内14箇所に建設された応 

急仮設住宅へ、市内•市外から 

入居が進んでいます。 

応急仮設住宅入居状況（8月29日現在） 

応急仮設住宅名 入居者地区名 設置戸数 入居戸数 入居人数 

北飯渕東グラウンド東側 原釜•尾浜地区 

飯豊•磯部地区 

114 114 386 

北飯渕東グラウンド西側 

原釜•尾浜地区 

飯豊•磯部地区 92 92 339 

刈敷田第1 原釜地区 48 48 164 

刈敷田第2 尾浜地区 24 24 86 

大野台第1 尾浜地区 156 156 397 

大野台第2 原釜地区 135 128 336 

大野台第3 飯豊地区など 76 69 180 

大野台第4 原釜•尾浜地区など 69 55 151 

大野台第5 

原釜•尾浜地区など 

77 

6 16 

大野台第5 玉野地区 77 6 19 大野台第5 

双葉郡 

77 

7 15 

大野台第6 飯舘村 164 164 360 

大野台第7 南相馬市 162 66 201 

大野台第8 浪江町など 93 61 152 

大野台第9 南相馬市 81 7 29 

柚木 
磯部•蒲庭地区 

209 
163 452 

柚木 
南相馬士 

209 
16 45 

195 



避難所状況！ 

マ冷會“ +、: 

「東北中央自動車道（福島一 

相馬間）の整備促進を求める伊 

達市総決起大会」は8月30曰、 

伊達市ふるさと会館において開 

催されました。 

その後、立谷市長が「命を守っ 

た道路」と題し基調講演を行い 

ました。 

相馬市の震災直後の孤立者救 

出や救援物資•生活物資の確保 

など災害対策本部の対応を説明 

しながら「今後の道路整備にあ 

たっては災害に強い道路でなけ 

ればならない」と訴えました。 

196 

8月30日（火） 

行政と市民のパイプ役市区長会総会 

相馬市区長会総会は8月30 

曰はまなす館で開かれ、本年度 

の事業計画の決定などを行Iヽま 

した。 

毎年4月に開催していたも 

のが、震災の影響で4力月後 

の開催となりました。 

8月30日（火） 

東北中央自動車道の整備促進を求める伊達市総決起大会で市長が基調講演 



6月〜8月 

全国の自治体と交流東日本大震災による交流事業 

6月から8月にかけ、相馬の 

子どもたちは全国の自治体と交 

流を探めました。 

肺妹都市の大樹町•豊頃町を 

訪問する市少年親善使節団のほ 

か、今年は沖綿県南城市をはじ 

めとする交流事業に参加。 

交流事業は、東日本大震災や 

福島第一原子力発電所の事故に 

伴い、外で元気よく遊ぶことが 

できなくなった子どもたちの心 

身のリフレッシュを目的として 

提供されたものです。 

市少年親善使節団（北海道大樹町） 

No. 事業期間 主催自治体•団体 行先 対象者 
参加 
人数 

内容 

1 7月 3 0日〜 8月 1日 
相馬市、 
相馬市教育委員会 

北海道大樹町•豊頃町 小学5年生、6年生 40 肺妹都市交流 

No. 事業期間 主催自治体•団体 行先 対象者 
参加 
人数 

内容 

1 6月1 9日〜2 1日 沖縲県南城市 沖縲県南城市 
幼稚園児•保護者 
(磯部•原釜幼稚園） 

18 「世界一大きな絵」に参加 

2 7月2 3日〜24日 栃木県真岡市 栃木県真岡市 小学生•保護者 14 「真岡市の夏祭り」に参加 

3 7月 2 3日〜8月3 1日 
文巧禾i学省、 
国立青少年教育振興機構 

国立磐梯青少年 
交流の家 

小学1年生〜 

中学3年生 
8 

リフレッシュ•キャンプ 

7回実施 

4 7月 2 3日〜8月3 1日 
文部科学省、国立青少年 
教育振興機構 

国立那須甲子青少年 

自然の家 

小学1年生〜 

中学3年生 
11 

リフレッシュ•キャンプ 

11回実施 

5 7月 3 1日〜 8月 5日 京都府教育委員会 京都府 中学生 7 
ふくしまつ子応援 
京体験プロジェク卜 

6 8月 1日〜 4日 
N P〇法人子どもの心と身 
体の成長支援ネッ卜ワーク 

栃木県那須塩原市 
那須野営場 

小学生 72 キャンプ体験 

7 8月 2日〜 4日 新潟県新潟市 新潟県新潟市 小学生 20 自然体験 

8 8月 2日〜 5日 J T Bなど 沖緝県 小学4年生〜中学生 — サマーキャンプ 

9 8月 2曰〜8曰 鹿児島県徳之島町 鹿児島県徳之島町 
小学生 
(中二小、飯豊小） 

6 
使“

1

7声 

「われんきゃ交流事業」 

10 8月 4日〜 5日 相馬青年会議所 ラビスパ裏磐梯 小学4年生〜6年生 80 
集まれ7C気！ 
ふくしまの宝 

11 8月 5日〜 7日 新潟県新潟市 新潟県新潟市 小学生 11 自然体験 

12 8月 7日 
栃木県芳賀郡茂木町ツイ 
ンリンクもてぎ 

栃木県芳賀郡茂木町ツイ 
ンリンクもてぎ 

小学生•保護者 59 
「MOTEGI 2 & 4RACEJ 
観戦 

13 8月 7日〜 9日 
公益財団法人 
日本レクリエーション協会 

国立磐梯青少年交流の家 小学3年生〜6年生 17 
ネイチャ 一&レクリエ一 

シヨン楽宿 

14 8月 8日〜1 1日 新潟県岩船郡粟島浦村 新潟県岩船郡粟島浦村 小学生 5 粟島牧場「島暮らし学校」 

15 8月 8日〜1 1日 京都府教育委員会 京都府 小学5年生、6年生 7 
ふくしまつ子応援 
京体験プロジェク卜 

16 8月 9日〜1 1日 都市緑化機構など 
国営みちのく杜の湖畔公 
園 

小学生 59 
みちのく夏の冒険 
エコキャンプ 

17 8月1 6日〜19日 
NP〇法人子どもの心と身 
体の成長支援ネッ卜ワーク 

栃木県那須塩原市 
那須野営場 

小学生 46 キャンプ体験 

18 8月1 7日〜19日 都市緑化機構など 
国営みちのく杜の湖畔公 

園 
小学生 68 

みちのく夏の冒険 
エコキャンプ 

19 8月2 0日〜21日 栃木県真岡市 栃木県真岡市 小学生•保護者 40 「尊徳夏祭り」に参加 

197 



東足霍カ福島第一原子力発電 

所の事故に伴い、市内に拡散し 

た放射性物質に対し、除染によ 

り市民を健康被害から守るた 

め、除染対策プロジェクトチー 

ムが斤内に設立され、9月1曰 

第1回会議が市役所で開かれま 

した。 

( _放射能説明会 

( _ 除 染 講 習 会
_ 

\除染効果の検S正 

通学路•側溝 

公共施設 

単身高齢者世帯 
1 

地域除染チーム 

放射性物質除染方針 

•目的 

•市民の不安を解消し、原発事故発生前の環境を取り戻す 

• ±也域ぐるみで放射性物質を少なくしていく活動を行う 

•除染目標 

放射線量の半減を目指す。将来的に事故発生以前の放射線量の水準へ 

市役所 
災害対策本部 

連 携 • 協 力 ^ 
アドバイザー 

r ， 

学校-PTA 
地域住民 

r ， 

学校-PTA 
(行政区） 

^ ^ 

198 

9月1曰（木） 

除染対策プロジェク卜チーム第1回会議開催 

情 
報 
共 
有 

除 
染 
活 
動 
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自治体災害対策全国会議（主 

催：同実行委員会、委員長：井 

戸敏三関西広域連合長•兵庫県 

知 事 ） は 9 月 8 日 〜 9 日 、 神 

戸市内のホテルで開催され、自 

治体関係者約900人が出席し 

ました。 

立谷市長は2曰目の「福島 

県の取り組み」で、相馬市の大 

震災での対応を発表しました。 

9月7日（水) 

タウ•ケミカル相馬井戸瑞長屋起工式 

被災高齢者向け災害公営住宅 

「相馬井戸瑞長屋」の新築工事 

起工式は9月 7曰、相馬市馬 

場野の現地で開催されました。 

市内にイオン交換樹脂工場を 

持つ米化学最大手ダウ.ケミ力 

ルが建設し、市に寄贈します。 

9月9日（金) 

大震災の現場対応を情報共有自治体災害対策全国会議 

1 ^ 

料 

* 好’、一 

目 * Sふに“ *
s 



9月10日（土） 

犠牲者の魂を鎮める市東日本大震災慰霊祭 

…：：バ. 

一i相馬市東日本大震災慰霊祭 

"ベ-.ニ、...ン： 

東日本大震災の発生から半年 

の曰を翌日に控えた9月10日、 

スポーツアリ一ナそうまで犠牲 

者の冥福を祈る相馬市東曰本大 

震災慰霊祭が開催されました。 

磯部地区の避難誘導にあたっ 

た消防団副分団長の父•阿部健 

一さんを亡くした遺族代表の阿 

部彩音さんが「勉強して大学へ 

進学し、保育士になる夢を叶え 

たい」と述べたあと、参歹リ者ら 

がつぎつぎと壇に向かって献花 

し、樣牲者の冥福を祈りました。 
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9 月 1 0 日 （ 土 ） 

犠牲者の魂を天高く鎮魂行事「天灯」 

山本寛斎氏プロデュース•日本 

元気プロジヱクト、東日本大震災 

鎮魂行事「天灯」は震災発生から 

半年の節目を翌日に控えた9月 

10曰、相馬原釜新漁港で開催さ 

れました。 

当曰は市内の被災者など約900 

人が参加し、灯ろうを夜空に高く 

上げて震災の犠牲者の魂を弔いま 

した。 

日本を代表するフリージャズト 

ランペット奏者、近藤等則さんの 

演奏とともに、夜空に放たれた無 

数の灯ろうは、犠牲者の魂を夜空 

に送り届けながら、幻想的な世界 

を作り出し、会場の人々の心を静 

かに癒しました。 



災害義援金 

N o i：付曰 寄附者 

1 3/14 1 美 紀 子 

2 3/15 ダウケミカル株式会社 

3 3/15 (株）池野産業代表取締役池野広志 

4 3/15 尸マコウ海運株式会社代表取締役桝田幸雄 

5 3/17 式 野 温 恭 

6 3/17 Jj形県小国町（小国町長小野精一） 

7 3/17 Ij形県小国町議会 

8 3/18 届野市 

9 3/18 乾 田 修 平 

10 3/18 肩 田 久 子 

11 3/21 南 井 邦 浩 

12 3/21 足立区課長会 •係長会 

13 3/14 新沼•北小泉部落一同（中村中部一区） 

14 3/20 范夫妻 

15 3/22 味式会社大場設備（代表取締役大場康彦） 

16 3/22 足立区部課長会 

17 3/22 ハクゾウメディカル 

18 3/22 デンロコ一ポレ一シヨン 

19 3/23 匿名 

20 3/23 飯 田 由 美 子 

21 3/23 棟式会社ワールドサマール（佐藤勝三） 

22 3/23 真岡市役所職員一同 

23 3/17 タケナカヒサコ 

24 3/17 アイワコウギョウ 

25 3/22 ヨ コ サ ワ ユ ウ キ チ シ ヨ ウ コ 

26 3/22 サ ト ウ チ カ コ 

27 3/22 タ カ ギ ア キ コ 

28 3/22 力タヤマアキヒ卜 

29 3/22 ホ ン マ マ サ ヨ 

30 3/22 ナ カ ノ ミ サ 

31 3/22 シンメイマサヤ 

32 3/22 オ オ タ ツ ヨ シ 

33 3/22 タカハシリュウタロウ 

34 3/22 タカヤナギチヒロ 

35 3/22 ア ベ リ ュ ウ ヤ 

36 3/22 ミズノユミコ 

37 3/22 トミ卜リケイジュ 

38 3/22 力トウマサユキ 

39 3/22 ディエゴ_ドノソ 

40 3/22 酒 井 巖 

41 3/22 ソウキカクセッケイ 

42 3/22 ヤナギサワシヨウネンケンドウ 

43 3/22 ヤマザキセツコ 

44 3/22 久 保 田 謙 三 

45 3/22 エ ン ド ウ ヒ ロ シ テ イ コ 

46 3/22 ナ リ タ ミ チ コ 

47 3/22 タ カ ス ユ ウ コ 

48 3/22 医療法人産婦人科茅原クリニック理事長茅原保 

49 3/22 コンドウヒロアキ 

50 3/22 マツウラアキヒコ 

51 3/22 オリエンタルモ一タ一株式会社 

52 3/23 ソウマケンイチ 

53 3/23 カ ネ コ シ ノ ブ 

54 3/23 匿名 

55 3/23 ワタナベジュンイチ 

56 3/23 ミウラヨウコ 

57 3/23 ミヤモトシュンスケ 

58 3/23 ソフトボイス 

59 3/23 株 式 会 社 三 陽 

60 3/23 ドイヒロシ 

61 3/23 カワセアキノリ 

62 3/23 オオムラユウヤ 

63 3/23 シ ラ 卜 ジ ュ ン 

64 3/23 オオモリヒデ才 

6E 3/23 アマノヤスヒサ 

66 3/23 ワ ダ キ ヨ ミ 

6" 3/23 オオヤノリユキ 

68 3/23 シ バ ノ ユ キ エ 

65 3/23 今 野 洋 美 

7C 3/23 今 市 報 徳 社 社 長 平 野 博 

71 3/23 クリバヤシケンイチ 

1： 3/23 ワタナベマサトシ 

1: 3/23 ハ ガ ヒ ロ コ 

3/23 ワタナベシゲヒロ 

7、 3/23 ノ ジ リ ノ リ コ 

7 3/23 ナカジマアツコ 

7 3/23 トキヤマジュンコ 

7 3/23 ツキアナヨシヒロ 

7 3/24 ス ズ キ エ イ コ 

8 D 3/24 ヤ マ ダ ヨ シ コ 

N o g付曰 寄附者 

81 3/24 マ カ ワ ク ニ オ 

82 3/24 7 エ ダ ケ ン サ ク 

83 3/24 コダマヒロユキ 

84 3/24 厂ライ 

85 3/24 ララ -

86 3/24 スギノヒデシ 

87 3/24 5 ニ ダ ハ ジ メ 

88 3/24 ス卜ウヨウコ 

89 3/24 フカイユウコ 

90 3/24 i 原 幸 三 

91 3/24 B 中 み ち 子 

92 3/24 袁 藤 政 弘 

93 3/24 f 松 克 江 

94 3/24 カマグチカホリ 

95 3/24 I Lウキサダハル 

96 3/24 ナカムラテル才 

97 3/25 流山市議会議員団 

98 3/25 流山市議会 

99 3/25 本 田 修 平 

100 3/24 コウモトユキコ 

101 3/24 青 木 達 之 

102 3/24 イ ト ウ ア キ コ キ ョ ウ コ 

103 3/24 オ ガ ワ シ ゲ コ 

104 3/24 モ チ ヴ キ ヒ ロ ア キ ケ イ コ 

105 3/24 ヨシダトシアキ 

106 3/24 力ワグチカズマサ 

107 3/24 匿名 

108 3/25 ワダツネカズ 

109 3/25 エスリジャパン株式会社 

110 3/25 サイタマケンカワゴエシイマ 

111 3/25 オオサワキヨミ 

112 3/25 シ カ ノ フ ミ 才 

113 3/25 フツコウヲネガツテ 

114 3/25 シンジヨウシコウツウシドウ 

115 3/25 メイジモリモトぜミ 

116 3/25 ナカミナトクミコ 

117 3/25 イ ト ウ ナ ツ エ 

118 3/25 イ イ ム ラ リ エ 

119 3/25 ワタナベヒロエ 

120 3/25 ナカヤマケイゴ 

121 3/25 株式会社エスタ 

122 3/25 マツナミノリコ 

123 3/25 吉岡町役場総務課有志一同 

124 3/25 カナザワマサノリ 

125 3/25 有限会社クサノデンキケイソウ 

126 3/25 コ ウ ヤ ナ ギ タ カ シ シ ガ ケ 

127 3/25 ミヤザキタケシ 

128 3/25 ホ リ イ マ コ ト 

129 3/25 財団法人福島県市町村振興協会 

130 3/26 聖睦会職員及び職員及び関係者一同 

131 3/26 巨人軍鈴木尚広 

132 3/26 筑西市下館小学校 

133 3/26 及 川 節 子 

134 3/26 金 田 一 美 和 子 

135 3/28 サイトウサチコ 

136 3/28 S O U M A S H I G I E N K I N 

137 3/28 ヤ マ グ チ ユ カ 

138 3/28 ルケツテイカオリ 

139 3/28 キ ム ラ カ ズ シ 

140 3/28 カワムラマナブ 

141 3/28 カメノ ノボル 

142 3/28 イシカワヒロエ 

14： 3/28 ドウミツカツヒコ 

144 3/28 カ ン ノ ミ チ オ 

145 3/28 ア ラ キ マ ナ ブ 

146 3/28 タケバヤシヒロオ 

14" 3/28 河 内 明 夫 

14〔 3/28 卜ヤオヒロシ 

14$ 3/28 オ ク マ ナ ナ ミ 

15( 3/28 シミズ 

15 3/28 ハ ヤ シ リ ョ ウ 

15： 3/28 タカノ ノリコ 

15： 3/28 ウラノサトシ 

15' 3/28 モ リ ヨ ウ コ 

15 3/28 オオコシアツシ 

15 3/28 クボサワルミコ 

15 3/28 タテオ力リヨウコ 

15 3/28 オガタシジュウロウ 

15 3/28 ヤマザキマサヨシ 

16 D 3/28 シ ガ ケ ン オ 才 ツ シ ナ ン ゴ 



N o 受付E 寄附者 
16 3/28 米沢市議会 

16 3/28 ヤマグチオサム 
16 3/28 力シマツネヒロ 

16 3/28 才才アミシフサトマチクチョウ力 
16 3/28 タカヤジュンコ 
16 3/28 ソウマシギェンキンアベタ 
16 3/28 株式会社ニ星化学工業 
16^ 3/28 イズミヤタケヒコ 
16J 3/28 コイケトモヤ 
17( 3/28 相 楽 勇 

171 3/28 イズミヤタケシロウ 
172 3/28 ハ タ チ ェ コ 

17： 3/28 サカモトサチコ 
17^ 3/28 ハセガワケイコ 
17£ 3/28 豊岡市 

176 3/28 青梅市民のみなさま（代表安部里恵） 
17/ 3/28 篠（青梅市民） 
178 3/28 吉 田 め ぐ み 
179 3/28 吉 田 さ や か 
180 3/28 A Gスクェア豊川店従業員一同 
181 3/28 恒 松 昭 次 
182 3/28 福 島 県 区 画 整 理 協 会 藁 谷 伸 一 

183 3/28 ササキユウスケ 
184 3/28 イシイイズミ 
185 3/28 モ リ ヨ シ オ 
186 3/28 才 ヌ キ ス ス ム 
187 3/28 ハ タ ヨ シ コ 

188 3/28 カワシマチハル 
189 3/28 コシロケイコ 

190 3/28 オ ノ ユ キ コ 

191 3/28 ナ カ ジ マ カ ズ ノ リ タ ケ コ 
192 3/28 阿 部 正 一 

193 3/28 才才ヒサミツヒロ 
194 3/28 トウキョウムサシノライオンズ 
195 3/28 サ サ キ ツ カ サ 
196 3/29 ミゾグチケンタロウ 
197 3/29 コイノヒカリ 
198 3/29 サカクチショウタ 
199 3/29 株式会社ヤマナカシャツ 
200 3/29 ホウトクドウケンシユイマイ 
201 3/29 才オグロカオリ 
202 3/29 イ ワ タ ミ ツ ョ 
203 3/29 ミチミトモエイ 

204 3/29 カ ト リ タ ツ オ 
205 3/29 ソウマギェンキン 

206 3/29 ムナカタマサアキ 
207 3/29 山 中 絹 子 

208 3/29 山 中 奈 々 
209 3/29 袖ヶ浦市農業委員会 
210 3/29 マツミャトモコ 
211 3/29 ハンダヤスヒロ 
212 3/29 株式会社コスモネツト 
213 3/29 ウイルソンナオコ 
214 3/29 ユ）シキコ一ポレ一ション 

215 3/29 自民党東足都足立区第27支部支部長古性重則 
216 3/29 足立区部課長会 

217 3/29 足立区議会 

218 3/29 鈴 木 営 子 

219 3/29 差草革エ居（玉田眞ニ郎） 
220 3/29 接川市職員互助会 
221 3/29 鹿島印刷所 

222 3/29 度 部 龍 範 幸 子 
223 3/29 カマダダイスケ 
224 3/29 フシミヨシノリ 

225 3/29 力ワカミヒデヒト 

226 3/29 スズキチホコ 

227 3/29 アサヌマシュウ 

228 3/29 ナカワカツェ 

229 3/29 フタナベカツェ 

230 3/29 、タミホコ 

231 3/30 力ワクボコウヘイ 

232 3/30 荀池みゆき 

233 3/30 I：ンドウシゲヒコ 

234 3/30 文カヤナギトモヒロ 

235 3/30 尸カソネヤスタカ 
236 3/30 、カオ力マコト 

237 3/30 フジタサチコ 

238 3/30 E リ ヤ ヨ シ タ カ 

239 3/30 ケオバアヤ 

240 3/30 t"、ソヤセイキ株式会社 

災害義援金 

N o 受付日 寄附者 
24 3/30 キタバヤシシンイチ 
24 1 3/30 ナ カ ヤ ト シ コ 

24 3/30 力ワクボマサミチ 
24 4 3/30 ケ フ ミ ッ コ 

24 3/30 トミヤマカナ 
24 3/30 ウエマッレイコ 

24 3/30 ミズ才チキヨシ 
24J 3/30 サイトウヒデキ 
24( 3/29 ヤ マ キ ミ ッ コ 
25( 3/30 カワバタノボル 
25 3/30 小諸市 

252 3/30 森 田 照 明 泰 子 
25： 3/30 千葉県流山市 
25之 3/30 流山市特別職一同 

25£ 3/30 流山市役所課長会 
256 3/30 流山市役所部長会 
25/ 3/18 ニシゴオリトキコ 

25£ 3/24 小田原市議会 

259 3/31 山 本 島 子 

26C 3/31 カ 卜 ウ ヨ シ コ 

261 3/31 サカモトマサトシ 
262 3/31 斉 藤 隆 夫 

263 3/31 シユトコウデンキメンテナンス 
264 3/31 流山市 

265 3/31 モ リ ヨ ウ イ チ 
266 3/31 株式会社ア_フアクトリー 

267 3/31 生 出 早 苗 
268 3/31 岸 本 紀 昭 
269 3/31 マ エ ダ タ カ コ 

270 3/31 ヤ マ タ キ ヨ コ 

271 3/31 タカハシマサノリ 

272 3/31 トウキヨウフクシマケンジン 
273 3/31 神奈川県藤沢市 

274 3/31 横手市 

275 3/31 吉 田 千 枝 

276 3/31 力スガヨシアキ 

277 3/31 エノモトアツコ 

278 3/31 カ ワ サ キ エ リ 

279 3/31 ッ カ ダ ア ッ コ 

280 3/31 力）タ丁ノセイサクシヨ 
281 3/31 株式会社A D E K A 
282 3/31 コ ト ウ ュ ウ コ 

283 3/31 日本共産党中央委員会 
284 3/31 タ タ ミ ナ エ 

285 3/31 株式会社ニホンメディカルプロ 
286 3/31 江 幡 千 恵 子 
287 3/31 タ ナ カ ミ チ コ 
288 3/31 キ ダ ア キ ラ 
289 3/31 チヨウフシリツジンダイチユ 
290 3/31 コイワヨウヘイ 

291 3/31 才才ニシカズヨ 

292 3/31 カイコクソウキン 
293 3/31 ア ユ セ ヒ ロ コ 

294 3/31 畠 山 悦 郎 
295 3/31 スズキヒロッグ 
296 3/31 志 賀 幸 子 

297 3/31 山 都 町 長 甲 斐 利 幸 
298 3/31 鐘 江 く に 江 

299 3/31 匿名 

300 3/31 礼幌ラーメンどさんこ大将持舘弘道 
301 3/31 福島綜合警備保障 
302 3/31 馬 ハ ル ミ 
303 3/31 バジヨウカイケンシブ 
304 3/31 ソウマシギエンキンヨシダマサヒロ 
305 3/31 大坪克也 

306 3/31 ニノミヤホウトクカイ 

307 3/31 モトブジュンコ 
308 3/31 拒 良 知 章 

309 3/31 アヅマトシオ 

310 3/31 尸 ラ イ ワ オ 
311 3/31 タジマタミコ 

312 4/1 ナオタナホコ 
313 4/1 ラエノトモヒロ 

314 4/1 ノウマシギエンキンサノマサ 
315 4/1 t •タマサコ 

316 4/1 、ヤシキヨウコ 

317 4/1 f ク ラ テ ル ヨ シ 
318 4 / 1 ； f ガ タ ヒ デ オ 
319 4/1 ノウマシギエンキンヨコヤマ 
320 4/1 f コ マ ダ イ ス ケ 

204 



災害義援金 

N o 受付日 寄附者 

321 4/1 ワタナベツヨシ 

322 4/1 ナイ卜ウジュンコ 

323 4/1 ナイトウカズキ 

324 4/1 ナイ卜ウミドリ 

325 4/1 ウェノサイキチ 

326 4/1 イケダキイチ 

327 4/1 ミヤサカシンジ 

328 4/1 モトヤマリョウスヶ 

329 4/1 モリタヨウイチ 

330 4/1 サトウカネ 

331 4/1 カンノヤスコ 

332 4/1 マ ツ ダ ウ ニ 

333 4/1 アキニアワマサユキ 

334 4/1 ヨコヤマカズモリ 

335 4/1 イアマフクユキ 

336 4/1 ヤマカワヒデカズ 

337 4/1 ヤスカワシマ 

338 4/1 ワラガイタダシ 

339 4/1 匿名 

340 4/2 立 谷 泰 久 

341 4/2 野 ロ 三 枝 子 

342 4/2 高 橋 ュ リ 子 

343 4/2 (株）リゾン 

344 4/2 奥多摩町選挙管理委員会 

345 4/2 加 藤 直 樹 

346 4/2 山 久 保 美 佐 子 陽 希 

347 4/2 足立区東渕江小学校P T A 会 長 中 村 範 男 

348 4/2 大 井 博 之 

349 4/3 山本裕紀、直美、千陽 

350 4/3 信濃町認定農業者協議会 

351 4/3 門 馬 宏 和 

352 4/1 テラシマアキラ 

353 4/1 ナガオヤキタホウリツジムショ 

354 4/1 コオリシンジ 

355 4/1 マスナガミツコ 

356 4/1 アラアキヒロ 

357 4/1 タカハシミミコ 

358 4/1 チェンライ日本人会 

359 4/4 サトウヒサイチ 

360 4/4 イシワタヒロユキ 

361 4/4 キシシタキョウコ 

362 4/4 ササキナツミ 

363 4/4 ソウマシギェンキン才才ワタ 

364 4/4 ソウマシギェンキンサトウ 

365 4/4 タジリアュミ 

366 4/4 アオキトシアキ 

367 4/4 ギフノイケダシュウイチ 

368 4/4 サトウヒサコ 

369 4/4 サトウュウコ 

370 4/4 ハギハラジェイソン 

371 4/4 タダマチコ 

372 4/4 サ キ ケ ン 

373 4/4 力シワミドリライオンズクラブ 

374 4/4 タカサキカズヨシ 

375 4/4 スギフミヒコ 

376 4/4 サトウカズヒコ 

377 4/4 ローモンドカントリークラブ 

378 4/4 モ リ サ ツ キ 

379 4/4 半 沢 隆 

380 4/4 静岡県裾野市今里共有会 

381 4/4 静岡県裾野市久根区 

382 4/4 静岡県裾野市平成15年度西地区区長会 

383 4/4 静岡県裾野市民芸衆団奏鳴曲 

384 4/4 静岡県裾野市ぽ良財産区管理者裾野市長大橋俊ニ 

385 4/4 静岡県裾野市渫良地区区長会 

386 4/4 裾野市議会親睦会 

387 4/4 サナダトオル 

388 4/4 ナガタマド力 

389 4/4 ミウラヨシェ 

390 4/4 タナカタツヨ 

391 4/4 タナカタツヨ 

392 4/4 ウチダフミコ 

392 4/4 ニノミヤチクウシシユべツホウ 

394 4/5 ハママツケンイチ 

39£ 4/5 マツムラオサム 

396 4/5 イシイシゲノリ 

39" 4/5 イシヤマェイコ 

39? 4/5 モトキレイコ 

m 4/5 ワタナベユキヒデ 

40C 4/5 クラタマサル 

N o 受付曰 寄附者 

401 4/5 タカイマモル 

402 4/5 コウライキヨウタ 

403 4/5 ギエンキンヨサコイトウカイ卜 

404 4/5 ミナミダテヨシノリレイコ 

405 4/5 サケマルイレブンダイヒヨ 

406 4/5 アンドウチハル 

407 4/5 力.アルフサービス 

408 4/5 井本商運（株）代表取締役社長井本隆之 

409 4/5 酉 井 悦 子 

410 4/5 西 郷 和 夫 

411 4/5 寺 田 文 夫 

412 4/5 アオキナオ卜 

413 4/5 財団法人福島民報厚生文化事業団 

414 4/6 ハ タ ケ イ コ 

415 4/6 壮瞥町 

416 4/6 ホウトクダイコノカイダイ 

417 4/6 はあと_デザイン建築事務所綿谷裕明 

418 4/6 レインボータウンエフエム放送（株）リスナ 同 

419 4/6 株式会社タクマ 

420 4/6 米 子 プ リ ン ト 社 難 波 収 

421 4/6 福 村 建 設 福 村 徹 

422 4/6 ホスピタウウン医療法人真誠会小田貢 

423 4/6 門 馬 ハ ル ミ 

424 4/6 ミサワセンキヨカンリイインカ 

425 4/6 ROBERT A GREENBERG MD 

426 4/6 MOREL BRUNO 

427 4/6 カネダヨシノ 

428 4/6 イシジカメグミ 

429 4/6 カナザワクミツウラミナミ 

430 4/6 タカハシチアキ 

431 4/6 ナカムライツチユウ41ネンド 

432 4/6 ナカタサナエ 

433 4/6 タカハシヒロシ 

434 4/7 相馬あしがら尊徳の会 

435 4/7 ソウマシサイガイギエンキン 

436 4/7 メグ•ジュンイチ 

437 4/7 ミズモトヒデカツ 

438 4/7 アマノシノブ 

439 4/7 ミナミノタカシ 

440 4/7 シマダマサヒロ 

441 4/7 カンノシズコ 

442 4/7 ヨネモトユミコ 

443 4/7 ユ）ケイアンドエム.トレイテ 

444 4/7 金 原 成 圭 _ 戻 子 

445 4/7 奥 村 秀 哉 

446 4/7 A D E K A 労 働 組 合 

447 4/7 テスコ株式会社 

448 4/7 瀬戸屋敷ひなまつり実行委員会 

449 4/7 スガワラセンタ 

450 4/7 シノハラセイジ 

451 4/7 テラダシゲ卜 

452 4/8 萩 原 知 章 

453 4/8 エビハラノブカズ 

454 4/8 ナカイエダイシン 

455 4/8 ぽ 澤 美 由 紀 

456 4/8 力ワグチユキオ 

457 4/8 ユ）ア才キシヨウテン 

458 4/8 イトウユキコ 

459 4/7 MARCEし〇 PIG し IAPQC O 

460 4/8 有限会社嵯峨コーポレーション 

461 4/8 橋 本 茂 代 

462 4/8 コスモ精機株式会社 

463 4/8 匿名希望者 

464 4/8 宍 戸 昇 照 子 

465 4/8 中 川 源 美 

466 4/8 秋 山 健 一 

467 4/8 Sandora Donoso 

468 4/8 走馬is： 

469 4/8 真如苑 

47C 4/8 荒 川 淳 綾 乃 裕 

471 4/9 紺 野 広 一 

472 4/9 津 藤 潔 

47： 4/9 殿 畑 典 弘 

474 4/9 二宮ありの会 

47E 4/9 永 久 保 延 ニ 

476 4/10 佐 藤 慶 一 

47" 4/10 鈴 木 勝 也 

47J 4/10 井 口 満 宏 

47̂  4/10 アトリエさんく 

48C 4/10 釘貫、毛利 



N o 受付E 寄附者 
48 4/10 木 下 ひ と み 
4化 4/10 局 橋 博 
48： 4/10 小田原市 
48ビ 4/10 日光清風塾 
48J 4/8 イマダトシアキ 
486 4/8 イシヤマアキコ 
48" 4/8 ハセガワシゲミホ力 3メイ 
48£ 4/8 クリヤマジュン 
48£ 4/8 国土交通省道路局総務課 
49C 4/8 ヨシイサチコ 

491 4/11 サトウマサコ 
492 4/11 全国友の会中央部 
493 4/11 卜べワタル 

494 4/11 シンカイマサアキ 
495 4/11 マツシタヨウジ 
496 4/11 ホリナ力クミ 
497 4/11 丁ルヤヨウコ 
498 4/11 スギモリトシオ 
499 4/11 イシヤマユウイチロウ 
500 4/11 ソウマシゲュキ 
501 4/11 ホンダムネハル 
502 4/11 昭和電工株式会社 
503 4/11 ヒキチュウコ 

504 4/11 タカハシタツヤ 

505 4/11 丁ラ才力フアシリテイーズ 

506 4/11 シブサワチアキ 
507 4/11 福島民友愛の事業団 
508 4/11 持 舘 孝 幸 

509 4/11 齊 藤 正 次 
510 4/11 粕 谷 利 子 
511 4/11 宍 尸 重 雄 
512 4/11 佐 藤 純 
513 4/11 佐 藤 藤 清 
514 4/11 トールペイントアグノリア田中 
515 4/11 斉 藤 史 子 
516 4/11 山 川 正 博 
517 4/11 鈴 木 亜 聖 
518 4/11 中島ストア 
519 4/11 (株）フ^—ラムエイト有志一同 

520 4/11 伊 藤 裕 ニ 

521 4/11 流山市原新田青年会 
522 4/11 流山市役所建設技術協会 
523 4/11 三六法G会 
524 4/11 イ ガ ラ シ キ ミ コ ク ミ 
525 4/11 アベノブュキ 

526 4/12 フルオヤミツヒロ 
527 4/12 モリテツヤ 
528 4/12 スギモトマサヒロ 
529 4/12 エンドウミツノリ 
530 4/12 イツチユウ41ネンソツサトウ 
531 4/12 力）カナイサンギヨウ 
532 4/12 ミウラヨウコ 

533 4/12 初 代 栃 東 志 賀 駿 男 
534 4/12 松 本 文 和 
535 4/12 富双電気（株）オーナー佐藤博 

536 4/12 ZORAN RAJK0VIC 
537 4/12 ヨコス力ヨシエ 

538 4/13 ヨシムラシンゴ 
539 4/13 クドウセイイチ 
540 4/13 カネミネミノル 
541 4/13 フクダヨウコ 
542 4/13 サナダヤスハル 
543 4/13 アソコウイチ 

544 4/13 キノシタタカコ 

545 4/13 大樹町役場三役 
546 4/13 大樹町民からの義援金 

547 4/13 大樹町農業委員会委員懇話会 
548 4/13 大樹町議会議員会 
549 4/13 大樹町役場管理職会 
550 4/13 大樹町立病院医局会 
551 4/13 大樹町職員一同 

552 4/13 オクヤアマミツル 
553 4/13 ナカニシヨウスケ 

554 4/13 片原永貢子 
555 4/13 山 田 宏 亨 

556 4/13 Jヽ田原おでん有志の会 

557 4/13 論島市（全国市長会経由） 

558 4/13 北斗市（全国市長会経由） 

559 4/13 タカハシヨシヒロ 

560 4/13 瑕 本 俊 明 

災害義援金 

N o 受付E 寄附者 
56 4/13 スイサントシキヨウギカイ 
56. 4/13 タカツカノリオ 
56： 4/13 サカイウメコ 
56^ 4/14 タテ才力ミカコ 
56J 4/14 紺 野 浩 ー 

56f 4/14 局 橋 甲 
56" 4/14 ムラタタカコ 
56〔 4/14 スミダコーポレーション株式会社 
56C 4/14 カマタシヨウレイ 
57C 4/14 SHAOREN G0U 
571 4/14 才オサクュタカ 

512 4/14 サワムラキヨミ 
57： 4/14 才力ムラヒロユキ 

574 4/14 吉野石膏株式会社代表取締役須藤永一郎 
575 4/14 相馬商事株式会社 
576 4/14 イナガキシオリ 
577 4/14 ャギヌマヒデオ 
578 4/14 瀧 澤 功 光 子 
579 4/14 藤 田 明 
580 4/14 沖 見 智 子 
581 4/14 中塚智子 (故山ロ道然御会葬の皆様） 
582 4/15 十津川村 

583 4/15 裾野市 

584 4/15 イドトシノリ 
585 4/15 クサノヨシヒサ 
586 4/15 力）メイセイシャインイチド 
587 4/15 力アイセイジ 

588 4/15 茂木町議会一同 

589 4/15 茂木町職員一同 

590 4/15 岡山の桃太郎 
591 4/15 佐 々 木 正 良 
592 4/15 志 賀 隆 雄 
593 4/16 東京都健康長寿医療センター 

594 4/16 大 木 美 保 子 
595 4/16 中 島 哲 史 

596 4/17 匿名 

597 4/17 ビーズバザール 

598 4/17 局 橋 洋 ー 

599 4/17 木 下 ひ と み 
600 4/17 オ フ ィ ス さ ん く 後 藤 謙 次 
601 4/15 シオザキナミエ 
602 4/15 シラオタニマキコ 

603 4/15 才才ヌマアサコ 

604 4/18 力）コウシンセイコウジヨロ 
605 4/18 カワシマテツペイ 
606 4/18 ゲロシシヨウボウダンチヨ 
607 4/18 カネコジュンイチ 
608 4/18 オオニシュウャ 
609 4/18 ワタナベケイ 

610 4/18 モリヨシハルナカムラダイイ 
611 4/18 モリタエコチバケンフナハ 
612 4/18 アキモトナオトシ 
613 4/18 B光市 
614 4/18 (有）アラン 

615 4/18 飯 野 由 美 子 
616 4/18 株式会社シー•エス_シー 

617 4/18 株式会社シー•エス_シー社員一同 

618 4/18 荒 井 ニ 郎 

619 4/18 下郷町 

620 4/18 ケンビャ（力 
621 4/18 シブャキミヨシ 
622 4/18 ワタナベヒデコ 

623 4/18 カワダスミエ 

624 4/19 フジワラユウイチ 

625 4/19 龍ヶ崎市 

626 4/19 キクイリヨシコ 

627 4/19 第一法規株式会社 

628 4/19 サトウトシヒロ 

629 4/19 コタニ ノリユキ 

630 4/19 ヒライ 

631 4/19 ソウマュウスケ 

632 4/19 ミャムラヒデヒラ 

633 4/18 サイトウサチコ 

634 4/18 エイバャシサチコ 

635 4/19 寺別養護老人ホ一ム北上の郷 

636 4/19 1 頭 れ い 
637 4/19 キャンベルジヨン 

638 4/19 フルカワクニコ 

639 4/19 、ノレタセイロウ 

640 4/19 タカオ力トシカズ 



災害義援金 

N o 受付曰 寄附者 

641 4/19 ヨコタマサコ 

642 4/20 ヨシダケイスケ 

643 4/20 共英製鋼株式会社 

644 4/20 匠サポートサービス株式会社 

645 4/20 匿名 

646 4/20 長谷川稔事務所 

647 4/20 成松 

648 4/20 イイジカサェコ 

649 4/21 株式会社ジェイェスピー 

650 4/21 シブヤキミヨシ 

651 4/21 株式会社プロメディア 

652 4/21 市川運送市川次彦 

653 4/21 原 田 ヒ ロ シ 

654 4/21 菊 地 光 男 

655 4/21 柳下商事 

656 4/21 加 賀 重 三 

657 4/21 斉 藤 稔 

658 4/21 松 岡 敬 之 

659 4/21 アオキクニヒロ 

660 4/21 スズキアズサ 

661 4/21 モトヤマミチコ 

662 4/21 アルヤマアイ 

663 4/21 星 野 雅 夫 

664 4/21 東京都教職員組合足立支部 

665 4/21 野 辺 陽 子 

666 4/21 清 水 戻 雄 

667 4/21 野 澤 キ ヨ 子 

668 4/21 家庭倫理の会足立区会長櫻井春子 

669 4/21 社団法人日本善行会東京都足立支部 

670 4/21 足立区子育てアドバィザー連絡会会長掛川秀子 

671 4/21 坂 田 道 夫 

672 4/21 鈴 木 恒 年 

673 4/21 複 本 清 太 郎 

674 4/21 佐 久 間 俊 一 

675 4/21 株 式 会 社 建 匠 代 表 取 締 役 塚 越 伸 博 

676 4/21 芝園開発株式会社代表取締役海老沼孝ニ 

677 4/21 田 中 榮 ー 

678 4/21 梅 田 上 町 睦 会 長 渋 谷 哲 彦 

679 4/21 足立区硬式野球連盟代表飯塚克己 

680 4/21 東和四丁目自治会会長村越鍾ニ 

681 4/21 株式会社似鳥工務店協力会グループ N T S 

682 4/21 ミハタ電設株式会社代表取締役畠山久夫 

683 4/21 下 田 尚 保 

684 4/21 杉 本 義 昭 

685 4/21 満 車 会 会 長 小 林 満 

686 4/21 ニツコウシヒラガサキチヨウシ 

687 4/22 米 本 和 弘 

688 4/22 田 代 清 

689 4/22 鈴 木 聡 

690 4/22 驗 河 友 香 

691 4/22 涌 井 邦 浩 

692 4/22 鈴 木 営 子 

693 4/22 ほっともっと沖ノ内店 

694 4/22 匿名 

695 4/23 裾野市富岡地区区長会 

696 4/23 裾野市富岡地区富岡連合商店会 

697 4/23 N P O 法 人 地 球 再 生 計 画 

698 4/24 西 井 英 恵 

699 4/24 伊 藤 洋 史 

700 4/25 ワダツネカズ 

701 4/25 タチヤアズサ 

702 4/25 カクノブユキ 

703 4/25 タケザワカツヒコ 

704 4/25 バ バ ミ チ エ 

705 4/25 イシヤマユウイチロウ 

706 4/25 タグチケイコ 

707 4/25 沖縛ダィビング協同組合 

708 4/25 浅 野 大 輔 

709 4/25 キンセイマテック株式会社社員
_

同 

710 4/25 山和建設株式会社 

711 4/22 株式会社ナガホリ 

712 4/25 オ ォ バ ア ヤ 

713 4/25 モリタダイスケ 

714 4/25 寺 島 弘 樹 

715 4/25 オーレンヴィル市（フランス） 

716 4/25 モリタレイスケ 

711 4/25 フシミカオリ 

71£ 4/25 チ リ タ ェ コ 

71£ 4/26 バ バ レ イ コ 

72C 4/26 イトウアキコ 

N o 受付曰 寄附者 

721 4/26 スズキマナェ 

722 4/26 ワカマツリェ 

723 4/26 ハシモ卜キミコ 

724 4/26 ニ シ マ サ オ 

725 4/26 オダカジュク 

726 4/26 アイサワカオリ 

727 4/26 シークラブシェア 

728 4/26 有限会社オオタ設備代表取締役太田弘ー 

729 4/26 小国町民盛研究会 

730 4/26 テツ•力トモコ 

731 4/26 シシドマサテル 

732 4/27 株式会社シンコウ 

733 4/27 本 間 美 奈 子 

734 4/27 大 森 優 

735 4/27 小 林 義 治 

736 4/27 森 田 ェ リ 子 

737 4/27 有限会社明星相馬グランドホール 

738 4/27 新日本婦人の会中央本部 

739 4/27 足立区西荒井西町会 

740 4/27 美保姿きもの学院代表取締役三浦淳一 

741 4/27 足立区議会議員白石正輝 

742 4/27 石 原 朋 弘 

743 4/27 富岡市商店街連合会、富岡市商店街サービス事業協同組合 

744 4/27 中村フミ 

745 4/27 (株）丨h丨エアaスペースrはやぶさ回収カプセル播還成功j功労表彰被表彰者一同 

746 4/27 パアトナアチバデグチ 

747 4/27 ハンダツトム 

748 4/27 モリヤヨシタカ 

749 4/27 長野県小諸市 

750 4/27 株式会社I H I 

751 4/28 半 田 勝 利 

752 4/28 松 本 暁 洋 

753 4/28 岡 田 三 枝 子 

754 4/28 岡 田 早 織 

755 4/28 流山市農業委員会 

756 4/6 S1PILA J0RNIA 

757 3/31 L0MBARD0 ANT0NELL0 

758 4/29 横 山 理 恵 

759 4/29 伊那市 

760 4/30 内 野 邦 康 

761 4/30 財団法人道路開発振興センター有志一同 

762 4/30 古 川 洋 

763 4/30 西 尾 佳 久 

764 5/1 team-G s u r f代表有山勇大 

765 5/1 渡 辺 英 夫 

766 5/2 斉 藤 利 恵 

767 5/2 木下 

768 5/2 岸 田 雅 子 

769 5/2 井 上 君 江 

770 5/2 池 田 久 夫 • 裕 子 

771 5/2 島 田 靖 孝 

772 5/2 杉 山 竹 生 

773 5/2 長 谷 川 久 美 

774 5/2 J E W E し 

775 5/2 播 磨 敬 和 

776 5/2 狩 野 千 枝 子 

777 5/2 テラダキハチロウ 

778 5/2 イワイマサュキ 

779 5/2 シイキヒロシ 

780 5/2 ウエノトモヒロ 

781 5/2 ホンマノブュキ 

782 5/2 流山市 

783 5/2 七尾市（全国市長会経由） 

784 5/2 カワモトジュンコ 

785 5/2 ムラヤマサトミ 

786 5/2 ナカジマヒロマサ 

787 5/2 ミヤヤマヒロシ 

788 5/3 株式会社モード 

789 5/3 中 村 光 一 

790 5/3 松 村 一 夫 

791 5/4 匿名 

792 5/4 四 本 松 健 

793 5/4 山 形 洋 子 

794 5/4 株式会社嶋田建設 

795 5/4 有 賀 し の ぶ 

796 5/4 小 関 正 志 

m 5/4 閻魔堂 

m 5/4 渡 辺 ひ ろ み 

m 5/6 東 海 林 和 夫 

80C 5/6 森 谷 京 子 
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N o 受付曰 寄附者 
801 5/6 大阪あすなろ会 
802 5/6 上 中 克 範 
803 5/6 三 木

_

之 
804 5/6 谷 元 新 治 
805 5/6 渡 部 貴 洋 
806 5/6 吉 田 雅 子 
807 5/6 門 馬 仁 
808 5/6 ヨシダマユミ 

809 5/6 株式会社大沢事務所 
810 5/6 カマイシケイコ 
811 5/6 株式会社シコクフォーム 

812 5/6 タダルミコ 

813 5/7 曰高とよ子 

814 5/7 福井岡ij 

815 5/7 沼 田 美 紀 

816 5/7 キクチマサノリ 
817 5/7 スギムラタカオ 

818 5/8 四 本 松 秀 

819 5/9 アイタヒカル 
820 5/9 ウスイミサト 
821 5/9 アビコぜンイチロウ 
822 5/9 封 馬 晃 

823 5/9 福 原 進 
824 5/9 広 部 尚 武 
825 5/9 島 義 重 

826 5/9 加 藤 祐 輔 

827 5/9 加 藤 弘 

828 5/9 日本橋の人形町有志一同 

829 5/10 本 郷 光 一 

830 5/10 サンギヨウブンカフエステイ 
831 5/10 力トウイクエ 

832 5/10 ARTHUR AND Y0RIK0 MARSHALL 
833 5/11 ノハタヒロ 

834 5/11 タカハシマコト 
835 5/11 マスダアヤコナカムライツチ 
836 5/11 才 チ ミ エ 

837 5/11 力スガヨシユキ 
838 5/11 チバイチカワシヨウボ2 3 
839 5/11 スズキエイコ 

840 5/11 林 玲 子 

841 5/11 門馬ハノレミ 
842 5/11 A N T 〇 N I 〇 G A し I N D E Z M A R M I N G O 
843 5/11 全国地域人権運動総連合 
844 5/11 ムネムフヨウイチ 
845 5/12 サトウヒロユキ 

846 5/12 川 口 幸 恵 

847 5/12 佐 藤 貞 雄 

848 5/12 多米裕太郎、西田周平 
849 5/12 雁 畑 康 男 
850 5/12 桜川市区長会連合会 
851 5/12 ヒライソカツミ 
852 5/12 タカアラ卜シカツ 
853 5/13 マツモトミドリ 

854 5/13 ヒキチユウコ 

855 5/13 ホシノマサオ 

856 5/13 一 條 知 康 

857 5/13 全国議会議長会 

858 5/13 斎 藤 俊 美 

859 5/13 社会福祉法人富岳会職員一同 

860 5/13 株式会社フジヤマリゾート 

861 5/13 医療法人聖陵会 

862 5/16 ヘアーデザインビームス 

863 5/16 鳴 尾 美 佐 子 

864 5/16 古 川 順 子 

865 5/16 山 雄 健 次 
866 5/16 荒 義 明 

867 5/16 タダノキョウコ 

868 5/16 フルヤママサアキ 

869 5/16 マツモトキヨシホールディングス株式会社エムケイ東日本販売 

870 5/16 シバヤマリョウコ 

871 5/16 ミツイヒロスケ 

872 5/17 かずさスタイル推進協議会会長石川のりひさ 
873 5/17 長 島 静 枝 • 増 田 光 世 
874 5/17 市 川 弘 _ 市 川 孝 子 

875 5/17 稲城市理事者部長会•課長協議会 

876 5/17 テスコ株式会社代表取締役会長高橋久治 
877 5/17 フルカワクニコ 

878 5/17 ワタナベヒロノリ 

879 5/17 足立ケアコミュニティそよ風 

880 5/17 千住中央懇話会会長鈴木秀夫 

災害義援金 

N o 受付曰 寄附者 
881 5/17 鈴 木 秀 夫 
882 5/17 株式会社サンべルクス 
883 5/17 株式会社サンべルクス従業員’来客者のみなさま 
884 5/17 株式会社花徳 
885 5/17 株式会社花徳従業員一同 

886 5/17 伊 藤 敢 
887 5/17 S Cクラブ 
888 5/17 { 葦 の 会 代 表 田 ロ 芳 子 
889 5/17 高 場 芳 枝 
890 5/17 広 井 久 子 
891 5/17 トラマツユウシ 

892 5/18 DOS A I N C 
893 5/18 田 中 徳 郎 
894 5/18 平 野 茂 
895 5/18 サイトウサチコ 

896 5/18 オ ノ タ ケ シ 

897 5/19 ミズ才チサトシ 

898 5/19 越河駅前盆踊り実行委員会 
899 5/20 イシヤマユウイチロウ 
900 5/20 サツポロテイネB A G D A D S 
901 5/20 有限会社マインドホープ佐々木幹夫 
902 5/20 酒 匂 区 自 治 会 会 長 川 瀬 正 揚 
903 5/20 村 田 秀 美 
904 5/20 多摩美装興業株式会社 
905 5/20 キツタキミヒト 
906 5/23 タチヤシンタロウ 

907 5/23 三 浦 海 士 
908 5/23 s t u d i o i D e y 多 閔 記 江 
909 5/23 草津市草津学区民生委員児童委員協議会中村陽子 
910 5/23 吉 浜 昭 夫 

911 5/24 安 野 東 生 

912 5/24 旬 菜 ェ 戻 大 喜 安 原 純 

913 5/24 児 玉 迅 
914 5/25 マ ツ ヤ ス シ 
915 5/25 ェイチェ一ピー 

916 5/25 セキネユウゴ 

917 5/25 ホンマノブユキ 
918 5/25 ワダツネカズ 
919 5/25 フクシマナオコ 

920 5/25 トリイケンイチ 
921 5/26 千木良よし子 
922 5/26 柴 譲 一 郎 

923 5/26 サクヤマシヨウニカクリニック 

924 5/26 株式会社ミズノマシナリー 

925 5/26 フぜキアキノブ 

926 5/26 サトウヨシェ 

927 5/26 タカハシマサノブ 

928 5/26 イトウアキコ 
929 5/27 株式会社ぎょうせい 
930 5/27 ワタナベマサトシ 

931 5/27 キムラテルコ 

932 5/27 ハヤシケイコ 

933 5/27 株式会社アズノウアズ 

934 5/27 サカモトヒロコ 

935 5/27 花 沢 悦 子 

936 5/27 ダイナミックゴルフ成田山ロスクール生一同 

937 5/28 教法寺佛教婦人会 

938 5/28 西本願寺上川南組 

939 5/28 教 法 寺 千 葉 考 史 

940 5/28 山 本 直 美 

941 5/28 福島県巾議会議長会会長 

942 5/30 モリヤヨシタカ 
943 5/30 イナガキヨシカズ 
944 5/30 ムラヤマサトミ 

945 5/30 アルバス写真ラボ 
946 5/30 荒 祐 

947 5/30 村 田 隆 

948 5/30 ス ガ ミ キ コ 

949 5/30 トウキヨウカタバサミサンシカイ 

950 5/31 中 西 武 夫 

951 5/31 ミウラヨウコ 

952 5/31 プログレ震災チャリテイシルバ一ェレファント増田 

953 5/31 増 戸 美 幸 

954 6/1 村 田 秀 美 
955 6/1 吾妻健治 •富美子 

956 6/1 相馬電器商工組合 

957 6/1 ロ一モンドカントリークラブ 

958 6/1 シロタニマキコ 

959 6/1 ゴトウトオル 
960 6/1 イコマダイスケ 



災害義援金 

N o g付曰 寄附者 

961 6/2 丨丨ロ義男 

962 6/2 冷 木 英 之 

963 6/2 j •カジマヒロマサ 

964 6/2 f シ カ ワ ア キ ラ 

965 6/2 jヽ料理屋彌次喜多 

966 6/3 日 本 郵 政 墓 金 会 代 表 片 野 健 一 

967 6/3 居野市観光協会 

968 6/5 B ロ 哲 郎 聡 子 

969 6/6 b口藤克彦 

970 6/6 寨 田 正 局 

971 6/6 法式会社メイプルイングリツシュスクール 

972 6/6 J \柳敏弘 

973 6/6 ( 4 藤あい子 

974 6/6 栗 原 晃 広 

975 6/6 ワタナベタクヤ 

976 6/6 フクロ ノブコ 

977 6/6 イ ヴ チ ハ ル キ 

978 6/6 イナバクニヒコ 

979 6/7 H E Y KO H 

980 6/7 斉 藤 寛 

981 6/7 スズカワシヨウコ 

982 6/7 トミトリケイジュ 

983 6/8 本 郷 光 一 

984 6/8 石市パ一クコ、ルフ会会長植木五市 

985 6/8 永 井 華 子 

986 6/8 タナカヒロタロウ 

987 6/9 曰本大学オンボロ歩兵隊隊員一同 

988 6/9 セイシンジヨガクイン 

989 6/10 高 崎 隆 ニ か ご し ま 5 0人会 

990 6/10 但 野 光 良 

991 6/10 相 馬 民 謡 保 存 会 支 部 連 合 会 代 表 米 倉 昌 

992 6/10 鈴 木 秀 志 

993 6/13 エ 藤 紀 子 

994 6/13 中 村 誠 

995 6/10 島 崎 貴 光 

996 6/10 力スガヨシユキ 

997 6/10 曰本共産党中央委員会 

998 6/13 サトウヒロユキ 

999 6/13 ヒタチアプライアンス 

1000 6/14 ヒキチユウコ 

1001 6/14 ソウマユウスケ 

1002 6/14 ヨネダアキコ 

1003 6/14 サトウヒデアキ 

1004 6/14 畑 由 子 

1005 6/15 ニシガキマュミ 

1006 6/15 クニシゲ 

1007 6/15 山 本 小 枝 子 

1008 6/16 扇 田 智 成 

1009 6/16 澹 田 輝 夫 

1010 6/16 ホ シ ノ マ サ オ 

1011 6/16 ヨコヤマクニオ 

1012 6/16 バヌアツ共和国の人々 、バヌアツ日本人会、日本バヌアツ親善協会 

1013 6/16 N P O法人日本バヌアツ親善協会代表大数加蕃信 

1014 6/17 裕 遊 会 代 表 山 内 裕 ニ 

1015 6/17 斉 藤 元 宏 

1016 6/17 笛 木 正 明 

1017 6/18 大 和 孝 子 

1018 6/18 積和建設東東京株式会社 

1019 6/18 真 殿 珠 理 

1020 6/20 イシヤマユウイチロウ 

1021 6/20 ワ ダ ツ ネ カ ズ 

1022 6/20 有限会社嵯峨コーポレーション 

1023 6/21 白 石 健 ニ 

1024 6/21 マイルストーン総合法律事務所弁護士児玉晃一 

102E 6/21 落 合 源 三 

1026 6/21 ミウラカズエ 

1021 6/21 イ ケ べ シ ン ジ 

102£ 6/21 ミヤギクマサン.力 

102£ 6/22 マ ツ イ ナ ミ 

103C 6/22 イケダタカアキ 

1031 6/22 ハヤカワアケミ 

103^ 6/22 フルカワクニコ 

103： 6/22 関 場 愛 子 

103之 6/23 コバヤシシンイチ 

mi 6/23 ワカヤマジヤンジヤンヨコ 

103( 6/23 株式会社中村印刷 

103" 6/23 匿名 

103{ 6/24 麻生飯塚ゴルフ倶楽部 

103 6/24 脇 坂 秀 ニ 

104 6/27 戸 田 市 水 道 協 同 組 合 代 表 理 事 市 村 勉 

N o 受付曰 寄附者 

1041 6/27 ； 糾 江 町 会 自 治 会 連 合 会 会 長 澤 田 栄 介 

1042 6/27 有 限 会 社 か み や 代 表 取 締 役 佐 藤 慎 一 

1043 6/28 吾 酒 屋 志 布 志 オ 一 ナ 一 前 迫 和 子 

1044 6/28 ナトウヨシエ 

1045 6/28 ミヤモトアキコ 

1046 6/28 < ト ウ ア キ コ 

1047 6/28 “ラヤマサトミ 

1048 6/28 スズキエイコ 

1049 6/28 ナカシマテルミ 

1050 6/28 ナイトウサチコ 

1051 6/28 アラセキヨシアキ 

1052 6/28 会福祉法人産経厚生文化事業団 

1053 6/29 UTT FOR JAPAN共催カリ3ンコンサ-ト則定まり•松江万里子 

1054 6/29 藉 藤 慎 太 郎 

1055 6/29 桑 田 俊 一 

1056 6/29 モリヤヨシタカ 

1057 6/29 昧 式 会 社 ニ ッ ク 代 表 取 締 役 社 長 松 浦 豊 喜 

1058 6/29 ナカミナトリエ 

1059 6/29 ソウマシサイガイギエンキン 

1060 6/30 ケンビヤ株式会社 

1061 6/30 旭 雷 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 八 巻 正 隆 

1062 7/1 力ネオ力メグミ 

1063 7/1 草 木 染 伝 習 所 山 崎 樹 彦 

1064 7/1 富岡甘楽危険物安全協会 

1065 7/1 富岡市からの義援金 

1066 7/1 コウノササ卜シ 

1067 7/1 柴 田 昌 代 

1068 7/2 荒 安 明 

1069 7/2 吉 井 伸 ニ 

1070 7/4 日光清風塾 

1071 7/4 長岡rfi土木部_ 

1072 7/4 植 村 俊 広 

1073 7/4 佐 藤 あ い 子 

1074 7/4 ACT FOR JAPAN BE 松江 

1075 7/5 ギエンキン 

1076 7/5 ウノジュン 

1077 7/6 ナカニシカオル 

1078 7/7 井 上 尚 

1079 7/7 本 郷 光 一 

1080 7/8 内 山 直 哉 

1081 7/8 田 仲 雅 彦 

1082 7/7 タ ナ カ サ オ リ 

1083 7/8 イ ザ ワ ノ リ コ 

1084 7/8 学校法人鳥海学園弘道幼稚園 

1085 7/8 梅 田 親 睦 会 会 長 梅 沢 賢 

1086 7/8 有限会社オートサービス足立 

1087 7/8 高 島 義 雄 

1088 7/8 金 子 嘉 雄 

1089 7/8 足立区更生保護女性会会長瀬田貞子 

1090 7/8 家庭倫理の会足立区会長櫻井春子 

1091 7/8 K I T ク ラ ブ 2 1 

1092 7/8 東京都教職員組合足立支部 

1093 7/8 株式会社建匠ゴルフ会代表塚越伸博 

1094 7/11 有 限 会 社 ア ク ト 代 表 取 締 役 山 田 典 央 

1095 7/11 奈 良 か よ 子 、 高 原 初 江 

1096 7/11 相 馬 富 士 子 

1097 7/11 カ ル ピ ア 美 保 

1098 7/11 牌やまとダイニング 

1099 7/11 待 井 正 司 

1100 7/11 田ロ建設鞠 

1101 7/11 有限会社荒造園工業 

1102 7/11 たちや動物病院 

1103 7/11 ヒキチュウコ 

1104 7/11 力スガヨシュキ 

1105 7/12 荒 川 仁 

iioe 7/12 小 貫 隼 男 

1101 7/13 マイルストーン総合法律事務所弁護士児玉晃ー 

110£ 7/13 荒 ヨ リ 子 

110£ 7/14 中 村 民 子 

111C 7/14 福島県社会保険労務士会 

1111 7/14 エンドウトシオ 

111( 7/14 カタハラエクコ 

111： 7/14 ホ シ ノ マ サ オ 

11 口 7/14 目 黒 武 史 

111J 7/14 オガタジュンイチ 

111( 7/14 キタ才力ュウコ 

111' 7/15 菊 地 昇 

111( 7/15 ル-へ'ン化粧品入間サロン中根 

111 7/15 ニホンデンシケイサンキ株式会社 

112 7/16 加 藤 弘 



N o 受付曰 寄附者 
112 7/16 櫻田産業株式会社従業員 
112i 7/18 大 橋 幸 雄 
112： 7/18 水 本 真 弘 
112ピ 7/19 晶 木 敏 子 
1125 7/19 植 西 美 紀 代 

1126 7/19 河 辺 浩 幸 

m i 7/19 鈴 木 幸 子 
112£ 7/20 郭 凌 主 席 

112£ 7/20 ナカツカツシゲ 
113C 7/20 サカモトヤクヒンコウギヨウ 
1131 7/20 アフキナオミ 
1132 7/20 イシグロタケシ 

1133 7/20 ワダツネカズ 
1134 7/20 サトウカズオ 
1135 7/21 島 田 靖 孝 

1136 7/21 咼 橋 照 吉 

1137 7/22 フルトマサト 

1138 7/22 シロタニマキコ 

1139 7/22 オ オ バ ア ヤ 

1140 7/22 大 洲 ゴ ル フ 協 会 理 事 正 木 洋 ー 

1141 7/22 スズキエイコ 

1142 7/22 菅 原 節 子 

1143 7/22 静岡県立湖西高等学校ホ'ランティア部顧問杉本尚子 
1144 7/22 田 中 千 鶴 子 
1145 7/22 流山市 

1146 7/22 ソウマユウスケ 

1147 7/25 飯 田 洋 
1148 7/25 スズウラコウサク 
1149 7/25 ア才キヒロユキ 

1150 7/25 タブチセツコ 

1151 7/26 木つころの会 

1152 7/26 江 村 康 成 

1153 7/27 サトウヨシエ 

1154 7/27 イトウアキコ 

1155 7/27 フルカワクニコ 

1156 7/27 仏生山デイトレネクスト 
1157 7/28 山 下 輝 美 朗 
1158 7/28 ケアサボートふれんず 

1159 7/29 相馬市立大野小学校児童会 _ J R C 委員会 
1160 7/29 アサノトモヤ 
1161 7/29 サトウヒロユキ 

1162 7/29 ナカニシカオル 

1163 7/29 ニシガキマユミ 

1164 7/29 タカツキタカシ 
1165 7/29 サクヤママサノリ 

1166 7/29 小 児 科 加 藤 医 院 加 藤 直 樹 
1167 7/29 ツカダサトル 
1168 7/29 株式会社福島工作所 
1169 7/29 富岡市 

1170 7/29 晶岡 r f ^商店街連合会会長春田究雄 
1171 8/1 藤 木 俊 一 

1172 8/2 ナカジマヒロマサ 

1173 8/2 澤 田 章 

1174 8/2 吉 武 顕 ニ 

1175 8/3 大 川 融 子 

1176 8/4 真 壁 珠 理 

1177 8/4 田 淵 生 子 

1178 8/4 堀中モンティ倫子 

1179 8/4 フクシマケンシキカイギチョウカイ 
1180 8/4 モリヤヨシタカ 

1181 8/5 齊 藤 真 弓 

1182 8/5 早 田 洋 平 

1183 8/8 野 本 裕 ニ 

1184 8/8 田ロ建設（株） 

1185 8/8 揖斐川町立おじま幼稚園保護者会 
1186 8/8 全国報徳研究市町村協議会 

1187 8/8 オ オ バ ア ヤ 

1188 8/9 ヘアデザインビームス 

1189 8/10 弁 護 士 児 玉 晃 一 

1190 8/16 大 西 徹 也 

1191 8/19 本 郷 光 一 

1192 8/19 荒 孝 道 
1193 8/19 f i 本正直 
1194 8/22 モンマミエコ 

1195 8/22 サトウヒロユキ 

1196 8/22 力スガヨシユキ 

1197 8/22 ヒキチユウコ 

1198 8/22 モリジロウ 

1199 8/22 ’カイノブヒロ 

1200 8/22 ノウマュウスケ 

災害義援金 

N o 受付曰 寄附者 
1201 8/22 イシグロタケシ 
1202 8/22 フクロ ノブコ 

1203 8/22 フルカワクニコ 

1204 8/22 ナカコウジアツミ 
1205 8/22 アラキメグミ 
1206 8/22 ホシノマサオ 
1207 8/22 タブチセツコ 

1208 8/22 ワダツネカズ 

1209 8/23 サ ト ウ ト オ ル 

1210 8/23 ワタナベアキコ 

1211 8/25 テルヤヨウコ 

1212 8/25 ワタナベタカヒサ 

1213 8/25 サトウヨシエ 

1214 8/26 イトウアキコ 

1215 8/26 イオハラエツコ 

1216 8/29 力ワイマサノリ 

1217 8/30 モリヤヨシタカ 
1218 8/30 川 口 幸 恵 

1219 8/30 麻生飯塚ゴルフ倶楽部 

1220 8/30 ア才ヌマヤスヒロ 

1221 8/31 サクヤママサノリ 

1222 8/31 イトウカオル 

1223 9/1 キムラカズシ 

1224 9/1 甘 美 玲 

1225 9/5 トクヒ）アジアアリガトウシ 
1226 9/6 タイキチヨウミン 
1227 9/9 サトウヒロユキ 

1228 9/9 力スガヨシユキ 
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ふるさと振興基金義援金（フオロアーチームへの寄付金を含む） 

No 月曰 寄附者 

1 3/22 石井信人 

2 4/2 匿名希望 

3 4/7 野ロ和彦 

4 4/7 高 橋 博 子 

5 4/2 畑 田 実 

6 4/7 菊 田 豊 

7 4/12 三協商事株式会社代表取締役藤平繁 

8 4/12 豊頃町 

9 4/14 古 池 宏 他 計 4 6名 

10 4/12 大津漁業協同組合 

11 4/14 パスコ株式会社社員有志一同 

12 4/14 福 島 県 市 長 会 会 長 瀬 戸 孝 則 

13 4/16 三橋耕士 

14 4/17 千葉県山武市 

15 4/18 匿名希望 

16 4/18 株式会社フローラ代表取締役社長三浦進 

17 4/18 匿名希望 

18 4/18 匿名希望 

19 4/14 下山田裕彦 

20 4/14 長谷川高子 

21 4/1 福島県市町村振興協会 

22 4/20 菊地徹夫 

23 4/20 オリエンタルモータ株式会社従業員代表高橋良昌 

24 4/20 村上紀通 

25 4/20 瀧岡雅博 

26 4/20 竹 内 洋 子 

27 4/20 知念ゆきみ 

28 4/21 旭 エ 商 新 谷 治 

29 4/21 渡辺政巳 

30 4/22 堺 英 世 

31 4/17 堀江福男 

32 4/17 三浦康雄 

33 4/25 林 幹 

34 4/26 社 団 法 人 大 日 本 水 産 会 会 長 白 須 敏 朗 

35 4/26 余西吉巳 

36 4/26 宮崎裕市 

37 4/26 匿名希望 

38 4/27 匿名希望 

39 4/27 匿名希望 

40 4/26 匿名希望 

41 4/28 匿名希望 

42 4/19 福島県市長会 

43 4/15 株式会社IH I代表取締役社長釜和明 

44 4/28 匿名希望 

45 5/1 匿名希望 

46 5/2 匿名希望 

47 4/29 平野輝重 

48 4/29 佐藤政男 

49 5/6 横川祐之 

50 5/6 福島県市長会会長瀬戸孝則 

51 5/6 相馬原釜朝市元気市場 

52 5/7 匿名希望 

53 5/7 水田岩雄 

54 5/5 大 迫 真 

55 5/10 匿名希望 

56 5/10 匿名希望 

57 5/13 匿名希望 

58 5/6 株式会社西原環境 

59 5/10 山田和子 

60 5/12 国分正一 

61 5/14 匿名希望 

62 5/17 株式会社N S D代表取締役社長今城義和 

63 5/17 匿名希望 

64 5/17 匿名希望 

65 5/18 北海道大樹町町長伏見悦夫 

66 5/5 松 平 順 子 

67 5/16 本馬貞夫 

68 5/23 株式会社レキオエナジー代表取締役照喜名悟 

69 5/22 堺 英 世 

70 5/19 生活協同組合全国都市職員災害共済会会長（鹿児島市長）森博幸 

71 5/24 愛知淑徳大学人間情報学部講師石丸緑 

72 5/27 平 野 進 

73 5/27 アルプス電気株式会社代表取締役片岡政隆 

74 5/23 社 団 法 人 相 双 法 人 会 会 長 熊 川 喜 八 郎 

75 5/24 小峰知子 

76 5/24 小峰慎太郎 

77 5/17 藤田隆男 

78 5/26 松 山 耕 三 

79 6/2 匿名希望 

80 6/2 Honolulu Sunrise RC 

No 月曰 寄附者 

8 1 6 / 8 前田和平 

8 2 6 / 9 オ リ エ ン タ ル モ ー タ ー 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 倉 石 芳 雄 

8 3 6 / 9 河内政美 

8 4 6 / 9 坂巻忠志 

8 5 6 / 1 0 株式会社光電製作所代表取締役会長伊藤良昌 

8 6 6 / 1 0 アクティオグループ 

8 7 6 / 1 0 匿名希望 

8 8 6 / 1 0 株式会社光電製作所 

8 9 6 / 1 3 奥墨元治 

9 0 6 / 1 3 ニッケン建設株式会社代表取締役溝上西ニ 

9 1 6 / 1 4 稲 久 

9 2 6 / 8 石川県能登町長持木一茂 

9 3 6 / 1 4 石川県珠洲市長泉谷満寿裕 

9 4 6 / 1 5 曹洞宗宗務庁 

9 5 6 / 1 松 浦 岳 

9 6 6 / 9 匿名希望 

9 7 6 / 1 7 匿名希望 

9 8 6 / 1 7 株式会社サンノハシ代表取締役長島武 

9 9 6 / 1 7 社団法人全国信用金庫協会会長大前孝治 

1 0 0 6 / 2 0 宗教法人念法眞教総本山小倉山金剛寺 

1 0 1 • 6 / 2 1 静岡バル一ンバレ一ボ一ル有志一同 

1 0 2 6 / 2 1 静岡バルーンバレーボール協会会長山本堅ニ 

1 0 3 6 / 2 1 株式会社ガスセンター山本代表取締役山本堅ニ 

1 0 4 6 / 2 2 堺 英 世 

1 0 5 6 / 2 匿名希望 

1 0 6 6 / 1 7 江 井 誠 

1 0 7 6 / 2 0 吉野光子 

1 0 8 6 / 2 2 喜多方市 

1 0 9 6 / 2 2 匿名希望 

1 1 0 6 / 2 2 I H I生活協同組合 

111 6 / 2 3 京都電子工業株式会社代表取締役勝木謙三 

1 1 2 6 / 2 1 株式会社日本香堂 

1 1 3 6 / 2 4 新明和工業株式会社 

1 1 4 6 / 2 5 匿名希望 

1 1 5 6 / 2 2 福島県市長会会長瀬戸孝則 

1 1 6 6 / 2 7 及川真樹 

1 1 7 6 / 9 株式会社KATEKY0グループ 

1 1 8 6 / 2 8 匿名希望 

1 1 9 7 / 4 吉岡町議会 

1 2 0 7 / 1 みなと新n東日本大震災義播金口代表殊式会社みなと山ロ含同新ntt代表取a役社長井上正明 

1 2 1 7 / 3 中村敏章 

1 2 2 7 / 1 村瀬芳昭 

1 2 3 7 / 7 I H I生活協同組合 

1 2 4 7 / 7 サ ウ ン ド ユ ニ ツ ト あ { ん 

1 2 5 6 / 2 9 高橋宣男 

1 2 6 7 / 1 山田由紀恵 

1 2 7 7 / 9 曰野康昭 

1 2 8 6 / 2 7 小 嶋 勲 

1 2 9 7 / 1 1 相双信用組合理事長庄子勇雄 

1 3 1 7 / 1 2 シダックス株式会社代表取締役社長志太勤一 

1 3 2 7 / 1 0 赤毛のアン募金 

1 3 3 7 / 1 5 匿名希望 

1 3 4 7 / 1 6 匿名希望 

1 3 5 7 / 1 9 匿名希望 

1 3 6 7 / 2 1 相馬文宣 

1 3 7 7/20 杉田栄樹 

1 3 8 7/21 堺 英 世 

139 7/22 豊 頃 町 

140 7/22 社団法人大日本水産会会長白須敏朗 

1 4 1 7/23 千葉県流山市 

142 7/23 匿名希望 

143 7/25 後藤謙次 

144 7/26 久保千矢 

1 4 5 7/26 匿名希望 

1 4 6 7 / 2 7 匿名希望 

1 4 7 7 / 2 7 田中康彦 

1 4 8 7 / 2 7 匿名希望 

1 4 9 7 / 2 匿名希望 

1 5 0 7 / 3 1 匿名希望 

1 5 1 8 / 3 匿名希望 

1 5 2 8/3 星旦ニ 

1 5 3 8 / 4 株式会社日本環境認証機構( J A C〇 )代表取締役取締役社長下井泰典 

154 8 / 4 相馬東高等学校同窓会東京支部支部長羽根田種子 

1 5 5 8 / 8 福島県市長会会長瀬戸孝則 

1 5 6 8 / 8 裼島槊立相a東《等学校同窓会東京支部東曰本大震災金募金委負会辜s局長大久保まさ子 

1 5 7 8 / 1 2 大谷寛 

1 5 8 8 / 1 7 株式会社福島リビング新聞社 

1 5 9 8 / 1 7 広島リビング新聞社 

1 6 0 8 / 1 7 静岡県裾野市 

1 6 1 8 / 1 8 全日本磯釣連盟東北支部 
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No 月曰 寄附者 

162 8/18 高知県祷原町 

163 8/19 愛知県尾張旭市長谷ロ幸治 

164 8/7 匿名希望 

165 8/22 匿名希望 

166 8/19 社団法人日本精神科病院協会 

167 9/1 相馬商工会議所会頭荒井宏美 

168 8/24 下井芳之 

169 9/2 舞鶴市長 

170 9/2 匿名希望 

171 9/6 会津若松商工会議所女性会 

172 9/6 相馬商工会議所女性会 

173 9/6 Astral Japan 

174 9/6 東京福島県人浜通り会会長馬場信M 

175 9/6 薬師寺 

176 9/6 J E W E L 中 道 公 二 

177 9/8 匿名希望 

178 9/9 加藤操 

179 9/9 IHI生活協同組合 

180 9/10 社団法人湘南建設業組合 

181 8/29 久恒仰平 

ふるさと振興基金義援金（フォロア一チ一ムへの寄付金を含む） 
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相馬市震災孤児等支援金寄附者(寄附額10万円以上） 

(株）ロ一ドアンドスカイ ゴラクカンマドグチニン 

(株)茨木金属商会 サガラカヨ 

(株)横浜瀬里奈小池規夫 サニー •サイド•スカラシップ 

(有)オートステップ代表取締役文岩祥ニ サマシヤンテイ 

(有)つるや薬局灘波道弘 サンクリニック/アイナリーホ一ル 

(有)ミタカスタジオ代表水口透 サンキュークラブ第10期会長朴裕司 

『陽は、また昇る』プロジェクト萩原信芳 ジヨウジケイコ 

AKTIQN MISSION UND しEPRAHIしFE 

SIEFBAHN E.V. 

NP〇法人ルワンダの教育を考える会理事長 

KAM巳ENGA MARIE LOUISE 

ALAN SALZMAN海田昭彦 ぜオングループ従業員一同 

Barbara Heinemann セシリア募金 

EDDING AKTIENGESEししSCHAFT そうまカンガルーおばさん 

FUMIKO ISHI1 ダウニホンソウマサイセイキキ 

Honolulu Sunrise RC タカラ、ソカゴルフクラブ 

INSENSES.Aquaeria Gambare 香港柔術 ダニェラと仲間たちダニェラ•才一ジック 

IPSG包括歯科医療研究会稲葉繁 タニカワェミコ 

JJ —KASAI ダンディ一フ^—イシマル 

K' z Uniteds Jazz Nations 代 表 齋 藤 和 彦 チェンチアキ 

Mr.Fulvio De Marco ツノカケジュンコ 

NPOバラエティクラブジャパン代表理事千葉祗暉 ディンク株式会社 

NPO法人1冊の会会長大槻明子 デビットゾぺテイ 

スズキミエコ とどけ相馬へ〜チーム西新井大師 

NPO法人湘南版おたすけ隊 ナカネセイチヤ（力 

SANDRA DONOSO ニツコウシミンカツドウシェン 

SAYAKA NELSQN ネパール教育支援の会小田原事務所代表松本章 

The Rotary Club Of Ascot ノ一スフイ一ルドハイスク一ル 

TOP-UP建築事業團隊社員一同 パスクリェイト株式会社代表取締役飯原崇暁 

UHfンセン同盟ニラクユニオン組合員一同 ハセガワマサェ 

アーティスティックスマイルクリニック院長小川康子 バ ラ の 会 代 表 村 上 悦 子 

アイ•ティ•エル株式会社代表取締役林昂昂 ヒラタマリ 

あさだ和宏を育てる会 フヨウサキナビューティ一スペース相馬鈴木奈美 

アスノマツシマヲカンガル力 マットハウスモ_タ一スポ一ックフラ代表杉山哲 

アズマリッコ メキシコ政府外務省 

アドフロンテ代表取締役木村謙吉 メキシコ大使館 

あらき産婦人科クリニック院長荒木壮 メグレ•ジャパン株式会社コンシュ_マ一グル一プ 

ァヮャュウジ もてぎ九条の会代表澤村康男 

イシヤマユウイチロウ ヤマトコウッウ(力 

イトウサトシ ヤマモトケイイチ 

イトウシカイインイトウサト ュ）トウゴウシセ'ンリヨウ 

ウメツシズコ ラハ一ルヨシダジュンコ 

エムセテック株式会社代表取締役謝勝傑 ル•アンジュ 

オ一エムツウシヨウ（力 阿部ちゆり 

オカザキマリコ 安藤園枝 

おだわらを拓くカ事務局長西側恭ニ 安 部 均 

オメルバニ—アンドマイヤ
_

ズ法律事務所 安良一美 

力）アシユランソウマシシンサ 伊崎信子 

力）マチツ"クリハチノへ 伊藤時子 

カサハラツネコ 医療法人レスポア一ル理事長齋勝憲康 

カシムラタク 医 療 法 人 誠 育 会 理 事 長 杉 山 誠 治 

カタ才力エミ 医 療 法 人 大 那 理 事 長 近 藤 健 

力ワイキヨシ 医療法人愛語会室谷醫院理事長室谷民雄 

ギエンキンナカジマダイ 医 療 法 人 社 団 若 鮎 理 事 長 北 島 清 彰 

キネツトキユジユウナナ 医療法人府洲会介護老人保健施設ロマン理事長別府亮ー 

グループオブラテンアメリカ 井上玄之 

クルムプァンタイジャパン椿事務局藤田等 財団法人国づくリ人づくリ財団 

くろ松クラブ会長西村年晴 社団法人Gジャパンフロンティア協会理事長廣瀬一美 

コウべヨシロウ 稲城市職員有志一同 
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相馬市震災孤児等支援金寄附者(寄附額10万円以上） 

永戸茂久 宇多郷騎馬会 

岡本芳樹 玉ノ井部屋 

音楽館水木ノア 芹 澤 慎 

加藤雅人 桑原理貴哉 

河合孝子 桑本岡IJ 

滑川r b自治会連合会会長高田衛 原田英雄 

株式会社IHI航空宇宙事業本部武蔵総務部 後 藤 亨 

株式会社IHIキャスティングス代表取締役社長 社会福祉法人いろどり福祉会ケアハウス•在宅複合型施 
齋藤道夫 設 花 軸 理 事 長 別 府 亮 一 

株式会社アールビーサポート代表取締役別府亮ー 荒 井 静 

株式会社インヴェル•ジャパン平田マリオ 高塚広行 

株式会社ウィルドウ代表取締役塩屋俊 高田崇史 

株式会社ウルズ代表取締役角川美恵子 高田馬場わたなベ 

株式会社エコプライム 国際コンテナ輸送株式会社代表取締役社長宮田哲 

株式会社カスタマワイズ代表取締役村中明彦 国際ロータリー第2530地区ガバナー大橋廣治 

株式会社キ一ワ一ドマ一ケティング研究所 今泉記念ビルマ将学会学友一同 

株式会社サブリナフェア代表取締役川田喜弘 佐 貫 W 木 子 

株式会社サンギヨウサプライ代表取締役曰下善彦 在日米国商工会議所 

株式会社たまや代表取締役安保尚雅 坂 本 浩 

株式会社ばむ 三谷宏治 
株式会社ピース 山形リサ’烏野慶太ディオリサイタル 

株式会社ファーストスキル代表取締役庄司一 山上区長会 

株式会社フローラ代表取締役社長三浦進 市原健一 

株式会社ベンリーコ一ポレ_シヨン代表取締役 株式会社メディサイエンスプラニング代表取締役 

前田満定 酒井杏郎 

市村朋子 死ぬまでつきあう会天灯参加者東海林小百合 

株式会社ライブナビ代表取締役野ロ裕 滋賀県米原市 

株式会社安電代表取締役安紬勉 耳川広域森林組合役職員一同 

株式会社宮本工業所 自民党東京都足立区第二十七支部支部長古性重則 

株式会社好試力研究所代表取締役社長大野伸介 実戦空手道叢林塾 

株式会社小松製作所代表取締役社長(兼)CEO 酒勾幼稚園(その他小田原市民一同)PTA会長 

野路國夫 古尾谷佳子 

株式会社新宿経営センター 社会福祉法人読売光と愛の事業団理事長長尾立子 

株 式 会 社 聖 文 館 若 松 塾 理 事 長 井 沢 督 ニ 紅谷俊介 

社団法人日本補償コンサルタント協会東北支部長賢 

株式会社大場設備代表取締役大場康彦 木 新 悦 

株式会社東京三和代表取締役福木昌康 関西学院大学総合政策学部教職員有志代表木曽秀子 

株式会社藍 宗教法人正敬寺 

(棟アイエ一ジー内元町なでしこ会代表曰吉英行 出 崎 哲 

鴨宮ひかりスタンプシール会 緒方我郎 

管 野 升 小宮ひろみ 

観 音 寺 白 川 梅 仁 小児科加藤医院加藤直樹 

篠田一晴 Paul Davis 小泉ゴルフクラブ 

関東砥石組合 小田原市民一同 

丸栄コンクリート工業株式会社代表取締役棚橋肇 小田原市民有志一同 

丸山利恵子 小 畑 強 子 小 畑 祐 里 

丸子中央総合病院平野賢 小野内工務店小野内重喜•小野内重雄 
岩井雄一 小林七重 

岩田ぎ史 庄司圭子 

吉原産業株式会社 沼 生 隆 

吉川由紀 沼谷勝之 
•±- m 群 c ム 
• ra M/P 笑顔再生プロジェクト庵はずき代表吉川恵美子 

吉田篤雄 上 西 博 

吉田文代 信濃町柏原ノウマンズ小林大剛 

吉野和夫 森 節 子 

久保井佳子 真弓実果 

久保井清 真宗大谷派仙台教務所長森田茂美 
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相馬市震災孤児等支援金寄附者(寄附額10万円以上） 

宮下博壮 内尾洋美 

宮沢佐知子 ニ瓶日出司 

玉ノ井太祐 日本共産党中央委員会幹部会委員長志位和夫 

清林寺 日本自治体労働組合総連合中央執行委員長野村幸裕 

聖ミカエル国際学校職員一同 埜庵キシダサキコ 

西村利彦 白金カンタービレ代表谷ロ久美 

青沼権文 白鳥政孝 

青木嘉子 板垣徹也 

静岡県医師会静岡県医師信用組合 苗 苗 の 会 代 表 李 陽 

静岡県裾野市地域活動(母親クラブ） 冨士縷愛 

石 黒 徹 武蔵野美術大学セーリングクラブ代表大島純一 

石川義治 福田産業株式会社 

流山市ミューズ熊坂音楽スタジオ老•ゆう大昔楽専 福島県相馬市被災者協力基金発起人株式会社しHASA 

科 O B連合会 デザイナー畠中恵子 

石田雅美 平 井 滋 

石附浩太郎 平井裕之 

赤石澤珍夫 北海道豊頃町 

川崎宮前ロ一タリークラブ 堀中モンティ倫子 

川 田 規 夫 野 ロ 俊 夫 本田幸代 

川田俊絵 本田美津子 

洗顔洗心塾代表今野華都子 命のバトンプリ丁ィ長嶋 

善行雑学大学代表理事宮田英夫 不牛T幸治 

全日本教職員組合中央執行委員長北村佳久 木村八重子 

倉吉アサヒほろにが会 有限会社 S U N B E A M サンビーム 

相馬あしがら尊徳基金会代表松本茂 有限会社ファースト代表取締役高玉紀雄 

相馬高校OBとその仲間 有 馬 瑞 

東海鋼管株式会社代表取締役乾公昭 裕和会理事長長尾和宏 

多賀谷吏花 立岩厚隆 

大 嶋 義 博 河 村 淳 子 立正佼成会 

大日本報徳社社長榛村純一 石川太郎 

大迫芳郎 鈴木正徳 

大鷺清人 練馬区立光和小学校PTA _同 

滝 学 園 同 窓 会 会 長 堀 尾 浩 ニ 和光石材株式会社 

丹野貴浩 和泉本町一丁目町会会長野田孝幸 

着方くらぶ和着相愛 和田トミ子 

中見利男 齋藤陽子 

猪野宏子 袢プロジェクト 

長谷川基子 颯佐医院院長颯佐正俊 

鳥取を元気にする会 高桑キヌエ 

津村朋樹 須崎市行政関係職員一同 

坪 谷 透 須崎消防団団長藤田昌秀外団員一同 

天理教佐野原大教会代表鈴木理ー 菅原恵子 

藤花ちゃん東日本応援Project実行委員会委員長 

田村京子 村瀬正臣 

田辺家福島家いとこ会代表田辺晃久 藤本文義 

渡辺内科クリニッケ院長渡辺伸明 特定非営利活動法人Hand s On Tokyo 

土肥圭ー 特定非営利活動法人気象キャスターネットワーク 

相洋産業株式会社衲涼会実行委員会代表取締役 特定非営利活動法人日本古民家保存協会代表 

内田治光 瀧下嘉弘 

東京西新井ライオンズクラブ会長高橋席生 特定非営利法人ピースコミュニケ一シヨン研究所 

東北地方太平洋沖地震チャリティトライアル参加者 特別養護老人ホーム金沢美浜ホームセンター長高野幸枝 

藤 公 雄 
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東日本大震災救援物資等一覧 

月曰 団体名（敬称省略） いただいた救援物資（主なもの） 

3/12 米沢市 毛布600枚、水、144本 

3/12 コカコーラ 水1.800本 

3/12 足立区 アルファ米11,600食、水1,200本、毛布710枚 

3/12 流山市 アルファ米4,000食、水920本、毛布650枚 

3/12 流山市 アルファ米20,350食、クラツカ一5,600食、携帯ポリ袋4,000枚 

3/12 東京都 毛布2,880枚 

3/12 上越市 水2,400本 

3/12 ヨークべニマル 歯ブラシ266本、歯磨き粉108本、粉ミルク112缶 

3/12 ケーズデンキ カイロ1,652個、乾電池1,616本、マスク5,770枚 

3/12 
:

(個人） カイロ368個、ポケットティッシュ300個、歯ブラシ90本 

3/13 松沢新聞店 ポケットティッシュ500個、ボックスティッシュ240箱、トイレットペーパー168ロール 

3/13 成田食品 もやし30,000食 

3/13 au ポケットティッシュ300個、携帯究電器40器 

3/13 カワチ 水240本 

3/13 ろうきん タオル67枚 

3/13 サントリ一 水18,576本 

3/13 南会津町 カップ®600食、ブル一シート71枚 

3/13 旭電設 タオル100枚 

3/13 ジヤスコ相馬店 カイロ2,400個、毛布500、水540本 

3/13 ヨークべニマル相馬店 ウエットティッシュ32個 

3/13 那須青年会議所 水360本 

3/13 新潟県災害対策本部 パン500個 

3/13 _小諸市 アルファ米3,350食、水1,360本、クラッカー630食 

3/14 墨田区 毛布4,590枚 

3/14 ABC福島 おむつ（小人用）30袋、生理用品27枚 

3/14 裾野市（静岡県） 水36002、毛布100枚、米168kg、ブル一シート他 

3/14 福島県市町村職員共済組合 水1.360本、タオル400枚 

3/14 ジヤスコ相馬店 粉ミルク139缶、レインコート75着、軍手72組 

3/14 3 メ
1

J ブル_シ_ト30枚 

3/14 曰光市 毛布500枚 

3/14 小諸市 アルファ米1,500食、水616本、クラッカー70食 

3/15 (個人） マスク3,600枚、乾電池660本、トイレットペーパー312ロール 

3/15 池野産業 水120本、インスタントラーメン300食 

3/15 米山商店 レインコート143着、ラップ60本 

3/15 ジヤスコ相馬店 歯ブラシ730本、歯磨き粉220本、ラップ46本 

3/15 ホテル飛天 歯ブラシ264本 

3/15 セブンイレブン 歯ブラシ57本、歯磨き粉18本 

3/15 (株)伸東運輸 水108,480本 

3/15 片品村 水100本 

3/15 ベル少額短期保険(株） タオル2,000枚、カップ®200食、パン100食 

3/15 裾野市 水7,200本、ブルーシート280枚、乾電池720個 

3/15 稲城市消防本部 毛布20枚 

3/15 流山市 マスク2,000枚、水216本 

3/15 滑川市 アルファ米1,400食、カイロ2,400個、アルコール消毒液120個 

3/16 (個人) タオル1.000枚、毛布100枚、マスク100枚 
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東日本大震災救援物資等一覧 

月曰 団体名（敬称省略） いただいた救援物資（主なもの） 

3/16 識訪市 水2,000本、マスク5，000枚、ボックスティッシュ1,000箱 

3/16 IHI 毛布1,820枚、 

3/16 流山市 水2,424本、ブル一シート72枚、アルファ米128食 

3/16 吉岡町•大樹町 パン1,920食、マスク10,000枚、乾電池1,600個 

3/16 須崎市 タオル8,000枚、カップ翅2,000食、ポケットティッシュ3,000個 

3/16 アサヒビルメンテナンス トイレットぺ一ノ く
_

960 ロ一ル 

3/16 ジャスコ相馬店 おむつ81袋、石験200個、紙コップ、割り箸2525膳他 

3/16 八巳〇ネ星島 ウエットティッシュ131、お尻拭き87、懐中電灯他 

3/16 中村神社 カイロ289個、生理用品200袋、紙コップ146個 

3/16 (有)今野畜産 豚肉2,000kg、牛肉1,000kg、その他肉500kg 

3/16 茨城県薬剤師会 薬品（詳細不明） 

3/17 小諸市 水7,200本、マスク2,400枚、タオル2,002枚 

3/17 流山市 衣類(古着等)4,500着、トイレットペーパー200ロール 

3/17 滑川市 衣類265着、下着1100着、ボックスティッシュ400、米480kg他 

3/17 (個人） タオル1,000枚、長靴2、歯ブラシ50 

3/17 ジャスコ相馬店 ごみ袋32,700枚 

3/17 横浜市 アルファ米900食、水14,400本 

3/17 (株 IHI トイレットペーパー5,760ロール、ボックスティッシュ2,700箱、毛布750枚 

3/17 アデ力 タオル1,000枚、毛布100枚 

3/17 河淳(株 スリッパ4,000足、タオル4,400枚 

3/17 (株フジタ東北支店 カラーコーン、バー100セット 

3/17 福島県災害対策本部 土のう袋5,000枚 

3/17 あらき産婦人科 赤ちゃん用おくるみ200枚、歯ブラシ300本 

3/17 ひまわりの家 古着等500着、毛布100 

3/17 国際石油開発帝石(株 ブルーシーM000枚、トイレットペーパー1，440ロール、ごみ袋3,500枚 

3/17 白河市 冷凍ごはん39,000食 

3/17 福島県災害対策本部 パン4,078食、水4,078本、毛布250枚 

3/18 笛吹市•同社協•旅館組合 アルファ米5,000、お米900kg、おむつ（大人用）1,119袋 

3/18 小諸市•観光協会 マスク3,540枚、ポケットティッシュ2，000個、缶詰110缶 

3/18 国土交通省 水12,000本 

3/18 大阪府泉州7市3町 マスク189,000枚、アルファ米3,500食、パン6,000食 

3/18 流山市 カイロ300個、マスク3,000枚、レインコ一M00着 

3/18 かっぱ寿司 お米216kg 

3/18 相馬市ガス ガスコンロ160台、ガスボンベ3,000本 

3/18 静岡ホ'ランティアセンター 毛布10,000枚 

3/18 自民党群馬支部 お米2,725kg、下着等300着、古着300着 

3/18 ジャスコ相馬店 うがい薬100個、かぜ薬100個、ガスボンベ30台 

3/18 ヤクルト 飲料48,090本 

3/18 福島市 パン5,000食 

3/18 河淳(株）日光 バスタオル7,730枚、靴下642足 

3/18 能登町 水2,400本、毛布1,000枚 

3/18 曰本プライス お米7,000kg 

3/19 ビックバン(棟 毛布140枚、布団類26枚 

3/19 大野市 お米5,000kg、缶詰700個、衣類5,100着 

3/19 河南町 お米450kg、毛布200枚、おしりふき200袋 
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東日本大震災救援物資等一覧 

月曰 団体名（敬称省略） いただいた救援物資（主なもの） 

3/19 茂木町 お米805kg、毛布2,000枚、おむつ（小人用）200袋 

3/19 伊東ハム ミ一トボ
_

ル60,000個 

3/19 国際石油開発 おむつ（大人用）2，704袋、ガスコンロ56台、ガスボンベ528本 

3/19 佐藤和明 水450G、カップ®120食 

3/19 東北三之橋 トイレットぺ_パ一108ロ_ル、水120本 

3/19 大樹町他 バスタオル1,190枚、マスク11,950枚、水1,812本 

3/19 (株ニトリ 布団類420枚、毛布420枚 

3/19 福島県災害対策本部 おむつ（小人用•入人用）600袋、おしリふき7,000個、トイレットぺ一パ一1,000ロ一ル 

3/19 裾野市 アルファ米11,000食、缶詰600個 

3/19 能登町 毛布1,000枚、水2,400本 

3/19 小国町 お米650kg、毛布300枚 

3/19 帝北口ジスティックス カップ麹4,000食、割り箸4,000膳 

3/19 1取訪市 お米180kg、カップ翅310食、紙皿•紙コップ各350個 

3/19 農林水産省 水14,004本 

3/19 京丹後市 お米1,040kg、歯ブラシ1,666本、バスタオル2,841枚 

3/19 豊頃町 カイロ2,400個、おむつ（大人用）300袋、毛布•布団類各150枚 

3/19 農林水産省 お米5,000kg 

3/19 (個人） カップ翅120食、水300本、生理用品100袋 

3/19 (株フジタ レミファルト300袋 

3/19 龍ヶ崎市 アルファ米1，000食、お米660kg、クラッカー1,000食 

3/19 滑川市 お米5，500kg、バスタオル7，100枚、下着160着 

3/19 曰光市 お米430kg、バスタオル1,500枚、おむつ（大人用）240袋 

3/19 福島市生協 飲料水1,350本、その他食材1,225個 

3/19 男鹿市 お米140kg、缶詰1,002缶、下着等773着 

3/19 NPO レトルト食品3,600食、カップ麹500食、古着等1,000着 

3/20 局山市 お米1,000kg、衣類1,000着、バスタオル1，000枚 

3/20 たちあがれ日本 マスク20,000枚、防寒着150着、おむつ（大人用）228袋 

3/20 福島県災害対策本部 衣類500着、下着等4,000着、カップ翅700 

3/20 NPO難民を助ける会 下着等4，000着、衣類500着、カップ翅700食 

3/20 国土交通省 お米2,000kg、アルファ米1,296食、レトルト食品14，100食 

3/20 酒田市 お米360kg、レトルト食品1,300食、トイレットペーパー960ロール 

3/20 つくば市 アルファ米1,080食、お米450kg、トイレットペーパー1,920ロール 

3/20 民主党議員連盟 カイロ2,400個、下着500着、防寒着200着 

3/20 NP〇みんなの居場所 お米200kg 

3/20 匿名希望 マスク16,000枚、生理用品20袋、おしりふき15袋 

3/20 石川県薬剤師会 かぜ薬110箱、胃腸薬20箱、うがい薬10本 

3/20 我孫子市 サ/ くイ/ くルフーズ30，000食 

3/20 敦賀市 お米1,800kg、サバイバルフーズ2,800食、おむつ（小人•大人）各2,250袋 

3/21 足立区 しPガスボンベ56本 

3/21 信濃ナウマンズ リンゴ3箱、オレンジ3箱、お菓子他 

3/21 匿名希望 お米6,000kg 

3/21 自衛隊 缶詰2,000個、レトルト食品4,200個 

3/22 茂木町 お米300kg 

3/22 ジヤスコ相馬店 石厳191個 

3/22 NIPPO かぜ薬20箱、割り箸1,000膳、カップ翅、缶詰他 
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3/22 ライオンズクラブ国際協会 衣類100着、マスク1,000枚、カップ®7,000食他 

3/22 ビッグバン 衣類、軍手、布団類他 

3/22 住友生命 はらまタオル8,000枚、マスク1,000枚他 

3/22 法華宗 かぜ薬、下着類、タオル、食品他 

3/22 日本土木工業工業協会 米450kg、カップ翅1，160食、水1,320S他 

3/22 西条市 お米2,047kg、カップ翅2,913食、飲料水等4,034本、紙おむつ8,055枚 

3/22 檮原町 お米4,500kg、お茶1,200本、軍手5,500組 

3/22 加古川市 ふとん100セット、•詰4,056伍、ふりかけ2,740袋 

3/23 流山市 衣類1200、ウエットティシュ3500、タオル1500、トイレットペーパー1800ほか 

3/23 アルプス電気 衣類、カイロ、歯ブラシ、マスク、乾翅、クスリ他 

3/23 大阪 水7200本 

3/23 NP〇法人星 レトルト食品数種類 

3/23 福島県災害対策本部 長くつ300足、缶詰他 

3/23 平野農園 梅干し50，000個 

3/23 帝北口シ'スティック 粉ミルク、水 

3/23 那須烏山市 米780kg、ブル一シ一ト100枚、うどん70箱 

3/23 伊達市 米、パン、野菜類 

3/23 筑西市 米2.4t、水6，000S 

3/23 紀ノ川市 缶詰1500個 

3/23 株式会社フードマン 冷凍お好み焼き10000食、マヨネーズ、ソースなど 

3/23 真岡市 カイロ400枚、タオル2500枚、トイレットペーパー936個、米840Kgほか 

3/23 菓匠三全 萩の月10050箱 

3/23 米沢市農業委員会 下着、タオル、毛布35枚、缶詰、レトルト食品他 

3/23 米沢市 シーツ、ふとん類700枚、米1350K
g 

3/23 大宮 卜イレツ卜ぺ——ノ く一 

3/23 御殿場市 紙おむつ1300袋、カイロ720枚、タオル37500枚、カップめん1532食、水30000本ほか 

3/24 (_IHI相馬事業所 紙おむつ、シ一ツ、タオル、ブル一シ一卜、粉ミルク 

3/24 流山市 オムツ、生理用品、歯ブラシ、米、粉ミルク、水 

3/24 メーシ福島 紙コップ、紙皿、トイレットべ一パ一、ホ。ケットティシュ-、米、パン、水 

3/24 (社）日本道路建設業協会 水1324L、乾電池3400個、生理用品8200個、小児用オムツ8294枚、インスタント味噌汁7200袋他 

3/24 中津川市 米1200Kg、離乳食260食、毛布100箱、紙おむつ164箱など 

3/24 十津川村 米866Kg、水18箱、毛布ほか食料品生活用品多数 

3/24 つくばみらい市商工会青年部 米、衣類、水ほか 

3/24 (株クオーレ 米399袋 

3/24 鹿児島市 缶詰246ケース、毛布100ケース 

3/24 川添隆司 衛生用品、ミルク、米45K
g 

3/24 日本土木工業協会東北支部 水、お茶1000本、味噌汁2131食ほか食料品 

3/24 取手市商工会青年部 衣料、水、食品、マスク、おむつほか 

3/24 福島県災害対策本部 石驗4箱 

3/24 福島県災害対策本部 米23トン 

3/24 軽井沢町 曰用品 

3/24 軽井沢GC 曰用品 

3/24 NHK福島放送局 小型ラジオ100台 

3/24 冬柴事務所 梅干し 

3/24 相馬家 灯油、カップめん、衣類、骨壷95、木箱83ほか多数 
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3/24 飯塚市 曰用品 

3/24 相馬救援隊 水600L、米2.5トン、バナナ20ケース、スイーツ、食品40ケース、薬品など 

3/24 麻生事務所 ドリンク、カップ®、水他 

3/24 福島県 缶詰110箱、カップめん3000食、チョコレート3000食、カロリーメイト3000食 

3/25 茂木町 タオル30箱、毛布30箱、衣類30箱、日用品60箱、米300Kg、水 

3/25 曰本土木工業協会東北支部 水500ml228箱、2.01X6本15箱、お茶2.01 x 6本15箱、カップめん35箱、 

3/25 浜田市 カロリーメイト1020食、紙おむつ、消毒液ほか 

3/25 (株リコー デジタルカメラ5台 

3/25 筑西市 米15.8t、カップ翅660食、水214fi、毛布 

3/25 豊岡市 水2.0U34箱、500ml36箱、缶詰41箱、カップめん124箱、米5.0トン他 

3/25 大樹町他 缶詰4788缶、カップめん2280食、食料品、野菜、下着他 

3/25 福島県 梅干10Kg、ツナ缶3箱、お菓子100箱、おむつ60箱、他 

3/25 八幡平市 米3.0トン、水500ml3000本、紳士肌着220枚、婦人肌着220枚、靴下440足、食品多数 

3/25 福島県災害対策本部 お菓子330箱、食料品600箱、菓子パン20箱 

3/25 福島県土地家屋調査士会 粉ミルク42缶、才ムツ2000枚、生理用品150袋、カップめん20箱 

3/25 福島県災害対策本部 ヨーグルト29000本、ヤクルト7938本 

3/25 九州地方整備局 水20箱、ソフトドリンク10箱、カップめん100箱、生活用品5箱他 

3/25 東日本コベルコ トイレットペーパー52箱、カセットコンロ、ボンべ各3箱、ストーブ3台ほか 

3/25 ワコール 下着各種 

3/25 文泉社 ノート80冊、鉛筆300本、筆入れ50個他 

3/25 曰光市 米1.5トン 

3/25 アルプス電気角田工場 才ムツ大人用30袋、子供用30袋 

3/25 シブヤレックス 下着男女、紙おむつ、カップめん、生理用品ほか 

3/25 アサヒビール 水500mlx24本48ケース 

3/25 NP〇法人星 大人用才ムツ120セット、子供用オムツ140セット、生理用品144セット、野菜ほか 

3/25 志士経営者倶楽部 男女下着900着 

3/26 開成町 家庭用医薬品（ハ'ファリンA60錠10箱、ノンフイ-ブル100錠10箱、新ルルA180錠10箱ほか） 

3/26 青木寛文 サバ缶10Kg 

3/26 (棟アイティアール 衣類140Kg 

3/26 緑川大樹 お茶90Kg 

3/26 キンセイマティック 水20Lポリ袋40袋、炊飯器1台 

3/26 ダイソー 女性用下着15,000枚 

3/26 アディダスジヤノ《ン タオル、レッゲウォーマー25箱 

3/26 福島県災害対策本部 長くつ20足 

3/26 鳥取市 アルファ米500食、乾パン1280食 

3/26 武井康年 女性用下着 

3/26 京丹後市 米、毛布、ラ一メン、衣類 

3/26 野州市 米2.1トン、カップめん72食、水2L6箱、500mL24箱、紙おむつ（小児用、大人用）44箱ほか 

3/26 福島県災害対策本部 ウエットテイシュ24個、紙皿600枚、カセットコンロ20台、ホ、へ’60本 

3/26 横手市 米2.0トン、カップラーメン215食、潰物200個、焼きそば215食、梅干370個ほか 

3/26 恵那市 米0.5トン、アルファ米3350食、小児用紙おむつ438個、マスク60000枚ほか 

3/26 瑞浪市 米1.29トン、風邪薬1200錠、トイレットへ。-ハ。-4箱、レトル卜カレ-100食ほか 

3/26 豊頃町 米2.0トン、缶詰2000個、布団セット100組 

3/26 会津若松市 レトル卜カレ-3000食 

3/26 自治労福島県本部 かンプメン、レトルト食品、シ'ュ-ス、菓子類 
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3/27 塚本侃(熊本市） 詰3箱 

3/27 久保田産婦人科麻酔病院 医薬品、マスク、使い捨てカイロ、タオルほか 

3/27 矢内（川崎市） ？L児用お菓子(ミルクホ'-ロ）180袋 

3/27 アート引越センタ一 ウエットティッシュ、使い捨てカイロほか 

3/27 シキボウ株式会社 男性下着（半袖u首
1

00枚、トランクス100枚） 

3/27 流山市 食料品（かンプメン、調味料、お菓子など）、水107L、衛生用品、寝具、台所用品ほか多数 

3/27 大和市 タオル13600枚、トイレットへ。-ハ。-6000P-ル、紙おむつ17000枚、ゴミ袋12400枚、マスク58000枚ぼか 

3/27 南城市 粉ミルク25箱、トイレットへ
_

ハ
_

1002箱、生理用品54箱、食品、サ
_

タ
_

アンタキ
_

1.3万個ほか 

3/27 福島県災害対策本部 ハ°ン385ケ-ス、胴長40着、ハスタオル"10箱、生活用品、食料品ほか 

3/27 西条市 カップメン723食、缶詰126食、梅干590ハ'ック、生活用品、布団109枚、シ-ツ75枚、衣類ほか 

3/27 我孫子市 缶詰530食、レトルトカレ-4450食、カップメン210食、水320本（各サイス'）、布団セット55セットほか 

3/27 福島県災害対策本部 か;/プメン3240食、梅干1樽、お菓子、牛乳1080本、レトルト食品570個 

3/27 石垣島お母さんゲル-プ 衣類(3.トントラック） 

3/27 関根Xンタ-プライス’ 水256ケ-ス(3072L)食品多数、生活必需品ほか 

3/27 ホクレン 玉ねぎ(20Kg)200箱 

3/27 JR東日本水戸支社 か；/ブメン120食、ト•リンク100本、シ'ュ-ス180本、マスク10000枚 

3/28 福島県災害対策本部 野菜デュ-ス9600本、コ-ンフレ-ク40箱、焼き鳥165箱、ス-プでおこげ500箱ほか 

3/28 「夢il—ル」上野剛 米300Kg、飲物10箱、水10箱、缶詰4箱、か;/ブメン3箱ほか 

3/28 セコム(株 うがい薬800ml 24個、サ-シ'カルマスク(50入)1776個、立体マスク(7入)1728個ほか 

3/28 曰本土木工業協会東北支部 米450Kg、水2238L、か;/プメン(12入)34箱ほか 

3/28 豊岡市 水465L、缶詰2400食、カップメン5292食、米30Kg、生活用品ほか 

3/28 福島県災害対策本部 か；/:7。メン(12入)500箱、力ロリ-メ仆(30個)100箱、牛乳(1LX12本)125箱、赤カブ酢漬け(10Kg)10箱 

3/28 福島県災害対策本部 米菓(10袋入）300箱、焼き鳥缶詰(24缶入)250箱、レトルトカレ-(20入）150箱 

3/28 伊達市 りんご1.3トン、ねぎ(20束)21箱、しいたけ(15袋入)14箱ほか 

3/28 松井奈緒 男女セ-タ-•上着•防寒衣46着、子ども服ほか 

3/29 JR東日本水戸支社 ライス40食入3箱、か;/プメン444食、缶詰144食、トイレットへ'-ハ。-60個入8箱ほか 

3/29 福島県市町村職員共済組合 ドリンク100本、家庭用27種他 

3/29 掛川市 米7.4トン、食料品9箱、葛湯10箱、お茶101箱、水348L、マスク31000枚、衣類10箱ほか 

3/29 秋田市 米2.0トン、ほうれん草（5Kg)60ケース、しいたけ（3Kg)20ケ-又 

3/29 アメリカ軍 水25830し 

3/29 (株ニ丸屋山ロ商店 水300L、下着、カップル、お菓子、レトルト力レ-

3/29 増井咎太 カロリ一 メイト 60 食 

3/29 桜川巾職貝互助会 米3.7トン、タオル7500枚、バスタオル117枚、子供服6箱、救急セット2箱ほか 

3/29 ホクレン 馬鈴薯（10Kg)200箱、玉ねぎ(20Kg)100箱 

3/29 釧路市 水6000L、か；/プメン300食、消毒液(8Kg)11箱、紙おむつ（大人用)8箱，（子供用）3箱ほか 

3/29 室蘭建設業協会 ソ-セ-シ'440個、ハム70個、缶詰166食、梅干96個、ト仆ッ卜へ°-ハ°-2544ロ-ルほか 

3/29 北海道港湾空港建設協会 ソ-セ-シ'600個、ハム100個、缶詰144食、水3600しトイレットへしハし3840ロ-ルほか 

3/29 阿部精肉店 豚肉20kg 

3/29 室蘭市 水4800L 

3/29 釧路からの船からの支援 電子レンVI2台、ホ"ット4台、炊飯器2台、畳50枚、米60Kgほか 

3/30 日本郵便東北支社 軍手960双 

3/30 真木進学&英会話スク-ル 鉛筆16タニス、消しゴム(30入)4箱、ノ-ト(20冊)6包、レッスンハ.ッゲ(12入)5袋 

3/30 福島県災害対策本部 フルーツ缶詰5000缶 

3/30 冬柴事務所 梅干し 

3/30 裾野市 米6.03トン、缶詰5502個、か;/ブメン6957食、下着一式 
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3/30 福島ヤクルト販売 レトルトカレ-55箱、レトルトライス55箱、紙皿(2種)22箱、湯たんぽ1.8,3.0各19箱ほか 

3/30 福島中央テレビ 水120L、ご飯80個、カレ-30個、サンマ缶詰180個、か;/ブウト'ン36食 

3/30 神川町 米0.45トン、水1312L、作業服(上）56、（下）11、下着（男性)98、靴下（男女子供)520ほか 

3/30 静岡総合法律事務所葦名アキ 缶詰2箱 

3/30 きつかわ共同法律事務所 缶詰9箱 

3/30 あすなろ法律事務所岩本 缶詰1箱 

3/30 (株
ニ

ッキ及び社員一同 衣類等 

3/30 小国町 米1.0トン、水2200L、トイレットへ-ハ'-10000個、ティッシュへ。-ハ‘-3000個、タオル4000枚ほか 

3/30 小西浩ー 飲物、レトルト食品、缶詰、ティッシュへしハ。-ほか 

3/30 相馬救援隊NPO小さなありの手 生活用品、食料品、衣類等 

3/30 牌シーホ—ン•シ'ャハ。ン レトルト食品15箱 

3/30 総務省東北総合通信局 携帯用ラシ'オ100台 

3/30 
徳之島三町(徳之島町、伊仙町、 
天城町） 馬鈴暑4トン 

3/30 福島県災害対策本部 医薬品（ト'リンク58個、セ.ノール41個、ふうねつ58個) 

3/30 福島県災害対策本部 卵ス-プ(6食入）20箱、海草ス-ブ(600袋)6箱、コ-ンビ-フ缶詰（！20入）13箱ほか 

3/30 第一三共へルスケア(株 風邪薬3箱 

3/30 宿毛市 水1928L、Tシヤツ1000枚、か;/ブメン865食、粉ミルク43缶、大人子供用下着（各サイス•）1654枚ほか 

3/30 安芸市 水2256L、米0.4トン、スホ"-ツ飲料（500mL)591本ほか 

3/30 南国市 水1200L、米0.2トンほか 

3/31 原沢製薬工業(株 除菌シ'ェル(12入x 2) 5箱 

3/31 大台町 米1.8トン、だいこん300Kg、キヤへ'ツ300Kg、きゆうり50Kg、トマト40Kg、玉ねぎ600Kgほか 

3/31 東秩父村 水1200し 

3/31 山梨県笛吹市 水732L、アルファ米1540食、白かゆ150食、卜イレットへ-ハ—30箱、ミルク（4入）8箱ほか 

3/31 擡原市 缶詰1530缶、まぐろ•鮭フレ-ク6004、肌着（男女各種)2130枚、米3.0トン、ふとん50組ほか 

3/31 福島県災害対策本部 カイロ10相、トィレットへ-ハ-(100入）2箱、ハントソ-フ。5箱、アルコール除菌液（12入）2箱、ウェットティシュ(24入) 

3/31 彩長旭(八王子市） 洋服4箱、ふとん、靴下、ティッシュへ。-ハ。-、トイレットへ。-ハ。-

3/31 平学(ニ本松市） 女性、子供の衣類 

3/31 流山市 水、シ.ュ-ス、お茶、如プメン、米、缶詰、ラント•セル、ホ。リタンク、食器ほか 

3/31 福島綜合警備保障(株 マスク1500枚 

4/1 流山市 日用品，ラン卜'セル、生活雑貨 

4/1 真木進学&英会話スクール 色鉛筆ほか 

4/1 (株オオタ事務機 ノート480冊 

4/1 JC青年会議所 かンブメン、米、水、衣類 

4/1 マルコメぼ 即席味噌汁5000食、生味噌473Kg 

4/1 シダックス カレー2,400食 

4/1 豊頃町 米3.0トン、寝具、紙おむつ 

4/1 福島県災害対策本部 寝具50セット 

4/1 相馬救援隊 洋服22rri、食料品8rri、日用品25rri、へY-用品5m
s

、へ。ットフ-ト'2̂ 、ドリンク200本 

4/1 パールライン福島 長いも（10Kg)90箱、玉ねぎ(20Kg)280箱 

4/1 大牟田市 ンヤン:7°-•リンス各180本、ティッシュへ°ハ。-(5入)240ハ°ック、トイレットへ-ハ。-(18入）180ハ-ックほか 

4/1 福島県災害対策本部 T字力ミソリ400個 

4/1 曰光市 米0.9トン、ウ-ロン茶(2L)48本、うどん•そうめん.311束、インスタントラ-メン348食、菓子ぼか 

4/1 偕和会 みそ、しょうゆ、衣類 

4/1 矢吹町 米120Kg、か；/プメン10箱 
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4/1 喜多方市 米2.25トン、水1200し 

4/1 福島県災害対策本部 生活用品 

4/2 
NGO法人サイK •ハ*イ•サイト•インターナシヨ 

ナル 
毛布33袋、生理食塩水(30入）186箱、レトル卜食品ほか 

4/2 埼玉県 米40箱、水2676L、か:/ブメン、お菓子、缶詰の混載30箱、粉ミルク12箱 

4/2 カレン卜ジヤノ《ン 保存食品、紙おむつ、チェーンソーほか 

4/2 ゲリ-ンコ-プ連合 水2500し 

4/2 遍照寺•徳恩寺(横浜市） マィク•フリ-ス28箱、下着30箱 

4/2 竜ヶ崎青年会議所 水72L、米60Kg、生活用品 

4/2 メカ'ネの半谷 老眼鏡70ヶ 

4/2 偕和會東北事務所 下着2箱、生理用品1箱、シャッ1箱、シ'ャ力'ィモ1箱、靴下1箱 

4/2 サ'イタ'スフアーマ(株 ハ。ウチハ'ッゲ(300入)6箱 

4/2 N P O Z巳PHYR. C o m 水624L、トィレットへ。-ハ。-12箱、毛布16箱ほか 

4/2 (株浅沼組北陸営業所 水48し 

4/2 齋藤尚彦(裾野市） 水36L、ホ。リタンク(5L)10ヶ 

4/2 (株ワールト’ 保温性下着162枚 

4/2 埼玉県朝霞市商工会 缶詰600個 

4/2 長野県茅野商工会議所青年部 りんご7箱、玉ねぎ3箱、潰物1箱、人参7箱、しょうゆ1箱、みそ20箱ほか 

4/2 会津若松商工会議所青年部 子供用本、玩具、菓子、か：/プメン、子供服、ほか 

4/2 山和建設(株 か:/プメン120食、缶詰3箱、餅1箱、水60し 

4/2 (株興伸 下着1520枚 

4/3 西条市 おしりふき（12入)46箱、粉ミルク22缶、か：/プメン688食、ふとん3箱、水840L、梅干(80入)43箱ほか 

4/3 ICA文化事業協会（NPO) 空気清浄機20台、暖戻機80台 

4/3 中央石油販売事業協同組合 軽油3kl、日用品 

4/3 京都南の風同志会 レィンコ-ト5ケ-ス、ハントフェル(300mlx 20入）5箱、歯ブラシ（120入）5箱、数珠200ヶほか 

4/3 福島県災害対策本部 ヒ-トテック2箱、婦人下着10箱、衣類(婦人•神士）10入51箱ぼか 

4/3 (株ハ。ソナハ°ソナ福島 米50Kg、水96L、か:/プメン8箱、レトルト食品2箱 

4/3 山崎旬（八王子市） 缶詰3箱、レトルト食品2箱、か：/プメン9箱ぼか 

4/3 ネ画島病院 お菓子2箱、飲物2箱、へ'ビ-ハム27個、缶詰31缶ほか 

4/3 伊藤ぎ一(郡山市） ティッシュへ°-ハ°-4ハ。ック、ぬいぐるみ4つ 

4/3 
有限会社タカクニ(協力メ-カ-福島 

ヨット服） 
Tシャツ220着、ハーフハ。ンッ400着、トレシャツ60着、トレハ。ン200着 

4/3 (株ミシロ境港支店 米120Kg、ホッカイロ2箱 

4/3 長野県信濃町 電気コタッ10台、米450Kg、水180L、お菓子5箱ほか 

4/3 日本先瑞科学研究所 衣類4箱 

4/3 (株アン卜ワークス かガメン20箱、米1470Kg、クッキ-(12入)28箱、クラッカ-（12入）16箱、水1236し 

4/3 イオン(東北RDC) 子供歯フ•ラシ600本、歯磨き粉200ピ-ス、サランラップ300ピ-スほか 

4/4 羽島市 米9500kg 

4/4 肺崎商運(株） 梅干100パック 

4/4 (株)たらみ セリ一416箱 

4/4 (株）プレマスペース ラスク4箱 

4/4 東北支援•中野 ランドセル50個、絵本13箱、ノート9箱、文戻具9箱、おもちゃ2箱、石驗3箱、スニー力一2箱ほ 

4/4 譲矢久成 飲料水5箱、お菓子2箱、レトルト3箱、缶詰3箱、おむつ3箱、おしりふき2箱 

4/4 今山住建(株） 米120kg、レ卜ノレ卜カレー1〇2〇個、ウーロン茶等576本、ティッシュ56〇箱、ポゲットティシュ960 
ズra 

4/4 平 澤 隆 子供の古着、文戻具 

4/4 第一物流 おでん9ケース、味噌汁15ケース、石験2箱、靴1箱 
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4/4 みちのくホ、ランティアプロジェクト 米100kg、じやがいも1箱、水20L、お茶30ケース 

4/4 ハクゾウメディカル ハンドソープ14箱 

4/4 コ一プふくしま 毛布、古着 

4/4 川上事務所 米、缶詰、使い捨てカイロ他 

4/4 福島県災害対策本部 カップメン6〇〇〇食、卜ンガリコーン6〇〇〇食 

4/4 資生堂販売(株)福島支店 水2L80•個、ご飯類1450個、インスタン卜ラーメン16〇〇個、伍詰3〇〇個、お茶2〇〇個 

4/4 多治見市 多治見あられ12箱 

4/4 匿名希望 Tシャツ（男）364枚、男女下着786枚 

4/5 三菱電機福島支店 味噌汁16箱、おでん5箱、レトルトカレ一10箱、ウエットティッシュ9箱 

4/5 国土交通省 水（1.52)1448本、レトルトごはん20箱、缶詰20箱、スープ20箱、カップメン50箱 

4/5 ベネズエラ国（外務省経由） 、ンナft4368伍、イフシ伍5〇〇〇& 

4/5 樋高事務所 フットサルボ一ル、バレ
_

ボ一ル他 

4/5 山ロエ戻 水110本、米30kg1袋.lOkga袋、お茶216本、マスク1700枚、トイレットペーパ一200ロールほか 

4/5 力ワチ相馬店 水500ml864本、212174本 

4/5 福島県災害対策本部 ドライシャンプー3ケ入れ12個 

4/5 シダックス 水1200本、缶詰3500食、カップラーメン 

4/5 コ一プふ〈しま 水23箱、毛布56箱 

4/5 
レインボ_タウンエフエム放送 

(株） 
ブル一シート37枚、マスク1600枚、軍手1500枚、雑巾500枚、土嚢用袋400枚ほか 

4/6 男鹿市•秋田みなみ農協 米500kg、男女下着1437枚、子供下着51枚、男女靴下160足、子供靴下5足、タオル類1223枚 

4/6 米原市 米5.6t、水（1,500ml)500、本（500ml)1700本、掛け布団1000枚、缶詰1000個ほか 

4/6 須崎市ほか(個人70、法人8、団体7) ランドセル19個、寝具108個、粉ミルク49個、紙おむつ119個、保存食45箱ほか 

4/6 ナチュラルコープヨコハマ 薬37個、マスク4箱、缶詰33缶、ほか 

4/6 エイトマン トイレットべ一パ一396個、カセットボンべ144個、カセットコンロ6台ほか 

4/6 流山市 ランドセル334個、カップめん11箱、おむつ27箱、文具78箱ほか 

4/6 曰東タオル タオル200枚 

4/6 東部産業株式会社自動車部 消防ゴム長靴33足 

4/6 ヤマトインターナショナル（株） 男女用Tシャツ89着 

4/6 NPO法人小さなアリの手相馬救援隊 カイロ5箱、ぬいぐるみ5箱、子供〈つ1箱、タオル2箱、古着83箱+36袋 

4/6 (株）きんでん 生理用品4箱、おむつ16パック、シャンプー3箱 

4/6 仙台管区気象台 米350kg、カップ®750個 

4/6 外務省南部アジア部南東アジア第1課 コ一ト3箱、ブランケット4箱、セ一タ一11箱、キルト布16箱 

4/6 福島ミドリ安全(株） マスク33000枚、消毒剤1560本、感染防止用手袋50000枚 

4/6 台湾観光局 八宝粥缶詰240個、ウーロン茶240本、パイナップルケーキ240個、あげパン200個ほか 

4/6 入谷法律事務所 肌着(大人用•子供用）883枚 

4/6 尾張旭市 保存米350食、乾パン640食、クラッカ一350食、トイレットペーパ一500ロ一ル、ブルーシ_卜100枚 

4/6 相馬ライオンズクラブ ランドセル400個 

4/7 きんとび ひやむぎ50ケース、そ一めん50ケース、翅つゆ（1.8£)96本 

4/7 那須鳥山市 白米（30kg)140袋、せんべい50缶 

4/7 出雲市、斐川町 カップ®1364個、缶詰58缶、トイレットペーパー137ロール、野菜（じやがいも•人参等）ほか 

4/7 ホープインターナショナル ミネラルウオーター（236mfi35本）1792ケース 

4/7 愛知県津島市 水（1.5fi)23本、(500m218本入）1箱_(500mfi24本入）15箱、121本、(2fi6本入）104箱 

4/7 
セブン&ホールディングス•イ1^一 
ヨー力堂 衣類61箱 

4/7 岐阜県恵那市 学生服6箱(80着） 

4/7 米子市 トイレットペパー•衣類4箱 
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4/7 三本テキスタル 靴下等2箱 

4/7 相双地方災害対策本部 パン2892個 

4/7 小林幸子 無洗米10t 

4/7 UNWQMENさくら-NPO—冊の会 児童用図書•文戻具•ぬいぐるみ 

4/7 (株ドキュメンタリージャパン 子供用絵本37冊、土嚢袋150枚 

4/7 磐梯酒造(株） 水(226本入)45箱 

4/7 
八王子市内タクシー会社(八王子 

市協賛） 
古着3箱、電子レンジ1台、電気ス1^一ブ1台 

4/7 (株)五輪 チョコレート4箱 

4/7 大牟田市 味付けのリ3箱、ミックスナッツ4箱 

4/7 
上田商工会議所（東塩田商工振 

興会） 
タオルケット3箱(30枚）、洗剤2箱（14個）タオル類5箱、米60kg、ほか 

4/7 資生堂販売(株） 袋ラーメン(5個入）12袋、ほか 

4/7 追川タカ子 タオルケット10枚、バスタオル5枚、タオル50枚 

4/7 山•エ戻 靴下（12足入）24ダース 

4/7 福島県災害対策本部 腹巻き10. 

4/8 四家裕 (能登町） 米(30kg) 4 袋 

4/8 蓬 田 和 俊 冷蔵庫1台、電子レンジ1台、洗濯機1台 

4/8 植農•里山再生ネットワーク 米(30kg)11袋、お菓子（12個入)6箱、缶詰2箱、子供用菓子2箱 

4/8 生活クラブ連合会 ふ菓子9箱、ランドセル（女子用）5個 

4/8 小池孝明（名取市） 水（500m2)284本、（22)120本、お茶（500m2)96本ほか 

4/8 福島県災害対策本部 ドライシャンプー(3ケ入れ12個）6箱 

4/8 相馬ライオンズクラブ 長靴600足 

4/8 福島県災害対策本部 ハンドソープ4箱、石油ス1•"一ブ1台、電気ポット4台、やかん20個 

4/8 石田法子（大阪市北区） 缶詰(60個入)4箱 

4/8 玉名市 水1644本、粉ミルク250缶、タオル2000枚、とまと100ケース 

4/8 輪島市 米1100kg、水10002、缶詰84個、土のう袋5000枚ほか 

4/8 自民党災害本部 / \ンドジxル（24本入）750ケース 

4/8 JA新潟、JA伊達みらい 米（30kg) 360袋 

4/8 米沢市 水4t、ふとん25組、カッセトボンべ200本外 

4/8 野洲市 米6814kg、缶詰518個、カップメン430食ほか 

4/8 伊達市 水（122)126箱、米（10kg)50袋、ほか 

4/8 佐伯市 米（10kg)500袋、水417箱 

4/8 福島県災害対策本部 米(30kg) 34袋、/ iックごはん(200g x 40個）500個、梅干し（12個入）257個 

4/8 福島県災害対策本部 米（10kg)400袋、電気ポット2台、やかん2個、石油ストーブ1台ほか 

4/8 (宗)真如苑 水10箱、トイレットぺ一パ一10箱義金300,000円 

4/8 (株)マブワールド ブーツ（18足入)59箱 

4/8 大牟田市 シャンプ-180個、リンス180個、石験1800個、味付けのり4000束ほか 

4/8 (株)テクノアッブライズ ウエットティシュ28個、ガスコンロ20台、ガスボンベ2箱、米60kg、ほか 

4/8 山崎ゆうき（木津川市） 敷きパット2枚、軍手300本、タオル15枚、バーべキュコンロ1台ほか 

4/8 落合秀幸(市原市） 学用品（ノート•ペンケ一ス•下敷きetc) 

4/8 (株)河野 作業着 

4/8 (株)インヴヱルジャパン サポーター40個•アイマスク100個 

4/9 天坂晴美 ふとん20枚、缶詰5個、古着19個、タオル1箱、ほか 

4/9 福島中央市民医療生協 米(30kg)6袋、（10kg)26袋、醤油5本、味噌1樽ほか 

4/9 ベ株）ヒュ一モス 米（30kg)10袋 
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4/9 秋 月 内 科 医 院 秋 月 健 半熟タマゴ900個 

4/9 福島県災害対策本部 アンパン2655個 

4/9 齋藤巷一 米(30kg)1袋 

4/9 立正佼成会原町協会 タオル300枚、紙コップ1000個、ウエットティッシュ38個 

4/9 栗原某子 子供服95枚、ポロシャツ36枚、Tシャツ149枚ほか 

4/9 (株）日立戸塚 マスク733箱、インフルエンザキッド110箱、消毒用アルコール（500mfi)120箱 

4/9 Lee税理士事務所 カップメン240個、水24G、レトルト食品7個、お菓子8個 

4/9 相馬青年会議所 紙おむつ39箱、トイレットペーパー（18ロ一ル）4袋、粉ミルク60個 

4/9 エムソーラ一システム（株） 水（500mfi)1920本 

4/9 珍田酒店 軍手40組、ゴム手袋35組 

4/9 酒井千春（玉野） 冷蔵庫1台、洗濯機1台 

4/9 齋藤博英(いわき市） 毛布1 0枚 

4/9 山下法律事務所(広島市） 潰物10箱 

4/9 鈴木年子 子供用プラスチックプレーM0枚、ピアニカ1個 

4/9 柳沢事務所 バナナ80戻、パイナップル56個、デコポン200個、ほか 

4/9 神尾龍三（中野） いちご16パック 

4/9 埼玉県トラック協会 カップメン43箱、水372G 

4/9 ポープインターナショナル開発機構 ミネラルウオーター（236mfi35本）1792ケース 

4/9 広島リビング新聞社 缶詰3箱 

4/9 三井住友海上埼玉自動車営業部 カップ翅5箱、レトルトカレー3箱、米（5kg)4袋、水72fi 

4/9 こうべ市民福祉振興会 レトルトカレ一250箱、上履き500足、肌着2500枚、靴下1200足ほか 

4/9 白河市 米（10kg)5袋、(5kg)50袋、水2400fi、クラッカー40箱 

4/9 西郷進太郎(鎌倉市） 米（30kg)6袋、タオルケット50枚ほか 

4/9 真岡市 米(30kg)9袋、（15kg)2袋、缶詰2箱 

4/9 伊藤忠丸紅鉄鋼(株） ふんわりごはん96個、缶詰2箱、カセットコンロ8台、カセットボンべ96本 

4/9 齋藤容久 水 衣 類 等 

4/9 被災した子供たちを応援する母の会ランドセル194個ほか 

4/9 立川和彦（燕市） マスク1箱、チッシュペーパ一1箱ほか 

4/9 喜多方市 白粥缶詰(24缶入）83箱、サケ缶(40個入)40箱、ほか 

4/9 さくら配送会 フェイスタオル1200枚、/《スタオル50枚、/、ンドタオル300枚ほか 

4/9 福島県災害対策本部 ゴム手袋50組 

4/9 さくら市社会福祉協議会 ごはん(50食)2箱、乾パン1箱 

4/10 熊谷組 水（20Gホ°リタンク)6本、(18fiホ。リタンク)30本、軽油(20fi)9本 

4/10 ソフィアエ戻 掛けふとん7枚、毛布5枚、タオルケット2枚 

4/10 跳子青年会議所 水63fi、米229kg、ティッシュペーパ一（5個入）30個ほか 

4/10 福島県災害対策本部 パン80ケース、石油ス|^一ブ21台、電気ポット7個 

4/10 福島めばえ幼稚園 絵本8箱、オモチヤ5箱、文具9箱、ハンドソープ12個ほか 

4/10 大垣市 カツプメン457個、インスタントメン5424個、乾パン295個，ほか 

4/10 (株)大視 米500kg (新)タオル4箱、（新）毛布1箱、（新)衣類5箱ほか 

4/10 千吉良鈑金塗装 毛布7袋、カップメン17箱、ジュース9箱 

4/10 堀江志朗（大宮の医師） カップメン4箱、サプリメント1箱、水1箱、ライト1 

4/10 神山嘉之 衣類(子供用2箱、男性用1箱、女性用1箱）、子供カバン1箱 

4/10 偕和東北事務所(福島市） 米（5kg)1袋、カッセトボンべ(54本入）2箱、ドリンク60本 

4/10 Lee税理士事務所 ミネフルウオ一タ一（226本）10箱 

4/10 かずさスタイル推進協議会 女性用下着10,000点、ガスコンロ10台、ガスボンベ48本 
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4/10 伊藤ハム ミ一トボ
_

ル340箱 

4/10 座間青年会議所 水（2G) 55本、ガスコンロ1台、ガスボンベ12本ほか 

4/10 森秀ー（愛知県豊山市） 灯油200£、軽油200G、ガソリン90fiほか 

4/10 (有）日向 灯油（20G)5缶、軽油（20fi)5缶、紙おむつ26,290個 

4/10 流山市 台所洗剤200個、ウエットティッシュ120個ほか 

4/10 (有）四季の企画社 カップメン180個、抹茶くず湯40個、ほか 

4/10 佐藤慶ー(仙台市） 米（30kg)1袋 

4/10 錦町 水（500mj2)48本、（22)18本、カップメン399個ほか 

4/10 河合正男（小山市） 水（500m]224本入）4箱 

4/10 可児ライオンズクラブ(岐阜県） マスク(50枚入)200箱、缶詰24缶、サイダ一240パックほか 

4/10 福島県災害対策本部 水20t 

4/11 安彦紀昭(福島市） 缶ジュース24個、水(2fi)3個、酒(2fi)3本ほか 

4/11 G S D 空気清浄機 

4/11 (株)鈴木 せんべい4缶 

4/11 三原事務所 スキンケア用品12箱、カップメン230個、ほか 

4/11 平澤みどり（相馬市） 文戻具1セット、古着 

4/11 佐久間路子(福島市） 玉子スープ200食、電池200本 

4/11 国づくり人づくり財団（株)Xッホ°クモア 水（1.5fi)2300本 

4/11 流山市 米240kg、食品、オムツほか 

4/11 (株)boid レトルト147個、粉ミルク5缶、米140kgほか 

4/11 浜通り農民連合 米（30kg) 39袋、水（500mfi30本、2fi15本、1G12本）、カップメン276個 

4/11 福島県相双対策本部 米（10kg)500袋、パックごはん5000食、パン2601個 

4/11 野畑弘幸(知立市） 高圧洗浄器1台、折りたたみ自転車2台 

4/11 福島民友新聞社 膝かけ560枚、スポーツタオル1600枚 

4/11 菅野源太郎(梁川町） 布団15枚、毛布15枚、タオル50枚、バスタオル50枚 

4/11 菅野里芳子(北飯淵） ランドセル2個、服30着、ズボン10本 

4/11 相馬吊社会福祉協議会 懐中電灯(ソ-ラ-)650個、ランタン（ソ-ラ-）168個 

4/11 松戸市社会福祉協議会 ル一ぺ500枚 

4/11 (株)唐戻米穀 米 6170kg 

4/11 唐津市 お茶962、ジュース36本、カップメン600食 

4/12 大韓航空 水（1.51212 本入）1000箱 

4/12 エディバウアー川口店 米(5kg)14袋、缶詰20缶ほか 

4/12 福島県災害対策本部 やかん20個、ソ一フ一フイ卜32個 

4/12 神川町 米880kg、水7452、缶詰30個、学用品ほか 

4/12 細 川 正 幸 タオル10枚、下着10枚 

4/12 ジョイパックレシャー(株 文戻具セット450セット 

4/12 照井千枝子 タオルケット5枚 

4/12 
NP〇法人ハビタット.フォー•ヒュ-マこテイ-. 

シャハ。ン 
トイレットペーパー19520ロ-ル、テイッシュペーパー2960個 

4/12 
アジア太平洋子ども救済センター 

このゆびとまれ 
ランドセル 

4/12 京丹後市 米3720kg、毛布359枚ぼか 

4/12 天理教奈良地区松山市医師会 洗濯機2台、味噌3袋、みかん2箱、砂糖20袋ほか 

4/12 矢吹町 米1400kg、粉ミルク16箱、敷き布団7枚、掛け布団10枚、ほか 

4/12 北辰商事(株） 米600kg、カップメン324個、Tシャツ313枚、ほか 

4/13 日本こども支援協会 米82kg、缶詰149缶、醤油34本、みそ40kg、カップメン60個ほか 
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4/13 テレビユー福島 錯筆セット500セット 

4/13 天理教河原町大協会 水（2fi)30本 

4/13 荒和子（中野北反町） バスタオル6枚、毛布3枚、シーツ7枚、 

4/13 いまみち整骨院 タオル類 

4/13 片橋るみ(立川市） バック、学用品、薬等 

4/13 櫻 井 崇 ( 川 崎 市 ） タオル類 

4/13 福田格（取手市） 靴、衣類、薬等 

4/13 大輪小次(さいたま市） バック、衣類、薬等 

4/13 (株)佐浩商会 けずりぶし30kg 

4/13 (宗)八大龍神宮 米1000kg、つけもの150kg 

4/13 小川町役場 毛布180枚、水144G、子供用おむつ25箱 

4/13 美濃加茂市•坂祝町•川辺町 水930fi、乾電池814本、米1054kg(うち玄米805kg)カップメン93個、土嚢袋1100枚、缶詰42缶 

4/13 佐賀県 水3698^その他の飲料2692fi 

4/13 日本テトラパック(株） 牛乳9216本 

4/13 伊勢原青年会議所越水崇史 ベビーカー1台、水（500m2)48本、粉ミルク1缶、ほか 

4/13 三浦義彦（一関市） くっ3箱 

4/13 黒須崇（富谷町） 米10kg、タオル1箱 

4/13 福島県災害対策本部 電子レンジ8箱 

4/13 局t e頁入郎 米1222kg、水60fi、ガスコンロ4台、ほか 

4/13 仙台コカコ一ラボトリング(株） 水120002 

4/13 曰光市 米400kg、味噌10kg、タオル17000枚 

4/13 福島県災害対策本部 パン3315個、まぜこみワカメ320個 

4/13 立正佼成会原町協会 タオル405枚、バスタオル160枚 

4/13 吉田利彦（坪田） 掃除機1台 

4/13 田中大河(板橋区） ランドセル1個 

4/13 仙台青年会議所 毛布10枚、大豆水煮缶144缶 

4/13 (株）イ
_

スト 毛布10枚、水煮缶120缶、靴下372足 

4/13 (株)加美乃素本舗 手肌洗浄ジエル180本 

4/13 齋藤佐知子(大曲） ぬいぐるみ3箱 

4/13 (有)ご縁満開本舗 水180fi、スニーカー等8箱、ウエットタ才ル1箱、ほか 

4/13 中沢研（板橋区） 米40kg、レトルトカレ一50個、ふとん3枚ほか 

4/13 明治乳業グループ 牛乳100本 

4/13 高橋博行(丸森町） 衣類10袋、靴3袋 

4/14 天理教災害対策本部 水 2 S 6 本入 /箱 1 2 0 箱 

4/14 福島県災害対策本部 精米5t、レトルト米5t 

4/14 (株)秩父源流水 水 2 G 8 本入 /箱 7 2 0 箱 

4/14 錦町 衣類571点（子供用38•女性用170•男性用96•毛布類139'おむつ55•タオル52.その他21) 

4/14 (株)郡山製餡 精米(学校給食用）500、ふんわりごはん(200g x 3 p x 8 ) 

4/14 
(株)シキボウ物流システム堺セ 
ンター 子供用肌着4箱 

4/14 小長谷稔と安全なくらしを創る会 マスク3箱、おむつ2箱、靴3箱、Tシャッ1箱、肌がけ1枚、敷き布団11枚外 

4/14 日立金属工具エ 水2G24本、お茶2G18本、500m248本、スポーツドリンク22 6本外 

4/14 日本BD(株)福島工場 水1£12本入/箱70箱 

4/14 羽村市 カップメン150ケ、レトルト食品859ケ、乾燥粥500食、アルファ米500食外 

4/14 富 山 一 夫 カップメン36箱、春雨6箱外 

4/14 卜ランスコスモス（株） 米5kg4袋/箱24箱、カレ一8箱、缶詰4箱、カップメン50箱 
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4/14 (宗)真如苑 カップメン2640食、スープ26食、米1675k外 

4/14 福島市 米20kg、水226本/箱10箱10本/箱10箱、土嚢袋2000枚外 

4/14 平澤美久 ランドセル1ケ 

4/14 福島県災害対策本部 洗濯機10台、乾燥機10台、乾燥機ユニット10台 

4/14 (株)エイル 水330mG24本•SOOmMS本、米48ケ、アルファ米10ケ外 

4/14 福島県災害対策本部 パン77c/s 

4/15 [C A文化事業協会 電化製品6点セット(洗濯機•テレビ•空気清浄機’冷蔵庫•電子レンジ•炊飯器)が50セット 

4/15 全日本紙製品工業組合 スケッチブック2000 

4/15 ゴリフラビオ ブル一シート4枚、長靴17足、スコップ5丁、デッキブラシ5本ほか 

4/15 齋藤容久 水（500mG)432本、牛乳（200m«168本、野菜ぼか 

4/15 八興化成(株） ゴミ袋（35G-40G-45G用）It 

4/15 片山事務所 冷蔵庫101台、カラ一テレビ1台 

4/15 中川敏郎（江戸川区） バック•タオル• • -2箱 

4/15 飯塚秋男 長靴105足 

4/15 高島禮子(板橋区） バック•衣類_ _ _2箱 

4/15 藤田正一（五所川原） かばん、衣類_ _ "3箱 

4/15 福島県災害対策本部 水20000fi 

4/15 福島県災害対策本部 パン50個、牛乳（200mfi)120箱、お茶（500mfi)72箱 

4/15 茂木町 洗濯用洗剤23個、ボディソ一プ2箱、ハンドソープ1箱、石験1箱ほか 

4/15 川田さゆり 女性用くつ9足 

4/15 福島県災害対策本部 レインウェア一200着 

4/15 福島県災害対策本部 パン1200個 

4/15 福島テレビ 水（500mfi)168 本、 

4/15 熊谷組東北支店 ブル一シート800枚、土嚢袋5200枚 

4/15 原ふみい（立谷） 子供服3箱 

4/15 茨城県議会副議長飯塚秋男 長靴105足 

4/16 福島県災害対策本部 水18777.fi 

4/16 武士雄飛 スープ40食、缶詰20個 

4/16 積水化学工業 ポリバケッ800個、ゴミ箱800個 

4/16 横浜市 消石灰500袋 

4/16 NP〇法人「甲斐のめぐみ」 米591Okg、ランドセル50個 

4/16 J A M カップラーメン576食、レトルトカレー600食、飲むぜリー“748個 

4/16 矢部朋子 粉ミルク22缶、おしりふき16袋 

4/16 (株）日本文芸社 本 1 箱 

4/16 (株）キ一ストンパ一トナ一ス 水（500mG)10000本 

4/16 佐藤知里(仙台市） 靴 3 箱 

4/16 長野県信濃町支援隊 米110kg、ポリタンク5個、りんご5箱、洗濯機1台、菓子30箱、水を入れる非常袋200パック 

4/16 神尸市民福祉振興会 応援メッセージ1箱 

4/16 大沼秀樹(大津市） 酒1.犯、たばこ2力一トン、梅干し2パック 

4/16 菅原善満 伍詰48笛 

4/16 福島県災害対策本部 パン2620個 

4/16 福島県災害対策本部 シャンプ一2箱、トリ一トメント2箱 

4/16 天理教埼玉教区婦人会 水324fi、洗濯機2台、野菜、米70kg 

4/17 三起商行(株） 
子供用（パンツ100、ジャケット130、Tシャツ60、ソックス650)、シューズ(ベビー用35、キッス用 

4/17 京丹後市 消毒液(52) 9本、シップ薬30袋、電池41本、ライト2 
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4/17 相馬救援隊 原動機付自転車4台 

4/17 (有)拓里 はつさ<100箱、オレンジ54箱、きりたんぽスープセtット30箱 

4/17 南 恵 美 水482、カップメン24食、レトルト米20食、ほか 

4/17 災害支援救助隊アガぺCGN 懐中電灯24個、電池2箱、レトルト食品川箱、ラーメン81箱ほか 

4/17 天理教猪苗代分教会 未165kg(うち玄米120kg)、水962、1fレットぺ一/く一96ロ一ル、野果ほか 

4/17 愛知県建設業協会 水、お茶24本、マスク50枚、カット綿1個、ガ一セ'1箱ほか 

4/17 天理教東王子分教会 土嚢袋150枚、カップメン48個、ブルーシート10枚、軍手20枚、ほか 

4/17 福島県災害対策本部 非常用ごはん949個、スープごはん3個、おこわセット110個ほか 

4/17 黒須崇（富谷町） タオル9枚、菓子1箱、毛布1枚、衣類1箱 

4/17 大野輝雅(木更津市） 安全靴1足、米20kg、ティッシュペーパー4箱、カップメン2箱 

4/17 山都町 洗剤3箱、靴下3箱、衣類1箱、チリ紙1箱 

4/17 福島県災害対策本部 パン2006個 

4/17 ICA文化事業協会 缶詰45箱、魚肉ソーセージ30箱、真空いかめし44箱、ニシンの昆布煮9箱ほか 

4/17 橋 本 徳 美 大人用服6箱 

4/17 福島県災害対策本部 米5000kg 

4/18 T A R A 1 1 ランドセル27個 

4/18 福島民報社 老眼鏡60個 

4/18 三協立山アルミ(株） 水1202、マスク600枚、軍手100双、はと麦茶（500m«120本 

4/18 
M V P - J A P A N 

みちのくボランティアプロジェクト 水12012、米45kg、味噌汁400食、衣類ほか 

4/18 小林康明（大阪府和泉市） 水242、カセットコンロ4セット、ガスボンベ1箱、紙コップ等1箱ほか 

4/18 福島県災害対策本部 水18777.E 

4/18 積水成型工業(株） ポリタンク2000個 

4/18 (株)ガイア レトルトカレ一200個、スープ90個、缶詰パン1020個、ぬいぐるみM箱、ホ一チ4箱 

4/18 山ロ豪広 水1202、米20kg、生理用品1箱、トイレットべ一パ一24ロ一ル、•SB•詰1箱ほか 

4/19 (株）アクアライン 水（500m2)46080本 

4/19 茂木町 衣類307個、カバン11個、ほか 

4/19 日本べクトンディッキンソン 水71箱 

4/19 ネクスト•ウェイ(株） 手-指消毒剤50箱 

4/19 新井光夫(高崎市） 婦人服40着 

4/19 高橋博行(丸森町） 長靴1足、古着10着 

4/19 福島県災害対策本部 菓子103箱、ぜり一35箱、 

4/19 // ようかん11箱、リンゴジュース132本ほか 

4/19 
“ 

雨合羽100着 

4/19 // 飲むフル一チェ412箱、ようかん1300個、みかんジュース123箱 

4/19 鈴木康弘•高橋ひでき事務所 インスタント食品12箱 

4/19 北芝電機(株） サバイバルフーズ1700食、味噌汁509食、カップメン1297食ほか 

4/20 ワ一クマン相馬店 軍手1000双、ゴム手袋1460双、下着100着 

4/20 全日本紙製品工業組合 ノート50000冊 

4/20 ローソン 幼稚園、小、中学校給食用弁当10,400食 

4/20 小貫さおり（福島市） 食器5個、シャンプー1個、タオル7個 

4/20 ドキュメンタリ_ジャパン 土嚢袋300枚、玩具2、本1箱、缶詰1箱 

4/20 弓削直樹(大田区） 本2箱 

4/20 黒田秀巳（朝霞市） 粉ミルク2缶 

4/20 ソニー 生命保険(株)郡山市社 ゴム手袋6箱 

4/20 太田 寝具”7点セット25組 
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4/20 緊急支援災害援助隊ァカベーCGN 袋ラーメン120箱 

4/20 
公益財団法人曰本ユニセフ協会 

東曰本大震災緊急支援本部 
文屋具セット1000セット 

4/20 (有）えん家 米100kg、漬物3箱 

4/20 ミセリコルディア日本 靴50足、パンケーキ15箱、缶詰72缶、長靴48足ほか 

4/20 松山市医師会 甘夏9箱、レトルトカレー96袋、米480kg,ほか 

4/20 長井市 米700kg、水1202、レトルトカレー5箱、缶詰4箱ほか 

4/20 福島県災害対策本部 米5000kg、レトルトご飯23700食 

4/21 青葉美由規(大坪） 粉ミルク5缶、おむつ1箱 

4/21 学校法人水谷学園北陵幼稚園 文戻具、児童用絵本、衣類ほか 

4/21 市澤廣子(市川市） 茶碗32個、コップ12個、湯のみ19個、皿35枚 

4/21 九星飲料工業(株） 水（22)16800本 

4/21 日本財団 防毒マスク7箱、缶ジュ一ス47箱、サンダル3箱、婦人くつ7箱、婦人服2箱 

4/21 メキシコ大使館 ゴム手袋600双 

4/21 法#、^サロン才リ—ブマスク1000枚、バスタオル16枚、カップメン64個 

4/21 ショーワグローブ 軍手60箱（6000双） 

4/21 丸山みち子(つくば市） 長靴3足 

4/21 世田谷区上野毛町会 男性用衣類20箱、女性用衣類39箱、子供用衣類18箱ほか 

4/21 福島県災害対策本部 カセットコンロ用ボンべ240本 

4/21 京丹後市 シップ薬160個 

4/22 片山事務所 冷蔵庫100台 

4/22 

4/22 

アディダスジャパン シュ一ズ416箱 4/22 

4/22 
日本ユニセフ協会大使アグネス 

チヤン 
水（1.5212本入）90ケース 

4/22 大牟田市 茶碗400個、皿360枚、海苔（半切）28800枚 

4/23 ICA文化事業協会 布団セット100セット、バスタオル50箱、組立式家具100セット、ほか 

4/23 阿部基子(練馬区） おむつ2個、歯ブラシ20本、男性肌着3着、靴下5足 

4/23 (株)キョ一エイ バナナ等 

4/23 
国際サイエントロジーボランティア 
災害救援チーム代表小倉 

自転車30台 

4/23 羽島市 パックごはん15000食 

4/23 名古屋市緑区の一般市民 文具類5箱 

4/23 (株)ヮコー商事 女性用肌着10セット、男性用肌着18セット、男児用肌着10セットほか 

4/23 神尾龍三（中野） いちご4箱 

4/23 リチヤ一ド• ノ一マン シャンプ一.歯ブラシ等セット24セット 

4/23 旭ガラス(株） 掛け布団33箱、毛布30枚 

4/23 名 雪 友 美 ほ か 2 8 名 古着15箱 

4/23 つぐま市 米670kg、缶詰2328個、カップメン、医薬品ほか 

4/23 上村正樹(鳩ケ谷市） 掛け時計10個 

4/23 飯塚市 ブルーシート50枚、土嚢袋10000枚、米1000kg、ほか 

4/23 上越市 玄米1020kg、白米1504kg 

4/23 クロックス•ジャパン合同会社 靴141箱 

4/24 天理教埼玉県支部 米160kg、洗濯機2台、ほか 

4/24 匿名希望 男性用肌着2800枚、女性用肌着600〜900枚、女児用下着1000枚 

4/24 アイビス トレ一ナ一4着 

4/24 紺野和子 食器ほか2箱 

4/24 (有）リファインパーツ誠和 布団、毛布、ティッシュペーパ一、トイレットペーパ一ほか 
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4/24 (株）ワコー商事 入れ歯洗浄剤2箱、生理用品3セット、尿とりパット1セットほか 

4/24 風鈴丸（木版画家） 絵本3箱 

4/24 篠田英子(茂原市） 敷き布団8枚、ほか 

4/24 福島県災害対策本部 / \°ックご飯(40食/箱）625箱 

4/24 福島県災害対策本部 米（10kg) 500袋 

4/25 金丸生果（黒木） 敷き布団3枚、 

4/25 高橋孝治 テレビ2台 

4/25 (株)カワチ薬品 水（2肋本入）200ケース 

4/25 我孫子市 米1732kg、掛•敷ふとん15枚、タオルケット81枚、缶詰7箱ほか 

4/26 土浦市 米2210kg、•詰1箱、歯ブラシ3箱、トイレットロール5箱ほか 

4/26 東西しらかわ農業協同組合 米500kg、 

4/26 愛媛県松山市医師会 洗濯機5台、冷蔵庫2台、オムッ5箱ほか 

4/26 我孫子市 掛け布団14枚、敷き布団19枚、布団セット(掛け•敷き)22セットほか 

4/26 
医療法人社団和楽仁 
医 師 多 賀 千 之 

絵本1箱、おもちゃ等2箱 

4/26 (株)森本組 米350kg 

4/26 杉岡ヤス（富士宮市） ボール20個、キヤラメル等 

4/26 美幌広域連 玉ねぎ(20kg) 90ケ一ス 

4/27 富岡市 そば枕750個 

4/27 (株）アクアライン 水（500mfi)960ケース 

4/27 (株)ダイナム パン500個、野菜ジュース2000本、スコップ100本、長靴100足 

4/27 ホクレン（士幌農協） じやがいも（10kg) 270箱 

4/27 ホクレン（川西農協） 長いも（10kg)40箱 

4/27 世田谷区上野毛町会（片瀬町内会) 衣類フ7箱、石驗2箱、タオル10箱ほか 

4/27 テラル(株） ミネフルウオ一タ一(2fi6本入）14箱 

4/27 近内真一（江東区） ホッカイロ30個、古着4箱 

4/27 東日本高速道路(株)相馬工事事務所 米750kg、乾電池2150本 

4/27 新開美和子(名取市） 婦人服2箱 

4/27 カルビ一ポテト(株)帯広 ジヤガリコ800箱 

4/28 ひまわり会代表菅野吉(梁川町） 肌掛け15枚、タオルケット15枚、毛布10枚ほか 

4/28 米原市 電気炊飯器100個、布団セット100組、石驗10箱、ラップ8箱、洗濯機1台ほか 

4/28 相馬行胤 児童•生徒用傘550 

4/28 (株）アクアライン 水（500mG)960ケース 

4/28 群馬県 米949kg 

4/28 伊那市 土嚢袋2000枚、ゴム手袋400束、軍手480双 

4/28 柏崎市刈羽郡医師会 自転車10台、靴8箱、タオルケット8袋ほか 

4/28 福島県災害対策本部 目薬(大人用•子供用）各100個 

4/29 (株）アクアライン 水（500mG)960ケース 

4/29 北海道 米795kg、カップメン113箱，缶詰28箱、インスタントラーメン134箱ほか 

4/29 横浜市 レトルトカレ_3000個 

4/29 情報労連滋賀県協議会 トイレットぺ一パ一378口-ル、ティッシュぺ一パ一117個 

4/29 天理教柴山分教会 洗濯機3台 

4/29 佐藤静香（尾浜） 女子高制服1着 

4/29 (代表）山上公民館 電気コタッほか 

4/29 (有)新海自動車工業 菓子2箱 

4/29 曰本通運 米•カップ鍾_伍詰他 
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4/29 天理教猪苗代分教会 米480kg、レトルトカレ一2箱、ほか 

4/29 天理教松川分教会 トイレットぺ一パ_67ロ一ル、ホッカイロ2箱ほか 

4/30 
日本マニユファクチヤリングサ一ビ 

ス(株)福島営業所 
男性用下着1枚、女性用下着99枚、おむつ1袋、女性用くつ1足 

4/30 飛澤祐子（多摩市） カップメン3箱、米15kg、靴6足 

4/30 口田剛史（米子市） Tシャツ3箱、衣類2箱 

4/30 千 枝 桂 子 マスク500枚 

4/30 シマセイキ セーター3323枚 

4/30 相 馬 行 胤 絵の具セット150セット 

4/30 三井物産(株)新潟支店 米200kg、カップメン360個、缶詰96缶、カレ一100個ほか 

4/30 中村一雄 葉物野菜6箱 

5/1 立正佼成会福島教会 米630kg、レトルト食品、缶詰、調味料ぼあk 

5/1 被災した子供たちを応援する母の会鍵盤ハ一モニカ200 

5/1 有機ネットちば 食用オイル(400g)10本、米60kg、ピーナツ40袋ほか 

5/1 綿田秀史(嘉麻市） 米 90kg 

5/1 犬飼芳幸(名古屋市） 水(2«6本、マスク2箱、ゴム手袋4枚、缶詰5個 

5/1 (株）セーフティ一アイランド 紙ショーツ1500枚 

5/2 京丹後市 布団セット(掛•敷）1組、ボディソ一プ9個、レトルトカレ
_

35個 

5/2 倉持佳奈子(所沢市） 女性用下着15枚、女性用靴下15足 

5/3 菊地妙子(杉並区） 女性用衣類3袋 

5/3 三戸敬三（防府市） 松葉つえ1ヶ 

5/3 萱山秀樹（日高市） レトルトカレ-30食、足揉みマッサージ器1台 

5/3 白井多美子（町田市） 肌着3袋 

5/3 
リビングストン•アメリカンスクール 

上海、バイリンガル幼稚園橋浦友 
絵本20冊、繙跳び4本 

5/3 只野サク(宇多川町） 肌掛け8枚 

5/3 播磨敬和（神戸市） おもちゃ1箱 

5/3 未満圭 (滋賀県日野町） カップメン3箱、レトル卜カレ-3袋、缶詰ほか 

5/3 竹之内さやか（群馬県） 絵本2箱、お菓子2箱、おもちゃ2袋 

5/3 生活クラブふくしま生活協同組合 リン:Tyュ-ス(30缶入）32箱、更科そば6箱ほか 

5/3 嶋崎誠(神奈川県寒川町） 水(226本入）17箱、洗剤1箱、ホ力リスウエット10箱ほか 

5/3 穂積陽一（ひたちなか市） 米20kg、コンロ3台、がスホ、へ'15本ほか 

5/3 貝瀬一成(ふじみ野市） トイレットへ。-ハ。-2箱、水(2G6本入）1箱 

5/3 プロサーチ(株） サッカーホ—ル30個、ハスケットホ
_

ル5個、 

5/3 鈴 木 典 夫 敷き布団45枚 

5/4 飯田瑠璃(福島市） トイレットぺ_パ_36口-ル、水24G、生理用品1袋 

5/4 久留米市 ゴミ袋50000枚、ゴム手袋530双 

5/4 
鍋島貴行(横浜市） 

清水俊介(川崎市） 
カップメン12食、洗剤等1箱、手袋9双 

5/4 上田博正（播磨町） 手袋3双、スコップ3丁、サラダ油（16.5kg)1缶、ほか 

5/4 阿久津俊（品川区） サッカーボール2個、ボックスティッシュ2個、伍詰1袋ほか 

5/5 (株)KANKO マスク30000枚、ウエットティシュ200個 

5/5 (有）ジラフ クラシックギター、フォークギター、とびなわ 

5/5 セーラ一万年筆(株 ボ一ルペン、書き方シャ一プペン、消しゴムほか 

5/5 渡 會 誠 菓子540本、子供用靴下30足 

5/6 三浦真（杉並区） カップメン7箱、ティッシュぺ一パ一15個、ヘルスメ
_

タ一7個ほか 

5/6 菊地京子（杉並区） タオル1箱、バスタオル5枚、電気カーペット1枚 
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5/6 渡部弘 (大崎市） 水242、マスク60枚、さとうのごはん36個 

5/6 宇部市 米 321 kg 

5/6 
リビングストン•アメリカンスクール 

上海、バイリンガル幼稚園 
絵本1袋 

5/6 
富士山まごころネットワーク 

ニノ宮義明（裾野市） 
入人用おむつ1袋、入人用ハット2袋、•昌士さんの写真2枚ほか 

5/6 佐藤美和子(市内新沼） 子供服（男児用）3袋 

5/6 (有)駒のり店 味海荅1箱 

5/6 滑川市 米900kg、薬4箱、土嚢袋2000枚、ほか 

5/6 三木一之（淀川区） おかき1箱 

5/6 福島下飯坂わかば会 タオルケット7枚、缶詰60個、レトルト食品21個、シ一ツ13枚 

5/7 (株）秀光ビルド 米4000kg、タオルケット510枚 

5/7 天理教猪苗代分教会 野菜 •調味料等ほか 

5/8 立谷栄子 Tシャツ、タオル 

5/9 ヤマトロジスティクス（株） 敷き毛布1056米 

5/9 三菱マテリアル（株） アルコ一ル消春液(12)12本、トイレットぺ一パ
_

(12ロ一ル8袋入)4箱、水（22)30本 

5/9 石岡市 米（30kg)100 袋 

5/9 (有)ミツワ通商 水362、洗剤7本、米30kgほか 

5/10 岡武明（猪苗代町） カラーコーン10個、タオル20枚、歯ブラシ20本ほか 

5/10 (株ア一テック 絵の具セット80セット 

5/10 小田原市61区ひばり子供会 文戻具 

5/10 セーラ一万年筆(棟 ボールペン、シャープペン、書き方鉛筆ほか 

5/11 (株協和 ランドセル 

5/11 福島県災害対策本部 米7967kg 

5/12 福島県災害対策本部 米23350kg 

5/12 (株)菅原善治商店 カレンダー500部 

5/12 井本商運 くつ2060足 

5/12 はすぬま 生めん2000食 

5/12 つくば市 米180kg、カップメン360食、缶詰1728缶 

5/13 (株）ワコー商事 シユ一ズ49足 

5/13 (株ア一テック 絵の具セット180セット 

5/13 福島県災害対策本部 バナナ4000本 

5/14 (株）アクアライン 水（500mG24 本入）1920箱 

5/14 鈴木典夫 布団セット10セット、敷き布団5枚 

5/14 龍ヶ崎市 ノートパソコン60台 

5/15 上田様(豊中市） 紳士靴2足 

5/15 才フイスノリコイケ 女性用衣類13箱、男性用衣類5箱 

5/15 高橋理美 食器10箱 

5/15 福島県災害対策本部 菓子82箱 

5/16 土浦市 巾冒子3420個、生118箱 

5/16 シャチハタ(棟 8色サインペンセット 

5/16 HQYA日本本部フレームセンター 防塵めがね23個 

5/17 (株)丸福 笛詰10ケース、カップメン19ケース、土嚢袋800枚 

5/17 山陽小野田市 米168kg 

5/17 多治見市陶磁器卸商業協同組合 食器158箱 

5/17 三井化学労働組合千葉支部 インスタントコ_ヒ一6本 

234 



東日本大震災救援物資等一覧 

月曰 団体名（敬称省略） いただいた救援物資（主なもの） 

5/17 かずさスタイル推進協議会 米400kg、缶詰120個 

5/18 台湾国 毛布1000枚 

5/18 岡山県 土嚢袋250枚 

5/18 メキシコ大使館 食品パック30個 

5/18 福島県災害対策本部 バナナ40.箱 

5/18 天理教北陸大教会 ねぎ15袋 

5/18 柏木核（えびの市） 水540G、タオル5枚 

5/19 キ一ストンパ一トナ一ズ 水5004fl 

5/19 キーコーヒー(株） 計量カップ6個、コーヒー保存缶3缶、コップ8個 

5/19 埼玉県 カップメン78箱、タオルケット20枚 

5/19 南城市 車3台、菓子20箱 

5/19 自立研修所「えんどう豆」 マウンテンバイク30台、空気入れ6個 

5/19 江黒直美(行田市） 事務用品1箱 

5/20 NPO法人「地域のめばえ21」 自転車18台、空気入れ2台、工具セット1個 

5/20 三輪伸一郎（富士市） 水156fi 

5/20 生活クラブ生協ふくしま 柑橘類80箱 

5/21 アクアライン 水115202 

5/22 複本晴子[所沢市） タオルケット2枚、ハ'スタオル2枚、スニー力-1足 

5/24 マミーシンガーズ平山智香子 食器1箱、電子レンジ1箱、お茶 

5/25 信濃町 米500kg 

5/25 糸魚川市 シーッ8箱、タオルケット8箱、マスク22箱、洗濯洗剤10箱ほか 

5/25 (株)アクティオ北陸支社 米340kg 

5/25 フレスコキクチ相馬店 スープの素288個、キャベッ144個、ニラ144束、豚バラ肉43.6kg、しいたけ1736個 

5/26 (株）アルファ一 まな板480枚 

5/26 内田久仁子(豊島区） ボストンバック1個 

5/26 (株)あいうえ レトルトカレ一540個 

5/26 (株)ヮコー商事 シューズ67足 

5/27 静岡県弁護士会有志 カップメン50〇食 

5/27 静岡県弁護士会会長 お茶(テイ-ハ。ック）200.ハ。ック 

5/27 本願寺津村別院内大阪教区教務所 レトルト食品15箱、缶詰6箱 

5/27 任天堂(株） トランプ1000個 

5/27 ヤマトインタ一ナショナル(株） 長靴106足 

5/27 長崎県 組布団1組、シーッ5箱、タオルケット41箱、肌布団30箱、タオル類500枚ほか 

5/27 平栗裕美(飯田市） バック9個 

5/28 静岡県弁護士会有志 カップメン54箱 

5/28 ワミレスコスメテイクス（株） タオル2箱 

5/29 (有)矢島自動車 (学童用）かさ25本、ノート200冊、鉛筆4ダース、水着40着 

5/29 天理教岡大教会吉田孝敏 カップうどん72食、カップメン180食、ほか 

5/29 曰光市青年会議所 カップメン156食、レトルトカレー420食、水12fi、お茶12fiほか 

5/29 福島県災害対策本部 虫よけスプレー1500本 

5/30 (株)アクアライン 水115202 

5/30 (株)アサヒ 乾電池1500本 

5/30 大島運輸(株） マスク14000枚 

5/30 生活クラブふくしま生協 ジュース852個、バナナ11箱ほか 

5/30 小 次 郎 の 里 綿 田 秀 史 米 90kg 
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5/30 福島県災害対策本部 米10500kg、水35722fi ほか 

5/31 多治見市 食器類3800セット 

5/31 国境なき楽団庄野真代 雑巾470枚 

6/1 (株)森本組東北営業所 米455kg 

6/1 (株ぎようせい 歴史図表等大型掛図、大三角定規等 

6/1 国立大学法人宮城教育大学 教員用文戻具セット40他 

6/1 吉原産業(株） 米1500kg、菓子40箱 

6/1 伊達市 米3000kg 

6/2 原田悠里 米600kg 

6/2 (株)ヵワチ薬局相馬店 米365kg、サランラップ10ケ-ス、缶詰5ケース、カップスープ16ケ一スほか 

6/5 (株)渡辺和哉商店 米100kg、タオル14個、カレンタ'-8個 

6/6 ヤマトインタ一ナショナル（株） 長靴(婦人用）90足 

6/7 足立区 レトノレトカレ一2100食、米400kg 

6/9 山ロ幸男（相模原市） ミニトマト20kg 

6/10 上ノ原憲人（渋谷区） レトルト食品30食 

6/11 阿賀野市認定農業者会 米1514kg 

6/12 小笠原真（我孫子市） レトルトカレ一40袋、伍詰75伍、グラス11個 

6/12 樅山義一（霊山町） 軍手1袋、ブルーシート3枚、長靴3足 

6/12 セントモニカスイミングクラブ 米(5kg)17袋 

6/13 山ロ幸男（相模原市） ミニトマト8kg 

6/13 東北電力（株）人材サホ。-卜センタ- 米1335kg、カップ®1076食 

6/13 KATEKYQ学院 文戻具等 

6/13 堀内早苗（練馬区） 子供用布団5枚 

6/15 WFP国連世界食糧計画 

日本事務所東京出張所 カップヌードル71箱、レトルトカレ一12箱、醤油11箱、ごま油4箱、ほか 

6/15 (株)ミ一ティァ レトルトハンバ一グ126食、サバの水煮缶詰90缶 

6/16 長瀬印刷(株 ノート、鉛筆 

6/16 新庄市 米10200kg (玄米290袋•精米50袋） 

6/17 福島県災害対策本部 米12t 

6/18 米原市 ぬいぐるみ枕100個 

6/20 フヨ一株式会社大阪支店 カップメン46食、水12fi 

6/20 (株学研ネクスト 辞典セット（1セット15冊）10セット 

6/20 山ロ幸男（相模原市） ミニトマト20kg 

6/20 ァース製薬株式会社 ア一スノマット125箱 

6/21 山田豊栄（馬場野） 子供用Tシャツ1箱 

6/22 どんぐりエS永野典子 うちわ66本、虫よけスプレー18本、キンカンミ
ニ

6個ほか 

6/23 福島県災害対策本部 米3t 

6/24 イトキン(株）’（株)福田屋百貨店 カップメン1800個 

6/24 (株)森本組 米450kg 

6/27 山ロ幸男（相模原市） ミニトマト20kg 

6/28 フジミビルサービス（株） 米270kg 

6/28 
しんきん若手経営者の会（SYM 

S)桐林支部(群馬県飯田市） 
米52kg、缶詰73個、カップメン等231食、タオルケット等66枚ほか 

6/28 福島県災害対策本部 タオルケット204枚 

6/28 内田良子(流山市） 絵6枚 

6/28 大塚加代子(流山市） うちわ50本 



東日本大震災救援物資等一覧 

月曰 団体名（敬称省略） いただいた救援物資（主なもの） 

6/28 大野市 米6000kg 

6/29 (株IHI相馬事業所 ハンドマイク3個 

6/30 C P F T〇KY〇(_ 鶏のから揚げ(冷凍）990箱、 

6/30 (有)大東製作所 ライン引き6台、石灰6袋、遊具2台 

6/30 福島県災害対策本部 毛布2000枚 

7/4 水木ノア ウクレレ110 

7/4 
NPO法人リヴオルヴ学校教育研究 

所 代 表 小 野 寺 哲 
英語1= ト線ノート305 

7/4 山ロ幸男（相模原市） ミニトマト20kg 

7/6 (株)大林組東北支店 米1620kg、水4802、カップメン57箱、ブル一シーM 5 0枚 

7/6 河南町 玄米3330kg 

7/11 幻冬舎 本33冊 

7/11 曰本女子大学同窓会「桜楓会」 ガイガーカウンター5台 

7/11 山ロ幸男（相模原市） ミニトマト20kg 

7/14 アース製薬株式会社 アースジェット1500本 

7/14 福島県災害対策本部 シーツ350枚 

7/14 曰野自動車(株)福島県人会 うちわ700本、タオル400本 

7/15 
(財）日本出版クラブ内大震災出 

版対策本部事務局 
図書カード 

7/16 
放置自転車を考える全国自転車 
問題自治体連絡協議会 

中古自転車200台（東足都(武蔵野市20台、中野区50台、東村山市50台120台） 

奈良市30台、八尾市50台 

7/17 名 波 浩 書籍、飲料水、Jリーグジュビロ磐田グッズ 

7/17 長 谷 部 誠 書籍 

7/17 清水商業サッカー部〇巳会 Tシャツ 

7/17 川 口 能 活 書籍 

7/17 望 月 重 良 書籍 

7/17 阿 部 勇 樹 書籍 

7/17 メディカルプロモーション 使い捨て歯ブラシ
1

,000本 

7/17 朝 比 奈 伸 Jリーグガンバ大阪グッズ 

7/17 菊 池 直 哉 スパイク 

7/17 藤 田 俊 哉 サッカーボール 

7/17 
(株)四季の自然舎マホロバマイ 
ン ズ = 浦 

壁掛け時計15個 

7/19 岡本行夫他 パソコン20台 

7/19 中川則子（小田原市） クロ一バーフラワー20個 

7/20 
コクヨファニチャ一（株） 

コクョ東北販売(株） 
片袖机11、脇机1、〇Aチェア一11、折りたたみ椅子5 

7/21 福島県災害対策本部 布団5セット400組、マットレス400枚 

7/22 足立区 電気ポット20台 

7/22 (有）ペペナーレ クッキー1箱 

7/22 高崎隆ニかごしま五十人会 衣類3袋、食器1箱、ほか 

7/23 (有)夢叶商事伊藤よしろう 巾着100個 

7/23 
JA松本ハイランド（長野県） 

西 村 彰 彦 
ひまわり焼酎30本 

7/26 ファーマシ一つるや薬局 紙おむつ（大人用）14袋、除菌消臭剤130個 

7/27 (株）カレントジャパン 米(30k
g
)4袋、衣類(古着)40箱 

7/27 
島根県安来市、島根県消防防災 
課JAやすぎ、（株)農援隊、安 

バス3台、タオル115箱、米It、グリーンハウスクーラー1台ほか 

7/28 花王カスタマーマーケティング(株） 生活用品セット1500セット 

7/28 Yadea 原動機付自転車5台 
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東曰本大震災救援物資等一覧 

月曰 団体名（敬称省略） いただいた救援物資（主なもの） 

7/28 難民を助ける会 マフラー型アイスノン50箱（5000本） 

7/29 (株）ブリックス 発電機 

7/30 (株)えこ•ファクトリー 虫よけスプレー200本、カップヌ一ドル500食 

7/30 (株)川上商店 フマキラ一100缶、米200kg 

8/1 (有）リファインパーツ誠和 洗濯機、粉ミルク 

8/3 福島県災害対策本部 マットレス50枚、布団セット500組、扇風機12台 

8/3 エックスワン ネオランドリーD(洗濯用洗剤）1504個、ネオホームC詰替12個、スプレイヤ5個 

8/4 難民を助ける会 掃除機1000台 

8/4 福島県災害対策本部 

8/5 福島県災害対策本部 ポリバケツ20個、タオルぞうきん2940枚、懐中電灯945本ほか 

8/5 米沢市 米3000kg 

8/5 JAそうま 米4500kg 

8/6 伊藤季子（足立区） 衣類（女子用下着21枚、Tシャツ26枚） 

8/9 恵那市 米3000kg 

8/9 福島県災害対策本部 虫よけネット312個 

8/10 ベネック(株） 衣類30箱 

8/11 難民を助ける会 コタツ500台、ドライヤ一1000台 

8/11 エプソン販売(株)仙台支店 大型プリンタ1台 

8/12 難民を助ける会 コタツ500台、扇風機2000台 

8/16 鈴江コ一ホレ
_

シヨン タオル2箱 

8/16 エムセテック 自転車6台 

8/18 味の素 ギフ卜セツ卜15〇〇|| 

8/23 須賀まゆ（三石由紀子）台東区 ハンガーラック5個、物干し•お盆•洗剤等2箱 

8/29 朝霞商工会議所 軽貨物自動車1台 

9/6 薬師寺 御守り他 

9/6 福島県災害対策本部 布団700組 

9/8 ガル一ダ•インドネシア航空 色鉛筆9箱（2160個）、スケッチブック35箱（2100冊） 

9/9 鈴廣かまぼこ(株 かまぼこ4000セット 
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8月15日（月）現場写真 

原釜字仲田•北谷地（地点®) 
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原釜字北谷地（地点®) 
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]霞-

尾浜字原と松川浦（地点®) 

復活した旅館/^尾浜字船越（地点(3)) 
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原釜字大津（地点®) 
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原釜字大津（地点®) 
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相馬中核工業団地西地区の仮設住宅（大野台ニ丁目） 
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相 馬 市 復 興 計 画 

V e r . 1 . 1 

平 成 2 3 年 8 月 2 9 曰 

相馬市復興会議 
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第 1 章 基 本 構 想 

第1節計画方針 

第1項基本理念 

平 成 2 3 年 3 月 1 1 曰 午 後 2 時 4 6分に発生した東曰本大震災によって、本市では、 

行方不明者を含む死者459名、津波による家屋等の流出が1,0 0 0棟を超えるなど、 

人的にも物的にも甚大な被害を受けました。 

震災後約3ヶ月間は、4, 0 0 0名を超える市民が避難所生活を余儀なくされていま 

したが、現在は、仮住まいながら応急仮設住宅をはじめとするそれぞれの独立住居で新 

たな生活を開始しております。 

今後、応急仮設住宅から恒久的住宅に移り、被災者が自立した生活を営むことができ 

るように、「高齢者、子供、青壮年層がそれぞれの人生のステージで、生活再建をどのよ 

うに果たしていくか」を念頭に置いて、ソフト事業を展開していきます。 

また、津波により生活•職業空間が失われた被災地の土地利用を図り、基幹産業であ 

った漁業、農業を復活させることは、被災者の方々の人生設計の基盤となる事業となり 

ます。 

加えて、最終的には恒久住居を確保して、可能な限り地域コミュニティを維持した、 

思いやりとふれあいにあふれた、新たな地域社会を再構築することを目標としていきま 

す。 

この復興計画を策定する現在において、被災土地の取り扱いや、新たな住宅地と恒久 

住宅の青写真が明確に計画できる状況にはありませんが、今後、国の方針決定を待って、 

更なる具体化を進めていきます。 

福島第一原子力発電所の事故による被害には、健康管理面、産業面において注力して 

いきますが、本市はこの地にとどまって、被災者とともに復興新生を果たすと決意し、 

今日まであらゆる努力をしてきましたので、今後も風評被害等に負けることなく、地域 

一丸となって努力していきます。 

我々相馬市には、報徳仕法で育てられた市民の勤勉性と、古より幾多の苦難を郷土一 

体となって乗り越えてきた強力な住民の絆があります。 

近年は、市役所で取得した丨S 0 9 0 01などの近代的行政手法を身につけてきまし 

た。これら市民の絆と行政の総合力は、本市の持つ大きなパワーです。 

市民一丸となって、平成のこの時代に我々を襲ったこの災害を力強く乗り切っていく 

ために、相馬市復興計画の第一弾を策定します。 

• 高 齢 者 

•子ども達 

• 青 壮 年 

今後の人生を不安なく安定して生活できるよう、住居整備、生活支援を 

すること。 

PTSD (心的外傷後ス卜レス障害）対策をはじめ、健やかに成長でき 

るよう支援するとともに、良好な教育環境を提供すること。 

被災から立ち直り、新たな人生設計ができるように、職業、住居等にお 

いて環境整備をすること。 



間 期 画 
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応急仮設住宅から恒久住宅への移住 

ガレキの処理 

漁業の復興 

農業の復興 

ェ 

2 

第2項計画の期間 

この計画の期間は、平成2 7年度までの5年間とします。 

この計画に基づき、応急仮設住宅から恒久住宅等への移住を平成2 5年度までを目標 

とします。ガレキの処理については、平成25年度までに完了。漁業の復興については 

平成24年度。農業の復興については、概ね平成27年度までに完了することを目標と 

します。 

第3項計画の進行管理 — 

東日本大震災からの復興について、着実な実現を図るため、市民代表や関係団体から 

構成される「相馬市復興対策会議」を定期的に開催することにより、各事業の推進状況 

を把握するとともに新たに発生する課題についても対応し、事業の見唐し_売実を図り 

よ9 o 

また、本計画は、市民の積極的な参画を求めるとともに、常に情報の開示に努めなが 

ら、市民と共に復興新生を考えていくことを基本とします。 

したがつて、計画をホームページ上で公開し、年度ごとの実績と検証及び市内外を取 

り巻く情勢の変化を踏まえ、年度ごとに見直しをします。 

さらに、国や県が策定する各復興計画.指針との整合性を図るとともに、的確な財政 

分析のもとに計画を見直し、その計画に沿って真に本市の発展に必要な施策を検討しま 

す。 

平 成 2 3 年 度 f 平 成 2 4 年 度 厂 平 成 2 5 年 度 1 平 成 2 6 年 度 平成27年度 

i_t 
•  

i  
i
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第 2 章 基 本 計 画 

第1節ソフ卜事業 

第1項応急仮設住宅での生活支援 

課 題 

地震•津波被害により被災した多くの住民が、応急仮設住宅や県借り上げ住宅、親類 

宅などに避難しておりますが、市が支援をしていくためには、被災者の居住地、就労状 

況等の把握が必要条件となりますので、被災者のデータベース化に尽力しています。 

家屋に被害を受けた被災者の多くは、今まで住んでいた場所を離れ、慣れない場所で 

制約の多い生活を送っていることや、将来設計が見えない中での生活により、体調不良 

やス卜レスを抱える人も多く、健康管理や身体的、精神的なケアが必要となっています。 

また、旧集落が分散化され、旧来の近所付き合いか一時的に中断しているしとにより、 

孤独者が発生する可能性があるため、この点に対するきめ細やかなマネジメン卜が必要 

となっています。 

応急仮設住宅での生活では、高齢のため、自ら買い物に行けない、医療機関に診療を 

受けに行くことができない、いわゆる交通•買い物弱者が発生しているため、この点に 

ついても対応が必要です。 

応急仮設住宅などの避難先では、生活に必要な物資が不足しているため、その需要を 

把握するとともに、必要な物資を調達し、供給することが必要です。 

復興方針 

•被災住民の状況把握と支援体制の確立 

•応急仮設住宅のマネジメン卜体制の確立 

•応急仮設住宅での各種サービスの提供 

•ボランティア活動の支援 

具体的施策 .へ〜 

©被災住民のデータベース化 

•震災における被災者の被災状況や家族状況’現住地の把握に努めます。 

•被災者の就労状況や震災により職を失った人たちの状況について確認します。 

•被災住民の把握に際しては、市のみならず行政 

区長や民生委員、農協、漁協等の協力を得なが 

ら実施します。 

©マネジメント体制づくり 

•応急仮設住宅の管理体制を構築するため、各応 

急仮設住宅ごとに、入居者の代表となる組長と 

各棟ごとに置く戸長からなる組織体制「組長戸 

長体制」を構築し、安心して暮らせる場所づく 

区長 

尸長 

各戸5 各戸2 各戸4 各戸3 

m m •戸 

各戸1 

組長（区長)会議 

復興_対策会議 

3 



りに努めるものとします。 

•各応急仮設住宅ごとの課題と対応及び安心して暮らせる場所づくりについて連絡調整 

を密にするため、各組長で構成する組長会議を開催し、意見を集約します。 

•上記「組長戸長体制」については、他自治体からの入居者にも適用し、組織体制を構 

築するものとします。なお、市においては、各応急仮設住宅ごとに担当部所を編成、 

迅速な連絡体制を構築します。 

•応急仮設住宅入居者の状況把握のため、「組長戸長体制」と併せて、福島県社会福祉協 

議会が雇用する「生活支援相談員」との連携を図り、きめ細やかな支援体制を構築す 

るものとします。 

(D各種行政サービスの提供 

•相馬市社会福祉協議会と連携し、「相馬市生活復興ボランティアセンター」や「生活支 

援相談員」を活用した応急仮設住宅の見守り、相談、交流の場づくり等、きめ細やか 

な各種行政サービスを展開します。 

•応急仮設住宅において、行政サービス 

を低下させないよう、被災者への支援 

を行ろ各種業務を実施する場所を設置 

します。 

®買い物支援 

•自ら移動手段をもたない被災者を対象 

として、応急仮設住宅と市街地商店街、 

公共施設及び医療機関等を結ぶ巡回車 

「おでかけバス」を運行し、生活の利 

便性を向上させます。 

•身体障がい者をはじめとする災害弱者の生活チェック及び買い物弱者に対する食材並 

びに生活品の購入機会を提供することを目的とした身障者訪問並びにリヤカー引き個 

別販売「身障者_買物弱者支援事業」を実施します。 

©買い物場の提供 

•被災者の応急仮設住宅での利便性の向上及び店舗を失った被災者のため、応急仮設住 

宅地区に買い物場となる仮設店舗を設置し、生活の利便性を向上させます。 

•仮設店舗での販売は、被災した事業主が行うことにより、雇用の確保や緊急的生活基 

盤の確保となるものとします。 

©イベン卜の開催 

-ボランティアによるイベント開催については、市担当部所と「組長戸長体制」での間 

で調整し、善意が適切にコミュニティに反映されるようマネジメントします。 

©食料物資等の配給 

•全国から寄せられている救援物資等については、各組織（行政区長、組長戸長体制） 

を活用し、迅速かつ確実に配付できるよろ配給システムを構築します。 

®全体交流場の設置 

_被災者が安心して暮らせるサポー卜体制を確立、維持するためサポート拠点センター 

(仮称)を設置し、高齢者の憩いの場、介護予防事業の実施等、各種業務を運営します。 

おでかけノ a 
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©ボランティア参加募集と系統的運用 

•ボランティア活動については、相馬市社会福祉協議会で運営する相馬市生活復興ボラ 

ンティアセンターにおいて集約し、運用の一元管理を実施します。 

•応急仮設住宅におけるボランティア活動においては、各組長との調整のうえ、必要と 

なる活動について支援をします。 

ボランティアセンター 

.メ 

ボランティア彳_ 

ボランティア— 
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第2項医療、介護、健康管理 

本市では、幸いにも医療機関や介護事業者の施設などへの直接的な被害はありません 

でした。 

しかし、障がい者、要介護者のみならず多くの住民が、生活瓊境が大きく変わったこ 

とによる身体的.精神的ストレスを受けているため、より一層売実した、かつ、きめ細 

やかなケアが必要となっています。あわせて、近隣市町村から本市に避難している方が 

増えてきているため、その方々のケアについても考えなければいけません。 

また、沿岸部におけるガレキ処理やへドロ除去作業など復興作業においては、ガレキ 

粉じんやアスペス卜被害の影響が大きいため、健康被害の低減化を図る必要があります。 

あわせて、本市を含む相双地方の地域医療を考えた場合、精神科医療の不足が生じて 

いるため、診療体制の確保が急務となっています。 

m m ^ 

ニツト分け及びシヤワ言3»斤 

復興方針 

住民の集団検診体制の確立 

ガレキ粉じん被害対策システムの構築 

アスペス卜被害対策の把握 

医療体制の売実 

具体的施策 

©医療機関通院の利便性確保 

•応急仮設住宅に居住する被災者の通院の利便性を確保するため、応急仮設住宅と各医 

療機関を結ぶ巡回車「おでかけバス」を運行し、医療機関での診療を受けやすくしま 

す。 

©集団検診体制 

•被災者の健康状態の把握のため、集団での健康 

診断を定期的に実施します。 

(Dガレキ粉じん被害対策 

•沿岸部を襲った津波により相当量のへドロが堆 

積しており、復興作業に際して、その健康障が 

いが懸念されるため、浸水領域ごとにシャワー 

を設け、作業員あるいは住民が粉じんを生活領 

域に持ち込まないようにするなど、本市独自の 

システムを構築し、健康障がいの低減化を図り 

ます。 

•沿岸部に堆積したへドロについて、その処理方 

法について検討します。 

6 



一 • て 

レ で 
分*** ^ 

霧 

アスペスKIMBS 

®アスペス卜被害対策 

.建物の倒壊により、吹きつけアスペス 

卜やアスペス卜を含む断熱材などがガ 

レキとなっており、その粉じんにより 

健康被害が生じる恐れがあるため、空 

中に浮遊するアスペス卜濃度測定を実 

施します。また、その測定結果をホー 

ムページ及び広報そうまに掲載し周知 

します。 

•継続的に測定するアスペス卜濃度を注 

視し、今後想定される健康被害等に対 

する対応策について検討します。 

©公立相馬総合病院病棟対策 

•本市における災害拠点病院としての役割を担う公立相馬総合病院の医療の質の向上に 

努めます。 

•震災により被害を受けた公立相馬総合病院第1病棟の機能回復の内容及び方法につい 

て検討をします。 

•震災により被害を受けた公立相馬総合病院第2病棟の応急的復旧を迅速に行い、診療 

体制の維持に努めます。 

®精神科診療の究実 

•相双地域の中核となる南相馬市の精神科診療施設が、震災により休診となっているた 

め、福島県立医大と連携のうえ応急的精神科診療体制の維持に努めます。 

•震災の復興状況を踏まえ、相双地域での精神科診療が可能な医療機関の誘致に努めま 

す。 

m m ^ 
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L第
3

項放射能対策 

課 題 

東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所における原子力災害では、多くの市民が不 

安を抱えながらの生活を余儀なくされているほか、一部では、幼児等の健康への影響を 

懸念して、自主的に避難し、家族が離ればなれに生活することを選択するケースがでて 

います。 

また、放射性物質が大気へ拡散し、野菜や肉用牛などの出荷停止の指置がとられたほ 

か、高濃度汚染水の海洋流出により、津波被害を乗り越え再建に取り組んでいる漁業者 

においても、操業を自粛せざるを得ない状況に追い込まれています。 

加えて、今回の災害により生じた風評被害は、農林水産業はもとより、製造業や商業、 

観光産業等のあらゆる分野に及び、本市の産業は極めて渫刻な影響を受けています。 

さらには、放射性物質に汚染された汚泥やガレキの最終処理ができず、今後の復旧• 

復興に大きな弊害を及ぼしています。 

本市では、東京電力に対し、これらの事態を一刻も早く収束させることを求めた内容 

で要求書を提出しました。 

復興方針 

放射線量の測定と公開 

生活環境除染対策 

状況悪化時における緊急対策 

市内における放射線メッシュ測定と対策 

教育施設における放射線量ミニホッ卜スポッ卜調査と高線量地点の除染 

除染計画（PDCAサイクルによる測定、除染作業を行い住民の理解を得るよう努め 

る） 

『具体的施策 

©広報体制の整備 

•放射能について正しい知識を身につけるため 

に、市内において放射能に関する住民説明会を 

開催します。 

®市内における放射線メッシュ測定 住民説明会 

•市内における放射線量とホッ卜スポッ卜を測定するため、市内全地区においてメッシ 

ュ測定を実施します。市内各ポイン卜での放射線量の測定を継続的に実施します。 

•測定結果について、速やかにホームページ及び広報そうまにて公表します。 

©教育施設への対応 

•学校における詳細な放射線量を把握するため、各学校ごとの50ポイントのミニホッ卜 

スポッ卜調査を実施します。 

•児童生徒に対する正しい放射線の知識を伝えるため、学校教諭への放射線に関する講 

習会を実施します。 

8 



メッシュ；11̂ 

@玉野地区への対応 

•放射線量が高い玉野地区において、より詳細なメッ 

シュ測定を実施します。 

•放射性物質による汚染の除去が必要な場所について 

高圧洗浄機による除染を行います。また、正しい除 

染方法についての講習、訓練を実施します。 

•玉野地区の居住について健康不安を解消するため、 

地区住民を対象とした健康相談を実施します。また、 

応急仮設住宅への入居の受け入れを行います。 

©除染計画 

•除染に関する計画を策定するとともに、対策についての指針をまとめます。 

•放射線量測定一除染作業一放射線量測定のサイクルにより、放射線量の低減化に努め 

ます。 

®風評被害対策 

•原子力災害における農林水産物及びその加工品、工業製品の製造業、さらには観光産 

業等の風評被害を払しょくするために、関係機関とともに、あらゆる対策に取り組み 

ます。 

•風評被害による減収については、その状況を調査し、必要な負担は東京電力に要求し 

ます。 

ぐ
4

"''く 我-

遞枢纖權 
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第4項教育、子どもたちの成長 

課 題 

今回の震災により、多くの住民が家を失い、避難生活を強いられています。特に住環 

境、教育環境の変化や家族関係、友人関係などの変化により、将来を担う、児童、生徒 

の多くが精神的ス卜レスを抱えているため、心のケア対策が必要です。 

また、震災により親を亡くした子どもたちも少なくないため、子どもたちの生活や就 

学の支援を継続的かつ長期間にわたり行っていく必要があります。 

これらに対応するため、震災によって再確認できた人のつながりや温かみなど、災害 

によって得られた教訓を生かし、共に生きる豊かな心を育てる教育環境の整備を図る必 

要があります。 

さらには、震災による急激な環境変化に対しても、将来たくましく主体的に生きてい 

くことのできる人づくりを目指し、家庭、学校、地域の連携を強化•売実していく必要 

があります。 

復興方針 

•被災した子どものP T S D (心的外傷後ストレス障害）対策 

•震災孤児_遺児に対する支援 

•児童•生徒の学力向上 

具体的施策 

©被災した子どものP T S D G[：ヽ 的外傷後ス卜レス障害）対策 

•被災したことによる精神的ダメージが今後の成長の妨げになることが懸念されるため、 

被災した児童、生徒の精神ケアを行うことで、健やかに成長していくことを理念とし 

ている、「特定非営利活動法人相馬フォロアーチーム」との協働体制により、臨床心理 

士、保健師等が持続的かつ系統的に相馬市内の児童•生徒や教員を支援します。 

小学校 

幼稚園 
保育園 

生き抜く力 

学力向上 

相馬フオ•アーチーム 

-鼈》6理士 2名 
士 1名 

教*カウンセラ一2名 

1名 

情報共有 

•教育委員会j 

高校 

中学校 

1〇 



©孤児、遺児への支援金支給と奨学金の給付 

•親を亡くした孤児•遺児等に対して、学業や生活の支援を行うことを目的として、震 

災孤児等支援金を支給します。 

•継続的な支援体制を確立するため、国内• 

国外に募金活動を実施し、寄せられた多く 

の支援を基金として積み立て、長期的に支 

給できる体制とします。 

•寄附者の意向を踏まえ、積み立てた基金は、 

支援金とあわせて高等教育就学支援のため 

の奨学金として給付することを検討しま 

す。 

相
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等
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金
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条
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に

該

当

す

る

者(

以

下「

震

災

孤

児

等」

と

い
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。)
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て

支

給

す

る
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の
と
す
る
。
た
だ
し
、
十
八
歳
に
達
す
る
曰
以
後
の
最
初
の
三
月
三
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曰
ま
で
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間
に
あ
る
者
に
限
る
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_

平

成

二

十

三

年

三

月
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本

市

に

住

所

を

有

す

る

者

で
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、
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日
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大

震

災

に

よ

り
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両

親
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は
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の
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方
を
亡 

< 
し
た
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ニ

前

号

に

準

ず
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で

、

市

長

が

認

め

た

も

の 

2

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

震

災

孤

児

等

が

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

支

援

金

は

支

給

し

な

い

。 

i

養

子

縁

組

に

よ

り

養

父

母

を

得

た

と

き

。 

ニ

生

活

保

護

法(

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

百

四

十

四

号)

に

規

定

す

る

被

保

護

者

と

な

っ

た

と

き

。 

そ
の
他
支
援
金
の
支
給
を
受
け
る
者
と
し
て
適
当
で
な
い
と
市
長
が
認
め
た
と
き
。 

の
額) 

支
援
金
の
額
は
、
月
額
三
万
円
と
す
る
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の
財
源) 

こ

®

条

例

に

定

め

る

支

援

金

の

財

源
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、

相

馬

市

震

災

孤

児

等

支

援

金

支

給

基

金

を

も

つ

て

こ

れ

に

究

て

る

も

の 
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る 定 3E 

第

五

条

震

災

孤

児

等

が
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支

援

金

の
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を

受

け

よ
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と

す

る

と

き

は

、

市

長

に

申

請

し

な

け

れ

ば
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ら
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い
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(

支
援
金
の
支
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第

六

条

支

援

金

は

、

震

災

孤

児

等

本

人

に

支

給

す

る

。 

(

支
援
金
の
返
還) 

第

七

条

市

長

は

、

偽

り

そ

の

他

不

正

な

手

段

に

よ

り

支

援

金

の

支

給

を

受

け

た

者

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

支

給

金

を

そ

の 

者
か
ら
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(

委
任) 

第

八

条

こ

の

条

例

に

定

め
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も
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の

ほ

か

、

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

規

則

で

定

め

る

。 
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(D被災児童•生徒の学力向上 

•震災による急激な環境変化に対しても、将来たくましく主体的に生きていくことので 

きる人づくりを目指し、学力向上のための取り組みを実施します。 

®復興イベン卜開催及び運動施設の利用 

•スポーツを通じた地域交流、支援体制と精神的ダメ 

ージに対してもあきらめない心を養うため、相馬光 

陽サッカー場オープン記念大会を皮切りに本市運動 

施設を利用した各種イベン卜を実施します。 

•震災により亡くなった方への慰霊•鎮魂と復興のた 

めの花火大会を実施します。 

•被災した人たちが、震災への思いと将来を考える場 

としての鎮魂の行事を実施します。 

自衛隊によるイベント 

i^JTS 

一 . 

ダ ち 街 

免 . “ぺ:心:於 

- ！ 
サッカー場才ー 

翅 か ら 能 ら n t s s 
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第 5 項 経 済 対 策 

課 題 

復興するまでの期間、震災によって職業を失った被災者の収入をどのように確保する 

かを政策化しながら、起因する二次的な問題の解決を図る必要があります。 

特に、丨果刻なことは、以前の事業の債務から被災者をどのように保護するかですが、 

この点については、積極的に国に要請していきます。 

本市では、無料法律相談所を設け、弁護士による相談事業のほか、行政書士、土地家 

屋調査士、などへの相談をワンス卜ップで対応できるようにしました。 

また、可能な限り、雇用創出を図る目的で、被災を免れた企業の雇用拡大を要請する 

とともに、復興作業を担当する業者が、多くの被災者を雇用できるように働きかけをし 

ています。 

さらに、応急仮設住宅生活のマネジメン卜や、身体障がい者などの災害弱者支援のス 

タッフを行政支援員として雇用し、減収対策を進めておりますが、これを継続•究実さ 

せます。 

また、原子力災害による産業への悪影響や、市民生活への被害については、東京電力 

に対して各テーマごとに補償を要求していきます。 

f復興方針 

漁業_農業支援 

第2次産業支援 

第3次産業支援 

雇用対策 

f具体的施策 

(D無料法律相談 

•国民向けの法的支援を行う中心的な機関として設立されている「法テラス」を活用し、 

法的卜ラブルの解決に努めます。 

•県弁護士会による無料法律相談事業を継続的に実施するよう働きかけを行います。 

•震災による国からの弁護士費用助成が受けられるよう支援します。 

(D漁業支援 

ア操業再開の支援 

•漁港の整備を、現在の仮護岸から恒久 

的な漁港機能整備に向けて取り組みます。 

•漁業再開に向けた必要条件となる放射 

線量のサンプリング調査を実施します。 

•漁業再開に向けて、試験的に操業し、 

漁場の調査を実施するとともに、調査で 

水揚げされた水産物を試験的に販売する 

ことによって、消費者のニーズの把握に 

麟 漁 難 儲 と ® ® ^ 
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努めます。 

•水産物の放射線量測定を本市が自主的に迅速かつ継続的に行うため、ペクレル計測器 

の配置を検討します。 

イ付帯設備の整備支援 

•漁港としての基盤整備に不可欠な製氷機の整備について、国及び関係団体に対し支援 

を求めます。 

-水産物販売時における商品付加価値の向上を図るため、高機能冷凍設備を導入し、よ 

り安心•安全な供給体制を構築します。 

ウ仲買、加工業への支援 

•仲買、加工業の事業再開に向けて、必要となる施設、設備について、相馬双葉漁業協 

同組合と連携し、速やかな事業再開が行えるよう、支援を行います。 

•高機能冷凍設備を活用した冷凍加工業者の育成に努めます。 

エ市民向け市場の支援 

•本市の魚介類をはじめとした野菜、 

米等の地産地消の推進を図り、新 

たな観光資源の開発と市民に元気 

と活力を与え、地域振興に期する 

ことを目的とした、特定非営利活 

動法人「相馬はらがま朝市クラブ」 

等の活動について積極的に支援し 

ます。 

•本市水産物、農産物の地元消費の 

推進について検討します。 

(D農業支援 

ア干拓システムの復旧 

•震災により被災した干拓システム等について、東京農業大学と共同で今後の土地利用 

も含めた復旧方法を検討します。また、国•県等に対し早期復旧を要請していきます。 

イ被災水田農業主の法人化 

•被災地域での農業の主体となる農業法人の設立を積極的に支援します。 

•被災地域での今後の農業のあり方について、地区説明会を実施し、農業を続ける方策 

について意見を集約します。 

ウ法人による復旧事業受注 

•津波によりガレキ、ヘドロの堆積した田畑の復旧や塩害の対策については、市内農業 

法人による受託を推進し、雇用の安定化に努めます。 

•田畑に関して、全体的な整備計画を策定します。 

エ土地改良区の経営支援 

• 土地改良事業を施行しているそうま土地改良区について、その経営が逼迫しているた 

め、国及び関係機関に対して支援等について要請します。 

はらがま朝市 
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L 、,パ、/~ 

才農業法人による新たな農業の模索 

•被災者の農業のあり方や市内全般に渡る耕作放棄地対策及び次世代の農業経営につい 

て、東京農業大学の研究成果を活用し、国•県等と協議し、新たな農業の実現を図っ 

ていぎます。 

©第2次産業支援 

ア新規工場での支援 

•本市に進出を希望する企業等の情報について、県との連携体制を密にします。 

•本市に移転した企業の状況把握に努め、必要な支援策について検討します。 

©第3次産業支援 

ア応急仮設住宅集合地での仮設店舗運営 

•被災者の応急仮設住宅での利便性の向上及び、店舗を失った被災者のため、応急仮設 

住宅地区に買い物の場となる仮設店舗を設置することにより、被災事業主への支援と 

ともに、雇用の確保や緊急的生活基盤を確保します。 

イ応急仮設住宅への各種サービスの進出 

•応急仮設住宅入居者のニーズ把握に努め、必要となる各種サービスの実施について検 

討します。 

®雇用対策 

ア新規工場での採用 

•県及び関係団体と連携のうえ、本市に立地を希望する新規事業者等の情報収集に努め、 

雇用者確保のための対策を講じます。 

•被災者雇用に関して、八•一ワークとの連携のもと必要な情報の提供に努めます。 

イ既存工場の新規雇用 

•本市誘致企業や市内事業者において、雇用の状況や被災者の新規採用等の情報の把握 

に努めます。 

•本市誘致企業へ、緊急的な被災者の雇用とその後の継続的な雇用を増やす働きかけを 

積極的に行います。 

ウ復興産業での雇用 

•ガレキ処理等の復興を行う事業者が雇用する従業員について、その採用情報の収集に 

努め、本市における被災者が最大限雇用されるよう、働きかけを行います。 

ご r • ノノノノ "曰 
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第 6 項 孤 独 死 対 策 

課 題 

震災によって、家族を失い、たったひとりきりになった世帯が孤独•孤立化したこと、 

また地域に支えられて生活してきた高齢者のみの世帯が、新たな生活環境で不自由な生 

活を強いられることにより、社会的ケアが必要な状態にあると考えています。 

したがって、行政支援員やリヤカー販売員と組長が連携しながら地域コミュニティの 

中で、これらの人々を支援、見守る体制が必要です。 

また、恒久住宅での生活についても同様に、ふれ合いと助け合いのなかで、孤独者が 

地域や隣人との絆が実感できるよう支援策を展開します。 

本市においても、1,500戸の応急仮設住宅が建設されており、慣れない場所での 

生活により、孤独化、孤立化が進み、孤独死に至る恐れも十分に考えられます。 

本市としては、データベース化によるマネジメン卜を徹底させ、応急仮設住宅での孤 

独死対策と集合住宅でのケア体制を進めていきます。 

復興方針 

•被災者用住宅の提供 

•応急仮設住宅での集団給食配食 

具体的施策 

©集合住宅の建設と運営対策 

•震災により家を失い、かつ資金の問題等に 
リヤカ“ 

より自己再建が困難な高齢者等のため、集合住宅の建設を進めます。 

集合住宅の運営に際しては、ボランティア、各種団体との協働を推進します。 

集合住宅については、共助の精神が反映されるよう集会所や談話室といった共有スぺ 

ースを設け、高齢者等の孤独状態を防ぐよう配慮します。 

©応急仮設住宅での集団給食 

•応急仮設住宅での孤独化、孤立化を防ぐため、 

適切な栄養管理を行った給食を配食します。 

•配食にあたっては、組長戸長体制による配食シ 

ステムを構築します。 

•高齢世帯、独居世帯等、特に見守りが必要な世 

帯については、応急仮設住宅の各集会所において、 

毎曰会食を実施し、健康状態等を確認しながら必 

要な支援を実施していきます。 

1 6 



課 題 

今回の震災では、通常の行政業務に加えて震災に関する業務も行わなければならない 

ため、職員数が圧倒的に不足しています。また、復旧工事に関する事務についても、専 

門的技術が必要なため、特定の職員に負担が生じています。 

震災に関する業務については、新たに発生する事業や、庁内各部で横断的に取り組ま 

なければならない項目も多く、迅速な対応に弊害が出ています。 

また、日本全国からの助け合いの精神をありがたく受け止め、本市復興の大きな力と 

するために、ボランティアの方々のパワーを最大限に発揮していただくよう、受け入れ 

体制をつくっていきます。 

復興方針 

•市役所庁内体制の再整備 

•人材支援 

相馬市復興会議 

具体的施策 

©庁内体制の再整備 

•今回の震災への対策については、全庁的な復興体制を構築し、維持することが必須で 

あるため、迅速かつ適切な対応が講じられるよう組織の再整備を行います。 

•庁内組織体制の整備にあたっては、緊急時において適切な指示が迅速に行えるよう、 

本部機能を代行できるような組織とします。 

(D国からの人材支援（要請） 

•震災に関する業務のうち、専門的技術が必要な業務について、国へ職員の支援を要請 

します。 

(D他自治体からの支援 

•姉妹都市及び災害時応援協定を結んでい 

る市町村等からの支援については、これ 

を広く受け入れ、復興に関する業務に従 

事してもらうよう調整を行います。 

©ボランティア受け入れ体制 

•全国からのボランティア活動受け入れに 

ついては、相馬市社会福祉協議会が運営 

する相馬市生活復興ボランティアセンタ 

一と連携し、必要な復興作業に従事でき 

るよう調整を行います。 
史 と の 災 舗 目 織 ® ® a 
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第 2 節 八 一 ド 事 業 

第 1 項 ガ レ キ 処 理 

課 題 

東日本大震災により発生した津波により本市沿岸部の家屋及び建屋の多くが流出し、 

また相馬港等に停泊していた船舶や防潮林として植樹されていた松林も押し流され、ガ 

レキとなって市内に散乱しました。 

打ち上げられたガレキについては、国、県の支援を受けながら撤去を進めています。 

なお、さらに細かいガレキの撤去や撤去したガレキの分別、適切な処理を経た最終的 

な処分については、円滑に進める必要があります。 

復興方針 

迅速なガレキの撤去 

環境に配慮したガレキの処分 

ガレ柳理 

選定の経過については市ホームペー 

|具体的施策 

©事業者選定 

•迅速なガレキの処理にあたっては、適切な事業 

者を選定するためプロポーザル方式による公募 

を実施しました。また、事業者選定については、 

市だけでなく住民代表も含めた委員会を組織し、 

公平性_客観性_透明性を確保しました。なお、 

ジに掲載しています。 

•事業実施にあたっては、環境に配慮し、かつ経費を抑制できる適切な処理能力を有し 

た設備を導入することとしています。 

•ガレキ処理においては、中間処理決定事業者と地元事業者の連携を密にするとともに、 

地元からできるだけ多く雇用するよう、働きかけを行いました。なお、今後も地元経 

済の活性化につながるよう継続的に働きかけをしていきます。 

•ガレキ処理については、ヘドロや粉じんによる作業員やその家族の健康への影響が懸 

念されるため、シャワールームを備えた「粉じん関所」を設置するなど、健康被害の 

予防体制を整備しています。 

(D相馬市災害対策本部と工程管理 

•ガレキ処理については、迅速な処理を進めるため中間処理完了目標を定め、適切なス 

ケジュールのもと、定期的に相馬市災害対策本部に報告するものとします。あわせて、 

随時本市ホームページ等で周知するものとします。 

(D最終処分 

•国の方針決定を得て、放射能問題を適切に処理できるよろにしていきます。 
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第 2 項 被 災 地 整 理 

課 題 

本市沿岸部のうち、建築物が流出し、多くの犠牲者を出した地域については、居住す 

るための新たな建物を建築することは危険と判断し、市民の安全を確保するため、「災害 

危険区域」として建築制限を行うこととします。 

また、被災した宅地等は、公用地として買い取ることを国に要請し、ソーラーパネル 

用地や事業用地など新たな土地利用を検討します。 

なお、農用地については、原則的には、従前の状態に復旧することを目指します。 

復興方針 

•津波浸水地区の有効な土地利用 

具体的施策 

(D建築制限 

• 現在、堤防の決壊や地盤沈下等により、再度津波が来襲した場合、甚大な被害の恐れ 

がある地区を「災害危険区域」として告示し、建築制限を行います。 

•「災害危険区域」の区域決定にあたっては、住民の意見を取り入れ、必要最小限の区 

域とします。 

相
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©土地利用計画 

•津波浸水区域においては、新たな土地利用を検討する必要があるため、今後の防災対 

策や、住民意向などをもとに、今後の土地利用計画について検討を行います。 

•津波浸水区域のうち、家屋流出等、甚大な被害を受けた地域については、職業領域と 

居住領域を分離する方向で、今後の土地利用を考えていきます。 

相馬市の後興イメージ |J Vノ城奸つ广一7 

適用でインセンテイブの^と^、下丨:f##!lを 
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目標への意欲を高める刺激。特に企業で与える報奨金.奨励金【出典】広辞苑 
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第 3 項 住 宅 の 整 備 

課 題 

今回の震災において市内の建物の被害は、8月8曰現在、全壊が約1, 0 4 9棟とな 

っており、うち津波による流出が7 7 2戸となっています。また、市内全域においても 

地震による被害が発生しており、大規模半壊•半壊、一部損壊を含めると4, 7 8 4 棟 

となり、全棟数の3割を超える被害となっています。（全居宅棟数！ 5 , 6 1 6 棟 ） 

生活基盤の整備のためには、基本となる住家の整備が必須であり、生活を再開するた 

めに、被災した住宅の早期再建を進めていくことが急務です。 

そのためには、自立再建•改修への支援、災害公営住宅等の整備、新たな住宅地の整 

備などが考えられます。 

また、住宅再建については、環境に配慮した施策を検討することが重要です。 

復興方針 

•災害公営住宅の建設 

•独居被災者対策 

“将来への対応 

具体的施策 

©応急仮設住宅 

•現在被災者が居住している応急仮設住宅から、恒久住宅への移住については、できる 

限り速やかに実施していくものとしますが、時期については、被災者の住宅整備の状 

況や住宅再建への意向などを踏まえ検討します。 

©災害公営住宅の建設 

•災害公営住宅については、被災者への入居に関する意向調査を実施します。 

•意向調査の結果をもとに、必要な数の災害公営住宅を建設します。災害公営住宅につ 

いては、戸建形態と集合形態の2形態としますが、その数については、住民の意向踏 

まえ不足がないよう整備に努力します。 

糊 公 ( 集 

相馬井戸畠屋谷_把IIS12型被災高齢者共助生活住宅） 

一 ： れ ^ 
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if 
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離 公 ！ ^ ( 集 ^ g 2 ) 

相馬并戸瑞曲り屋GZ谷•把丨印2型被災高齢者共助生活住宅) 

pen: 

1 

^rt2a*tfla0 M R C S 
I 4»*A JtaMSiBR 2«*,* 寒入作成 

隨 公 ！ ^ ( ^ m r ) 相馬市長案 
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計【17呼】 

觀費伽0万円程度 

r
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i 

» ‘ 

.'4 fl 
播、 

“J 

©原則公用地の使用 

•災害公営住宅の建設地については、原則、市が保有する公有地への建設を優先します 

が、住民の意向を踏まえたうえで、用地の取得、住宅地としての整備をすることも検 

討します。 

(D独居被災者対策 

•高齢者や独居者など、ケアが必要な世帯については、集合住宅への入居をすすめ、孤 

独化、孤立化を防ぐよう、マネジメント体制の構築を進めます。 

•集合住宅の運営に際しては、ボランティアや各種団体等との協働による運営を目指し 

ます。 

©環境配慮 

•災害公営住宅建設に際しては、環境に配慮した資材を使用するとともに、再生可能エ 

ネルギ一を最大限使用した省エネルギー対応住宅とします。 

©将来の払い下げ 

•戸建形態の災害公営住宅については、当初本市において管理することとしますが、最 

終的には自己管理とすることが可能となるよう、国に働きかけをしていきます。 
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®新たな住宅地整備等の検討 

•家屋流出等、甚大な被害を受けた地域については、防災対策や土地利用等に合わせて、 

新たな住宅地整備等を検討します。 

•新たな住宅地等は、被災者への入居に関する意向調査等をもとに、津波被害等からの 

安全性が確保できる地域を検討します。 

搬 兄 （ 原 激 

： な 感 身 V : 。 
• - ド - - -

… ： 為 ： 

_:£で'；^霧嵌国 

職地娜兄(JFJi) 
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第 4項漁業基盤整備 

課 題 

本市には、松)11浦漁港及び磯部漁港の2つの漁港がありますが、震災により両漁港と 

もに壊滅的な被害を受けました。また、漁港に併設されていた魚市場、加工施設等も被 

害を受け、漁及び水産加工業が再開されていない状況です。 

漁港及び付随施設の被災により、漁業の再開が不透明となっているため、早期の本格 

的漁港整備及び施設整備を進める必要があります。 

また、本格復旧に際しては、防災機能を高めるため、十分な沖防波堤を備えた漁港を 

整備する必要があります。 

復興方針 

•漁港及び加工施設等の早期本格整備 

•防波堤を備えた漁港の本格的な復旧 

f具体的施策 

©仮設漁港 

•松川浦漁港については、早期に漁業再 

開を行ろため、当面必要となる最低限 馬ヌ^^協_合BfflS 

の漁港施設、設備の復旧を早急に実施しました。 

•漁港施設の復旧にあたっては、いち早い漁業再開のため、電気、水道、通信のライフ 

ラインはもちろんのこと、暫定航路や仮岸壁、付帯施設等の早期復旧を行いました。 

(DfB曳場整備 

•今回の震災により多数の漁船が損傷を受けたため、早期に修繕をする必要があるため、 

漁船の修繕に不可欠な船曳場の整備を行います。 

©事務所 

•相馬双葉漁業協同組合本所及び各支所は、津波により壊滅的な被害を受けているため、 

事務所機能の本格復旧に向けて支援を行います。 

•当面の事務所機能の維持のため、必要な施設、機器について支援を行いました。 

@ガレキ撤去 

•津波により、松川浦内や航路に大量のガレキが堆積し、漁船等の航行や浅海漁業再開 

に支障があるため、ガレキの本格撤去を実施します。 

•津波により沖防波堤が決壊したことによる静穏度の低下のため、漁船等の着岸ができ 

なくなっているため、沖防波堤の復旧•整備を早急に実施します。 

©漁港の本格復旧 

•仮設漁港の復旧の後、本格的な漁港整備に必要な施策について国•県と調整協議を実 

施し、必要な要請を行います。 

©冷凍設備、製氷設備 

•漁港としての基盤整備に不可欠な冷凍設備、製氷設備の整備について、広く支援を求 

めます。 
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•水産物販売時における商品付加価値の向上のため、高機能冷凍設備を導入し、より安 

心•安全な供給体制を構築します。 

©加工業等 

•漁港再開に伴い、二次産業となる加工業等の誘致を行うとともに、新たな事業を目指 

します。 

•加工業等の再開に伴い、必要となる施設、設備について、相馬双葉漁業協同組合と連 

携し、加工された商品が魅力あるものとなるよう必要な支援を行います。 

顧 ） 

… - ル . 一 1 

觀 兄 涵 
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第 5項農業基盤整備 

課 題 

本市の主な農産物は、米や梨などの果樹ですが、震災による津波で市内沿岸部の田畑 

が浸水しました。 

浸水地区は、市内農用地の約4 0%にものぼっており、田畑が塩水に浸かったことで、 

除塩等の処理をしなければ、農業を再開することができない状況にあります。 

また、震災により農業従事者の所有する農機具も流出したため、新たに農機具を調達 

する必要があります。 

以上のように、個人で解決するには困難な課題が多くあるため、これまでのように、 

個人で農業に携わるだけでなく、農業法人を設立し農業に従事するといつた新しい形の 

農業展開を進める必要があります。 

復興方針 

•被災農用地の再整備と農業の早期再開 

•農業法人の設立の促進と支援 

具体的施策 

©干拓堤防 

•今回の震災により決壊した干拓堤防 

については、早急にかさ上げ整備を 

行い、農地復旧に取りかかれるよう 

にします。 

•松川浦護岸の復旧については、早急 

に仮護岸の整備をしてもらうよう県 

に要請します。 

•仮護岸の整備後、農地復旧と並行し 

て本格復旧に着手できるよう、国及 

び県に対し支援を要請します。 

©排水ポンプ 

•今回の震災により農地の多くが地盤 

沈下を起こし、より多くの排水を行う必要があるため、その対策として、従来より能 

力の高い排水ポンプを設置し、農地の復旧を図ります。 

©農業施設、農地の復旧 

•津波により甚大な被害を受けた用水路、排水路、農道、パイプラインなどの施設復旧 

を図ります。 

•農地内に大量に堆積した土砂_ガレキの撤去や塩分除去作業等の農地復旧事業を美施 

し、農地を回復します。 

•これらの復旧については、新たに設立する農業法人を積極的に活用することによつて、 

雇用、収入の安定を図ります。 

路麟水mi®坊兄 
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農地におけるへド•の除去方法について、国及び東京農業大学との共同研究により• 

速やかな対策を検討します。 

農業基盤整備に際して、国の積極的関与を促すため、国職員の常駐を要請します。 

- 一 ％ • • へ ‘ • ^ 

ネ 艘 兄 （ 職 

一 “ . 溽 へ セ 
； _ 

m 
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課 題 

市内には、相馬中核工業団地（西部•東部）及び柚木工業団地があり、多数の企業が 

立地しております。震災により工場の操業が停止していましたが、現在は工業団地内の 

企業を始め、一般企業も含めてほぼ操業を再開しております。 

電力不足を懸念する国の方針により電力制限が指導されてはいますが、本市において 

は新たな雇用創出に取り組む必要があるので、雇用創出の妨げにならないよう、電力制 

限の対象としないことを国に要請したことにより、一定の雇用を確保した事業所の電力 

制限は対象外となりました。 

また、市内沿岸部には、旅館や民宿が数多く立地していましたが、津波により建物が 

流出したり建屋内が浸水したため、本格的な営業再開のためには、大規模な修繕が必要 

となるところもあります。 

旅館業再開のためには多大な費用がかかるため、中には営業再開をあきらめる事業者 

も出てきていますが、事業再開に向けて融資制度の情報提供をするなど積極的な支援を 

する必要があります。 

復興方針 

•製造業の早急な事業再開と稼働の確保 

•新規企業立地に関しての積極的な支援 

•旅館•民宿などの観光関連事業者への支 

援 

「具体的施策 

©被災工場の再建支援 — 

•被災した事業者においては、早急な事業再開と稼働の安定が必要不可欠であるため、 

必要な対策を行います。なお、電力制限については、新たな雇用創出に取り組む必要 

があるので、雇用創出の妨げにならないよう、電力制限の対象としないことを国に要 

請したことにより、一定の雇用を確保した事業所の電力制限は対象外となりました。 

©宿泊施設業の復興支援 

•津波により被災した地域においては4 0の宿泊施設が存在し、その約半数が休業もし 

くは廃業となっているため、観光地としての宿泊施設へと復旧できるよう可能な限り 

誘導していきます。 

•震災対策のため、本市には多くの復旧作業員が訪れ、そのほとんどが長期滞在である 

ため、この機会を復興のチャンスとして、事業展開し基盤の再生が図られるよう調整 

を行っていきます。 

(D移入企業の操業支援 

•震災を契機に本市に移入してくる企業に対しては、早期に操業が開始できるよう、必 

要な支援を講じていきます。 
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第 7項相馬港の整備 

課 題 

相馬港は、多目的クレーンとリーチスタッカー等を備えた港湾で、コンテナ定期航路 

により相双地方の物流拠点港として、重要な役割を担ってきました。 

今回の震災により、沖防波堤や1号〜2号埠頭の港湾施設が甚大な被害を受け、ほと 

んどが使用できなくなっているため、物流機能が大きく低下しており、利用企業の復興 

や地域の経済活動に大きな影響を及ぼしている状況となっています。 

本市のみならず、相双地方の物流機能も低下しているため、港湾施設の早期復旧を図 

り、地域経済の復興に不可欠な相馬港の物流機能を回復する必要があります。 

復興方針 

•港湾施設及びコンテナ物流機能の早期復旧 

f具体的施策 

©沖防波堤の早期復旧 

•津波により沖防波堤がほぼ全壊したことによる港内静穏度の低下のため、船舶の安全 

な接岸や貨物の荷役作業に大きな支障をきたしているため、仮復旧による早期の静穏 

度確保も含めて、早急な沖防波堤の復旧•整備を国•県等に要望します。 

(D係留施設（岸壁）の早期復旧 

•地震と津波により壊滅的な被害を受けている岸壁等の復旧については、県との調整、 

協議を行い、早期の復旧を目指します。 

(Dコンテナ物流機能の早期復I日 

•今回の津波よりコンテナ荷役に必要な荷役機械に甚大な被害が生じており、コンテナ 

定期航路が休止中のため、必要な荷役 

機械設備について早期に整備を行い、 

一曰も早いコンテナ物流機能の回復を 

図ります。また、リーチスタッカ一は 

修繕後の貸し出し、修繕者への補助を 

国に要望していきます。 

•コンテナクレーンについては、県が整 

傭することとなっていますが、物流機 

能には必要不可欠な施設であるため、 

早期回復を国•県等に要望していきま 

す。 

u — チスタッカ-
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第 8項道路、鉄道の整備 

課 題 

本市の幹線道路は国道6号及び国道6号バイパス、国道11 5号及び国道11 3号が 

あり、これまで、さらなる市の発展のため、常磐自動車道の整備や阿武隈東道路の整備 

に取り組んできました。 

しかしながら、今回の震災及び原子力災害により、常磐自動車道（常磐富岡〜警戒区 

域）の工事再開の見通しが立たない状況となり、また、国道6号は南相馬市以南で通行 

止めとなっているため、現在国道115号が首都圏方面と相馬地方を結ぶ唯一の幹線道 

路となっています。 

今後、被災地域の市道•県道と合わせ、南相馬インターチェンジ（仮称）以北の常磐 

自動車道の整備及び東北中央自動車道（福島〜相馬間）等の幹線道路の整備を早急に進 

める必要があります。 

さらに、本市内を唯一運行していたJ R常磐線も、今回の震災により、その運行ルー 

卜のいたるところで線路流出や駅舎流出が起こり、併せて原子力災害の影響もあり、現 

在久ノ浜駅〜亘理駅間で運行を休止しています。 

このまま運行休止が続けば、住民生活の利便性をはじめ、地域経済に大きな影響を及 

ぼすことが予想されるため、J R常磐線の早期復旧を働きかけていく必要があります。 

復興方針 

•道路の再整備 

•鉄道の早期運行復旧 

具体的施策 

(D東北中央自動車道の必要性 

•今回の震災時に唯一の幹線道路として機能した福島〜相馬間ルー卜について、復旧復 

興作業のための物流や、浜通りの住民生活を支え、災害時にも確実に機能する「復興 

幹線道路」としての役割を持つ、東北中央自動車道（福島〜伊達〜相馬間）の未事業 

化区間について、早期に完成させることを強く要望していきます。 

•事業中の阿武隈東道路• 

霊山道路についても、早 

期完成を図り、中通りと 

浜通りの高速交通ネッ卜 

ワークによる住民生活の 

安全•安心を実現できる 

よう、各種要望活動を実 

施していきます。 

阿武隈東道路 
L=10.7kmi) 

ネ邑島県 

相馬港 

(L=約11km) ®、（L=約4km) 

し都市計画決定に旦期ルート 

中 0 0D0 
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©常磐自動車道の整備 

•本市における高速交通網の整備は必要不可欠ですが、今回の原子力災害により常磐自 

動車道建設工事が一時中断しておりましたが、警戒区域以北の工事が再開しました。 

今後は、警戒区域〜山元間について、幹線道路として早期に整備が図られるよう、強 

力に要請を行います。 

(D市道の整備 

•被災地域内における市道については、未だ復旧できない箇所も多いため、今後復興計 

画に基づき計画される被災地の土地利用の具体的案に合わせて、市道の復旧復興計画 

を策定し、計画的に整備していきます。 

® J R常磐線の復旧 

•東曰本旅客鉄道株式会社に対し、早期復旧を要請するとともに、J R常磐線沿線市町 

で構成する「J R常磐線復興調整会議」においても、早期復旧に向けて協議を実施し 

ていきます。 

• JR常磐線運休に伴う代行バスについて、乗客のニーズを踏まえ、従来どおりの利便 

性を確保できるよう働きかけを継続的に行っていきます。 

觀 兄 ( M ) 

_ ' E . • a I 

• ぬ “ 

ニ : . レ 

( 翻 
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第 9 項 防 災 体 制 整 備 

課 題 

今回の震災により沿岸部においては、約2, 0 0 0ヘクタールが津波により浸水し、 

また、各種警報を周知する防災行政無線についても、津波により使用不能となっていま 

す。 

このため、東日本大震災の教訓を生かし、今後発生するであろう様々な災害から市民 

の生命と財産を守るため、避難路の整備などの減災対策や減災体制強化、また防災拠点 

施設等の整備、防災行政無線をはじめとする情報通信基盤の整備などの防災対策を強力 

かつ迅速に推し進める必要があります。 

また、今回の震災で重要であることを再認識された確実な情報伝達や初動体制の確立 

等については、曰頃の訓練やマニュアル等で、常日頃から確認できる体制を構築するこ 

とが必要です。 

復興方針 

•防災施設•設備の整備 

•減災対策 

•防災対策 

祖馬市の浸フ枢域 

具体的施策 

(Dサイレンの整備 

•今回の震災により使用不能となって 

いる防災行政無線の代替機能とし 

て、各種災害を伝達するためのサイ 

レンを早急に設置し、安全性の確保 

を図ります。 

•サイレン設置にあたっては、当面津 

波被害の恐れがある沿岸部と市中心 

部に設置します。 

(D避難路の確保•防災訓練 

•避難路の確保については、減災対策 

上最も必要であるため、各地区にお 

ける避難ルー卜、第1次避難場所を 

選定し、周知するものとします。 

-避難ルー卜を設定する際、必要とな 

る避難道路については、優先的に整備が可能となるよう、道路整備計画を策定します。 

•避難路や避難場所の選定、周知とあわせて、減災対策が確実に実行できるよう、市及 

び関係機関団体をはじめ、各自主防災組織と連携した防災訓練を実施し、各地域での 

減災対策が講じられるよう努めるものとします。 
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第1 0項被災鎮魂記念館の整備 

課 題 

東曰本大震災の被害は甚大で、行方不明者を含む死亡者が4 59名にのぼりました。 

市内沿岸部に居住していた方が多数亡くなられており、これは地震によって引き起こさ 

れた津波による被害の大きさを物語っています。 

このような状況の中、天皇、皇后両陛下が黙礼された地に、亡くなった人の追悼のた 

め、また、この痛ましい震災をいつまでも忘れることなく、後世に託す義務があるため、 

生き残った私たち市民は、震災により亡くなられた方への哀悼の意を胸に、強く未来を 

歩んでいく決意を示すため、被災鎮魂記念館を整備することとします。 

|復興方針 

•震災犠牲者の慰霊 

•市民の防災意識のぎ蒙 

f具体的施策 

©目的 

•今回の震災を忘れることなく、かつ震災の犠牲者となられた方々の慰霊のために施設 

整備等について検討します。 

•施設整備にあたっては、今回の震災の記録等を残し、経験した教訓を正確に次世代に 

伝え、安全•安心のまちづくりや、防災教育、防災•危機管理に関する研究などに役 

立てることができる機能を持たせることを検討します。 

©モニユメン卜の設置 

•天皇、皇后両陛下がご視察され、被災を悼み黙礼された地に、祭壇を作り手を合わせ 

る施設等を整備します。 
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第1 1項再生可能エネルギー生産の整備 

課 題 

福島第一原子力発電所の事故により、国及び県ではエネルギー政策見直しの議論が積 

極的に行われております。これらの議論の中で、太陽光発電や地熱発電といった再生可 

能エネルギーの有用性や積極的推進の方向性が述べられております。 

本市における再生可能エネルギーの導入促進の施策については、震災以前には、これ 

から取り組むべき施策として太陽光発電システムを学校施設の建設に際し導入してきま 

した。 

再生可能エネルギーについては、様々な議論はあるものの、独力でのエネルギー調達 

等、その有用性を十分に発揮するため、本市ではこれから新しく建設をする公共施設に 

ついてシステムの積極的な導入を図ること、また、再生可能エネルギーの必要性を世界 

中に訴える必要があります。 

なお、再生可能エネルギーの設置場所については、市有地での検討としますが、今後 

策定する被災地域の土地利用計画の中で検討する必要があります。 

復興方針 

•新しい公共施設の建設時における太陽光発電導入促進 

具体的施策 

©災害公営住宅へのソーラー搭載 

•新しく建設する災害公営住宅には、再生可能エネルギーを利用します。 

•今後、復旧•再建する公共施設においては、最大限再生可能エネルギーの活用を検討 

します。 

(D各種企業、団体からの寄贈と利活用 

•再生可能エネルギーの利活用につい 

ては、被災地における新たな土地利 

用計画の策定とあわせて、本市とし 

ての大規模エネルギー生産地として 

の方針について検討を行います。 

•各種企業、団体からの再生可能エネ 

ルギー導入に関する寄贈等について 

は、これを広く受け入れ、本市にお 

ける再生可能エネルギーの積極的利 

用をPRするため、積極的に広報し 

ょ一—:1! 

r 
り^4炉 

i B 
ます。 

寄贈される再生可能エネ)レギー施設、 

機器等については、当面はこれを公共施設等で活用し、国のエネルギー施策の動向を 

踏まえた中で、水産業や誘致企業での利活用が可能となった際には、立地企業への優 

遇揩置として利活用を図るべく検討を行います。 
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(Dソーラー設置の呼びかけ 

•震災後に高まっている再生可能エネルギーへの転換、特にソーラー発電については、 

その有用性を広く 

訴え、世界的に設 

置を呼びかけます。 

ヒ 

ハ ^ ^ 

ネ艘地娜兄（驗 

搬iiMJ兄(®E) 
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第 3 章 資 料 

相馬市復興会議設置要領 

(趣旨） 

第1条この要領は、東日本大震災からの復興について検討を行うため、相馬市復興 

会議（以下「復興会議」という。）を設置し、その運営等に関し必要な事項を定める 

ものとする。 

(協議事項） 

第2条復興会議は、次に掲げる事項を検討するものとする。 

(1)被災地の復興に関する事項 

(2)復興計画に関する事項 

(3)その他市長が必要と認める事項 

(復興会議の委員） 

第3条復興会議は、委員2 6人で組織する。 

2委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1)関係諸団体の代表者 

(2)市長が必要と認める者 

(委員の任期） 

第4条委員の任期は、2年とする。ただし、委員が欠けた場合の補欠の委員の任期 

は、前任者の残任期間とする。 

(委員長及び副委員長） 

第5条復興会議に委員長及び副委員長を置く。 

2委員長は市長とし、副委員長は委員の中から互選により選任する。 

3委員長は、復興会議を代表し、会務を総括する。 

4副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

(復興会議の開催） 

第6条復興会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

2復興会議は、委員の過半数が出席しなければ開催することができない。 

3会護の議事は、出席委員の過半数で決定し、可否同数のときは、議長の決すると 

ころによる。 

(理事会） 

第7条復興計画を策定するにあたり、議論の取りまとめを行うために理事会を置く 

ことができる。 

2理事は、市長が委嘱する。 

3理事会の運営に関し必要な事項は、その都度委員長が復興会議に諮って定める。 

(事務局） 

第8条復興会議の事務局は、企画政策部企画政策課内におく。 

(委任） 

第9条この要領に定めるもののほか、復興会議の運営に関し必要な事項は、市長が 

定める。 

附貝IJ 

(施行期曰） 
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1 この要領は、平成 2 3年6月3日から施行する。 

相馬市復興会議委員 

平成23年8月1日現在 

団 体 名 役 職 等 氏 名 

行政区長 相馬 r b区長会屮村東部地区理事 飯土井光毅 

相 馬 市 区 長 会 飯 豊 地 区 理 事 幾世橋重夫 

相 馬 士 区 長 会 機 部 地 区 i 里參 鈴木 陽一 

相 馬 市 区 長 会 日 立 木 地 区 理 事 今村 清忠 

相馬市i義会 相 馬 市 _ 会 議 長 波多野広文 

相馬市議会副議長 佐藤 満 

相馬商工会議所 相 馬 商 工 会 _ 所 会 頭 荒井 宏美 

相馬双葉漁業協同組合 相馬双葉漁業協同組合代表理事組合長 南部 肩幸 

そうま農業協同組合 そろま農業協同組合相馬中村地区担当理事 山田 一男 

相馬士社会福祉協S義会 相馬市社会福祉協議会会長 只野 裕ー 

そoま土地改良区 そ Oま土地改良区副理事長 島 義重 

相馬市消防団 相馬市消防団団長 笠 
J 1 L 忠夫 

相馬市関係 相馬市 市長 立谷 秀清 

相馬市 呈y巾長 佐藤 圭田 
/Qj、ノ-J 

相馬市 教育長 安良 紀男 

相馬市 総務部長 菊地 利宗 

相馬市 企画政策部長 橘川 茂男 

相馬市 民生部長 青田 稔 

相馬市 保健福祉部長 星 光 

相馬市 産業部長 吉野 光一 

相馬市 建設部長 小山 健 -

相馬市 議会事務局長 長沢 命曰 
必曰 

相馬市 教育部長 臺内 吉重 

相馬市 生涯学習部長 渡部 卓 

相馬方部衛生組合事務局長 松野 泰章 

相馬地方広域水道企業回事務局長 芒 
J 1 b 政明 
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相馬市復興会議「顧問会議」委員 

氏 名 役 職 等 

北 川 正 恭 

田大学大学院公共経営研究科教授 

元三重県知事 

大 澤 貫 寿 

東 京 襲 大 学 学 長 

大 石 久 和 

財団法人国土技術研究センター理事長 

兀国土交通省技監 

牧 野 治 郎 

社HI法人曰本fe吉保険協会副会長 

元国税庁長官 

上 昌 広 

東京大学医科学研究所先瑞医療社会コミュニケーションシステム 

社会連携研究部門特任教授 

新 浪 剛 史 

株式会社ローソン代表取締彳舒土長 

ロ一ソン大学学長 

長 有 紀 枝 

立教大学大学院2 1世紀デザイン研究科教授 

特定非営利活動法人難民を助ける会（八八P)理事長 
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相馬市復興会議会議経過 

• 第 1 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 6 月 3 曰 

•(1)復興に向けた基本方針について 

• (2)相馬市復興会議理事の選任について 

• (3)今後のスケジュールについて 

. 第 2 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 6 月 1 5 曰 

•(1)復興計画（第一次計画）の概要について 

• 第 3 回 相 馬 市 復 興 会 讓 平 成 2 3 年 6 月 2 2 日 

.(1)復興計画（第一次計画）の概要について（八一ド事業の概要について） 

• 第 4 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 6 月 2 9 日 

• ( 1 )復興計画（バージョン1 一© )について 

• 第 5 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 7 月 1 3 曰 

• ( 1 )復興計画（パ一ジョン1 - © )について 

• 第 6 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 7 月 2 〇 曰 

• ( 1 )復興計画（バージョン1 一® )について 

• 第 7 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 8 月 3 曰 

• ( 1 )復興計画（バージョン1 一® )について 

• 第 8 回 相 馬 市 復 興 会 讓 平 成 2 3 年 8 月 1 7 曰 

• ( 1 )復興計画（バージョン1 一® )について 

• 第 9 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 8 月 2 4 曰 

. ( 1 )復興計画（バージョン1 - © )について 

• 第 1 0 回 相 馬 市 復 興 会 議 平 成 2 3 年 8 月 2 9 曰 

• ( 1 )復興計画（バージョン1 _ ® )の策定について 

相馬市復興会義「顧問会議」会議経過 

第1回相馬市復興会議「顧問会議」 

•(1)相馬市復興計画の概要について 

第2回相馬市復興会議「顧問会議」 

• ( 1 )相馬市復興計画について 

平 成 2 3 年 6 月 1 9 曰 

平 成 2 3 年 8 月 2 5 日 
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